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刊行に寄せて

　東京大学 CoREFは、大小さまざまな市町教育委員会及び学校等と「新しい学びプロジェ
クト」、埼玉県教育委員会と「未来を拓く『学び』プロジェクト」という協調学習を引き
起こす授業づくりのための研究連携事業を行っている。平成 22年度から始まったこれら
の研究連携は今年度で 9年目となった。
　いずれの事業でも私たちは現場の先生方と連携して、「人はいかに学ぶものか」につい
て今研究分野でわかってきていることを基盤に、教室で行われている授業の質を上げ、子
どもたちが自分たちで考え、理解し、次に学びたいことを見つけ出していける新しい学び
のゴールを追究してきた。私たちは、こうした新しい学びのゴールに向けて、私たち研究
者、教員、そして様々な分野の社会人専門家のコミュニティが緩やかに重なりながら、そ
れぞれの専門性を活かし、教室の事実に学びながら継続的に授業の質を上げるためのネッ
トワークを構築することの重要性を一連の事業を通じて痛感してきた。本報告書の作成並
びにその基本となった事業においては、「新しい学びプロジェクト研究協議会」参加の 17
都道府県 26団体、埼玉県をはじめ、山形県、長野県、静岡県、高知県、鳥取県、島根県、
大分県など連携の県教育委員会・センター等、学校のみなさま、日本産学フォーラム、
NPO法人日立理科クラブ、日本技術士会統括本部登録団体「わくわく理科教育の会」、日
本アイ・ビー・エム株式会社、学校法人河合塾をはじめとする社会人専門家のみなさまに
多大なご支援、ご協力をいただいた。この場を借りて感謝を表したい。

　本報告書は、第 1部「平成 30年度の活動報告」、第 2部「協調学習授業デザインハン
ドブック（第 3版）」の 2部で構成される。
　今年度は特に子どもの学びの過程をどのように見とるか、それを次の授業デザインにど
う活かすか、主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究に焦点化した取組を進めて
きた。これは別の言い方をすれば次の学びの質を支える評価の充実とも言える。「はじめに」
では、そうした新しい評価の基本的な考え方について整理する。
　続く第 1部第 1章「連携事業の展開」では CoREFと自治体との連携による授業づくり
実践研究の今年度の展開について報告する。第 1節では、CoREFと自治体及び学校等と
の研究連携の基本的な枠組みを紹介する。第 2節、第 3節では中心的な研究連携事業で
ある「新しい学びプロジェクト」、「未来を拓く『学び』プロジェクト」について、今年度
の活動報告を行う。第 4節では、研究連携を支える核となる先生方の学びの場である「本
郷学習科学セミナー」について報告する。第 5節では、研究連携の今後の発展に向けて、
CoREFが産官学と連携しながら試みている事業のいくつかを紹介する。第 6節では、今
年度 CoREFが講師を務めた関連研修一覧を示す。
　第 1部第 2章「授業研究のサイクルをどうやってまわしていくか」では、主体的・対
話的で深い学びの質を支えるための授業研究の視点やツールについて報告する。子どもの
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学びを具体的に想定しながら授業をデザインし、学びの事実を基に想定を見直していくよ
うな仮説検証型の授業研究を実現するために、今年度は具体的に見とりの観点の設定や授
業研究会における事前事後の研究会の持ち方について学校現場の先生方と連携して取り組
んできた。第 1節でその大枠を示し、続く第 2節、第 3節で具体例を紹介する。
　第 1部第 3章「授業研究のサイクルを支える ICTシステムの開発」では、白水が代表
を務める日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 S「評価の刷新―学習科学による授業
モニタリングシステムの開発と社会実装―」（平成 29～33年度）の取組の現状について
報告する。授業研究の質を高め、明日の学びの質を高めるために、ICTの力を借りてで
きるとよさそうなことは何か、現実的にどんなシステムを開発、実装できると今やってい
ることの質が上がるか。研究の大枠とこれまでの進捗（第 1節）及び現在開発中の授業
づくりのやり取りを蓄積共有するための「学譜」システム（第 2節）、子どもの学びのプ
ロセスを短期的、中長期的に記録、分析するための「学瞰」システム（第 3節）につい
てそれぞれ報告する。
　第 2部「協調学習 授業デザインハンドブック（第 3版）」では、協調学習の授業づくり
について現時点での実践研究から見えてきたことを実践者向けにまとめている。
　第 2部第 1章「授業実践事例編」では、「知識構成型ジグソー法」の実践について大ま
かなイメージをもっていただくことを目的に、小中高さまざまな教科を題材に、「知識構
成型ジグソー法」を用いた授業の事例を簡単に紹介している（第 1節）。あわせて、授業
づくりについて掘り下げて考えていただく素材として、授業者の先生方の生の声（第 1
節）、そして教科ごとの現時点の「授業デザイン原則」としてまとめられたものを収録し
ている（第 2節）。
　第 2部第 2章「授業研究導入編」では、協調学習を引き起こす授業づくり実践研究に
おいて大事にしたい基本的な視点（第 1節）とそのための具体的な授業研究の持ち方に
ついて解説している。子ども達の学びの過程をどのように想定しながら授業をデザインす
るか（第 2節）、教室で起こっている学びをどう見とり、どう次の授業づくりに活かすか（第
3節）。手法の先に私たちが一番共有したいのがこの授業研究のあり方である。
　第 2部第 3章「データ編」は、9年間の研究連携の成果を集めたデータ集である。デー
タは実際にご活用いただける形で付属の DVDに収録されている。DVDには、「開発教材」
として、小中学校 639、高等学校 1,628の教材について、授業案や教材、実践者の振り返
りコメント、児童生徒の記述例（一部教材のみ）が収められている。また、「実践動画」
として、これらの教材の一部を用いた授業風景の動画も収録している。
　あわせて DVDには、「参考資料」として私たちが研修等で行っているスライドを用い
たレクチャーや過去の年次報告書、ハンドブックの電子データ等も収録している。この中
には、「知識構成型ジグソー法」やその背景となる学習理論についてのより基本的な解説
も含まれる。目的に応じてご活用いただきたい。
 東京大学 CoREF　教授　白水　始
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はじめに

第 1章　連携事業の展開　

第 2章　授業研究のサイクルをどうやってまわしていくか

第 3章　授業研究のサイクルを支える ICTシステムの開発

第１部
平成 30年度の活動報告



はじめに

　今年度の新しい学びプロジェクト報告会で、印象的な一言があった。「脳に汗をかきな
がら」学ぶ二枚の写真を見せながら、「小学生から協調学習で学び続けた子どもたちの学
ぶ姿は、中学生になっても消えない」と仰ったのである。私たちが子どもたちに育てたい
「資質・能力」とは、急ごしらえの付け焼刃で身に付けさせるスキルだというより、そん
な風に時間が経っても「消えない何か」－習い性のようなものなのではないかと痛感した。
　学習科学者の中でも一番実践を積み重ねて（それだけ苦しんでも）きた一人は、「私た
ちは字を読む経験をあまりに習慣にしているため、目の前に文字を出されて「読むな！」
と言われてもどうしても読んでしまう。それと同じように『アイデアをよくする』という
資質・能力は、目前に何かアイデアがあると「手を出すな！」と言われてもどうしてもお
節介したくなる、そういう second nature（第二の天性）なのではないか」と語っている。
　先生たちが協調学習で育ててきた子どもたちにも、何か問題があると、どうしても「自
分の考えを言いたい」「仲間の考えも聞きたい」「違う考えも一緒にしてもっと良くしたい」
といった習い性が身についてきているのではないか。子ども自身もあまりに自然にやって
しまっているし、先生たち大人もずっと一緒にいると気づかないかもしれないけれど、時
間を置いて振り返ると、その「板につき方」に気が付くという性質のものなのだろう。
　協調学習の一番の仮説は、子どもがこうした学ぶ力を潜在的に持つ、というものだ。だ
から、問いに対して「自分の考えを出して」「仲間の考えを聞いて」「対話しながら考えを
深める」という「知識構成型ジグソー法授業」がどこでもできる。しかし、その「授業が
成立してどの子も学ぶ」という成果の上で、もう少し詳しく一人ひとりの学びを見てみる
と、その子なりの「考えの出し方」や「対話の仕方」「まとめ方」「記述など『形』への残
し方」がある。そのやり方が一人ひとりの潜在力を引き出す授業の繰り返しの中で、それ
ぞれ固有な学び方を持つ仲間とのやり取りを通して、少しずつ少しずつ磨かれて顕在化す
る（習い性になる）というのが「人が長期的に学ぶ＝賢くなっていく」過程なのだろう。
　そうなると、子どもは自ら考える「主体」として日常的に学ぶようになるから、学校を
離れても自ら考える大人になっていく。もうあと 10年続ければ、相当力強い町民や市民・
県民が増えて、地域全体が学び合うコミュニティとして生まれ変わる可能性すらある。
　こうした子どもたちの自然に学ぶ道筋に、今は「テスト」というものがうまく寄り添え
ていない。だからこそ、いまの高大接続改革があるのだろう。行く先も航路もわからない
のに、波だけは高いという無理な船出に見えるが、やりたいことは、人の自然な学びに寄
り添い、その賢さを伸ばすということに尽きる。
　私たちにできることは、子どもがいかに賢くなっていくかのビジョンの共有と、それに
基づく授業づくり、成果の絶えざる検証というモデルの提供である。目標は高く、起きて
いることの中身は細かく見るという、私たちなりの「改革」を地道に続けていきたい。
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学びの質を支える評価
　私たちの授業づくりの蓄積は、見えない子どもの頭の中を探る「評価」という営みの蓄
積でもあった。加えて、プロジェクト開始から 9年間という年月を積み重ねたことで、
私たちは大きく分けて二種類の時間で評価を考えることが可能になった。「一回の授業」
における子どもの学びと「小中 9年間」など学校段階まるごとでの成長である。本報告
書のテーマである「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」がその間をどうつ
なぐのかを考えるべく、そもそも「学びの質を支える評価」とは何かをここで確認してお
こう。
（ 1）学びの質を支える評価の原則
　「知識構成型ジグソー法」を使って協調学習を実現しようとしても、ねらった学びが実
現できるかどうかは、一つひとつの授業次第だということは、日々先生も実感されている
だろう。授業次第で学びが変わるからこそ、どう学んだかの評価が大事になる。それは一
人ひとりの先生にとって次の授業をよくする材料であると同時に、授業改善につながる評
価例をたくさん集めてみると、先生方みんなにとって「学びの質を支える評価の原則」が
見えてくる共有財産となる。その原則を次のようにまとめてみた。もちろん、これは現在
の試案であり、評価のすべてをカバーできる訳ではないが、実践において評価をどうした
らよいか考えるときや迷いを感じたときに立ち戻る参考にはなるだろう。以下、順に解説
する。

⓪　評価はすべての子どもの学ぶ力を引き出す学習環境を創るためにある
　評価について一番大事にしたい原則は、「評価とは子ども一人ひとりが潜在的に持つ学
ぶ力を引き出す学習環境になっているかを絶えず検証し、その力を最大限引き出す環境を
創るためにある」ということだ。この原則を出発点として、その後に並んだ 5つの原則
に留意しながら実践を繰り返すことで、この原則をより高次なレベルで実現できるように
なる。
　まず「知識構成型ジグソー法」で授業することは、「誰もが本来持っている学ぶ力」を
発揮できる学習環境を用意する出発点になる。それゆえ、先生方が初めて授業なさると、
「学力的に苦しいと思っていた児童があんなに活躍するとは」「普段無口な生徒も含めて
あれだけ話し合いながら考えられるとは」などと驚かれる。子どもの学ぶ姿を認め、学ぶ

大原則：評価はすべての子どもの学ぶ力を引き出す学習環境を創るためにある
①子どもを伸ばすために評価を活用する
②一人ひとりの子どもなりの納得（理解）を問う
③一人ひとりの納得の深め方＝学び方も評価する
④子どもの学びの具体で評価する
⑤学びの見とりをみんなのものにする
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力の発揮に素直に驚くというのも、十分な「学習評価」であり、評価の出発点だと考えて
よい。
　そんな授業ができれば、次はもっと学ぶ力を引き出したくなるのが人情だろう。どんな
問題なら子どもが思わず解きたくなるか、どんなレベルなら一人では解ききれないからこ
そ仲間の考えを聞きたくなるか、どんなヒントならそれを使って問題を解きたくなるか。
子どもが学ぶ力を必然的に使わざるを得ない状況、使うことが楽しいと思える状況を用意
できるかが、先生にとっての次のフェーズの授業改善と評価の課題になる。
　さらに先生方が授業を繰り返していくと、「知識構成型ジグソー法」授業のときだけ急
に「対話して」あるいは「資料を自分で読み取って」と頼んでも効果が上がりにくいから、
日頃からどれだけ折に触れて対話する機会や読み取りの機会を用意しているかが大事だと
いう課題意識をお持ちになることが多い。子どもが持つ「学ぶ力」のレベルが上がるから
こそ、もっと先を狙いたくなる。協調学習の累積効果をもとに、話しながら考える学級や
学校の文化が育ってくると、そこで引き出せる学ぶ力の質も高まり、先述の「習い性」に
なってくる。それがこの大原則をより高次な次元で実現した姿だろう。
　この原則は、子どもが学び損なったときには子どもの学力や学び方ではなく、まず環境
のデザインに原因があったのではないかと考えることにも役立つ。コーチングの分野でも
大原則の一つに「自責」という概念があるが、目の前の失敗を短絡的・感情的に子どもの
せいにするのではなく、落ち着いて視野を拡げて状況にも一因があったのではないかと考
えるということである。これは否定的な面ばかりでなく、授業は教師がデザインできる、
だからこそ、授業づくりは面白い、と考えることでもある。
　さらに、このように評価の考え方を変えると、学習「環境」の評価をしたいのなら、必
ずしも子ども全員を対象としなくてもよいという光明も見えてくる。子ども数名を「サン
プル」として抽出し、今日の授業がどれだけその子どもたちの学ぶ力を引き出していたか
を見とることを通じて、授業の学習環境としての「でき」を評価すればよいからだ。
①　子どもを伸ばすために評価を活用する
　評価についての考え方を変えたいとき、真っ先に再考したいのは「子どもを横一線に並
べ順位をつけてふるいにかける」という「評価＝序列化・選抜」のイメージである。協調
学習でねらうのは、一人ひとりの考えの違い－多様性－を活かして各自の考えを深める学
びである。その評価は、多様性を通じて実際にすべての児童生徒が自らの考えを深めてい
るかの検証である。だとしたら、評価の機能も「学習環境が子ども一人ひとりを伸ばすも
のになっているか」という「評価＝育成」に重点を置きたい。
　これは、「総括的評価は期末考査や選抜試験で行うので、授業自体は形成的評価で育成
を重視するということですね」ということではない。授業だけでなく、すべての場面で子
どもの学ぶ力を引き出す機会を提供できているか、まずその環境（授業もテストも立派な
環境である）の吟味を優先しようということである。同じ内容でもわかる子しかわかる授
業ではなく、全員がより深くわかる授業がデザインできるように、知っていることを書き
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出して終わりにするテストではなく、全員が本質的な問題に頭をフル回転したくなるテス
トをデザインできないか考えてみようということである。
　例えば、「2a、2a2、－2a2という 3つの文字式を大きい順に並べて、場合分けが必要な
らその場合と結果を説明する」という問題は、「順番に並べる」という点では全員が参加
でき（中学生はひとまず「－2a2＜ 2a＜ 2a2」と並べがちだという）、かつしっかり説明
しようとすると奥が深い（代入する値のプラスマイナスで順序が変わるだけでなく、±1
との大小でも変わる）1。子どもたちは数を当てはめながら、徐々にその複雑な場合分けに
気づいていけるし、高校生が解けば別解（関数の問題と見立ててグラフを描いて答えるな
ど）も出るかもしれない。同時に、こうした「基礎的」に見える問題で、数の本質や連続
性の理解（整数だけでなく分数や少数を入れられるか）や、数学的・論理的な考え方（数
を当てはめるだけでなく、いつ同値になるかを先に考えられるかなど）を推し量ることも
できる。
　この例は、評価を考えるとき、子どもにとって考え甲斐のある問題を用意して、彼・彼
女らの問題解決や学習の世界を拡げ、より豊かにその学びの実態を見とることができる可
能性を示唆している。成績などある軸で子どもたちを並べると、何点に何人いるかという
「分布」ができるが、その「分布の中だけ」で誰が優秀で、誰がそうでないかに目を向け
るのではなく、その「分布自体が良質なものか」という観点で学習環境を見直したい。そ
れができれば、「成績がばらついて、うまく順位が付けられる授業・テスト」より、「児童
生徒全員が伸びるチャンスのある授業・テスト」が大事だということに気づきやすくなる。
　子どもを伸ばすために評価すると考えると、重要になるのは「学びのゴール」である。
伸ばすべき先を高く掲げて、そのゴールを先生や学校間、さらには社会と共有して子ども
たちを伸ばしていきたい。そのゴールに照らしながら学びを評価するのが、学習指導要領
の言う「目標に準拠した評価（絶対評価）」の理念に当たる。
　そのゴールとして最近では、21世紀を牽引するための「21世紀型スキル」2が重視され、
新学習指導要領でも「資質・能力」が重視されている。「一人ひとりが自ら学び、判断して、
他者とは違う自分なりの考えをもってそれを表現し、他者と交換して、考えを再評価して
統合し、そのどれとも違う真の解決に結びつく解を作り出す」という、昔ならエリートだ
けに求められていたようなスキルの獲得がすべての人に求められ始めている。
　このゴールは、一定の訓練を受けて「はい、終わり」となるものではない。常に使い続
けて更新していくべきスキルである。しかも「解」を出して終わりというものでなく、それ
を社会に投げ込んで様子を見て、また次の課題を見つけるというスキルである。その獲得
には、日々の学びにおいても、授業のゴールを「達成したらおしまい」ではなく、「近づい
たらそこを超える」ものにすることが重要である。それゆえ評価も、その授業での達成度

1   この課題を用いた有田川町立石垣中学校上道賢太教諭（当時）による実践例は、巻末
DVD「開発教材」に「数学 A901式の値」として収録されている。

2   巻末DVD収録平成 29年度報告書第 2部 1章 3節「新しい学びのゴールと評価」に詳しい。
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だけでなく、次にどのような問いや学習意欲を抱いたかという副産物まで対象にしたい。
　子どもを伸ばすために評価するとは、子ども一人ひとりの到達点を確かめながら、「次」
に向けて授業を「前向き」にデザインする判断材料を得ることだと言ってもよい。
②　一人ひとりの子どもなりの納得（理解）を問う
　上記の学びを日々の授業で引き起こそうとするとき、授業づくりで一番大事にしたいの
は、「一人ひとりの子どもが何をわかったのか」、平易に言えば「どんな納得を得たのか」
を問う、ということである。21世紀型スキルが大事だからと言って、中身となる学習内
容抜きにそれを獲得することはできない。三宅（2014）が「スキルの育成が新しい学び
のゴールになったように見えても……人々の生活を支えるのは個々のスキルではなくそれ
らの組み合わせが産み出す「もの」である。アイデアや意見も立派な「もの」である。」3

と書くように、大事なのは生活や社会、文化を支えるアイデアやプロダクトなどの「もの」
であり、スキルはそれを生んでいくためにある。
　そう考えれば授業の中でも、子どもが自分の考え（アイデア）をよりよい方向に変え、
新しい「もの」を生んでいっているか－まさに「学びの質」－を評価したい。スキルはそ
のドライバー（駆動因）である。「学びの質の高まり」には、概念の変化だけでなく、一
人ではできないような表現の創造や判断も含まれるが、こだわりたいのは一人ひとりが素
朴な経験則と学校で教わる原理原則とを結び付けた「納得」を創ることができるかどうか
である。納得があれば、それを根拠として各自の自由な創造や判断が広がる。疑問も持て
る。逆に納得がなければ、思い付きの創造や表面的な危うい判断にとどまるだろう。
　それでは、私たちは子どもの理解・納得をどう評価できるだろう？　例えば、次の二人
の生徒の解答を比べてみて欲しい。どちらが「より深く理解している」と言えるだろうか。

　普通なら、生徒 Aが正解の満点 10点で生徒 Bは 0点ということになるだろう。とこ
ろがこの二人に「それにはどういう意味があるか話してくれますか？」と続けて聞いたと
ころ、生徒 Aは「話すことはほとんどないですね。年代の一つですから。試験のために
憶えたんです。」と答えた、という。テストには強いけれど、歴史が良くわかっているか
どうかは怪しそうだ。対してもう一人の生徒 Bは「イギリス人がバージニア地方に落ち
着き始めたのが 1600年直後ですね。イギリスは、スペインがまだ大西洋を支配している
間は海外に遠征しようとはしなかったでしょう。大きな遠征を組織するには数年はかかり
ますから。イギリスが大西洋海域の支配権を得たのは 1500年代の終わりごろだったに違

「アルマダの海戦は何年ですか。」
 〈生徒 A〉：「1588年です。」　正解
 〈生徒 B〉：「1590年前後です。」　惜しい答え

3   巻末 DVD収録平成 25年度報告書「はじめに」p.2
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いないでしょう。」と答えた。さて、あなたなら Bに何点をつけるだろう？
　この例を紹介している評価の研究者は「問題は、生徒 Aの方がテストの点が高くなる
場合があることだ」と解説している4。年代だけに焦点を当ててテストしようとすると、
年代は言えなくても歴史の流れがわかっている生徒 Bのような子どもの心の中をつかみ
切れない。答えに続けて個別にわかっていることを聞き出すような手順をとると、明らか
に生徒 Bの方が「歴史についてわかっている」と判断できる。年代だけを覚えてテスト
に対処することが歴史的事実の間の複雑な関係の理解と区別がつかない、あるいはそれよ
り「良い」と判断されるような仕組みがテストにはあることが、問題を引き起こす。だと
すれば、この問題は、評価の仕方を変えることによって解決可能だということになる。
　私たちは、一方で子どもの理解を深める教育を行い、他方でその教育にマッチした評価
をできているだろうか。「指導と評価の一体化」を高いレベルで行えているだろうか。
③　一人ひとりの納得の深め方＝学び方も評価する
　上記のような納得を得るには、先生の話を一方的に聞くだけでなく、子どもが主体となっ
て対話を通して考えを深める必要がある。同時に、その過程（プロセス）は思考力・判断
力・表現力等やコミュニケーションやコラボレーション能力を発揮するチャンスともなる。
そのチャンスが積み重なっていつも自然に発揮できるようになれば、新しいことを効果的
に、深く学べるようになるのは当然である。それゆえ、授業では子どもたちが自分なりの
納得をいかに深めようとしているか、その学び方も評価の視野に収めたい。逆に収められ
れば、授業での到達点が先生の期待するところまで行かなった児童生徒でも、自分なりに
理解を深めようとしたプロセスが見えてきて、その力を次の授業に生かすことができる。
　問題は学び方の学びをどう評価するかである。一つには、学習成果から間接的に推定す
る方法、もう一つには、学習プロセスを直接評価する方法が考えられる。
　前者は、学んだことが「教室外・学校外に持ち出せるか（可搬性）」「必要なときにうま
く使えるか（活用性）」「後から積み上げて発展させられるか（修正可能性）」という特徴
を持つかという検討である。協調学習で充実した学びができると、その成果はこうした特
徴を持ちやすい。例えば、生徒が「知識構成型ジグソー法」で学んだ単元については定期
テストのときに「その場面が思い浮かぶ」と言ってくれるのは可搬性、新しい単元に入っ
た途端「あのときのあれだ」と既習に結びつける姿は活用性、授業最後のクロストークで
のまとめが少しおかしくても次時に不足を見つけて自ら直したり、エキスパート資料で与
えられた範囲外の情報に興味を持って自ら調べたりするのは修正可能性の証拠である。そ
のような学習成果が得られたら、次の協調学習ももっと実現しやすくなる。その点で、こ
れらの評価はその授業での達成度を超えた、「次の学びの準備」を評価するものだと言える。
その評価から間接的に「学び方の学びが起きた」と推定するわけである。

4   Pellegrino, J.W., Chudowsky, N. & Glaser. R. （2001） Knowing what students know: 
The science and design of educational assessment, Washington, DC: National 
Academies Press.
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　そうは言っても、先生には授業中に子どもの学ぶ姿が目に入ってくるだけに、そのプロ
セスを直接評価したいと願うだろう。21世紀型スキルのプロセスからの直接評価はまだ
まだ研究例も少ないが、「知識構成型ジグソー法」であれば、授業の型に組み込まれてい
るコミュニケーションやコラボレーションのチャンスに先生がどういう言動を子どもに期
待するのかを決めておいて観察するというやり方が考えられる。例えば、ジグソー法の授
業では、状況として互いに知らない情報を持っている「はずだ」ということになっている
ので、たとえエキスパート資料について何か考えて「ここがわかんないの」というだけで
も、人に伝えたいことが生まれることになる。それがコミュニケーション能力を発揮する
チャンスである。逆に、互いに読まなくてもわかるような資料だと、せっかくの仕掛けが
生きない。その能力の発揮を子どもの言動の有無から判断できる。その際、先生が何を「コ
ミュニケーション能力」と思っているか、も重要である。「きちんと資料の説明ができる
こと」だと思っていると、上記の発言は能力の発現としては見逃されてしまう。「期待す
る認知」と「観察」をしっかり両方考えて対応付ける必要がある。この点は④で改めて解
説する。
　学び方の学びにおいては、より長期的なスパンの評価も有効だ。一回一回の授業で資質・
能力を発揮した学び方（スキル）がドライバーになるのであれば、それを中長期的に繰り
返すことで今度はスキル自体が高まる。それが先述した「習い性」にまでなれば、例えば
授業の際に「先生、今日の学習課題はわかったので僕たちで進めさせてください」という
学級が生まれたり、全国学力・学習状況調査の記述問題にまるで「自分の考えを聞いてほ
しい」とばかりに解答するので無答率が減っていったりといった変化が生ずる。
　だからといって、「自分たちで授業を進めること」や「とにかく書くこと」自体を中身
抜きに目標にしても効果は薄い。新学習指導要領で「資質・能力の三本柱」の一体的な育
成が目指されるように、知識・技能などコンテンツの学びを基盤として、思考力・判断力・
表現力等や学びに向かう力なども培われるからである。
④　子どもの学びの具体で評価する
　これからの評価は、印象や直感だけでなく、学びの事実をもとに行いたい。「自分なり
の納得」や「学び方の学び」、「ゴールを超えていく学び」といった抽象度の高いゴールほ
ど、子どものことばや姿で言うと何に当たるのかという「具体」をはっきりさせたい。
　そのために、学習科学研究者が提唱する「評価の三角形」が参考になる。図 1のよう
に評価とは目に見えない子どもの思考や理解、学習などの「認知」を捉えるために「観察」
の窓を開け、その結果を「解釈」することで初めて可能になる、と考えるのである。歴史
について学んだことを評価するために「年代を聞く」というのは一つの「観察」である。
結果をもとに「この生徒は歴史がわかっている」と結論するのが「解釈」である。当然知
りたい「認知（どれだけ事実を結び付けて理解しているか）」とかけ離れた観察をしてし
まうと、妥当な解釈はできない（そう考えるとテストの点数も解釈結果でしかなく、どん
な課題にどう答えたのかに立ち戻って学習者の認知過程を捉え直す必要があることも了解
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しやすい）。
　子どもに期待する「納得」や「コミュニ
ケーション能力」などが「認知」に相当す
る。それを抽象論に終わらせないために、
「どんな課題にどんな形式で考えを出して
もらうのか」「結果をどのような基準で評
価するのか」という「具体」を想定する必
要がある。
　では、それで望む認知が把握できるかと
言うと、目に見えないからこそ、どんな観
察の窓を開けても、認知過程が完全に見えることはない。それゆえ、「評価は一回やって
終わり」というものではなく、何度も子どもに実現可能な認知過程を想定し、有望な観察
窓の開け方を試み、結果を解釈して、推測の確からしさを高めていくしかない。
　授業研究における「授業をプランして実践して結果をチェックして次の授業に向けたア
クションプランを導出する」という PDCAサイクルは、まさに子どもの学びをどう評価す
るかという仮説生成－検証－次の仮説生成というサイクルでもあるわけだ。本報告書で、
子どもの学びの評価を「見とり」と呼び、それを軸に新学習指導要領の言う「主体的・対
話的で深い学び」を実現するための授業研究をテーマとしたのは、よりよい授業を創って
いくためだけでなく、子どもの学びをより深く見とっていくこともねらいたいがためである。
　学びの具体を想定することは、単に授業が想定通りにうまくいったかどうかを確かめる
ことに役立つだけではない。学びのプロセスを一つの道筋でも想定してみることは、そこ
にはまらない子どもたちの多様なプロセスを実感することにも役立つ。「知識構成型ジグ
ソー法」授業で「わかった！」というタイミングがどこで来るかを見るだけでも、クロス
トークの後で初めてわかった顔をする子どもがいたり、逆にジグソー活動の初期に答えだ
けはさっさと出して仲間に説明していた子どもが質問を契機にわからなくなってそこから
持ち直したりするなど、子どもの数だけ多様な学び方があることが見えてくる。
⑤　学びの見とりをみんなのものにする
　そこまでくると、その児童生徒一人ひとり違う学びのプロセスと、違うからこそ生まれ
てくる彼・彼女らの建設的な相互作用の見とりを子ども自身のものにすることによって、
「自分にはこんな強み・弱みがあるんだ」と自覚して、弱みを補い、強みを伸ばす学び方
をしていってもらうことができるようになる可能性がある。
　学び方のプロセスまで行かずとも、例えば学習成果の見とりであれば、クロストークで
の説明を子どもが互いに聴き合って、「あの言い方はいいな」「ちょっと変だけど面白いな」
と感じたり、実際質問し合ったりすることは相互評価の一つの形だと言える。クロストー
クを書き起こして次時にプリントで返すと子どもたちがじっと読み込むのは、その中身だ
けでなく、「仲間がこんな風に学んだんだな」と振り返ってもいるからだろう。もし近い

図 1：評価の三角形（報告者編集）
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将来、児童生徒同士の対話が短時間で「見える化」できて、将棋の鑑賞戦と同じように対
話を振り返ることができるようになれば、学び方そのものの自覚も促しやすくなるかもし
れない。
　それでは、なぜ、この原則を「学びの見とりを『子どものもの』にする」とせずに、「『み
んなのもの』にする」としたのか。それは子どもが学び続け、伸び続けていくためには、
先生がその見とりを子どもに返したり、子ども自身が自己・相互評価したりするだけでは
不足だと考えているからだ。新学習指導要領で「学びの地図」作りや自己調整学習、ポー
トフォリオ作成が推奨されているからと言って、子どもに何かやらせれば確かな見とりが
できるようになるという保証はない。保護者も含めて社会全体が学びとは何か、それをど
う見とればよいのかの考えを見直し、吟味し続けていく必要がある。
　なぜなら、おそらくいま、多くの子どもたちにとって自分が学べているかどうかの自己
評価はテストの得点、成績に依存しているからだ。点数が悪くても自分はしっかりわかっ
ている実感があるから、テストの方が悪いと考える子どもは少ないだろう。しかし、評価
の三角形で言えば、テストも一つの観察の窓にしか過ぎない。だから、テストの成績では
学力的に厳しいと思われていた子どもが「知識構成型ジグソー法」授業で活躍するという
「シャッフル」も起きる。いつもとは違う観察窓が開けられるからである。子ども自身の
学びの手ごたえと、その先生の見とりをもとに、学ぶとはいったいどういうことなのかを
みんなで考え直していくことが必要だろう。その答えはどこにもない。しかし、「学びと
はどういうものだと自分は思っているのか」を各自が自覚しておくことが、その再考に役
立つことは確かだろう。子どもの学びは「自分が一番よくわかっている」のでも「身近な
先生が一番よくわかっている」のでもなく、むしろ誰も「この私／この子どもがいかに学
んでいくか」はわからないからこそ、みんなで学びを見とり、見とった結果を持ち寄って、
自覚的に学び続けていく必要がある。
　すべての大人が「子どもは潜在的に学ぶ力を持つ」と信じて、それをいかに引き出し見
とるかを考え続け、子どもは子どもで「自分は常に学ぶ力を持つ」と自覚して、それをい
かに発揮し伸ばすかを考え続けるようになれば、その環境は、すべての成員にとって今よ
りもっと自然な学びを引き出す環境になるのではないか。
（ 2）「知識構成型ジグソー法」授業における評価
　以上の原則に従って、「知識構成型ジグソー法」における評価との対応を考えてみよう。
①　子どもを伸ばすために評価を活用する
　「知識構成型ジグソー法」では、子どもに答えを出してほしい問いを最初に決めておいて、
授業を始めるときと終えるときの二度、同じことを聞くという評価の手法（観察窓の開け
方）を推奨している。これによって授業の「メイン課題」に対して一人ひとりの学びの出
発点と到着点が観察できる。最後に一度だけ聞くよりも、一人ひとりの子どもの変化が見
とりやすくなり、「伸び」を先生・児童生徒双方が実感することに役立つ。
　一回のジグソー授業を単元の一コマだと捉えれば、中長期的な伸びに授業が活用できる。
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単元の冒頭に位置付けて概要をつかませて学習意欲を引き出すことも、最後に位置付けて
次の単元につなげることもできる。こうした流れの中で考えれば、クロストークも期待す
る解答が出てきたかどうかの観点だけでなく、子どもたちがどこまでわかって、何がわか
らないかを整理して次時につなげる「集団での自己評価」の機会だと捉え直すことができる。
②　一人ひとりの子どもなりの納得（理解）を問う
　メイン課題に対する解答について「期待する解答の要素」を設定することは、児童生徒
全員の理解がどこまで深まったかを把握することに役立つ。もう一つ大事なのは、児童生
徒の表現が往々にして一人ひとり違う、ということである。この記述を全員一致させたい
なら先生が最後に「まとめ」て板書し、ノートに書いてもらえば良い。でもその表現は長
続きしない。納得しているのかどうかもわからない。一人ひとり違う表現を集めて見比べ
ることによって初めて、私たちは、子ども一人ひとりの学びの実態を推測しやすくなる。
③　一人ひとりの納得の深め方＝学び方も評価する
　上記の表現の違いに、授業の最初に一人ひとりが何を考えていたかについて記述から見
えたことを付け足すと、簡便ながらもかなり本格的に学びの過程が見えてくる。さらに授
業最後に一人ひとりの「次に知りたくなった」疑問を書いてもらったり、時間を置いて学
んだことを再度聞いたり活用したりする機会を設けることで、学習成果の修正可能性や可
搬性、活用性を捉え、思考力等をどれだけ発揮していたかを推定することができる。
　子どもたちの対話やワークノートへの記述、ホワイトボード上のまとめなど、授業中に
「全開」にされた観察窓を記録・分析することで、学び方は一層把握しやすくなる。本報
告書の第 1部第 3章に示したようにテクノロジの力も使って、クラスの全対話の中で、
先生が期待するキーワードがどこで話されているかを一覧できるようになれば、キーワー
ドに言及しながら答えを作り上げるタイミングがグループごとに違ったり、キーワードの
周りで、一人が何か言いかけるともう一人が聞き返したり他のことを言ったりしてみんな
の表現が変わっていく建設的な相互作用がどこでも起きていたりすることが見えやすくな
る。それは「一人ひとり多様な学び手」である子どもが「自ら答えを作り出す力」を持っ
ていて、「対話が一人ひとりの考え方を変えていく」ことの確認につながり、多様な資質・
能力の育成度合いの評価をやりやすくするだろう
④　子どもの学びの具体で評価する
　以上の「知識構成型ジグソー法」に埋め込まれた評価の機会を生かすのが、第 1部第 2
章や第 2部第 2章に紹介した授業研究である。授業前のシミュレーションで、児童生徒
一人ひとりが授業前のどんな状態から、どういう資料の読み取りや対話を通じて、授業後
にどこまでたどり着くのかを具体的に想定する。これは授業案や教材の改善に役立つだけ
でなく、評価の基準をはっきりさせることにも役立つ。「授業研究のための見とりの観点
シート」は、各先生が「～力」をどういうものだと考えているかだけでなく、それが「こ
の授業でどう表れるか」を具体的に想定することに役立つ。しかも、やってみると資質・
能力の発露や学び方の想定のつもりが、その授業での一番のハイライトとしてどういう対
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話を望むのかという内容そのものの見直しにつながることも多い。授業後には学びの事実
に基づいて、想定通りや想定外の学びがどう起きたか、なぜ起きたのかを検討する。たく
さんの先生で観察結果を交換・共有することで、「子どもはいかに学ぶか」の知見を深め
る評価のサイクルを極めて高速に回すことができるのだとも言える。
⑤　学びの見とりをみんなのものにする
　そこから見えてくる知見を「協調学習の授業づくりのデザイン原則」（第 1部第 1章・
第 2部第 1章参照）としてまとめてみると、その多くが「評価の原則（コツ）」にもなっ
ていることに気づかされる。無関係だと思っていた教科や学年、学校段階の原則が使える
こともあるだろう。そうすると、目の前の子どもの学びを見とろうとする努力が地域も時
間も超えて、多くの子どもの学びの見とりに役立つことになる。

東京大学 CoREF　教授　白水　始
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第 1章　連携事業の展開

　本章では、東京大学 CoREFが自治体等と連携して行ってきた協調学習の授業づくりプ
ロジェクトの平成 30年度の活動について報告します。

　第 1節では、私たちの研究連携の基本的な枠組みについて解説します。

　第 2節、第 3節では中核となる研究連携事業である「新しい学びプロジェクト」、「未
来を拓く『学び』プロジェクト」について、それぞれ今年度の活動報告を行います。

　第 4節では、自治体の枠を超えて、これらの研究連携の核となる先生方を伸ばす試み、
「本郷学習科学セミナー」について報告します。

　第 5節では、今後の研究連携の発展に向けて、CoREFが産官学の連携で進めている新
しい展開について報告します。

　第 6節では、今年度 CoREFが講師を務めた関連の研修等について一覧で報告します。

　なお、第 1節は、平成 28年度活動報告書の当該部分の原稿に加筆修正したものです。

第 1節　研究連携の基本的な枠組み
第 2節　新しい学びプロジェクト
第 3節　未来を拓く「学び」プロジェクト
第 4節　連携の核を育てる～本郷学習科学セミナー～
第 5節　新しい展開
第 6節　今年度の研修実施状況



1 ．研究連携の基本的な枠組み
（ 1）前提となる学びのゴールの転換
　CoREFでは、平成 22年度から全国の教育委員会及び学校と連携し、協調学習を引き
起こすための授業改善の連携事業を行ってきた。連携では、「知識構成型ジグソー法」と
いう共通の授業の型を使った授業デザイン、実践、振り返りを 1セットとする実践研究
を多くの参加者が互いに関わりながら継続的に行い、実践例を蓄積している。
　新学習指導要領改訂でもそのひとつの柱として、アクティブ・ラーニングの視点（主体
的・対話的で深い学びの過程が実現しているか）からの授業改善が盛り込まれている。こ
うした学びの転換は、単に学習形態の転換ではない。背景には、21世紀の社会を生き抜
くために子ども達に付けておきたい資質・能力の転換やそうした資質・能力あるいは深い
教科等の知識を子ども達が自分のものにいていく上で前提となる「学習者としての子ども」
観の転換がある。
　平成 28年 12月にまとめられた中央教育審議会の答申「幼稚園、小学校、中学校、高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」では、これ
からの時代に求められる人間像として「主体的に学びに向かい、必要な情報を判断」する
こと、「対話や議論を通じて、自分の考えを根拠とともに伝えるとともに、他者の考えを
理解し、自分の考えを広げ深めたり、集団としての考えを発展」させられること、「変化
の激しい社会の中でも、感性を豊かに働かせながら、よりより人生や社会の在り方を考え、
試行錯誤しながら問題を発見・解決し、新たな価値を創造していくとともに、新たな問題
の発見・解決につなげていく」ことを挙げている。
　これを言い換えれば、第一に、一人ひとりの子どもが「これだけ覚えておけば安心」と
いう答えを受動的に受け入れるような学び手ではなく、新しい問題状況において自分で答
えを作り出せる学び手になることが求められているということである。アクティブ・ラー
ニングで私たちが育てたいのは、答えの受け手ではなく、作り手である。
　ただし、一人ひとりが自分で作る答えというのはどうしてもその人の経験則に縛られて
しまうから、視点の異なる他者と考えを出し合ってみることで、自分の考えを見直し、多
様な視点を統合し、自分の答えの適用範囲を広げることが必要になる。
　協調的な問題解決を通じて、一人ひとりがよりよい答えを自分で作り出せると、その先
に「次に問いたい問い」がそれぞれなりに生まれてくる。
　これらは、まさに私たちが協調学習として追究してきた学びのあり方だと言ってよい。
授業場面に即して言えば、これまでの科学や文化、研究の上に立って、先生方が目の前の
生徒に本時考えてほしい「問い」を用意される。「問い」に答えを出すための部品（資料
や視点、ヒントとなる活動など）もいくつか用意されるだろう。これが授業のデザインに
なる。この「問い」に対する答えの作り手は、子ども達個々人である。多様なこだわりを
持った個々人がそれぞれの仕方で部品を組み合わせてつくっていく。その際、違う部品や
答えを持った仲間と考えを比較吟味したりしながら、自分なりに納得できる「問いへの答
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え」をつくりあげる。自分なりに「これはわかった」という答えが見えてくると、（だか
らこそ初めて）「ここはどうなの？」という「次に問いたい問い」が生まれてくる。
　こうやって整理してみると、目指す学びの転換の本質は、単純にグループ学習等の子ど
もが主体的に参加する授業形態を増加させたり、他者とコミュニケーションをとる機会を
増加させたりすることではなく、彼らが主体的に学び、他者とのかかわりを通じて、自分
なりの答えを作り、試し、磨き、その先に分かったからこそ問いたい自分なりの「次の問
い」を見つけていくような学習のチャンスをどれだけ設けてあげられるか、にあると言っ
てよい。
（ 2）連携で何をやってきたか
　私たちは、こうした学びの転換に向けて、「知識構成型ジグソー法」という一つの授業
の型を実践者・研究者・行政関係者で共有し、実践と振り返りのサイクルを協調的にまわ
し続ける研究連携によってアプローチし続けてきた。
　連携において実践者・研究者・行政関係者に期待される役割は下表の通りである。

実践者 研究者 行政関係者

・ 「知識構成型ジグソー法」
の型を使った授業の実践

・ 「知識構成型ジグソー法」
の型の提供

・ 自治体の教育課題に応じた「知
識構成型ジグソー法」の活用

・オンラインでの協調的な授業デザイン検討
・ CMSやメーリングリストによ
る協調的な授業デザイン検討
の場の提供

・研修会参加
・ 共通の枠組みでの振り返り

・ 研修や振り返りのための
ツールのデザイン・提供

・研修会参加
・実践や振り返りの共有化

・新しい課題の発見とそれに即した取組の見直し

表 1：研究連携で期待される役割

　また、研究連携でやってきたことの意味を大きく 3つに分けると、

　① 「知識構成型ジグソー法」の型を使って教室の学びの質を上げること。すなわち、子
ども達が自分で考えて答えを作る、そのときに友だちの考えと比較検討しながら自分
の考えをよりよくしていく、そうしたチャンスがたくさんある授業を実現すること。

　② 実践者・研究者が「知識構成型ジグソー法」という一つの授業の型とそれに結びつい
た振り返りの枠組みを共有し、授業実践と振り返りのサイクルを回し続けること。す
なわち、実践者・研究者が多様な仲間と一緒に授業をデザインしたり、授業の中で子
どもが自分で考えながら話して、学んでいくときの事実を丁寧に見取ったりすること、
そこで得た気づきを次の授業デザインに生かしていくことの繰り返しを通じて、私た
ち自身の授業観や子ども観を変えていくこと。
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　③ こうした私たち自身の協調的な学びの可能性をより一層広げていくために、産官学を
巻き込んだ私たち自身の学びのネットワーク・オブ・ネットワークスを展開していく
こと。

と整理することができる。「知識構成型ジグソー法」の型を使って、1回 1回の授業で起
こる学びの質をよくしていくことと同じくらい、そうした試みを実践者・研究者が自分た
ちの学びの課題として捉え、協調的によりよい答えを追究していくことで、私たち自身の
授業論や学びの科学をよりよいものにしていくことがこの研究連携の肝である。また、そ
のときに、常にその学びの場に多様性を持ち込むネットワーク・オブ・ネットワークスの
存在を大切にしたい。
（ 3）型があると何がよいのか
①子ども達の学びにとっての型のよさ
　教室で子ども達が協調的に学ぶチャンスを増やしてあげること、そうした学びを引き起
こしながら、私たち自身が授業観・子ども観を変えていくことのために、「知識構成型ジ
グソー法」という一つの型をずっとみんなで研究し続けていることにどんなよさがあるの
か。この研究連携における型のもつ意味について整理しておきたい。
　子ども達の学びにとっての型の意味としては、「知識構成型ジグソー法」の型が「人は
いかに学ぶか」の研究に裏付けられたものであり、私たちがもともと持っている学びの力
を引き出しやすい場を作り出すものであるところが大きい。
　教室で引き起こしたい協調的な学び―一人ひとりが自分で答えを追究しながら、他者の
異なる視点や考えと出会うことで、自分の考えの質を上げていくような学び―は、実は遊
びや日常生活の場面で子ども達が自然にやっていることでもある。どんなときに子ども達
がそうした学びをしているかを今、私たちなりに整理すると、

①一人では十分な答えが出ない課題をみんなで解こうとしている。
② 課題に対して一人ひとりは「違った考え」を持っていて、考えを出し合うことでよりよ
い答えをつくることができる期待感がある。
③考えを出し合ってよりよい答えをつくる過程は、一筋縄ではいかない。
④答えは自分で作る、また必要に応じていつでも作り変えられる、のが当然だと思える。

といった 4つの要素にまとめることができそうだと考えている。
　これに対して、一般的な教室でのグループ学習を想定すると、場合によっては、一人で
も十分答えが出そうな課題を考えていたり、誰か一人の考えだけで十分な答えになってし
まいそうだったり、考えたことを発表しあうだけで終わりになってしまっていたり、グルー
プで話し合っても最後は先生が「正解」をくれたりしてしまうこともあるかもしれない。
　「知識構成型ジグソー法」の型を使った授業には、最初に子ども達が自分にとって「一
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人では充分な答えが出ない課題」に自分一人で答えを出そうとしてみて、答えを出すのに
先生が必要だと考えるいくつかの部品をグループに分かれて学んできて（エキスパート活
動）、異なる部品について学んできた子ども同士が 1つの班に集まって、学んできたこと
を使いながらみんなで「一人では十分な答えが出ない課題」によりよい答えを作ろうとし
てみて（ジグソー活動）、各班で作った答えを教室全体で交流しながら、さらに掘り下げ
て（クロストーク）、最後にもう一度各自が自分で答えを作ってみる、という一連の流れ
の中に、上述した①～④の要素を担保するような仕組が備わっている。これが子ども達の
学びにとっての型のよさである。
②私たちの学びにとっての型のよさ
　上の説明を丁寧に読んでいただくと、協調的な学びを引き起こしやすい 4つの要素を
満たす「知識構成型ジグソー法」の型のよさは、必ずしもすべてこの型を使いさえすれば
担保されるわけではないことにお気づきいただけるだろう。
　子ども達にとって「一人では十分な答えが出ない課題」とは具体的にどんなものなのか、
その課題に「答えを出すのに先生が必要だと考えるいくつかの部品」は何になるか。また、
それを考える上では本時の課題に先生が期待する答えは何かも同定しておかないとならな
い。こうした型の中身が本時の子ども達にとって適切なものになってはじめて、ジグソー
の型を使って協調的な学びを引き起こしやすい 4つの要素が満たされると言える。
　これを私たちの学びにとってのよさという観点で見れば、授業づくりにあたって考える
ポイントが明確になるということである。
　「目の前の子どもたちにとって問うに足る問いとは」「教科等のねらいに即して、本時の
課題に対して行き着いて欲しい答えの肝は」「だったら必要な部品は」といったジグソー
の授業をデザインするとき向き合う授業づくりのための問いは、型を越えて子ども達の協
調的な学びを引き出すために普遍的な問いであるといってよい。
　こうした問いに対して、私たちの研究連携では実践者と研究者がオンラインや対面の場
でアイデアを出し合ってよりよい答えを作り出そうとする協調的な授業デザインを続けて
きている。そのとき「エキスパートというのはこういう活動で～」といった共通了解は既
に持った上で、本質の部分に切り込んだ話から始められるのが私たちの強みである。
　また、こうして一緒につくった授業の振り返りから、「この子がこんな分り方をしていた」
「こんなところでつまずくのか」「だとしたら、次はこうすれば」といった私たち自身の
分かりの共有も行うことができる。
　型を共有するよさとしてもう一つ大事なのは、こうした授業づくりや振り返りの共有を
自治体や教科、校種を超えて行うことができる点である。「ジグソーの授業づくりでは中
学校や高校の先生から専門的なコメントが聞ける」、「普通なら絶対会わないような他の自
治体の先生と一緒に研究できる」、「こだわりの違う同じ教科の先生とも一緒に授業づくり
ができる」、「他の教科の授業を見たり、一緒に考えたりができる」といった声は、研究連
携に参加するいろんな実践者から折に触れて伺ってきた。
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　私たちの学びにとっての型の
よさは、私たち自身が「知識構
成型ジグソー法の授業づくり」
を一緒に解きたい「一人では十
分な答えが出ない課題」として
共有することで、多様な自治体、
校種、教科の先生方、研究者が
バックグラウンドの違いを生か
して多様な考えを出し合いなが
ら、それぞれの考えの違いから
学び、一人ひとりの生きて使え
る授業論や「人はいかに学ぶか」
の知見をよりよいものにしてい
きやすい場をつくれるということだろう。また私たちは、こうした協調的な授業づくりの
輪を産官学の連携に広げることで、私たちの学びのリソースとしての一層の多様性の確保
と新しい課題の創出も進めてきた。
（ 4）成果と今後に向けて　
　こうした研究連携を通じて、実際に教室で使ってみられる「知識構成型ジグソー法」の
実践事例を 9年間で 2,267例蓄積することができた。また、その一つひとつの授業にお
いて、子どもの学びについて、授業のデザインについての私たちの様々な気づきや仮説も
生まれた。こうした成果や課題の具体物は、本報告書巻末の DVDに収めている。
　こうした先生方の学びを支える研究事業や研修等の形も年々進化し続けている。連携の
規模が拡大し、参加の仕方も多様化していく中で、「知識構成型ジグソー法」のやり方だ
けが普及していくような広まりにしないためにも、子どもの学びを具体的に想定しながら
授業をデザインし、想定と比べながら子どもの学びを丁寧に見とり、次の授業づくりに活
かしていくような授業研究の充実が連携の中核的な課題となる。特に今年度は授業づくり
の PDCAサイクルを質高く回していくことに焦点化して取組を進めてきた。これらにつ
いては、本章の続く部分や第 1部第 2章、第 2部第 2章で報告したい。
　こうした授業研究の充実のためには、授業デザインや授業で起こっている学びの過程に
ついてご自分の言葉で豊かに語ってくださる先生方、実践者と研究者の垣根を越えていく
ような先生方のご活躍が 1つの肝となる。本章第 4節で報告する「本郷学習科学セミナー」
はそうした先生方の学びの場としてデザインしているものである。
　また、新しい学びの評価のためのツールの開発や高大接続改革、産業界との連携など、
私たちの取組をより実効的なものにしていくための次の課題も見えつつある。こうした新
しい展開については、本章第 5節及び第 1部第 3章で報告する。

図 1：CoREFの研究連携の基本的な枠組み
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2 ．新しい学びプロジェクト
（ 1）連携事業の概要
　「新しい学びプロジェクト」は、平成 22年度より開始した CoREFと市町教育委員会、
学校等との小中学校における協調学習を引き起こす授業づくりのための研究連携事業であ
る。研究連携の中心的活動は、「知識構成型ジグソー法」による教材の開発、実践、振り
返りを中心としたサイクルを、住む地域、教えている学校、そして教員歴も多様な実践者
と CoREFスタッフが、ウェブ上のネットワークも活用しながら協調的にまわしていくこ
とである。平成 24年度から「新しい学びプロジェクト」に参加する市町教育委員会等は、
「新しい学びプロジェクト研究協議会」という組織を立ち上げ、この研究協議会と
CoREFとが連携して「新しい学びプロジェクト」として活動を行っている。
　研究連携の具体的な方法として、各参加団体は国語、算数・数学、理科、社会、英語の
5教科の部会から任意の部会（複数可）に、研究推進員となる教員を参加させ、研究推進
員は教材開発を中心とした活動を行う。研究推進員の数は自治体の任意である。また、研
究推進員に加え、サポートメンバーという形で研究に携わる教員も設定されている。参加
団体の中には、校内のすべての先生方をサポートメンバーとしている学校もある。
　参加団体は、指導主事や学校管理職ないしそれに準ずる職員を 1名以上研究推進担当
者として用意し、研究連携の事務的なサポートを行っている。また、参加団体間及び研究
協議会と CoREFとの連絡業務を円滑に行うために、研究推進担当者の代表が事務局を務
める。

図 2：「新しい学びプロジェクト」研究の進め方
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（ 2）今年度の事業の報告
①　今年度の組織体制
　今年度の「新しい学びプロジェクト」参加団体は、表 2の 17都道府県 26団体である。
「新しい学びプロジェクト」研究協議会は、参加団体から互選で代表、副代表を選任して
いる。今年度の代表は埼玉県教育委員会小松弥生教育長が務め、埼玉県が事務局を担当した。

北海道東神楽町、様似町、福島県伊達市、埼玉県、埼玉県戸田市、東京都市大学等々

力中学校・高等学校、長野県文化学園長野中・高等学校、静岡前向き授業づくりネッ

トワーク、京都市立中学校新しい学びプロジェクト研究協議会、和歌山県有田川町、

湯浅町、大阪府清風中学校・高等学校、鳥取県日南町立日南中学校、島根県浜田市、

津和野町、広島県安芸太田町、せらにし教育研究会、ひろしま新しい学びプロジェク

ト研究協議会、山口県新しい学びプロジェクト研究協議会、高知県教育センター、福

岡県飯塚市、大分県教育センター、大分県竹田市、九重町、豊後高田市、宮崎県立都

城泉ヶ丘高等学校附属中学校

　また、今年度各参加団体から研究推進員として登録された教員数は表 3の通りである。
全体で 149名の研究推進員が登録された。この他にサポートメンバーとして 508名が登
録されており、計 657名が今年度の研究に携わる教員として登録されている。
　また今年度は、「協調学習の授業づくりにおいて指導的役割を担う人材」として各参加
団体からの推薦で 25名の「協調学習マイスター」を任命し、研修等でご活躍いただいた。

表 3：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」教科別研究推進員数（名）（平成 31年 1月現在）

国語（31） 社会（32） 算数・数学（40） 理科（30） 英語（11） その他（5）

小 中高 小 中高 小 中高 小 中高 小 中高 小 中高

10 21 15 17 20 20 12 18 3 8 1 4

②　今年度のスケジュール
　今年度の事業の主なスケジュールと概要は表 4の通りである。
a）連絡協議会
　「新しい学びプロジェクト」のビジョンと運営方針は、年度の初めと年度末に行われる
教育長、研究推進担当者による連絡協議会で決定される。この連絡協議会では、新規参加
を検討される団体のオブザーバー参加も歓迎している。
b）研究推進員等実践者の活動
　「新しい学びプロジェクト」で実践研究を行う研究推進員、サポートメンバー、参加団
体外に異動した OB等の先生方は、参加団体内のローカルなコミュニティやメーリングリ

表 2：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」参加団体（平成 31年 1月現在）
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ストを活用した教科部会で随時教材開発、実践報告を行っている。このメーリングリスト
には、平成 31年 1月現在、1300名超の実践者、教育行政関係者、研究者などが登録さ
れている。
　この他に、年 1回の東京大学での 2日間のワークショップを中心にした拡大研究推進
会、公開研究授業と同時開催で行う年 2回の教科部会、報告会と同時開催で行う教科部
会など、年間 4回の対面の研究会がある。これらへの参加は任意である。
　なお、拡大研究推進員会は、「新しい学びプロジェクト」外の実践者や研究者と合同で
学ぶ会として設定し、異なる研究ネットワーク間のネットワーキングを図っている。

c）報告会
　平成 31年 2月 3日には東京大学で年次報告会を開催した。今年度の報告会には、「新
しい学びプロジェクト」ご関係の先生方 125名、他都道府県、市町の教育委員会、学校、
研究機関、一般企業から 79名の計 204名の参加申込をいただいた。

日程 イベント・会場 概要

随時 教材検討、検証授業 参加団体内のローカルなコミュニティやメーリングリス
トを活用した教科部会で随時教材開発、実践報告

 5月 11日 第 1回連絡協議会
（京都市立中京中学校）

教育長、研究推進担当者が集まって、今年度の研究推進
体制と研究の進め方を確認

 8月  4日
 　　 5日

拡大研究推進員会
（東京大学）

8月 4日午後《学習科学に基づく授業づくりとその支援
についての研究会》
演習：主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究
授業者一人ひとりが自分のねらいに基づいて見とり
の観点をどのように設定し、どう授業研究に活用し
ていくかについて考える。
8月 5日午前《全体研究会》
研究推進員の実践交流／教育長・担当者の情報交換

10月 26日
 　　 27日

授業研究会／教科部会
（大分県竹田市）

《1日目》公開研究授業及びその協議
《2日目》実践交流及びシミュレーションによる授業検討

11月  9日
 　　10日

授業研究会／教科部会
（和歌山県有田川町）

《1日目》公開研究授業及びその協議
《2日目》実践交流及びシミュレーションによる授業検討

 2月  2日
第 2回連絡協議会／

教科部会
（東京大学）

《第 2回連絡協議会》
教育長、研究推進担当者が集まって、各参加団体の研究
状況を交流、全体としての今後の研究の進め方を協議
《教科部会》
教科ごとに実践交流を行い、授業デザイン原則をまとめる

 2月  3日 報告会（東京大学） 表 5参照のこと

表 4：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」年間スケジュール
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パネルディスカッション 1「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」
《有田川町教育委員会》
西川　恭矢　（有田川町立御霊小学校　教諭）・上道　賢太　（有田川町立石垣中学校　教諭）
《竹田市教育委員会》
坂本　佐知子・河野　桂志　（竹田市立竹田南部中学校　教諭）
《東京大学 CoREF》
飯窪　真也・齊藤　萌木　（東京大学 CoREF　特任助教）
ラウンドテーブル「小・中学校の各教科における『知識構成型ジグソー法の授業づくり
と実践について」
パネルディスカッション 2「小中高大接続による『新しい学び』とその評価に向けて」
畑　文子　　（埼玉県立大宮高等学校　教諭）
萩原　英子　（安芸太田町教育委員会　主幹）
吉村　浩一　（飯塚市教育委員会　主任指導主事）
白水　始　　（東京大学 CoREF　教授）

表 5：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」報告会プログラム

　今年度の「新しい学びプロジェクト」では、これまで以上に授業研究に力を入れた取組
を進めてきた。その柱は、教科等のねらい、つけたい資質・能力を基に子ども達の学びを
具体的に想定しながら授業をデザインすること、こうした想定と子ども達の学びの実際を
比較しながら学びの事実を丁寧に見とり、想定（＝授業デザインの仮説）を見直すことで
ある1。
　報告会のパネルディスカッション 1では、こうした授業研究の具体的な事例やそこか
ら見えてきた学びの事実と授業デザインの仮説、こうした授業研究を校内の先生方が一丸
となって進める具体的な取組についてご報告をいただいた。
　また、ラウンドテーブルでは、小中高等学校の校種を超えて各教科の実践で見えてきた
学びの事実を基に今授業デザインや支援の原則として言えそうなことをご報告いただき、
小グループに分かれて具体的な実践の交流を行った。
　パネルディスカッション 2では、小中高での協調学習実践研究を通じて見えてきた子
ども達の学びの姿や可能性と、大学、その先の社会で活躍するために伸ばしたい資質・能
力を結びつけながら、どのような小中高大接続を実現させられるとよいか、ディスカッショ
ンを行った。一筋縄ではいかない課題に対し、子ども達の学びの事実に基づいて、日々の
制約の中でも当面どんな接続のふるいにも負けない子ども達を育てていきたいといった高
校の先生の思い、小学校で身につけた学び方が中学校でも確かに見えるといった子ども達
の育ちの確かさに立脚したい、上からの接続だけではなく下からもあるべき接続を提案し
ていきたいといった市町教育委員会の先生の思いなど、様々な立場から重要な論点が交換

1   こうした授業研究の考え方については、第 1部第 2章及び第 2部第 2章に詳しい。
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された。
③ 各参加団体の取組
こうしたプロジェクト全体としての取組と有機的にリンクしながら、各参加団体はロー
カルに研修や公開研究授業等の機会を設け、研究を進めている。今年度事務局に報告され
た公開研究授業等 624授業を表 6、7、8、9、10、11に一覧で示す。

番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
1 2018年 4月 11日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 大脇　優子 英語 新しい ALTの先生に旭の良さを伝えよう
2 2018年 4月 11日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 小林　大騎 日本史 国家の起源
3 2018年 4月 12日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 3 大脇　優子 英語 新しい ALTの先生に浜田の良さを伝えよう
4 2018年 4月 12日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 学級目標ジグソー
5 2018年 4月 16日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 社会 第一次世界大戦
6 2018年 4月 18日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計中学校 中 1 原田　優次 理科 気体の発生と性質（赤い噴水の謎）
7 2018年 4月 25日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 社会 第二次世界大戦
8 2018年 4月 25日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中１ 宮岡　英明 数学 読み取る算数
9 2018年 4月 26日 OB等 南風原町立南風原中学校 中２ 玉城　晃 国語 言葉が照らし出す　物語『タオル』　重松清
10 2018年 5月 8日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 3 倉島　克実 書道 自分の名前を美しく書こう～美文字のコツ～
11 2018年 5月 9日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 江戸時代①
12 2018年 5月 9日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 社会 太平洋戦争
13 2018年 5月 18日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 エネルギー
14 2018年 5月 18日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立戸河内小学校 小 6 片桐　克敏 算数 円の面積
15 2018年 5月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 臼田　隆亮 化学基礎 「物質の三態」
16 2018年 5月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 長田　里恵 英語 羽生善治
17 2018年 5月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 古典 古典文法：動詞の活用形
18 2018年 5月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 5 柏民　暁彦 社会 わたしたちのくらしと国土
19 2018年 5月 22日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 2 宮岡　英明 数学 文字式の利用
20 2018年 5月 23日 埼玉県教育委員会 久喜市立江面第二小学校 小 6 松本　千春 理科 人や動物の体
21 2018年 5月 24日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 5 髙野　裕美 国語 世界で一番やかましい音
22 2018年 5月 24日 OB等 南風原町立南風原中学校 中２ 玉城　晃 国語 表現を見つめる　小説『夏の葬列』　山川方夫
23 2018年 5月 25日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 6 児玉　正昌 理科 水溶液の性質
24 2018年 5月 30日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 1 宮岡　英明 数学 四則の混じった計算
25 2018年 5月 31日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 二宮　憲佑 社会 多文化共生の考え
26 2018年 5月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 3 井上　久美 算数 円と球
27 2018年 6月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 2 大庭　美佳 国語 お手紙
28 2018年 6月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 4 安田　久美子 国語 走れ
29 2018年 6月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 4 大庭　みゆき 算数 折れ線グラフ
30 2018年 6月 7日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 古典 『十訓抄』「大江山の歌」
31 2018年 6月 11日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 五島　暁人 理科 化学変化と原子・分子（酸化還元）
32 2018年 6月 11日 せらにし教育研究会 世羅町立せらにし小学校 小 5 小林　あかね・山﨑　朋恵 算数 整数の性質をしらべよう
33 2018年 6月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 5 竹田　大地 算数 体積
34 2018年 6月 12日 せらにし教育研究会 世羅町立世羅西中学校 中 3 村上　奈央 理科 水溶液とイオン
35 2018年 6月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 1 関　由美子 算数 たしざん（1）
36 2018年 6月 15日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 3 清本　忍 社会 江戸時代
37 2018年 6月 15日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 江戸時代②
38 2018年 6月 15日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 2 河本　聖志・亀川　吉美 その他 学校のきまりを守ろう～給食時間の過ごし方～
39 2018年 6月 15日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 3 水越　健太郎 英語 センター試験英語筆記問題
40 2018年 6月 19日 有田川町教育委員会 有田川町立御霊小学校 小 6 西川　恭矢 社会 元寇　北条時宗の決断
41 2018年 6月 19日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計小学校 小４ 細川　隆典 算数 わり算の仕方を考えよう
42 2018年 6月 20日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 3・4 河本　聖志 その他 スマイルサポートプロジェクト
43 2018年 6月 20日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 岩国市立岩国西中学校 中 2 山本　浩二 その他 日本人の知らない日本の良さ
44 2018年 6月 21日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 元寇
45 2018年 6月 21日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 教員向 宮岡　英明 その他 危機管理（不審者対応）研修用のジグソー
46 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校　 小 4 大庭　睦代 算数 垂直・平行と四角形
47 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 2 堤　　早雪 国語 ふろしきはどんなぬの
48 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 3 吉田　和月 社会 わたしたちの市の様子
49 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 5 隈元　美穂 社会 米づくりがさかんな地域
50 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 堤　千江子 その他 音楽のよさをプレゼンテーションしよう
51 2018年 6月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東中学校 中 1 芝田　博志 数学 文字の式
52 2018年 6月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 3 上野　靖代 理科 こん虫をそだてよう
53 2018年 6月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 5 塩川　睦美 その他 ロレンゾの友達
54 2018年 6月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 3 松岡　智子 国語 ゆうすげ村の小さな旅館
55 2018年 6月 25日 埼玉県教育委員会 久喜市立江面第二小学校 小 1・2 関田　知華 その他 鑑賞「人形のゆめと目ざめ」
56 2018年 6月 25日 浜田市教育委員会 浜田市立金城中学校 中 2 勝部　厚志 数学 式の計算　連立方程式の利用
57 2018年 6月 26日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 3 丸山　智 数学 平方根の加法
58 2018年 6月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 5 篠﨑　寛之 算数 わくわく算数学習
59 2018年 6月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 川野　清三 数学 平方根の応用
60 2018年 6月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 福山　富美 英語 Lesson3
61 2018年 6月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 堤　亨子 国語 卒業ホームラン
62 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 2 山﨑　睦美 その他 ざいりょうからひらめき
63 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 6 木村　美佳 社会 江戸幕府
64 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 2 岩本　浩輝 国語 ふろしきはどんなぬの
65 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 6 山田　美樹 国語 新聞の投書を読み比べよう
66 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 3 岸　　昌幸 算数 ひっくりかえしてたしたりひいたり
67 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立内野小学校 小 5 鳥居　由利子 算数 合同な図形
68 2018年 6月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 2 水谷　隆之 国語 二つのせつめいをくらべよう「ふろしきは、どんなぬの」
69 2018年 6月 28日 竹田市教育委員会 竹田市立直入中学校 中 1 三浦　祐一 社会 世界の三大宗教
70 2018年 6月 29日 埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 5 松澤　貴章 算数 合同な図形
71 2018年 6月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 5 廣方　美央 国語 新聞記事を読み比べよう
72 2018年 6月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 5 杉本　伊織 社会 米作りのさかんな地域
73 2018年 6月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 小田　貴之 理科 化学変化と原子・分子
74 2018年 6月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 福田　康彦 社会 世界の三大宗教
75 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 2 北村　嘉乃子 その他 材料からひらめき
76 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 2 成瀬　隆臣 その他 材料からひらめき
77 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 4 瀧本　有希 その他 よりよく育つための生活
78 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 4 野崎　湧雅 その他 よりよく育つための生活
79 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 6 児玉　正昌 その他 時計係
80 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 6 諸見里　明美 その他 時計係
81 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 特支 花村　栄子・野見山　美由紀・

末松　恵美 その他 楽しい親子活動にしよう
82 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 1 小山田　翔一 数学 文字の式
83 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 都積　友紀 その他 水泳
84 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 大津　健志 理科 エネルギー
85 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 梶栗　浩司 社会 産業の発達と幕府政治の動き
86 2018年 7月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 髙鍋　直美 数学 文字式
87 2018年 7月 3日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 1 河本　聖志 算数 場所を表そう

89 2018年 7月 3日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町 T授業 小 6 片桐　克敏 その他 あなたは家庭や地域の宝物
90 2018年 7月 3日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 3 宮岡　英明 数学 2進法
91 2018年 7月 4日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 2 河本　聖志 算数 時刻と時間

表 6：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」に関係する協調学習の公開研究授業等一覧（1/6）
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番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
92 2018年 7月 4日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 3 五島　暁人 理科 水溶液とイオン
93 2018年 7月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 5 林田　渉 社会 水産業のさかんな地域
94 2018年 7月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 6 三浦　由梨 理科 月と太陽
95 2018年 7月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 山本　章恵 国語 オオカミを見る目
96 2018年 7月 5日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 幕政改革
97 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 2 森尾　武 国語 ふろしきはどんなぬの
98 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 6 桑岡　貴志 社会 全国統一への動き
99 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 2 海老原　聖菜 算数 買えますか？買えませんか？
100 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 1 伊藤　美稔子 算数 いろいなかたち
101 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 1 岡松　純子 国語 どうやってみをまもるのかな
102 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内小学校 小 3 齊藤　久美子 その他 真心をもって
103 2018年 7月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 清水　国弘 その他 製図
104 2018年 7月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 6 栗原　美紀 国語 文章を読んで自分の考えをまとめよう
105 2018年 7月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 道﨑　亜希奈 数学 連立方程式
106 2018年 7月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 井上　穗栄 その他 食品の選択
107 2018年 7月 9日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中２ 留奥　和也 社会 日本の資源・エネルギーと電力
108 2018年 7月 9日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中１ 野間勇一郎 理科 物の浮き沈みと密度
109 2018年 7月 9日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中３ 渡　千鶴 その他 より良い仲間作りのために
110 2018年 7月 10日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 3 宮岡　英明 数学 平方根の利用
111 2018年 7月 10日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中 2・中１松本　恵理子 その他 飛べないホタル
112 2018年 7月 10日 九重町教育委員会 九重町立南山田小学校 小 6 柴田　美穂子 国語 『川とノリオ』
113 2018年 7月 10日 豊後高田市教育委員会 豊後高田市立高田小学校 小 4 松本　晴美 社会 くらしをささえる水
114 2018年 7月 10日 豊後高田市教育委員会 豊後高田市立戴星学園 中 1 浅井　宏章 その他 違うんだよ、健司
115 2018年 7月 11日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 3 丸山　智 数学 ２次方程式の因数分解による解き方
116 2018年 7月 11日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 2 山地　卓 社会 大公開時代の始まり
117 2018年 7月 11日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 1 久川　恵 理科 遺伝子とその働き
118 2018年 7月 11日 高知県教育センター 高知県立高知南中学校 中 3 久保田　志乃 その他 リズム・アンサンブルを楽しもう
119 2018年 7月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 福田　隆太郎 その他 体育理論　『文化としてのスポーツの意義』
120 2018年 7月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 安藤　千春 その他 リコーダ演奏
121 2018年 7月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 1 田中　時代 その他 コロコロゆらりん
122 2018年 7月 13日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 九州地方
123 2018年 7月 13日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校　 中 2 松本　恵理子 国語 敬語
124 2018年 7月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 村松　良介 英語 夏休みの旅行プランを立てよう
125 2018年 7月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 大津　リサ 英語 Energy　and the Environment
126 2018年 7月 18日 東神楽教育委員会 東神楽町立東聖小学校 小 3 鏡　雄介 算数 条件に合った計算の式を考えよう
127 2018年 7月 18日 竹田市教育委員会 竹田市立竹田南部中学校 中 3 多田　智哉 数学 ２次方程式
128 2018年 7月 19日 高知県教育センター 高知県立高知南中学校 中 3 上岡　涼太 社会 対立と合意、効率と公正
129 2018年 7月 27日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 1 池永　明史 理科 生態系、食物連鎖
130 2018年 8月 20日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 1 吉田　翔大 社会 キリスト教
131 2018年 8月 20日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 1 川合　暢・阪口　卓也・

北野　一希 数学 整数の性質（2005年度京都大学理系数学）
132 2018年 8月 21日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 2 吉原　大二郎 数学 2016年京都大学入試問題
133 2018年 8月 21日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 2 木田　忍 理科 熱力学
134 2018年 8月 21日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 2 佐藤　俊史・奈良﨑　友翔・

森田　一義 その他 修学旅行のテーマづくり（平和学習）
135 2018年 8月 24日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 2 野田　あゆみ他 国語 詩『生ましめんかな』
136 2018年 8月 28日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 3 近藤　泰之 その他 防災について考えよう
137 2018年 8月 31日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立戸河内小学校 小 6 片桐　克敏 算数 比と比の値
138 2018年 8月 31日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 永井　孝直 その他 家具とアート
139 2018年 9月 1日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 2 佐藤　俊史 社会 選挙制度
140 2018年 9月 1日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 2 野口雅宏 社会 ペリー来航～開国の是非
141 2018年 9月 3日 埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 5 羽鳥　香織 道徳 手品師
142 2018年 9月 3日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 応仁の乱
143 2018年 9月 4日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 3 桝井　文 その他 作品の魂を見とれ！～クリスティーナの世界
144 2018年 9月 5日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋小学校 小 3 重河　知苗 算数 時間と長さ
145 2018年 9月 6日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 中国・四国地方
146 2018年 9月 7日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1・2 臼田　隆亮 化学基礎 化学結合
147 2018年 9月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 小田　貴之 理科 行動のしくみ
148 2018年 9月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 4 小畠　恵美子 国語 広告と説明書を読みくらべよう
149 2018年 9月 13日 埼玉県教育委員会 春日部市立幸松小学校 小 6 佐藤　真晴 理科 てこのしくみとはたらき
150 2018年 9月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 5 林田　渉 社会 これからの食料生産
151 2018年 9月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 4 上村　保志 理科 星や月（2）
152 2018年 9月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 6 齊藤　雄慈 体育 跳び箱
153 2018年 9月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 6 伊藤　千津子 社会 日本の歴史－新しい時代の夜明け
154 2018年 9月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 6 藤下　和聡 社会 幕府の政治と人々の暮らし
155 2018年 9月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 4 西園　美雪 国語 広告と説明書を読みくらべよう
156 2018年 9月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 甲斐田　稔 数学 一次関数
157 2018年 9月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 大戸　小夏 数学 二次方程式の利用
158 2018年 9月 14日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 3 長田　里恵 英語 持続可能な開発
159 2018年 9月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 臼田　隆亮 化学 気体の状態方程式
160 2018年 9月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 五味　龍作 化学基礎 相対質量
161 2018年 9月 18日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 小林　大騎 日本史 鎌倉幕府の滅亡
162 2018年 9月 19日 東神楽教育委員会 東神楽町立東神楽中学校 中 1 稲葉　夏己 家庭 弁当をつくろう
163 2018年 9月 19日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 開国
164 2018年 9月 19日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 遠足前ジグソー
165 2018年 9月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 6 日高　真由美 算数 速さ
166 2018年 9月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 1 松下　美香 国語 かいがら
167 2018年 9月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 6 川﨑　昌子 英語 what time do you get up
168 2018年 9月 19日 九重町教育委員会 九重町立野上小学校 小 2 池部　聖崇 国語 「わにのおじいさんのたからもの」
169 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 1 宮本　麻由 算数 おおきさくらべ
170 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 4 舞野　和佳子 国語 広告と説明書を読みくらべよう
171 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 5 末吉　優子 社会 これからの食糧生産
172 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 4 坂口　由美 国語 ごんぎつね
173 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 4 武田　京子 国語 人物の変化をとらえよう
174 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 1 上野　奈美 その他 なかよくなろうね　小さな　ともだち
175 2018年 9月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 3 入江　慶子 その他 ドッジボール大会
176 2018年 9月 21日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計中学校 中 1 石井　芳直 数学 カレンダー
177 2018年 9月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 3 井上　美穂 算数 円と球
178 2018年 9月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 5 赤間　恵美 社会 これからの食糧生産
179 2018年 9月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 5 中川　智子 その他 食べて元気　ご飯とみそ汁
180 2018年 9月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 尾崎　孝大 数学 一次方程式
181 2018年 9月 25日 埼玉県教育委員会 久喜市立江面第二小学校 小 5・6 枝本　翔 その他 全員トライにレッツトライ（ボール運動）
182 2018年 9月 25日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立戸河内小学校 小 1 中村　可南子 算数 水のかさ
183 2018年 9月 25日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 5 中牟田　春菜 社会 これからの食糧生産
184 2018年 9月 25日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 2 松尾　駿志 国語 言い伝えられているお話を知ろう
185 2018年 9月 25日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 2 西澤　茂 理科 細胞呼吸
186 2018年 9月 26日 埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 6 八田　正登 体育 ハードル走
187 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 4 森方　辰史 理科 季節と生き物
188 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 2 西谷　美由紀 その他 ざいりょうからひらめき
189 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 3 山本　さよみ 算数 円と球
190 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 6 桂　薫 算数 速さ
191 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 今中　直子 英語 家族や友達がすることを紹介しよう「家族の写真」
192 2018年 9月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 吉冨　英夫 社会 欧米の進出と日本の開国
193 2018年 9月 27日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 岩国市立岩国西中学校 中 1 中尾　葵 その他 不明
194 2018年 9月 27日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 岩国市立岩国西中学校 中 3 福多　健二 その他 不明
195 2018年 9月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 5 赤星　恒平 社会 これからの食糧生産
196 2018年 9月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 特支 桑原　ゆか・伊藤　朋子・

福澤　佳奈 その他 ふわふわ言葉とちくちく言葉
197 2018年 9月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 津田　圭太郎 その他 バレーボール
198 2018年 9月 28日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 1 山根　泉 国語 『大人になれなかった弟たちに……」
199 2018年 9月 28日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 1・2 河本　聖志 その他 どんなところがあぶないかな―じしんがおきたら？―

表 7：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」に関係する協調学習の公開研究授業等一覧（2/6）
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番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
200 2018年 9月 28日 せらにし教育研究会 世羅町立世羅西中学校 中 2 藤原　康治 国語 『扇の的』
201 2018年 9月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 2 熊谷　彩 その他 ざいりょうからひらめき
202 2018年 9月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 3 深町　優人 算数 かくれた数はいくつ
203 2018年 9月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 特支 野中　由佳 社会 現代の民主主義
204 2018年 9月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 平山　聖子 その他 合唱曲の曲に合う表現をしよう
205 2018年 9月 30日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 維新の三大改革
206 2018年 10月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋中学校 中 2 平尾　智美 国語 古典
207 2018年 10月 1日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 3 水越　健太郎 英語 センター試験英語筆記第 6問
208 2018年 10月 1日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 倉島　克実 古典 『大和物語』「姨捨」から、姨捨伝説を考える。
209 2018年 10月 1日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 現代文 言葉とは何か
210 2018年 10月 1日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 小山　千絵 英語 伝統文化
211 2018年 10月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 3 太田　千絵 算数 円と球
212 2018年 10月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 2 熊澤　希 その他 ざいりょうからひらめき
213 2018年 10月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 5 三木　渉 社会 自動車作りにはげむ人
214 2018年 10月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 原　聡志 社会 アフリカ州
215 2018年 10月 3日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 1 池川　潤也 理科 モル濃度
216 2018年 10月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 4 松岡　香苗 その他 規則の尊重
217 2018年 10月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 1 藤田　隼人 その他 情報セキュリティーと情報モラル
218 2018年 10月 4日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 田邊　臣 数学 1次関数の利用
219 2018年 10月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校　 小 4 鳥越　彩花 その他 拍の流れにのってリズムを感じ取ろう（2）
220 2018年 10月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 2 池辺　七華 その他 ざいりょうからひらめき
221 2018年 10月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 5 桂　美智代 国語 注文の多い料理店
222 2018年 10月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 2 髙尾　真弓 算数 三角形と四角形
223 2018年 10月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 村松　良介 英語 to不定詞を用いて夢を発表しよう
224 2018年 10月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 2 手嶋　秀子 算数 三角形と四角形
225 2018年 10月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 5 有門　涼 社会 自動車づくりにはげむ人々
226 2018年 10月 5日 九重町教育委員会 九重町立南山田小学校 小 2 柴田 美穂子 国語 『わにのおじいさんのたからもの』
227 2018年 10月 8日 OB等 南風原町立南風原中学校 中２ 玉城　晃 国語 伝統を見出す　古文『敦盛の最後―平家物語―』
228 2018年 10月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 2 酒見　直美 その他 えがおのひみつをみつけたよ
229 2018年 10月 10日飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 1 花元　真太郎 算数 かたちづくり
230 2018年 10月 10日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 特支 徳永　康幸・内倉　弥美 国語 気持ちを文に書き表そう
231 2018年 10月 10日飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 2 小山　珠美 算数 三角形と四角形
232 2018年 10月 11日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 近畿地方
233 2018年 10月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 6 宮本　義信 理科 水溶液の性質
234 2018年 10月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 1 鶴　優子 算数 おおきさくらべ
235 2018年 10月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立八木山小学校 小 3・4 川原田　佳世 算数 3年「あまりのあるわり算」4年「2けたでわるわり算」
236 2018年 10月 11日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 川野　清三 数学 関数 
237 2018年 10月 12日 浜田市教育委員会 浜田市立金城中学校 中 2 永安　裕子 国語 不明
238 2018年 10月 12日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 3 大脇　優子 英語 Living with Robots – For or Against
239 2018年 10月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 3 大隈　美央 理科 豆電球に明かりをつけよう
240 2018年 10月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 4 高熊　亮 その他 ないた赤おに
241 2018年 10月 12日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 小林　大騎 日本史 建武の新政
242 2018年 10月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 1 土師　雄大 理科 物質のすがた
243 2018年 10月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 濱内　献 理科 生態系での食物連鎖
244 2018年 10月 16日埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 3 江森　友 社会 わたしたちのくらしと商店
245 2018年 10月 16日山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中３ 留奥　和也 社会 新聞を読み比べよう
246 2018年 10月 16日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 6 梶原美由紀 理科 水溶液の性質
247 2018年 10月 16日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 3 石橋　智子 理科 太陽の動きと地面のようすを調べよう
248 2018年 10月 16日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 6 岸　絵理 理科 月と太陽
249 2018年 10月 16日飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 4 小林　悦子 社会 わたしたちの県のまちづくり
250 2018年 10月 16日豊後高田市教育委員会 豊後高田市立高田小学校 小 5 井嶌　裕一 社会 これからの食料生産と食生活
251 2018年 10月 16日豊後高田市教育委員会 豊後高田市立戴星学園 小 4 西田　久子 算数 複合図形の面積の求め方
252 2018年 10月 16日豊後高田市教育委員会 豊後高田市立戴星学園 中 2 藤本　正徳 理科 動物の生活と生物の進化 
253 2018年 10月 17日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校　 中 2 二宮　憲佑 社会 関東地方
254 2018年 10月 17日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 5 峯元　美奈子 その他 手品師
255 2018年 10月 18日安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計小学校 小 6 大前　美果 算数 震災の経験を生かそう
256 2018年 10月 18日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 3 酒井　一志 理科 太陽の動きと地面のようすを調べよう
257 2018年 10月 18日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 6 外﨑　顕博 社会 炭鉱で働いた人々
258 2018年 10月 18日飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 4 長谷　恵美 算数 面積
259 2018年 10月 18日飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 6 柴山　淳 社会 解放令
260 2018年 10月 18日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 山野　靖也 数学 一次関数
261 2018年 10月 18日文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 臼田　隆亮 化学基礎 光合成
262 2018年 10月 18日豊後高田市教育委員会 豊後高田市立高田中学校 中 2 財前　由紀子 国語 『モアイは語る』
263 2018年 10月 19日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 アフリカ州
264 2018年 10月 19日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計中学校 中 3 原田　優次 理科 周期表とイオン
265 2018年 10月 19日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中２ 伊藤　慧 数学 連立方程式の利用
266 2018年 10月 19日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中１ 西村　麻衣子 その他 鑑賞「魔王」
267 2018年 10月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 6 平井　文子 理科 水溶液の性質
268 2018年 10月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 4 増永　純女 その他 旋律の特徴を感じとろう
269 2018年 10月 22日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 1 和田　直子 国語 おはなしをよもう「サラダでげんき」
270 2018年 10月 22日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 大丸　公平 理科 消化と吸収～パイナップルゼリーが固まらない理由を説明

しよう～
271 2018年 10月 22日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 道﨑　亜希奈 数学 一次関数
272 2018年 10月 22日飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 溝口　哲也 数学 二次関数
273 2018年 10月 23日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 4 手嶋　展子 その他 旋律の特徴を感じとろう
274 2018年 10月 23日飯塚市教育委員会 飯塚市立内野小学校 小 6 小野　正大 理科 水よう液の性質
275 2018年 10月 23日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 簑原　真也 英語 Lesson5　Career Experience
276 2018年 10月 23日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 大津　健志 理科 化学変化とイオン
277 2018年 10月 23日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 福山　富美 英語 ○○さんを紹介しよう
278 2018年 10月 24日安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 3 永井　孝直 その他 美術はいつも暮らしの中に
279 2018年 10月 24日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 山田　清美 その他 よりよい食生活を目指して
280 2018年 10月 24日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 田中　栄一 その他 漫画表現の豊かさ
281 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 1 松下　美香 国語 のりもののことをしらべよう「いろいろなふね」
282 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 1 宮本　麻由 算数 たしざん（2）
283 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 2 後藤　邑樹 国語 どうぶつのひみつをみんなでさぐろう「ビーバーの大仕事」
284 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 2 海老原　聖菜 算数 かけ算
285 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 2 大庭　美佳 国語 どうぶつのひみつをみんなでさぐろう「ビーバーの大仕事」
286 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 3 松岡　智子 国語 感想を伝え合おう「サーカスのライオン」
287 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 3 井上　久美 算数 三角形
288 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 4 安田　久美子 国語 感想を伝え合おう「ごんぎつね」
289 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 4 大庭　みゆき 算数 面積
290 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 5 髙野　裕美 国語 物語の良さを解説しよう「注文の多い料理店」
291 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 5 竹田　大地 算数 面積
292 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 6 山田　美樹 国語 物語を読んで考えを深めよう「海のいのち」
293 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立片島小学校 小 6 日高　真由美 算数 立体の体積
294 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 3 大井　昌美 その他 わたしの見たニッポン
295 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立八木山小学校 小 1・2 斎藤　千香 算数 1年「おおきさくらべ（1）」2年「かけ算（1）」
296 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 3 岸　昌幸 国語 詩を読もう
297 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 3 山口　禎一 社会 働く人とわたしたちのくらし
298 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 石橋　信之 数学 変化と対応
299 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 田口　和樹 数学 変化と対応
300 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 島居　光希 その他 裏庭の出来事
301 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 池田　友則 社会 アフリカ州（地理的分野）
302 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 松宮　央 国語 伝統文化に触れる「竹取物語」
303 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 塩見　祐樹 理科 物質のすがた
304 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 1 島田　莉帆 国語 伝統文化に触れる「竹取物語」
305 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 清水　慶 理科 生物の生活と生物の進化
306 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 石坂　未央 その他 傷害の防止「交通事故の現状と要因」（保健分野）

表 8：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」に関係する協調学習の公開研究授業等一覧（3/6） 
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番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
307 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 大塚　勝正 社会 関東地方（地理的分野）
308 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 町野　美和 その他 あなたは臓器を提供しますか
309 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 東　弘平 社会 関東地方（地理的分野）
310 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 2 浦田　将暉 その他 図形の調べ方
311 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 平山　紘太 その他 漫画表現の豊かさ（鑑賞）
312 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 山本　芳恵 その他 卒業文集最後の二行
313 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 上尾　智美 国語 伝統文化に親しむ「おくのほそ道」
314 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 桑岡　健司 数学 図形と相似
315 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 松尾　光理 英語 Chapter3 尊敬する人についてスピ－チしよう
316 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第一中学校 中 3 世取　綾香 国語 伝統文化に親しむ「おくのほそ道」
317 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 石川　圭一 その他 情報を安全に利用しよう
318 2018年 10月 25日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 山本　晃彦 理科 中和でイオンを考えよう
319 2018年 10月 25日文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 2 臼田　隆亮 化学 「気体の溶解度」強炭酸を作るにはどうしたらよいか？
320 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 6 石川　和佳 その他 日本と世界の音楽に親しもう
321 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 5 宮原　浩美 算数 面積
322 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 2 小田切　泰子 国語 名前を見てちょうだい
323 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 2 北村　嘉乃子 国語 ビーバーの大こうじ
324 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 武内　周作 その他 バレーボール
325 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 山本　章恵 国語 竹取物語
326 2018年 10月 26日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 大津　リサ 英語 日本らしいお土産の紹介をしよう
327 2018年 10月 26日竹田市教育委員会 竹田市立竹田南部中学校 中 3 河野　桂志 社会 死刑制度を廃止すべきか続けるべきか
328 2018年 10月 26日竹田市教育委員会 竹田市立菅生小学校・祖峰小学校 小 6 江里口　やよい・渕　雅純 算数 うさぎとかめ Part2（比例・反比例・グラフの活用）
329 2018年 10月 26日竹田市教育委員会 竹田市立竹田南部中学校 中 1 渡部　公比古 理科 光の屈折（浮かぶ 10円玉）
330 2018年 10月 26日竹田市教育委員会 竹田市立竹田南部中学校 中 2 佐藤　愼司 その他 睡眠と健康
331 2018年 10月 29日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 4 名富　朋美 理科 季節と生き物（秋）
332 2018年 10月 29日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 安武　鮎子 理科 物質のすがた（水溶液）
333 2018年 10月 29日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 都積　友紀 その他 生活習慣病とその予防
334 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 2 野田　利恵 算数 かけ算
335 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 4 深町　まなみ その他 バリアフリーについて学ぼう
336 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 福山　晃匡 その他 器械運動（マット運動）
337 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 吉村　由希 英語 尊敬する人についてスピーチしよう
338 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 高鍋　直美 数学 変化と対応
339 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 1 松本　宗太 社会 古代国家の歩みと東アジア世界
340 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 1 井上　沙紀 理科 物質のすがた
341 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 2 井上　伊都子 英語 旅行の計画を立てよう（応用編）
342 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 2 久冨　美弥 国語 枕草子
343 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 3 服部　佳祐 数学 二次方程式の利用
344 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 3 岩崎　健太郎 理科 化学変化と電池
345 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立庄内中学校 中 3 石田　史愛 英語 インタビューをしよう
346 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 2 杉　育江 英語 「3Rs」とは何か
347 2018年 10月 30日飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 梅津　あゆみ 理科 金星の見え方
348 2018年 10月 31日 浜田市教育委員会 浜田市立金城中学校 中 2 勝部　厚志 数学 未定
349 2018年 10月 31日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 坂本　有美 国語 万葉・古今・新古今（1時間目）
350 2018年 10月 31日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 武山　亮子 その他 地域の食材を生かした調理をしよう
351 2018年 10月 31日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 3 五島　暁人 理科 天体の動きと地球の自転・公転
352 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 3 岡松　浩平 理科 電気の通り道
353 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 坂口　靖子 社会 ヨーロッパ州
354 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 2 新町　直美 その他 保険分野
355 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 古賀　利一 その他 切り絵
356 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 山本　寛二 その他 喫煙と健康
357 2018年 10月 31日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 小野山　貴浩 その他 喫煙と健康
358 2018年 10月 31日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 古典 竹取物語
359 2018年 11月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 1 城丸　眞美恵 その他 かぞくにこにこ大さくせん
360 2018年 11月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 4 清水　聡子 理科 ものの温まり方
361 2018年 11月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 3 遠藤　彰人 算数 重さ
362 2018年 11月 1日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 福田　康彦 社会 鎌倉幕府と室町幕府
363 2018年 11月 2日 ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会呉市立倉橋中学校 中 2 堀内　愛実 国語 『盆土産』
364 2018年 11月 2日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 岩国市立岩国西中学校 中 2 宮田　琴乃 その他 茂の悩み
365 2018年 11月 2日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 岩国市立岩国西中学校 中 3 山野　篤城 その他 未定
366 2018年 11月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立内野小学校 小 3 田頭　貴代子 社会 働く人とわたしたちのくらし
367 2018年 11月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 3 矢矧　優大 算数 重さ
368 2018年 11月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 山尾　智子 英語 京都のお薦めの観光地を英語で紹介しよう
369 2018年 11月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 山口　由起子 その他 絵本のイメージに合った旋律をつくろう
370 2018年 11月 2日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 河野　睦 社会 私たちの暮らしと経済「生産と労働」
371 2018年 11月 5日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 坂本　有美 国語 万葉・古今・新古今（2時間目）
372 2018年 11月 5日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 1 高橋　竜二 数学 場合の数（重複組合せ）
373 2018年 11月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 3 白土　亜矢子 理科 豆電球に明かりをつけよう
374 2018年 11月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 5 内村　亮太 国語 和の文化について調べよう
375 2018年 11月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 6 辰田　駿介 国語 感動の中心をとらえよう「海のいのち」
376 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 4 松本　誠之 算数 面積
377 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 1 大谷　しのぶ 算数 大きさ比べ（1）
378 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 4 瀧本　有希 理科 もののあたたまり方
379 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 5 杉本　伊織 社会 工業生産を支える人々
380 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 4 松本　智美 その他 絵はがきと切手
381 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 1 井島　剛 社会 古代までの日本
382 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 堤　亨子 国語 故郷
383 2018年 11月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 2 近藤　英理子 国語 伝統文化に触れる「枕草子」
384 2018年 11月 7日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 小宮山　恵菜 現代文 現代詩
385 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 2 篠原　彰 算数 掛け算②
386 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 5 小林　共子 算数 面積
387 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 6 児玉　正昌 理科 てこのはたらき
388 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 1 角銅　晶子 算数 ひきざん（2）
389 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 6 岩佐　尚史 国語 感動の中心をとらえよう「海のいのち」
390 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 梶栗　浩司 社会 三権分立と国民の自由
391 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 合原　広美 その他 仏像鑑賞
392 2018年 11月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 足立　千春 その他 鑑賞「教科書美術館」花の生命
393 2018年 11月 9日 埼玉県教育委員会 三郷市立栄中学校 ３年 横峯　淳美 保健体育 生活習慣病の予防
394 2018年 11月 9日 有田川町教育委員会 有田川町立御霊小学校 小 6 西川　恭矢 社会 明治の新しい国づくり
395 2018年 11月 9日 有田川町教育委員会 有田川町立御霊小学校 小 5・6 宮井　健作 社会 工業生産とわたしたちのくらし
396 2018年 11月 9日 有田川町教育委員会 有田川町立石垣中学校 中 2 上道　賢太 数学 三角形の合同
397 2018年 11月 9日 有田川町教育委員会 有田川町立石垣中学校 中 2 一角　憲宏 理科 空気中の水の変化
398 2018年 11月 9日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中２ 小田　貴司 理科 曇のでき方
399 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 6 谷口　邦子 体育 病気の予防
400 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 1 今増　由美 算数 大きさ比べ（1）
401 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立八木山小学校 小 5・6 松浦　志織 その他 まかせてね今日の食事
402 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 1 田中　時代 その他 あきとともだちになろう
403 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 4 野崎　湧雅 社会 わたしたちの県のまちづくり
404 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 小 6 諸見里　明美 算数 比例・反比例
405 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 1 大屋　香奈 算数 かたちづくり
406 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 池永　大輔 数学 一次関数
407 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 1 井上　穗栄 その他 住居の機能と住まい方
408 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 2 村上　浩二 理科 海陸風
409 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 田中　陽子 その他 詩の内容と曲想とのかかわりを感じ取ろう
410 2018年 11月 9日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 藤村　智宏 国語 奥の細道
411 2018年 11月 10日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 ヨーロッパ州
412 2018年 11月 10日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 中部地方
413 2018年 11月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 1 足立　恭子 算数 大きさ比べ（1）

表 9：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」に関係する協調学習の公開研究授業等一覧（4/6）
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番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
414 2018年 11月 12日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 3 西澤　茂 理科 「四季の星座」天体の動きを地球の自転・公転と関連付け

てとらえる。
415 2018年 11月 13日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 末本　星子 その他 曲の構成を理解して、曲想を味わおう
416 2018年 11月 13日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中 2 西村　麻衣子 その他 混声三部合唱「You Can Fly」
417 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 2 野々上　禎 その他 交通安全について考えよう
418 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 1 伊藤　美稔子 算数 かたちづくり
419 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 1 和田　直子 国語 いろいろなふね
420 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 3 大井　昌美 その他 三本のかさ
421 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 3 原田　つかさ その他 切って　かき出し　くっつけてみよう
422 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 5 桂　美智代 社会 これからの食料生産
423 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 6 齊藤　雄慈 その他 マット運動
424 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 3 井嶋　大輔 国語 多面的に検討する「黄金の扇風機」「サハラ砂漠の茶会」
425 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 1 髙井　道恵 国語 伝統文化に触れる「伊曽保物語」
426 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 須藤　剛之 理科 電流とその利用「電流と磁界」
427 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 山野　靖也 数学 図形の調べ方「多角形の角」
428 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 3 安永　春樹 国語 「観察・分析して論じよう　批評文」
429 2018年 11月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 戸田　拓朗 その他 柔道
430 2018年 11月 14日 高知県教育センター 高知県立高知南中学校 中 2 久万　真央 国語 『レモン哀歌』
431 2018年 11月 14日 高知県教育センター 高知県立高知南中学校 中 1 原田　英明 数学 未定
432 2018年 11月 14日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 1 諏訪　敏樹 数学 未定
433 2018年 11月 14日 高知県教育センター 高知県立高知南高等学校 高 2 長野　いづみ その他 『安全な医薬品』とはどんな医薬品か？
434 2018年 11月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 1 増田　泰子 国語 のりもののことをしらべよう
435 2018年 11月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小１ 篠原　朝代 国語 おはなしをよもう「サラダでげんき」
436 2018年 11月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋中学校 中 2 平尾　智美 国語 伝統文化を楽しむ
437 2018年 11月 15日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 2 野田　あゆみ その他 二通の手紙
438 2018年 11月 15日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 本当の幸せとは
439 2018年 11月 15日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 2 河本　聖志 国語 かたかなで書くことば
440 2018年 11月 15日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立筒賀小学校 小 5 田村　麗子 社会 工業生産とわたしたちのくらし
441 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立立岩小学校 小 5 服部　心子 その他 秋と友達
442 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 3 大塚　亜衣 算数 重さ
443 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 1 石川　身季 国語 のりもののことをしらべよう
444 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 1 小西　幸恵 その他 かたちやいろのせかい
445 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 3 溝上　康太 社会 働く人とわたしたちのくらし
446 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小１ 早瀬　博美 国語 おはなしをよもう「サラダでげんき」
447 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 1 小野　鮎美 算数 かたちづくり
448 2018年 11月 15日 飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 1 大村　素子 算数 おおきさくらべ１
449 2018年 11月 16日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 坂本　有美 国語 未定
450 2018年 11月 16日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中２ 伊藤　慧 数学 一次関数
451 2018年 11月 16日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚東小学校 小 3 大隈　美央 理科 豆電球に明かりをつけよう
452 2018年 11月 16日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 1 花元　和代 国語 のりもののことをしらべよう
453 2018年 11月 16日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 一倉　美佐江 国語 和歌の鑑賞文を書こう
454 2018年 11月 16日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1・2 臼田　隆亮 化学基礎 質量パーセント濃度とモル濃度
455 2018年 11月 17日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 坂本　有美 国語 伊曽保物語
456 2018年 11月 17日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中２ 坂本　有美 道徳 言葉の向こうに
457 2018年 11月 18日 飯塚市教育委員会 飯塚市立大分小学校 小 3 瓜生　名穂子 社会 働く人と私たちのくらし
458 2018年 11月 19日 埼玉県教育委員会 久喜市立江面第二小学校 小 5 己谷　麻未 国語 『大造じいさんとガン』
459 2018年 11月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 3 吉村　夕生那 その他 けんこうな生活
460 2018年 11月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 6 西園　雅典 社会 平和で豊かな暮らしを目ざして
461 2018年 11月 19日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 野見山　進 理科 生命を維持するはたらき
462 2018年 11月 20日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 北アメリカ州
463 2018年 11月 20日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 帝国議会開設
464 2018年 11月 20日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計中学校 中 3 岡崎　英雄 社会 リアル三権分立図をつくろう
465 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 1 瓜生　素子 算数 おおきさくらべ
466 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 1 末次　一惠 算数 おおきさくらべ
467 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 3 松浪　亜紀 算数 重さ
468 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田小学校 特支 花村　栄子・野見山　美由紀・

末松　恵美 その他 校外学習へ行こう
469 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 江藤　幸司 国語 伝統文化に親しむ（漢文）
470 2018年 11月 20日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 2 小田　貴之 理科 電流と磁界
471 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 中 2 小林　和陽 国語 『論理を捉えて』
472 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 中 1 遠藤　正悟 社会 『世界の諸地域　南アメリカ州』
473 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 中 2 中嶋　康雄 数学 『一次関数の利用』
474 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 中 1 小島　淳 理科 『身近な物理現象』
475 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 中 3 江口　圭介 英語 『Unit6 Striving for a better World』
476 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 不明 氏家　智美 音楽 『表現豊かな混声合唱を創ろう』
477 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 不明 羽鳥　弘次 美術 『人の形にこめたもの』
478 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 不明 森田　順敬 保健体育 武道『柔道』
479 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 川口市立戸塚中学校 不明 高野　一男 技術・家庭 D情報に関する技術『デジタル作品の制作と発展』
480 2018年 11月 21日 埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 5 羽鳥　香織 社会 これからの食糧生産
481 2018年 11月 21日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 領家　早予子 音楽 気持ちや情景を音楽で表すための工夫を見つけよう
482 2018年 11月 21日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 真の友情とは
483 2018年 11月 21日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計小学校 小 3 滑　祐斗 算数 全体と部分に目をつけて
484 2018年 11月 21日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計小学校 小 5 清住　秀久 理科 ふりこのきまり
485 2018年 11月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 5 松本　佐織 算数 単位量あたりの大きさ
486 2018年 11月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 5 竹内　ほのか その他 威風堂々　第一番
487 2018年 11月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 4 平田　文世 社会 健康なくらしとまちづくり「くらしと電気」
488 2018年 11月 21日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 5 鹿子嶋　鯉佳 その他 めざそう買い物名人
489 2018年 11月 21日 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 田村　綾乃 英語 フードマイル運動
490 2018年 11月 22日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計中学校 中 3 原田　優次 その他 卒業文集最後の二行
491 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 4 岩本　真由美 理科 季節と生き物（秋）
492 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 2 中嶋　美里 国語 かさこじぞう
493 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 6 山田　光祐 算数 立体の体積
494 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 2 本多　優 その他 作ってためして
495 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 3 右田　昇一 算数 重さ
496 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東小学校 小 6 中嶋　雄三 社会 平和で豊かな暮らしを目ざして
497 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 2 宮原　安彦 算数 三角形と四角形
498 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立高田小学校 小 2 中山　雅子 算数 かけ算 2
499 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 堤　千江子 その他 日本の伝統芸能
500 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東中学校 中 1 田中　早紀 社会 聖徳太子の政治改革
501 2018年 11月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波東中学校 中 3 松永　登代子 その他 鑑賞～短編アニメーションを通して～
502 2018年 11月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 2 麻生　順子 算数 三角形と四角形
503 2018年 11月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 2 吉田　千紘 算数 三角形と四角形
504 2018年 11月 26日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 山田　誠一 その他 鑑賞「東へ西へ」
505 2018年 11月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 特支 梶嶋　昌美・中山　良子・

入江　佳海 その他 楽しいなかよしバザーにしよう
506 2018年 11月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 6 小中　剛 その他 プログラミングにチャレンジしよう
507 2018年 11月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立上穂波小学校 小 2 水谷　隆之 算数 三角形、四角形
508 2018年 11月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 2 竹下　かおり 算数 三角形と四角形
509 2018年 11月 27日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 仲野　明志 数学 図形と相似
510 2018年 11月 28日 埼玉県教育委員会 越谷市立桜井小学校 小 5 羽鳥　香織 理科 流れる水の働き
511 2018年 11月 28日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 愛校心
512 2018年 11月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 特支 福澤　佳奈 その他 クリスマス会をしよう
513 2018年 11月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 2 角銅　恵 算数 三角形と四角形
514 2018年 11月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 伊藤　雅章 その他 保健分野　応急手当の意義と基本（心肺蘇生法）
515 2018年 11月 28日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 日高　元成 その他 生物育成に関する新しい技術の開発
516 2018年 11月 28日 OB等 江府町立江府小学校 小 3 黒見　真由美 国語 世界の物語をしょうかいしよう「はりねずみと金貨」
517 2018年 11月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 2 佐藤　祐子 その他 みほちゃんととなりのせきのますだくん
518 2018年 11月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 3 紫尾田　絢子 理科 ものの重さを調べよう
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番号 実施日 参加団体 実践を行った学校 学年 教材作成者 教科 内容
519 2018年 11月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 笛田　美加 英語 L6　Interesting　Languages
520 2018年 11月 29日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 雨森　明美 国語 竹取物語
521 2018年 11月 30日 湯浅町教育委員会 湯浅町立湯浅小学校 小 5 小原　朋紀 算数 単位量あたりの大きさ
522 2018年 11月 30日 浜田市教育委員会 浜田市立金城中学校 中 2 永安　裕子 国語 古典　徒然草
523 2018年 11月 30日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 6 松尾　多輝子 その他 ペッパー君のプログラムログラミングをしよう
524 2018年 11月 30日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 3 美川　沙央里 社会 工場で働く人と仕事
525 2018年 11月 30日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 1 山中　美紀 英語 Chapter 2 Project
526 2018年 11月 30日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 法橋　美貴 その他 住生活と健康
527 2018年 11月 30日 竹田市教育委員会 竹田市立竹田中学校 中 1 永富　健太郎 理科 音の性質
528 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 4 古賀　太祐 理科 ものの温度と体積
529 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 1 池田　緩菜 その他 きたかぜとあそぼう
530 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚小学校 小 5 植　聡広 理科 もののとけ方
531 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 4 小出　博美 算数 面積
532 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 2 薮　智太 国語 話し合いで検討しよう
533 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 3 大丸　裕子 英語 言いたいことを英語で正しく伝えよう
534 2018年 12月 3日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 上田　毅 理科 光の性質
535 2018年 12月 4日 東神楽教育委員会 東神楽町立忠栄小学校 小 3 池田　謙治 算数 ちがいに目をつけて（線分図）
536 2018年 12月 4日 東神楽教育委員会 東神楽町立東神楽中学校　 中 1 大石　彩佳 英語 ウェブサイト
537 2018年 12月 4日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 清本　忍 社会 南アメリカ州
538 2018年 12月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 6 栗原　美紀 その他 ソフトバレーボール
539 2018年 12月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 4 小出　博美 理科 もののあたたまり方
540 2018年 12月 4日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 木村　典子 数学 変化と対応
541 2018年 12月 5日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 道徳 いじめといじり
542 2018年 12月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 6 岩本　淳子 社会 わたしたちの暮らしを支える政治
543 2018年 12月 5日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 3 松尾　康則 理科 天体
544 2018年 12月 6日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 小田　貴司 理科 鏡の反射
545 2018年 12月 6日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 日清戦争
546 2018年 12月 6日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 社会 財政政策
547 2018年 12月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 6 八幡　由里 社会 わたしたちの暮らしを支える政治
548 2018年 12月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立幸袋小学校 小 2 岡松　佳子 算数 かけ算（2）
549 2018年 12月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西小学校 小 2 末松　和弘 算数 かけざん（まとめ）
550 2018年 12月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立八木山小学校 小 5・6 山田　健大郎 算数 5年「順々に調べて」6年「式と計算」
551 2018年 12月 6日 飯塚市教育委員会 飯塚市立椋本小学校 小 6 鬼塚　恭平 算数 場合と順序をよく整理して
552 2018年 12月 7日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中１ 植田　斉 数学 図形
553 2018年 12月 7日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中 2 清本　忍 社会 日露戦争
554 2018年 12月 7日 浜田市教育委員会 浜田市立旭中学校 中３ 清本　忍 社会 財政と税制度
555 2018年 12月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 4 森方　辰史 理科 もののあたたまり方
556 2018年 12月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立伊岐須小学校 小 6 田村　信子 社会 わたしたちの暮らしを支える政治
557 2018年 12月 7日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 清水　国弘 その他 計測・制限
558 2018年 12月 10日 埼玉県教育委員会 久喜市立江面第二小学校 小 3 加藤　順子 その他 文字の配列を考えよう
559 2018年 12月 10日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中２ 伊藤　慧 数学 図形の調べ方
560 2018年 12月 10日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 1 嘉村　ゆかり その他 国際的なスポーツ大会とその役割
561 2018年 12月 11日 九重町教育委員会 九重町立南山田小学校 小 5 柴田　美穂子 国語 『雪わたり』
562 2018年 12月 12日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 1 五島　暁人 理科 水溶液
563 2018年 12月 12日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立加計小学校 小３ 滑　祐斗 算数 円と球
564 2018年 12月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 1 高口　陽子 その他 あきとともだちになろう
565 2018年 12月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立二瀬中学校 中 1 佐伯　春恵 国語 ニュースの見方を考えよう
566 2018年 12月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 1 清水　恵次 その他 ダンス
567 2018年 12月 12日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 秋元　佳子 数学 平面図形
568 2018年 12月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 奥田　蓮太 社会 近代文化の形成
569 2018年 12月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 松岡　琴音 英語 canの肯定文 ･疑問文・否定文について
570 2018年 12月 13日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 吉田　佳代 英語 ○○さんを紹介しよう
571 2018年 12月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 3 田島　務 社会 資源・エネルギー問題
572 2018年 12月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 2 金子　政則 その他 エネルギー変換に関する技術
573 2018年 12月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立頴田中学校 中 3 安藤　千春 その他 創作
574 2018年 12月 15日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 1 立花　延之 数学 図形と計量　正弦定理と余弦定理
575 2018年 12月 18日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 1 鎌田　隆・奥﨑　大輔・

山中　菜摘 社会 鎌倉時代の文化と宗教
576 2018年 12月 18日 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 橋本　仁治 社会 鎖国体制
577 2018年 12月 18日 豊後高田市教育委員会 豊後高田市立高田中学校 中 1 財前　由紀子 国語 君は「最後の晩餐」を知っているか
578 2018年 12月 19日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 3 仲井　寛 英語 仮定法
579 2018年 12月 19日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風中学校 中 3 吉田　正 国語 「土佐日記」冒頭を考える
580 2018年 12月 19日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 2 吉田　和史 その他 生活習慣病とその予防
581 2018年 12月 19日 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 1 肱岡　泰典 国語 記述問題の解答作成法（2016年度東大入試）
582 2018年 12月 27日飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 1 小野　良子 その他 あきとともだちになろう
583 2019年 1月 16日 飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚鎮西中学校 中 3 毛利　翔 数学 方程式＋関数の活用問題
584 2019年 1月 18日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 5 林田　渉 社会 自然災害とともに生きる
585 2019年 1月 22日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 2 安永　保之 その他 未定
586 2019年 1月 24日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町Ｔ授業 小 6 大久保　優 その他 気に入らなかった写真
587 2019年 1月 24日 飯塚市教育委員会 飯塚市立鯰田小学校 小 2 中野　洸次朗 算数 九九のきまり
588 2019年 1月 25日 九重町教育委員会 九重町立ここのえ緑陽中学校 中１ 阿部　純一 社会 摂関政治
589 2019年 1月 30日 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 廣見　朋子 その他 消費生活
590 2019年 2月 8日 埼玉県教育委員会 朝霞市立朝霞第二小学校 小 4 伊藤　貴史 社会 郷土に伝わる昔の人々の願い野火止大地に水を引く
591 2019年 2月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 5 田中　洋子 その他 表現運動
592 2019年 2月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 4 森方　辰史 その他 プログラミング学習
593 2019年 2月 8日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 6 栗原　美紀 国語 海の命（物語文）
594 2019年 2月 12日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中１ 稲子田　靖之 その他 未定
595 2019年 2月 12日 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 美祢市立厚保中学校 中３ 吹上　智幸 その他 未定
596 2019年 2月 14日 飯塚市教育委員会 飯塚市立菰田小学校 小 1 福間　由美子 その他 体つくり運動
597 2019年 10月 29日飯塚市教育委員会 飯塚市立飯塚第二中学校 中 1 月持　順 国語 話し合いで理解を深めよう　グループ・ディスカッション
598 実施日不明 山口県新しい学びプロジェクト研究協議会 防府市立華陽中学校 中 1 竹本　賢之 数学 比例・反比例の利用
599 実施日不明 有田川町教育委員会 有田川町立田殿小学校 小 6 生駒　真次 社会 明治の新しい国づくり
600 実施日不明 有田川町教育委員会 有田川町立吉備中学校 中 2 宮本　綾 数学 平行線と面積
601 実施日不明 清風学園　清風中学校・高等学校 清風高等学校 高 1 佐藤　俊史 社会 東大二次試験世界史の小問題にチャレンジ
602 実施日不明 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 1 丸山　智 数学 作図
603 実施日不明 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校付属中学校 都城泉ヶ丘高等学校付属中学校 中３ 三重野　修 国語 『高瀬舟』
604 実施日不明 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 不明 丸山　智 数学 未定
605 実施日不明 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中１ 丸山　智 数学 文字式の利用
606 実施日不明 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 2 沖田　有香 英語 不定詞
607 実施日不明 安芸太田町教育委員会 安芸太田町立安芸太田中学校 中 1 永井　孝直 その他 題名を推理しよう
608 実施日不明 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 2 長田　里恵 英語 Landmines and Aki Ra
609 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 4 高良　敬介 その他 跳び箱
610 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 5 奈良迫　優大 その他 「手品師」誠実・明朗
611 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立若菜小学校 小 5 臼井　信一 その他 「手品師」誠実・明朗
612 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 2 渡邊　俊浩 社会 未定
613 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立筑穂中学校 中 1 長濱　亮太 その他 バスケットボール
614 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 1 安永　宗孝 社会 不明
615 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 平山　貴博 数学 不明
616 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 金丸　睦子 理科 不明
617 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 小野　隆宏 国語 不明
618 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 2 古野　雅恵 英語 不明
619 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 酒井　紀 英語 不明
620 実施日不明 飯塚市教育委員会 飯塚市立穂波西中学校 中 3 毛利　朋子 社会 不明
621 実施日不明 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 中 2 長田　里恵 英語 A calendar of the Earth
622 実施日不明 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 古典 漢文の要約
623 実施日不明 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 現代文 羅生門
624 実施日不明 文化学園長野中学高等学校 文化学園長野中学高等学校 高 1 両角　文秋 現代文 「顔」

表 11：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」に関係する協調学習の公開研究授業等一覧（6/6）
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（ 3）今年度の成果と課題
①　今年度の研究成果物
　教科部会の取組として作成した各教科における授業デザイン原則は、本報告書第 2部
第 1章第 2節に収録されている。また、本報告書巻末の DVDには、今年度の本事業での
実践例のうちデータの揃っているもの 128含む、これまでの小中高での実践例 2267につ
いて、授業案、教材、実践者の振り返りを収録している。あわせてご覧いただきたい。
②　取組の状況
　次に、研究推進員等の先生方へのアンケートを基に、この取組に関わる先生方が子ども
が主体的、対話的に学ぶ場面を取り入れた授業をどのくらいの頻度で実施しているかを示す。
　表 12は、アンケートにお答えいただいた 42名の先生方が「知識構成型ジグソー法」
をどんな場面で、どんな教材を使ってどの程度実践されたかを示している。
　平均すると、お一人あたり年間 6.6回教材の「知識構成型ジグソー法」を実践しており、
その内訳は新規開発教材より過去の教材の活用が多い。また、研究授業での実践は教材数
としても全体の 2割程度であり、日常的な活用が増えてきたことが伺われる。
　表 13にアンケート回答者の平均実践教材数の分布を示した。アンケート回収率が低い
こともあり年度ごとの数値のばらつきが大きいが、今年度は平均実践教材数が同程度だっ
た一昨年度と比較しても「5～9教材」（＝学期に 2、3回程度実践）の層が厚くなってい
ることが特徴的である。また、今年度について言えば、この層の半数以上が取組に参加し
て 3年以内の先生方であり、プロジェクト全体で見ると中間層の充実が伺われる。
　「知識構成型ジグソー法」に関わらず子どもが主体的、対話的に学ぶ場面を取り入れた
授業をどのくらいの頻度で実施しているかについては、7.1%（昨年度 8.3%）が「ほぼ毎
時間」、38.1%（同 18.8%）が「半分以上」、23.8%（同 33.3%）が「月に数回程度」、31.0%

今年度新規教材
として開発

過去の教材を
アレンジして活用

過去の教材を
そのまま利用

計

研究授業で実施 0.9 0.3 0.1 1.4
研究授業以外で実施 1.6 1.1 1.3 4.1
今後実践を行う予定 0.5 0.3 0.4 1.2
計 3.0 1.8 1.8 6.6

表 12：今年度の「知識構成型ジグソー法」の平均実践教材数（N=42）

年度（回答者数） 平均教材数 10教材以上 5～9教材 3、4教材 2教材以下
28年度（N=32） 6.0 5名（15.6%）  6名（18.8%） 16名（50.0%）  5名（15.6%）
29年度（N=48） 3.9 3名（6.3%） 13名（27.1%） 18名（37.5%） 14名（29.2%）
30年度（N=42） 6.6 5名（11.9%） 19名（45.2%）  9名（21.4%）  9名（21.4%）

表 13：過去 3年間の「知識構成型ジグソー法」の平均実践教材数の分布
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（同 39.6%）が「学期に数回程度」と回答し、「それ以外」の回答はなかった。こちらに
ついても「半分以上」の割合が 18.6%から 38.1％と大きく向上しており、中間層の充実
が伺える。
　アンケートでは、子どもの学びの事実を基に授業づくりについて見えてきていることに
ついて記述式で回答もお願いした。共に研究推進員 2年目になる 2名の例を挙げる。

印象に残った学びの事実 事実を基に感じているポイント

Ａ
先
生
（
中
学
校
国
語
）

ジグソーの授業を行う中でよくあることだが、
〇エキスパート活動において、さらっと考え
てほしい所に必要以上に悩んだり、教師が想
定していなかった部分で躓いたり、さらには
想定外の答えを書いたりする。
〇ジグソー活動ではホワイトボードに何も書
けていないグループが、クロストークで指名
すると課題の核心に迫るような発表ができ
た。（後略）

〇生徒の姿について事前の綿密な想定はやは
り必要だと思う。特にエキスパート資料の問
いの言葉は「生徒がこの言葉をどう受け取る
か」という視点で想定しておくことが大事で
ある。
〇授業の最後まで教師が生徒を信じて我慢し
て待つことも大事ではないかと思った。

Ｂ
先
生
（
小
学
校
国
語
）

【小学 6年生：国語「川とノリオ」の授業】
①メインの課題「川とノリオは、どんなつな
がりがあるだろうか？」について、物語の時
系列に沿って、繰り返し読んで考えていった。
授業者としては、課題に対する解答の深まり
を期待していたが、子どもたちにとっては、
その場面ごとに川とノリオのつながりをとら
えていて、深まるという感じではなかった。
②最後の場面で課題について考えた時に、「永
遠の友だち」という言葉に終始してしまい、
様々な表現を引き出したいという授業者の想
定する解答は引き出せなかった。

①同じ課題に対して、繰り返し考えて深めて
いく教材と、そうではないものとがある。課
題は、子どもたちの実態に沿って、どのよう
に問いかけたら課題を引き受けてくれるの
か、引き出したい言葉を話してくれるのかを
考えた上で設定しなければならない。（当た
り前過ぎますが…）
②小学校国語の授業では、抽象的で大きなス
ケールの課題にすると、簡単な言葉に収束し
てしまうので、ねらう姿を引き出すための課
題は、物語の具体的な場面を絡めた内容が好
ましいのではないかと考える。（後略）

表 14：学びの事実に基づいて授業づくりについて見えてきていること（例）

（ 4）今後に向けて
　前項で示したデータは断片的ではあるが、「新しい学びプロジェクト」の取組が 2,3年
という比較的短いスパンで新しく授業改善の核となりうる先生が育つ場として一層機能し
つつある可能性を示している。実践例の蓄積、中核の先生方の語られる授業デザイン原則
の充実、それを支える授業研究スタイルの確立がその背景にあるだろう。
　他方、こうした先生方を活用して学校や市町全体の授業改善をどう前進させていくかは
次の大きな課題である。今年度本格的に取り組み始めた授業研究のスタイルを各学校、市
町に根付かせていくことを 1つの切り口に、新しい課題解決のモデルを模索したい。
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3 ．未来を拓く「学び」プロジェクト
（ 1）連携事業の概要
　埼玉県教育委員会では、CoREFとの連携による「知識構成型ジグソー法」を活用した
協調学習の授業づくりを一つの柱に、生徒の主体的な学びを引き出す継続的な授業改善を
行う研究連携事業を平成 22年度から継続してきた。平成 22、23年度は「県立高校学力
向上基盤形成事業」、平成 24～26年度は「未来を拓く『学び』推進事業」、そして平成
27年度からは新たに 5年間の計画で「未来を拓く『学び』プロジェクト」を開始した。
　研究連携の中心的活動は、「知識構成型ジグソー法」による教材の開発、実践、実践の
振り返りである。研究の具体的な進め方としては、研究連携に参加を希望する学校（研究
開発校）を県内の公立高等学校及び県立中学校から募り、各研究開発校が校内で中核的に
研究を進める教員（研究開発員）を申請する。研究開発員は教科等の部会に組織され、対
面とネット上のやり取りによって、協力して教材開発と実践、効果検証を行う。
　研究推進の進行管理及び連絡調整は、埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課及び県立
総合教育センターがリードし、CoREFはこれらと協力しながら、協調学習の理解を深め
るためのワークショップのデザインや教材開発の支援、授業実践評価など、研究推進上の
様々なサポートを行う。また、埼玉県教育委員会から CoREFに管理職級の職員 1名、マ
イスター認定教員（後述）1名の計 2名が派遣され、協力研究員として東京大学に常駐し、
研究連携のコーディネートを行っている。
①　事業規模の推移
　9年間の研究連携における事業規
模の推移を図 3に示す。
　研究連携がスタートした平成 22
年度には、研究開発校が県立高校の
約 7％にあたる 10校であったもの
が、平成 30年度には県立高校の約
96％にあたる 133校に加えて市立
高校 2校、県立中学校 1校の計 136
校に拡大している。
　また、研究開発員数も平成 22年の 26人から平成 30年には 678名に増加している。全
体数が増加しているだけでなく、1校あたりの研究開発員の数の平均も 2.6名から 5.0名
に増加しており、各研究開発校内での研究の充実も一層期待される。
②　事業の目的
　本事業の目的を表 15に示す。本事業は、協調学習の授業づくりに関する埼玉県の取組
の結実期として位置づけられ、これまで取り組んできた「知識構成型ジグソー法」による
協調学習の授業づくりをより広いアクティブ・ラーニングの文脈から捉えなおし、協調学
習の授業を特別なものでなく日常化することを射程にデザインされている。そのため、事

図 3：研究開発校及び研究開発員数の推移
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業の目的としては、学びの評価についての研究に一層注力すること、「協調学習」の授業
づくりを軸とした教員同士の学びのネットワーク形成を一層意識的に行うことが掲げられ
ている。

未来を拓く「学び」プロジェクト（H27-31）の事業目的　　（平成 27年度の表記による）

　生徒のコミュニケーション能力、問題解決能力、情報活用能力など、これからの時代
を主体的に生きるために必要な資質・能力の育成を目指し、「知識構成型ジグソー法」
による協調学習の授業づくりを中心とするアクティブ・ラーニングに関する研究に取り
組む。
《事業の概要》
（1）生徒が主体的に学ぶ意欲をはぐくむ授業案等の研究・開発及び検証を行う。
（2）ICTの効果的活用に関する研究を行う。
（3）評価の標準化と一般化に向けた研究を行う。
（4）授業案等の共同開発や情報共有を行う教員ネットワークを構築する。
（5） 東京大学　大学発教育支援コンソーシアム推進機構をはじめ、大学や研究機関、

企業等の持つ知見を教育現場に活用する。

表 15：「未来を拓く『学び』プロジェクト」の事業目的

③　未来を拓く「学び」プロジェクトを中心とした事業展開
　埼玉県と CoREFとの研究連携は本事業に留まらず、多角的な事業展開とそれらを有機
的に組み合わせた教員の学びのシステムづくりを行ってきた。その展開を図 4に示す。
　平成 22年度から「知識構成型ジグソー法」を用いた協調学習の授業づくり研究連携が
スタートし、平成 24年度にはその成果を生かした初任者研修がスタートした。初任者研
修の講師は、CoREFとともに、研究開発員や各教科部会を運営する指導主事が務めてい
る。初任者研修による県内高等学校への全面展開に伴って、各学校管理職や教育行政関係
者にビジョンの共有を行うための管理職研修が平成 25年度からスタートした。平成 28
年度からは、悉皆の新任校長、教頭研修にも協調学習の授業改善支援が組み込まれた。
　また、平成 26年度には、研究連携に携わる実践者の中からさらに中心的な役割を果た
すものを対象に月 1回のワークショップ型の研修を 1年間行う協調学習マイスター研修
がスタートした。このマイスター研修は、次節で扱う CoREFの「本郷学習科学セミナー」
を活用したものであり、他県から同様のねらいで参加する多様な校種・教科の実践者や研
究者と共に意見交換や実践検討を行うことが可能になっている。
　埼玉県の協調学習マイスター認定教員は今年度当初現在 47名であり、「知識構成型ジ
グソー法」による協調学習に基づく授業改善を推進している。県内の研修会講師等を務め
るほか、県外、海外にその活躍の場を広げている。一例として、本年度の JICA草の根技
術協力事業専門家派遣においてフィリピンを訪問し、フィリピン教員による知識構成型ジ
グソー法授業を参観し指導助言者を務めた。この取組については本章第 5節で触れる。
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　埼玉県の事業展開においては、中心となる連携事業で授業改善を牽引する中核教員の育
成、共有できる質の高い教材の開発を行い、それらのリソースを活用して初任者研修を切
り口に県内のすべての高等学校の授業改善につなげている。そうした試みを管理職や指導
主事の研修で支え、目指す新しい学びのゴールイメージの共有を行っている。それにより、
初任者研修に参加した教員の中からさらに学びたいものが中心となる連携事業に参加し、
そこで育った中核教員の中から授業改善の実践的、理論的なリーダーとなる教員にさらなる
学びの場を与え、その学びをまた連携事業や研修等に還元していく、といった実践者の学
びの流れ、事業間の有機的な連携が実現している。9年間という流れの中で、研究開発員が
指導主事や管理職に就き次代の教員の育成を支える例も増えてきた。中核となる先生方の
学びの質も高めつつ、県内全体にその成果を波及させていくこうした先生方の学びのシス
テムづくりが埼玉県と CoREFの研究連携の最大の特色であり強みであると言えるだろう。
（ 2）今年度の事業の報告
　続いて、今年度の「未来を拓く『学び』プロジェクト」の実施状況について報告する。
①　今年度の研究開発員
　今年度の教科部会別の研究開発員数は表 16のとおりである。
　なお、研究開発員 678名のうち、151名（22.3％）が昨年度初任者研修で協調学習を学
んだ受講者である。これは受講者の約 53％にあたる。また、今年度研究開発員の 69.3％
（470名）が平成 24年度以降の授業力向上研修の受講者である。協調学習関連事業を有
機的にネットワーク展開することによって、初任者の段階から授業改善に前向きな教員を
拾い上げ、若手のうちに授業改善の中核にまで育て上げる流れが機能していると言える。

図 4：埼玉県の高等学校における協調学習関連事業の展開
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②　今年度の研究開発校
　表 17に今年度の研究開発校一覧を示す。研究開発校は、全日制高校や定時制高校、普
通科高校や専門高校、すべての生徒が 4年制大学への進学を希望している高校や進路多
様校とまさに多様である。

上尾高等学校、上尾鷹の台高等学校、上尾橘高等学校、上尾南高等学校、朝霞高等学校、
いずみ高等学校、伊奈学園総合高等学校、入間向陽高等学校、岩槻高等学校、岩槻商業
高等学校、岩槻北陵高等学校、浦和高等学校、浦和北高等学校、浦和工業高等学校、浦
和第一女子高等学校、浦和西高等学校、大宮高等学校、大宮工業高等学校、大宮光陵高
等学校、大宮商業高等学校、大宮中央高等学校、大宮南高等学校、大宮東高等学校、大
宮武蔵野高等学校、小鹿野高等学校、桶川高等学校、桶川西高等学校、越生高等学校、
春日部高等学校、春日部工業高等学校、春日部女子高等学校、春日部東高等学校、川口
高等学校、川口北高等学校、川口工業高等学校、川口青陵高等学校、川口東高等学校、
川越高等学校、川越工業高等学校、川越女子高等学校、川越総合高等学校、川越西高等
学校、川越初雁高等学校、川越南高等学校、北本高等学校、久喜高等学校、久喜工業高
等学校、久喜北陽高等学校、熊谷高等学校、熊谷工業高等学校、熊谷商業高等学校、熊
谷女子高等学校、熊谷西高等学校、熊谷農業高等学校、栗橋北彩高等学校、芸術総合高
等学校、鴻巣高等学校、鴻巣女子高等学校、越ヶ谷高等学校、越谷北高等学校、越谷総
合技術高等学校、越谷西高等学校、越谷東高等学校、越谷南高等学校、児玉高等学校、
児玉白楊高等学校、坂戸高等学校、坂戸西高等学校、幸手桜高等学校、狭山経済高等学
校、狭山工業高等学校、狭山清陵高等学校、狭山緑陽高等学校、志木高等学校、庄和高
等学校、白岡高等学校、進修館高等学校、杉戸高等学校、杉戸農業高等学校、誠和福祉
高等学校、草加高等学校、草加西高等学校、草加東高等学校、草加南高等学校、秩父高
等学校、秩父農工科学高等学校、鶴ヶ島清風高等学校、常盤高等学校、所沢高等学校、
所沢北高等学校、所沢商業高等学校、所沢西高等学校、戸田翔陽高等学校、滑川総合高
等学校、南稜高等学校、新座高等学校、新座総合技術高等学校、新座柳瀬高等学校、蓮
田松韻高等学校、鳩ヶ谷高等学校、鳩山高等学校、羽生高等学校、羽生実業高等学校、
羽生第一高等学校、飯能高等学校、飯能南高等学校、日高高等学校、深谷高等学校、深
谷商業高等学校、深谷第一高等学校、吹上秋桜高等学校、富士見高等学校、ふじみ野高
等学校、不動岡高等学校、本庄高等学校、松伏高等学校、松山高等学校、松山女子高等
学校、三郷高等学校、三郷北高等学校、三郷工業技術高等学校、皆野高等学校、宮代高
等学校、妻沼高等学校、八潮高等学校、八潮南高等学校、吉川美南高等学校、与野高等
学校、寄居城北高等学校、和光高等学校、和光国際高等学校、鷲宮高等学校、蕨高等学
校、伊奈学園中学校、川口市立高等学校、さいたま市立浦和高等学校

表 17：平成 30年度「未来を拓く『学び』プロジェクト」研究開発校一覧（五十音順）
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表 16：平成 30年度「未来を拓く『学び』プロジェクト」教科部会別研究開発員数一覧（名）
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③　今年度のスケジュール
　今年度の事業の主なスケジュールと概要を以下の表 18に示す。

表 18：平成 30年度「未来を拓く『学び』プロジェクト」年間スケジュール

日程 イベント・会場 概要

5/26

指導主事
カンファレンス
（県立総合教育
センター）

第 1回カンファレンスに向けて各教科部会担当指導主事
がビジョンを共有、第 1回カンファレンスでの演習内容
を自らも学びながら教科部会の進め方について協議した。

6/9

第 1回
カンファレンス
（県立総合教育
センター）

「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」を主
題に、各教科部会で「教科として育成したい資質・能力」
を整理し、個別の授業について資質・能力がどのように発
揮されそうかを具体的に想定することで、見とりの観点を
設定する演習を行った。あわせて、今年度の研究テーマや
研究の進め方についての意見交換を行った。

以降
随時

教科部会・
検証授業

各研究開発員が設定した研究テーマに即して、「知識構成型
ジグソー法」を用いた教材開発や実践、効果検証を行った。
研究開発員同士は、事業ホームページ内の会員制掲示板や
任意に設定される対面の部会を通じて教材検討などを行っ
たり、互いの研究授業を参観したりしながら、研究実践の
交流を進めた。

12/1
第 2回

カンファレンス
（東京大学）

各教科部会で今年度の実践から見えてきた生徒の学びの具
体例や成功・失敗談等を持ち寄り、生徒の主体的・対話的
で深い学びを引き出す授業のデザインや支援の原則として
言えそうなことをまとめ、共有した。

12/26 シンポジウム
（戸田市文化会館）

全国 25都道府県から約 800名の参加。
・ パネルディスカッション 1「授業研究と高大接続をつなぐ」
　 安西　祐一郎（文部科学省参与〈高大接続改革担当〉、
元高大接続システム改革会議座長）
　 今村　聡子（文部科学省総合教育政策局　政策課 主任
教育企画調査官）
　 山田　泰造（文部科学省高等教育局　大学振興課 大学
入試室長）
　 白水　始（東京大学 CoREF　教授）
　※ パネルディスカッション 1の内容は、本報告書付属

DVD「参考資料」「その他」フォルダ内に収録した。
是非ご参照いただきたい。

・パネルディスカッション 2
　「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」
　※協調学習マイスターの実践報告を軸にした議論
・担当教員等による教科部会等別ラウンドテーブル
　※ 各教科部会の研究成果の発表を中心に、県内で「新し
い学びプロジェクト」に参加する小中学校教員による
実践報告など
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（ 3）今年度の成果と課題
①　今年度の研究成果物
　今年度はのべ 94校で 363の公開研究授業を行った。CoREFスタッフは、公開研究授
業を中心に可能な限り多くの授業を実際に訪問観察し、フィードバックを行った。実践者
には、可能な限り生徒への「授業の満足度」アンケートの実施、「授業前後の解答の変化」
の記録、それに基づく実践の振り返りの作成をお願いしている。
　本報告書巻末の DVDには、今年度の本事業実践のうち 226例を含む本事業を中心とし
た高等学校での実践例 1628について、授業案、教材、実践者の振り返りを PDFファイ
ルで収録している。ご活用いただきたい。
②　取組の状況
　次に、研究開発員の先生方へのアンケートを基に、この取組に関わる先生方が「知識構
成型ジグソー法」の授業やこの型に関わらず生徒が主体的、対話的に学ぶ場面を取り入れ
た授業をどのくらいの頻度で実施しているかを示す。
　表 19は、アンケートにお答えいただいた 210名の先生方が「知識構成型ジグソー法」
をどんな場面で、どんな教材を使ってどの程度実践されたかを示している。
　平均すると、お一人あたり年間 4.7教材で「知識構成型ジグソー法」を実践している。
　個々の先生方の実践回数に着目すると、7教材以上実践されている方が 39名（18.5%）、
4～6教材が 53名（25.2％）、2、3教材が 72名（34.3％）、1教材以下が 46名（21.9％）
であった。回答者の 5分の 4程度が学期に 1、2教材程度「知識構成型ジグソー法」を実
践されている実践者であるという実態が見てとれる。
　実践の内訳は新規開発教材と過去の教材の活用が 3：2（昨年度もほぼ同様）である。
また、研究授業での実践は全体の約 30％である。
　アンケートでは、「『知識構成型ジグソー法』に限らず、生徒が主体的、対話的に学ぶ場
面を取り入れた授業をどのくらいの頻度で行われていますか？」という質問も行った。
　結果、13.3%が「ほぼ毎時間」、16.2%が「半分以上」、22.9％が「月に数回程度」、
40.5%が「学期に数回程度」、7.1%が「それ以外」と答えた。半数以上の先生方がかなり
の高頻度で「生徒が主体的、対話的に学ぶ場面を取り入れた授業」に取り組んでいると言
える。

表 19：今年度の「知識構成型ジグソー法」の平均実践数（N=210）

今年度新規教材と
して開発

過去の教材を
アレンジして活用

過去の教材を
そのまま利用

計

研究授業で実施 1.0 0.3 0.1 1.4
研究授業以外で実施 1.2 0.6 0.4 2.2
今後実践を行う予定 0.6 0.3 1.0 1.0

計 2.8 1.2 0.6 4.7
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　この結果から、多くの先生方が実践研究のための共通の型として「知識構成型ジグソー
法」を使った授業デザインの研究に取り組みながら、授業の中ではジグソー以外の対話型
の学びも積極的に取り入れていることが分かる。
　先生方からは「『知識構成型ジグソー法』の授業
づくりで学んだ視点を普段の授業づくりでも活かし
ている」「普段の授業から原則対話型を取り入れてい
て、単元の中でポイントになるところで『知識構成
型ジグソー法』を使っている」といったお話を伺う。
　本章第 1節で解説したように「知識構成型ジグ
ソー法」を研究の核とすることで、広く生徒の主体
的・対話的で深い学びを引き出す授業デザインの実
践的力量向上を行っていく取組のねらいが達成され
ていることが伺える。対話型の授業を普段遣いする
先生方が順調に増えていることは事業の大きな成果
であると言える。
　他方、対話型の授業の広がりと同時に、その中で
の生徒の学びの深まりの追求が求められる。主体的・
対話的で深い学びの実現のために、生徒の学びの質にこだわった授業研究を充実させるこ
と、生徒の学びの事実に着目した先生方のやりとりを一層広げていくこと、その中核とな
る先生方の数を着実に増やし、有効に活用することを意識しながら進めたい。
③　教科部会の研究状況
　「未来を拓く『学び』プロジェクト」では、新規教材の開発と実践を行うだけでなく、
各教科部会が 5年間のプロジェクトのゴールイメージをもち、それを基に毎年度検証し
たいテーマを設定して研究に取り組んでいる。
　今年度はすべての教科部会を横断して、教科等として伸ばしたい資質・能力を同定し、
それらが個々の授業でどのように発揮、伸長されそうか、見とりの観点を設定し、それに
即して生徒の学びの事実を丁寧に見とり、授業デザインを検証するという授業研究を研究
主題の 1つとして設定し、研究授業のうちのいくつかを重点研究授業に設定して上記の
観点からより濃密な授業研究を行った。また、こうした授業研究を通じて、教科における
主体的・対話的で深い学びを実現するための授業デザインの原則を整理することも行った。
a）今年度の研究状況一覧
　次ページからは、こうした授業研究から見えてきたこと、また各教科部会が独自に設定
した研究テーマについて見えてきたこと、次年度に向けての課題などを各教科担当指導主
事に整理していただいた一覧を掲載する。

図 5： 「知識構成型ジグソー法」に限
らず、生徒が主体的、対話的に
学ぶ場面を取り入れた授業の実
施頻度（回答数、N=210）
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国語部会 研究開発員数
116 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　よりよい授業づくりにつなげる国語科の学びと見とり

研 究 の 
進め方

〇 教材ごとの班（評論、小説、古典、国語表現）、ICT活用班、評価・見と
り班を編成した。各班の実践に加え、前期・後期における重点研究授業の
実施、ICT活用班による学校間を ICTでつないだ実践などにより、研究
を深めた。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇 適切な課題設定の難しさ。（オープンエンド・クローズドエンド、難易度、
量……複雑にし過ぎないことが大切ではないか）
〇 「見とりの観点シート」の作成により、育成したい力や学ばせたいこと
を明確にでき、授業デザインに工夫や仕掛けをすることができる。
〇 図示や記述などにより思考内容を表現させることで、クロストークの際
にクラス全体で学びを共有することができる。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇教科や科目を横断した実践事例の収集と研究を行う。
〇 ICTを活用した実践事例の収集と研究を行う。
〇生徒の実態に応じた適切な課題設定の在り方について研究を行う。

地理歴史部会 研究開発員数
80 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

〇地理歴史科としてどのような資質・能力を育成したいのか共通理解を図る
〇新学習指導要領とリンクした地理歴史科としての観点をつくる

研 究 の 
進め方

〇見とりの観点シートを活用した授業研究
〇重点研究授業の実施と振り返り

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇 課題を明確化することによって、資料がより明快で共有しやすい、練ら
れた教材になる。
〇時には深い学びのための支援（介入）が必要。
〇学びの環境を整えることが重要。
〇既存知識にたより過ぎず、新しい視点を示すことも必要。
〇 クローズドエンドの「問い」であっても、オープンな「問い」を用意す
ることで対話が生まれる。
〇活動に時間をかけすぎない。

次 年 度 に
向 け て の
課題

〇授業研究をより深め、教科として育成したい資質・能力を絶えず見直す
〇 研究開発員への調査によるプロジェクトのまとめ（この 5年でどう進化
し、どう変化したか）
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公民部会 研究開発員数
32 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

〇蓄積された教材の活用
〇エキスパート活動のあり方を考察
〇生徒に合わせた資料活用と課題設定
〇思考力・判断力・表現力等を伸ばす課題設定

研 究 の 
進め方 〇各研究開発員が研究テーマを意識した授業を実践

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇前時の授業内容を授業初めに行うことで議論が活発になる。
〇エキパート活動の資料提示の工夫でジグソー活動が活発となる。
〇 予想を超える活発な議論を行うために、論点をしぼり、既存の知識や考
え方を疑わせるような生徒を揺さぶる工夫も大切である。
〇 政治的中立性を確保する議論を行うために、生徒の答えを誘導し、結論
ありきの議論を行わないような資料提示の工夫を行う。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇新学習指導要領への対応を踏まえた教材の作成と活用
〇ジグソー活動、クロストークの効果的な実施方法の研究
〇協調学習における観点別評価についての検討

数学部会 研究開発員数
114 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　育成を目指す資質・能力を測る「評価」の研究

研 究 の 
進め方

〇各研究開発員による評価方法の開発と検討
〇教科ミーティーングや教科別研究協議時における情報交換・情報共有
〇未来「学び」サイトにおける情報交換・情報共有

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇 重点研究授業を中心に「見とりの観点シート」による観察法を用いた「評
価」の実践がなされた。それにより（特に、教科別研究協議の中で）授
業者のねらいと学習者の学びの様子のギャップを明確にできた。
〇 各研究開発員が生徒の実態に応じた様々な評価方法を用い、育成を目指
す資質・能力を測ろうと試みた。（例）エキスパート・ジグソー活動な
どにおける振舞い等を測るルーブリックによる評価；長期記憶テストに
よる評価；GPSによる評価；KCJ法の授業後に実施するパフォーマン
ス評価等。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇各研究開発員が開発・実施した評価方法の共有。
〇  KCJ法以外の授業も含めた、単元や題材など内容や時間のまとまりを
見通した中での、育成を目指す資質・能力を測る評価方法の開発と検討。
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理科部会 研究開発員数
89 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

○生徒の自己評価と教員の見とり
○身近な現象と結び付ける力
○横断的な思考力

研 究 の 
進め方

○研究テーマに則した新規教材の開発
○新規開発教材の効果、検証

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○ 授業者が身近な現象との結び付けを意識することにより、生徒は自然現
象から「なぜ？」という疑問を持ち、日常的に「考える」という意識付
けにつながったと言える。
○ ジグソー法を用いることで、物理・化学・生物・地学の 4分野について、
科目の枠を超えた教材を作成しやすくなった。生徒にとっては、4分野
のつながりを理解することができ科学的探究力の向上につながった。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○  9年間で多くの教材が蓄積されており、先生方の専門以外の科目につい
ての活用方法の検討が重要である。特に実験を含んだ教材の有効な活用
方法の検討が必要である。

保健体育部会 研究開発員数
32 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　実技体育の授業モデルの作成と実践（継続）

研 究 の 
進め方

○研究開発員の相互連携により授業モデルを開発し実践する。

研 究 か ら
見 え て き
たこと

○協調学習が当たり前のものになってきている。
○学び合い学び続ける教員集団となるための教員ネットワークができている。
○デザイン原則が共通言語になっていない。

次 年 度 に
向 け て の
課題

　研究開発員一人一人の取組を、より効果的にゴールへつないでいけるよ
う、マイスターを中心に組織的に取り組んでいく。
○過去の授業案の収集、種目・単元別に分類
○過去の授業案のアップデート
○デザイン原則の共有
○協調学習ハンドブックの作成
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音楽部会 研究開発員数
10 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　音や音楽によるコミュニケーションと音楽科の特質に応じた協調学習
　～資質・能力を高める授業展開の工夫～

研 究 の 
進め方

〇新規教材開発の効果、検証

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇 レディネスチェックを行い、生徒のレベルを明確にしておくことが大切。
また、技術は習得させたうえで協調学習に取り組むほうが、より効果的
でより深まる。しかし、授業を行なったからといってすぐに技能が向上
するということは性急に求めず、育てたい資質・能力をより長い期間で
の目標とし、複数回、少しずつでも取り入れてステップアップしていく
ことが重要である。（特に器楽分野）
〇  ICT活用は効果的であるので、さらなる環境整備を行い、ICTを日常的
に使えるような音楽室づくりや授業展開を効果的に進める。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇 反転学習へ利用できる教材開発や動画作成。ICT活用事例をさらに増やす。
〇 器楽分野については実践が報告されたがまだ少ない。小中高等学校の学
びの連続をさらに意識し、音楽の「見方・考え方」を踏まえ更なる汎用
性と柔軟性のあるモデルを作っていく。

美術・工芸部会 研究開発員数
5 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　見とりの観点を意識した主体的・対話的で深い学びの実践

研 究 の 
進め方

〇 「見とりの観点シート」を作成し、学びの想定と実態を比較しながら学
びを見とり、授業を振り返る実践を行った。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇 「見とりの観点シート」に基づく生徒たちへの育成したい資質・能力、
発揮された姿を予想し、それを事前に先生方と情報共有したことで、事
後の研究協議をする上で成功、改善点が明確になり非常に有効であった。
〇 授業のねらいや育成したい資質・能力、発揮された姿を教師が明確に予
想し、綿密に準備、授業実践ができれば、多少の誤算があったとしても
目標が達成しやすい。

次 年 度 に
向 け て の
課題

〇 本年度は、研究員が少なかったが、その分、密度の濃い教材開発や研究
協議を進め、一つ一つの研究授業を実践することができた。そこから見
えてきた、成功例、改善例をより具体化し、データを蓄積していくこと
が必要であり、研究開発員が益々増えるような実践を展開していくこと
が大切である。
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書道部会 研究開発員数
7 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　使いやすい教材の開発

研 究 の 
進め方

〇 校内における個人研究を中心に、書道の研究開発員同士または各校の他
教科の研究開発員と連携しながら研究を進めた。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇生徒の実態を考えて授業を考える。課題設定は最重要ポイント。
〇 エキスパート活動では考えさせることを明確にする。要点を絞り、情報
量は少なく、シンプルに。文字量は最小限にすること。
○ 生徒の実態に応じた資料を作成し、効果的な活動を適切に盛り込むこと
でより生徒の深い学びを実現していく。1人の作業になりがちであるが、
他人が書いている姿を見たり、自分が書く時にどのように筆を動かすか
等を、言葉に出して教え合うことが大変有効であった。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○ 生徒は言葉にできない思いを秘めているので、語句などをあらかじめ示し
て発言しやすくする教材研究をする。
○ 研究開発員を増やすため高書研会員、初任者との連携も取り、共有できる
教材をより多く開発する。
○ 書道において、一つの教材を作るために画像処理などは大変な労力である
が、新規教材を開発する姿勢は維持しながら他の先生方の教材をシェアし
合い、数多く実践していく姿勢が大切である。

外国語部会 研究開発員数
96 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

○評価を意識した授業の設計
○協調学習における生徒の見とり

研 究 の 
進め方

○各研究開発員が研究テーマを意識した授業を実践

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○生徒の実情に合わせて、協調学習の達成目標を設定する必要がある。
○ 授業者が適切な指示をしたり、環境を作ることによって、生徒が英語を
話したり、理解をすることにつながる。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○ エキスパート資料で扱う 3つの資料や素材を基に、ジグソー活動での対
話を通じて、新しい発想や意見を生み出せるテーマやトピックを設定する
○ 英語での話し合いや発表を支えるための日常の授業における言語活動の
在り方について検討する。
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家庭部会 研究開発員数
13 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

〇共通教材の作成・実践・検証
○見とりの観点に関する検証

研 究 の 
進め方

○各校の生徒の実態に合わせた教材の開発、実践、及び検証
○教科部会及び公開授業後に、教材検討や情報交換等の研究協議会を実施
○サイトを利用した情報交換の実施

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○ 生徒の実態に即したエキスパート資料やゴールを設定すると、元の教材
が同じでも生徒の理解が早く、学びの深まりがある。
○問いかけや発表方法の工夫により、生徒の思考（解答表現）が変わる。
○視聴覚教材の利用は効果的だが、使い方を熟慮する必要がある。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○今年度の研究テーマを継続する。
○見とりの観点に関する検証に基づいた教材検討を進める。
○視聴覚教材を効果的に取り入れた教材作成を進める。

情報部会 研究開発員数
15 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　知識構成型ジグソー法における評価と見とりの観点の適切な設定

研 究 の 
進め方

〇仮説に基づく観点と授業デザイン原則による重点授業での実践

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇学力に応じたエキスパート資料を準備することが必要である。
〇 生徒の既有知識をしっかり見定めることで、エキスパート資料の内容が
生徒の学習到達度と乖離しないようになる。
〇 生徒一人一人の学びの変容をきめ細かく見とる授業者の視点や手法が明
らかになってきた。
〇 ジグソー法に対する生徒の慣れは学習活動に戸惑うことなく、生徒相互
の学び合いに集中することにつながり、その結果、学習理解が深まる。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇コミュニケーションツールに関して、生徒の実態を把握しておく
〇エキスパート資料で挙げる例示等には十分注意する
〇きめ細かな学びの見とりを可能にするツールの開発
〇 手軽に実施できるジグソー法の教案（学習指導案）を立案する。（教材
の共有）
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農業部会 研究開発員数
14 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　年間指導計画への位置付けと見とりの観点シートの活用

研 究 の 
進め方

○研究開発員の授業実践と見とりの観点シートを作成する。
○ 蓄積された教材と新規に実践した教材を整理し、農業科目別に協調学習（指
導項目）と評価方法を年間指導計画に位置付ける。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○授業実践からの教材の工夫改善
　・生徒の実態に合った、具体的で明確な課題設定や資料を作成する。
　・学習のつながりを生む補助的な指示が有効である。
○農業科目別年間指導計画への位置付け
　・「主体的・対話的で深い学び」を意図した単元の学習活動が展開できる。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○ 農業科目別の協調学習（指導項目）と見とりの観点シート（評価方法）を、
農業科目別年間指導計画に整理し、過去の教材の工夫改善を図ったり、
研究開発員や関係する学校間で共有したりすることで、協調学習実践に
おける準備等を効率化していく。

工業部会 研究開発員数
22 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　工業技術者として自ら考え判断し行動ができる生徒を育成する授業の研究

研 究 の 
進め方

〇 実習系・座学系などの制限はせず、工業技術者としての素養を身に付け
る教材開発と実践授業から研究テーマについての検証し、次年度に向け
た課題をまとめる。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

〇メイン課題とエキスパート課題は、難易度やバランスを考え設定する。
〇 メイン課題が身近な考えやすいものなら、エキスパート課題の難易度を
高くして、資料を読み解く力を身に付けさせる。
〇 メイン課題が難しい内容であれば、エキスパート課題の難易度を低くし
て確実に情報を読みとり、ジグソー活動得られた情報を組み合わせてい
く力を身に付けさせる。
〇身近な内容や社会とのつながりを意識した題材がより効果的である。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

〇生徒の取組や成果と観点別学習状況評価を連動させる。
〇生徒各自が疑問を抱き、興味を持てる課題を設定する。
〇工業科において、協調学習の定着化を図る。（協調学習の裾野を広げる）
〇協調学習で他教科・科目間の連携を図り、授業の質の向上を図る。
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商業部会 研究開発員数
24 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

誰でも気軽にできる協調学習及び生徒の変容を見とれる評価手法の開発

研 究 の 
進め方

○研究開発員一人一人が必ず 1回以上の協調学習を実施する。
○ ICTを活用した授業を実践し、授業の評価手法について検討・開発する。
○協調学習の授業をなるべく公開し、研究開発員同士で参観する。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○  ICTの活用は、生徒に対し情報を適切に提供でき、時間も短縮できる。
事前準備や施設等に課題はあるが、ICTを活用した授業を推進していく。

○ 評価については、ルーブリック評価や、生徒自身による自己評価表、相
互評価表を活用することで、思考力・判断力・表現力等を適切に評価で
きることがわかった。来年度は、共通の評価基準表を用い、研究開発員
全員が取り組めるようにしていく。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○ 商業の原則履修科目「ビジネス基礎」をベースに、「簿記」、「情報処理」
など、商業における四つの分野の科目の実践を行い、教材の構築を図っ
ていく。また、今年度同様に、研究開発員 20名以上を募りたい。
○ 評価については、ルーブリック評価や、生徒自身による自己評価表、相
互評価表を用いて、研究開発員全員が取り組めるようにしていく。

看護部会 研究開発員数
6 名

今 年 度 の
主 な 研 究 
テーマ

事例をあげて協調学習を行う場合の研究

研 究 の 
進め方

○教材開発・授業実践を行った。
　※今回は、福祉部会との共通教材：「車椅子移乗」の作成・授業実践
○ 授業後には研究協議を行い、専門高校における協調学習について検証を
行った。

研 究 か ら
見 え て き
たこと

○ 「抽象化～具現化」を何度も反復させることで、汎用性の高い原理原則
を導き出すことができる。そのために以下の点が必要である。
　①現場に即した臨場感のある場面を設定する。
　② これまでの経験則を活かせるような場面を設定する等で、深く考えさ
せる。

次 年 度 に
向 け て の
課題

○教科を超えた共通教材の開発
　福祉部会との協議や情報交換をもとに、共通教材の開発に取り組む。
○事例をあげて協調学習を行う場合の教材開発
　過去の指導案のブラッシュアップや、新規教材の開発を行う。
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b）授業デザイン原則
　本事業では、昨年度から実践を通じて見えてきた生徒の学びの事実を基に、各教科にお
いて主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業デザインの原則を整理してきた。
　図 6は、今年度地歴部会がまとめた授業デザイン原則のうちの 1つである。
　図 6では、温暖化、砂漠化、大気汚染の 3つのエキスパートに分かれて学んできた後
にジグソーでその「共通する課題」について考えさせたことで生徒の思考が深まったとい
う事例、与えられたエキスパートのまとめ方が班ごとに異なっていて 1班だけ時系列的
に再構成して整理するという深まりを見せたという事例、メインの問いとは別の視点で考
えさせる問いをジグソー活動に入れることで解答に深まりが出たという事例の 3つの授
業で見えてきた生徒の学びの姿を基に、「ジグソー活動で『深い』学びを実現するために
新しい視点や別の角度を示す（ワークシート or口頭）」という授業デザインの原則を整理
している。
　具体的な授業でのエピソードを基に、課題設定が大事、エキスパート 3つの羅列にな
らないように、といった先生方の課題意識に即して次に試してみられそうな具体的な授業
デザインの原則をまとめられている。
　各教科部会が整理した今年度版の授業デザイン原則については、本報告書第 2部第 1
章第 2節に収録されている。あわせてご参照いただきたい。
　具体的な学びの事実を捉え、そこから仮説としての授業デザイン原則を整理するという
試みが上の例のようにうまく機能している面もあれば、まだ十分先生方の手に馴染むやり
方になっていない面も見受けられる。学びの事実に着目する授業研究が充実することで、

福祉部会 研究開発員数
3 名

今 年 度 の 
主 な 研 究 
テーマ

　福祉・看護合同による事例（場面設定）を用いた授業の研究

研 究 の 
進め方

○ 看護部会との共通教材として「車椅子移乗」を設定し、生徒の実態に合わせ
た教材の開発、実践及び検証
○教科部会及び公開授業後に、教材検討や情報交換等の研究協議会を実施。

研 究 か ら 
見 え て き 
たこと

○ 「抽象化から具体化」を何度も反復させることで、汎用性の高い原理原
則を導き出し、現場での実践力につながる。
○ 実技を扱う題材の場合、生徒に正しい視点を持たせることで学びが深まる。

次 年 度 に 
向 け て の 
課題

○教科を超えた共通教材の開発
　看護部会との協議や情報交換を継続し、共通教材の開発を進める。
○事例を用いた教材開発
　過去の指導案のブラッシュアップや、新規教材の開発を進める。
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授業デザイン原則としてまとめられることの質もより一層充実していくことが期待される。
④　生徒アンケートから
　公開研究授業等の際には、生徒に対して新しい学びの「授業の満足度」、「望ましいこの
学習方法の頻度」についてのアンケートをお願いしてきた。アンケートの累計回答数も現
在の形式のアンケートを開始した平成 24年度から 7年間でのべ 3万 3千超名分となり、
全体の傾向についてはかなり正確に把握できるようになった。
　全体の傾向の分析については平成 26年度報告書 pp.22-26に、またこうしたアンケー
トを実施する意図については平成 24年度報告書 pp.8-9に詳述している。
　今年度については、260の授業でのべ 7,256名分の回答を集めることができた。
　全体及び様々なサブカテゴリ間の回答の傾向については、過去のデータと変化はなかっ
た。すなわち、進路多様校か進学校かといった別、教科の別は、生徒の「授業の満足度」、
「望ましいこの学習方法の頻度」にはほとんど影響を及ぼしていない。
　ここでは紙幅の都合で、全体の回答傾向のみを示すこととする。「授業の満足度」、「望
ましいこの学習方法の頻度」について、今年度の回答結果と過去 7年間合計の回答の分
布及び平均値を表 20、21に示した。
　どちらの項目についても、今年度の結果と過去 7年間の結果に大きな変化はない。
　全体で 70.8％の生徒が「自分たちで考えを出し合って答えを導く学習」を「たのしかっ
た」と感じており、「つまらなかった」と感じる生徒は 3.1%（40人学級で 1名程度）と
いう結果である。

図 6：未来を拓く「学び」プロジェクト　地歴部会で作成した授業デザイン原則の例
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　また、「学校の授業全体のうち、このような進め方の授業（グループでの話し合いを中
心にした授業）をどのくらいやりたいですか」という問いについては、全体で 69.6％の
生徒が「5.毎日 1時間くらい、あるいはそれ以上」、「4.週に 1、2回」、「3.月に 1、2回
くらい」グループでの学び合いを中心とした授業を望んでいる。「やりたくない」と答え
た生徒は全体で 7.3％と、平均にしてみると 40人学級で 2名程度であった。

表 21：設問②「望ましいこの学習方法の頻度」の選択肢と回答状況

H30年度 
（n=7,233）

７年間 
（n=33,370）

5.とてもやりたい
（毎日 1時間くらいあるいはそれ以上） 11.3% 10.7%

4.やりたい
（週に 1、2回くらい） 21.9% 21.3%

3.時にはやってもよい
（月に 1、2回くらい） 36.8% 38.4%

2.たまにはやってもよい
（学期に 1、2回くらい） 22.7% 23.0%

1.やりたくない 7.3% 6.6%
平均値 3.07 3.07 

表 20：設問①「授業の満足度」の選択肢と回答状況

H30年度 
（n=7,256）

７年間 
（n=33,415）

5.とてもたのしかった 23.5% 22.8%
4.たのしかった 47.3% 49.1%
3.たのしくもつまらなくもなかった 26.1% 25.0%
2.つまらなかった 2.0% 2.0%
1.とてもつまらなかった 1.1% 1.0%

平均値 3.90 3.91 

　長期間の大規模データの蓄積によって、埼玉県の高等学校において「知識構成型ジグソー
法」を用いて研究授業を行った場合のアンケート結果の標準はほぼ確立されたと言える。
　他方、個々の実践間では、「授業の満足度」において 25％程度、「望ましいこの学習方
法の頻度」において 37％程度の回答の幅があった。これも昨年度までと同様の結果である。
　すなわち、「生徒の学力や教科によって、協調学習の授業に対する満足度に違いが出て
くるわけではないが、個々の実践による生徒の満足度にはいくらかの幅がある」というこ
とが示されている。
　以上から言えるのは、こうしたアンケートを個々の授業における生徒の学びの見とりの
一端、授業デザインの振り返りの一端として活用する可能性である。
　表 20、21で示した全体のデータと個々の授業でのデータを比べてみると、その実践で
の生徒の満足度が平均的な研究授業と比べてどうだったかが見えてくる。先生としては満
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足いくまとめにならなかった授業でも生徒の満足度は意外と低くなかった、むしろ高かっ
たということもあるかもしれない。逆に、先生としてはスムーズに流れた授業のつもりで
も、生徒は「これなら講義でいい」と感じているかもしれない。こうしたアンケートを見
とりの一端として活用することも、授業デザインの見直しには有効だろう。
⑤　今後に向けて
　平成 29年度版の本報告書で「協調学習の日常化」という本プロジェクトのゴールに向
けた今後の課題として、実践頻度の増加を支える既存教材のデータベース化、活用環境の
充実、ビジョンの共有と実践の質を支える授業研究の充実の 2点を挙げた。
　1点目の既存教材のデータベース化については、Classi株式会社の提供する Classi Lab
を活用した取組が今年度本格的に始動した。サイトの活用方法に課題があり、データベー
スの構築と活用までには至っていないが、教材の整理は着実に進んでいる。今後の長期的
なデータベース活用を見据え、研究開発員の先生方にとって使いやすいサイトのあり方に
ついての調査も行っており、次年度以降見直しを進めていきたい。
　2点目の授業研究の充実については、今年度のプロジェクトの重点的な課題として取り
組み、従来の研究協議会の形式から一歩踏み出し、次章で紹介するような生徒の学びに基
づいた授業研究会を各教科で実施することができた。
　具体的には、「授業研究のための見とりの観点シート」を設定することで、授業者が本時
身につけさせたい力が明確化し、参加者もその視点でシミュレーションを行うことができ
るようになった。これにより、参観の視点が、教員の発問や生徒の表面的な活動から、生
徒の対話や思考に着目したものに変化した。さらに、研究協議についても、授業者に寄り添っ
た形での協議となったことで、授業者にも参加者にも実りの多い研究協議が実現した。
　また、こうした授業研究のファシリテーションについて、CoREFスタッフではなく担
当指導主事やマイスターが行える体制を整えたことも大きな成果である。他方、取組の中
でファシリテータの間で授業研究のビジョンや進め方の共通認識が不十分な部分も見えて
きた。次年度以降も各教科で授業研究会を多く実施しながら、ファシリテーションの質の
向上、ファシリテータの拡大を図っていく必要がある。
　本事業は次年度 5年の区切り目を向かえる。将来に向け、今年度取り組み始めた授業
研究のあり方が「知識構成型ジグソー法」の授業に限らず当たり前のものになっていくこ
とが、埼玉県における日常的な主体的・対話的で深い学びの質を支える重要な基盤になる
という手応えを得ることができた。そのために、授業研究のビジョンと方法を行政、管理
職、マイスター、先生方で共有すること、それを軸に各学校、教科部会での組織的な取組
をデザイン、マネジメントすることが次の課題となる。
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4 ．連携の核を育てる　～本郷学習科学セミナー～
（ 1）「本郷学習科学セミナー」のねらい
　「本郷学習科学セミナー」は平成 26年度より開始した CoREF主催の月例研究会である。
CoREFと連携する教育委員会および団体において授業改善プロジェクトの中核を担う先
生方を主な参加者とし、学習科学に基づく継続的な授業改善を支えるための自治体や学校
の枠を超えた学びの場として運営されている。カリキュラムはその年度の参加者と協調学
習の授業づくりプロジェクトの現段階の課題に応じて CoREFがデザインしている。
　実施目的は以下の 2点である。

・ 授業改善プロジェクトに携わる教員や教育行政関係者などの「人はどのように学ぶか」
やそれに基づいた授業デザインに関する実践的見識を向上させ、教育委員会および団体
におけるミドル・リーダーの養成を支援すること
・ 先生方の授業作りのためのネットワーク・オブ・ネットワークス（以下、N of N）の発
展を支援すること

　CoREFでは、2つの目的を達成することにより、授業改善のための取組を、学びのデ
ザインと実践及び振り返りのサイクルをとおして「人はいかに学ぶか」や「学びを支援す
るコツ」について確かな知見の蓄積を目指す「学習科学」の研究として日常化させ、参加
者の主体的な取組として継続的に発展させていくことをねらっている。連携教育委員会の
うち、埼玉県教育委員会と鳥取県教育委員会では、授業改善を推進するミドル・リーダー
の資格認定制度を設け、本セミナーへの参加を認定要件の 1つとしている。中核教員の
授業力向上に主眼を置いた連携を行っている大分県でも、県内の研究会参加者の一部を本
セミナーへ派遣している。こうしたシステムレベルの工夫とも連動させながら、授業改善
ネットワークの核を育てる学びの場としてデザイン、運営されているのが「本郷学習科学
セミナー」である。
　なお、「本郷学習科学セミナー」のこれまでの経緯については、平成 26～29年度の報
告書第 1部第 1章（本書巻末 DVDにも収録）に詳しい。あわせてご参照いただきたい。
（ 2）スケジュールと参加者
　平成 30年度の「本郷学習科学セミナー」の実施日と参加者数を表 22に示す。今年度も、
昨年度に引き続き、原則毎月 1回、平成 30年 5月から平成 31年 3月まで 9回のセミナー
を開催した。参加者数は各回 20～35名程度であった。
　参加者のうち「教員」は主に高校籍の教員、「教育行政」は授業改善プロジェクトの立
案や運営に携わる指導主事等、「その他」は連携企業関係者や研究者等である。「教員」は
原則、「知識構成型ジグソー法」を用いた協調学習の授業づくりに携わっており、CoREF
と連携する教育委員会等の推薦を受けて年間をとおして参加することを前提としている。
　今年度の参加者の特徴として、前年度以前からセミナーに継続的に参加している教員の
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割合が増えていることを指摘できる。継続参加教員は各県のプロジェクトで精力的に協調
学習の授業づくりの取組を続けてきた教員であり、長い参加者では初年度から 5年間継
続してセミナーに参加している。各自治体学校等の授業改善プロジェクトの様々な場面で
活躍できる厚い中核層を形成するには、こうした教員とあらたに授業改善の核となろうと
する教員が学び合える場が有用であると考えられる。そこで今年度は、継続参加を推奨す
る方針を事前に連携教育委員会等とも確認し、内容にもこの方針に即した変更を加えた結
果、一定の成果を得ることができた。
（ 3）平成 30 年度「本郷学習科学セミナー」年間カリキュラム
　平成 30年度の年間カリキュラムを表 23、24に示す。カリキュラムは、互いに関連す
る下記三要素から構成されている。ローマ数字は表中のプログラム末尾と対応している。

Ⅰ．「知識構成型ジグソー法」による協調学習の授業づくりの基本的な考え方に関する演習
Ⅱ．学びの質を支える授業研究の考え方や進め方に関する演習
Ⅲ．学びの質を支える授業研究の実践

　今年度のカリキュラムデザインの特徴の第 1は、Ⅱ・Ⅲのプログラムを充実させた点であ
る。第 1章 3節までで述べたように、今年度は自治体との連携による授業づくりプロジェク
トにおいて学びの質を支える授業研究の充実に取組んだ。これを受け、研究の中核となる
教員が、学習者がいかに学ぶか／学んだかの視点で授業をデザイン、実践・参観し、振り
返る授業研究を率先して実践できるようになることを今年度のセミナーの重点目標とした。
そこで年間カリキュラムは、学びの質を支える授業研究の充実に重点化したものとなった。
　また、今年度のカリキュラムのもう 1つの特徴は、新規参加者を主な対象とするプロ
グラムを設定した点である。新規参加者向けのプログラムは表 23の網掛けで示した。プ
ログラムは、Ⅰに関する内容と、Ⅱのうち、授業中の生徒の対話に基づいて学びのプロセ
スを評価する授業の振り返り （多面的対話分析）の手続きを確認する内容である。これら
のプログラムは、昨年度以前から継続的に実施してきたもので、これまでのセミナーをと

回
日付

1
5/19

2
6/30

3
7/28

4
8/26

5
9/29

6
11/4

7
12/16

8
1/26

9
3/3

計

参加者数 20 21 23 26 24 29 35 28
執
筆
時
未
実
施

66

内
　
訳

教　　員
（継続）

10
（4）

12
（3）

9
（6）

10
（9）

9
（6）

11
（7）

12
（15）

14
（6）

21
（22）

教育行政 2 1 2 2 2 3 4 3 10

そ の 他 4 5 6 5 7 8 4 5 13

表 22：平成 30年度本郷学習科学セミナーの実施日と参加者数
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回 プログラム 概　　　要

第
1
回

演習「協調学習プレゼンテ
ーション作成①」（Ⅰ）
「知識構成型ジグソー法」
による協調学習の授業づく
りにおけるデザイン原則の
言語化①（Ⅲ）
対話分析事例紹介（Ⅱ）

協調学習の授業づくりの基本的な考え方に関する説明の作
成と、過去の授業案＆教材の分類から、教科の「デザイン
原則」を見出す活動を行い、これまでの授業改善プロジェ
クトをとおして今見えてきていることを各自が言語化した。

第
2
回

演習「対話に基づく学びの
プロセス評価①～模擬授業
による多面的対話分析の体
験～」（Ⅱ）

授業中の対話の中身から児童生徒の学習過程を把握し、把
握した事実に基づいて授業デザインの成果や課題をより具
体的に明らかにするための「多面的対話分析」による学習
評価及び授業の振り返りの一連の手続きを体験的に学んだ。

第
3
回

演習「主体的・対話的で深
い学びの質を支える授業研
究」（Ⅱ）

1つの授業実践を題材に「生徒の学びを想定した授業案の
事前検討」、「授業中の子どもの学びの見とり」、「子どもの
学びに基づく授業の振り返り」を実際に行い、質の高い授
業研究の進め方とファシリテーションの留意点について検
討した。

第
4
回

教科部会による授業デザイ
ン検討および実践報告（Ⅲ）
演習「対話に基づく学びの
プロセス評価②～AL型授
業の質を上げるための学習
評価～」（Ⅱ）

今年度の授業改善プロジェクトで実践された高校社会の授
業で記録した実データを用いて、「多面的対話分析」による
授業の振り返りを行った。

第
5
回

生徒の学びのシミュレーシ
ョンを中心にした授業デザ
イン検討（Ⅲ）

違う教科の教員を生徒役に簡単な模擬授業を行った後、「生
徒はどう学びそうか」の検討を行い、それを基に授業デザ
インの改善点を考える「シミュレーション」式の授業案検
討を実際に行い、手続きを体験的に学んだ。

第
6
回

実践報告ラウンドテーブル
①（6実践）（Ⅲ）
教科部会による授業デザイ
ン検討および実践報告（Ⅲ）

教科を超えたやや大きなグループで実践報告と検討を行い、
一人ひとりの授業づくり・子どもの学びの評価への多様な
視点を交流し、深めた。
併せて、2学期以降の授業実践に向けて教科部会での授業
案検討を継続した。

第
7
回

実践報告ラウンドテーブル
②（4実践）（Ⅲ）
多面的対話分析に基づく授
業の振り返り①～高校国語
の事例～（Ⅲ）

引き続きラウンドテーブルを実施すると共に、「多面的対話
分析」を、実際にセミナーの参加者が実践した授業の振り
返りに活用した。生徒の対話を分析して学びの過程を見と
り、見とりに基づいて授業デザインの成果と課題を検討した。

表 23：平成 30年度本郷学習科学セミナー　年間カリキュラム（1/2）
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おしてミドル・リーダーの学びの出発点としての有効性を確認してきた内容となっている。
（ 4）各回活動の実際
　次に、1回のセミナーの実際の展開例を示す。取り上げるのは、平成 30年度に開発した「演
習『主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究』」を中心とした第 3回の事例である。
なお、紙幅の都合上、本節では一例を詳述するが、本報告書第 2章第 3節では仮説検証型
の授業研究における事後の研究協議の進め方の例として第 7回について紹介している。
　第 3回の演習では、授業研究において大事にしたい視点について共通理解し、「『子ども
がどう学びそうか』を具体的に想定することを中心とした授業の事前検討」と「実際の子
どもの学びと想定を比較しながら授業デザインや支援を見直す事後検討」の手続きを体験
的に学び、こうした授業研究をファシリテータとして運営する際のポイントについて考えた。
　表 25に活動の流れを示す。参加者はまず目指す授業研究のねらいと意図、PDCAサイ
クルの各ステップの進め方について講義を聞いたうえで、実際に検討対象となる授業を体
験した。その後、事前検討、授業中の生徒の学びの中身に目を向ける授業観察、授業後の
研究協議を体験的に学ぶ 3つの演習に取り組んだ。一連の手続きを 1日で体験するため、
授業の参観はグループの対話内容が聞き取れる動画を活用して行った。
　題材としたのは高 1地理 Bでセミナー参加者の 1人が実践した「なぜドバイはヒト・
モノ・カネが集まる都市になったのか？」の授業である2。授業のねらいはドバイの急速
な発展を例に、人や物流の拠点となりうる環境の構築（治安整備、外国企業や観光客の積
極的な誘致）を柱とした都市の発展の仕組について理解することであった。

2   この授業の授業案、教材、授業者の振り返りは、本報告書付属DVDの「開発教材」「地歴
S925ドバイ」に収録されている。

回 プログラム 概　　　要

第
8
回

実践報告ラウンドテーブル
③（7実践）（Ⅲ）
「知識構成型ジグソー法」
による協調学習の授業づく
りにおけるデザイン原則の
言語化②（Ⅲ）

引き続きラウンドテーブルを実施すると共に、埼玉県の協
調学習マイスター教員の実践報告を題材に、次年度につな
がる課題として「協調学習」の日常化に関する協議を行った。
併せて、今年度の実践における学びのエピソードの洗い出
しに基づき、教科の「デザイン原則」の見直しを行った。

第
9
回
（
予
定
）

演習「協調学習プレゼンテ
ーション作成」②（Ⅰ）
多面的対話分析に基づく授
業の振り返り②～中学校理
科の事例～（Ⅲ）

協調学習の授業づくりの基本的な考え方に関する説明の作
成をとおして、参加者が今年度セミナーに参加しながら研
究に取組むことで見えてきたことを言語化する。
今年度の授業改善プロジェクトで実践された小中学校の授
業で記録した実データを用いて、「多面的対話分析」による
授業の振り返りを行う。

表 24：平成 30 年度本郷学習科学セミナー　年間カリキュラム（2/2）
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　次に、参加者の活動中のワークシートの記述内容に基づいて、学習成果を確認してみた
い。表 26に示したのは、今年度新規にセミナーに参加している数学の教員が書いた「授
業観察メモ」と「事後協議メモ」、「各自の振り返り」の抜粋である。

時間 内　　　容

20分 講義「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」

110分 演習①：子どもの学びのシミュレーション
〇 授業体験（40）／〇シミュレーションによる学習の予想（40）／〇授業者より、
ねらい、想定、見とりの観点の共有（10）／〇授業デザインの改善案（20）

70分 昼休み

65分 演習②：子どもの学びの見とり
〇導入（5）／〇授業動画を視聴（50）／〇前後記述の共有（10）

10分 休憩

65分 演習③：子どもの学びに基づく授業の振り返り
〇 導入（5）／〇協議 1：授業者の事前の期待や想定と比べて、子どもの学びの様子
について見えてきたこと（小グループ（15）交流（10）／〇協議 2：子どもの学
びの様子を根拠にして、よりねらいに向けた学びを引き起こすために授業デザイ
ンや支援の工夫として考えられること（小グループ（15）交流（10））／〇授業者
から（5）／〇各自の振り返り（5）

10分 休憩

40分 協議「質の高い授業研究の実現に向けて」
〇 今日行ったような授業研究を実際に、教科部会や学校で行うとしたとき、各ステ
ップで①参加者の活動がねらいとズレるとしたら？②ファシリテータはどんなこ
とに注意したり、何を強調したりすればよいか（小グループ（25）交流（15））

表 25　平成 30年度第 3回本郷学習科学セミナーのプログラム（カッコ内は時間（分））

授業観察メモ 事後協議メモ 各自の振り返り

エキスパート B
・税金がかからない→物流量多い→海
外企業たくさん来る
（アメリカ 25％、自動車税の例をも
とに）
・飛行機：乗り換え（→「ついで感覚」）
でたくさん来る
⇒「港と空港が作られたことで、人や
海外の企業が気安くなった。輸入品に
税金がかからないから海外企業が来る」

ドバイに関しての既有知
識が少ない。
太字を読み・伝える意識
→「納得をしていないの
に質問しない」をさせな
いシステムづくり、授業
者が生徒の持っている知
識の想定をしっかりして
おくことが大事

◎ 事前に生徒の予想する
解答を想定しておくこ
とが、1つの授業のサ
イクル（PDCA）を回
すうえでとても重要に
なる（PDCAのバック
ボーン）ことがわかっ
た→他者の授業を観察
する際にも重要
○ 生徒の既有知識、課題
の切り口による授業が
大きく変わる

表 26　演習『主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」受講者ワークシート記入例（抜粋）
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　この参加者がシミュレーションや協議を行った班には地歴の教員はいなかった。にもかか
わらず、記述内容をみると、参加者が専門外の地歴の授業観察において、班の雰囲気や対
話の活発さといった見た目の学習活動の様子のみならず学びの中身に目を向け、生徒が資
料中のどの知識をどう関係づけ、どう理解していたかを具体的に見とることができているこ
とがわかる。また、事後の研究協議では、見聞きした学びの事実をもとに生徒の既有知識
や資料の読み方の特徴を把握し、把握したことに基づいて授業デザインの指針を見出して
いることを確認できる。更に、一連の活動の振り返りでは、題材とした 1つの授業実践例
を超え、自身の授業づくりや参観者として授業から学ぶためのポイントを言語化できている。
　こうした成果が確認できたことから、第 3回のセミナーは、参加者にとって、事前の
想定と学びの事実の見とりにフォーカスした授業研究の手続きによって普段知らない子ど
もたちの複雑で多様な学びが見とりやすくなり、授業研究の参加者一人ひとりが教科や専
門性の差を超えて次の授業につながる気づきを得やすくなることを実感できる機会になっ
たのではないかと考えられる。
（ 5）成果と課題
　以上のように、平成 30年度の本郷学習科学セミナーでは、年度を超えた継続参加を推
奨する方針の共有と、学びの質を支える授業研究の充実に重点化したカリキュラムの改善
によって、質の高い授業研究の中核として様々な局面で活躍できる多様なミドル・リーダー
の学び合いの場として一定の成果を得ることができた。ただし、学びの質を支える授業研
究の充実は協調学習の授業づくりプロジェクトの継続的な課題である。そこで次年度も、
今年度の方針を継続し、授業研究の質の向上と普及の両立を担うミドル・リーダーの育成
を目指して、セミナーの一層の充実を図りたい。
　そのための具体的な課題を以下に 2点あげる。1点目に学びの質を支える授業研究の充実
の視点からプログラムの更なる改善を図ることである。例えば、今年度、各参加者の授業研
究の一部として行うプログラムである「実践報告ラウンドテーブル」や「教科部会による授
業デザイン検討および実践報告」は、進行の指針を特に提示しなかった。しかし、これらに
おいても学びのシミュレーションによる授業デザイン検討や、見とりの観点を共有した研究
協議のツールやシステムの活用を促すことにより、学びの質を支える授業研究の考え方や進
め方に関する演習と実際の授業研究の結びつきを更に強くすることができるだろう。
　次に、本セミナーのゴールイメージについて関係者と共通理解を深めることである。今
年度は継続参加者の割合が増加したものの、まだその数は多くはない。例えば、埼玉県の
場合、過去にセミナーに参加した教員等のうち、今年度 1回以上セミナーに参加した教
員等は半数に満たない。要因の 1つとして、セミナーがミドル・リーダーの資格認定制
度の一環として活用されている影響で関係者の間に「資格を取得したらセミナーは卒業」
という意識が生まれている可能性も考えられる。各自治体学校等の授業改善プロジェクト
において質の高いかつ厚い中核層を形成するためにも、ミドル・リーダーの継続的な学び
合いの重要性に関して更なる共通理解を図っていくことが大切になるだろう。

第 1章　連携事業の展開

59



5 ．新しい展開
（ 1）ジュニアドクター育成塾事業
①事業の概要
　「ジュニアドクター育成塾事業」は、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が主
催する次世代の科学技術人材育成の事業である。平成 29年度から最大 5年間の見通しで、
大学や企業への委託事業としてスタートした。
　CoREFは東京大学の企画実施組織として、NPO法人「日立理科クラブ」他と連携し、
「アクティブ・ラーニングと専門家シニアによるきめ細かい指導を活用したジュニアドク
ターの育成」という企画を実施している。本企画の目標は、大学の持つ高度専門知及び質
の高いアクティブ・ラーニング型教育プログラム開発ノウハウ及び教材リソースと、理数
専門家シニア人材のきめ細かな指導力との連携によって、科学的なものの見方、考え方と
未来を拓く資質能力を併せ持ち、自ら「問うべき問い」を立てて仲間と探究できる科学者
人材を育成すると共に、質の高い高度人材育成プログラムのモデルケースを示すことであ
る。育成したい人材の具体像は協調学習の授業づくりプロジェクトで育てたい児童生徒像
と重なっている。
②平成30年度の活動
　本事業における受講生の育成のため
のカリキュラムは、JSTから提示さ
れた事業スキームに即して、2年以上
の受講を要する 2段階のプログラム
からなる（図 7）。平成 30年度は、日
立市近隣の小 6～中 2生 42人が新規
に入塾し、第 1段階教育プログラム
を受講した。また、昨年度入塾生で第
2段階選抜試験を通過した受講者のう
ち希望者 7名が、第 2段階教育プロ
グラムを受講した3。
　第 1段階教育プログラムは理数系専門家シニアによる実験・講義・研究施設訪問と、
CoREFによる主体的、対話的な学びをとおして科学や数学の基本的な原理・原則の本質
的理解を支える「知識構成型ジグソー法」授業という 2つの柱から構成されている。第 2
段階教育プログラムは、理数系専門家シニアが指導する「自由研究」と CoREFの主催す
る「実践学講座」を主な内容としている。各教育プログラムは「日立理科クラブ」の運営
する学校外の科学教室と合同で実施されている。

3  平成 29年度の活動については、平成 29年度の報告書第 1部第 1章（本書巻末DVDにも
収録）を参照いただきたい。

図 7　東京大学「ジュニアドクター育成塾」概要
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　表 27は、第 1段階教育プログラムとして実践した中学 1年生対象の理科の「知識構成
型ジグソー法」授業デザインの 1例である。第 1段階教育プログラムでは、このように
学校の理科や数学の既習事項のうち理数情報分野の学習の基礎となるモデルや法則を活用
することによって解決できる課題を軸に、主体的・対話的で深い学びを引き起こすことを
ねらった授業を多く設定している。
　原子・分子のモデルや力の及ぼし合いの法則といった基礎的なモデルや法則は、学校の
授業でも繰り返し扱われるため、見たことのある子どもが多い。しかし、モデルや法則を
課題解決に使って見直す経験は、知識として見知っているところを超えてモデルや法則の
精緻化に貢献する。そして、そうした学びの深まりに伴って、子どもたちは広く様々な問
題に柔軟にモデルや法則を適用し、事物や多様な現象の仕組を自身で解明できるように
なっていく。東京大学「ジュニアドクター育成塾」のカリキュラムは、第 1段階での理
解の深まりから「こんな問題にもモデルを活用できるのでは？」「このモデルを使うとこ
んな技術を開発できるのでは？」という次の問いが見えてきたら、第 2段階「自由研究」
や「実践学講座」でそれを更に探究できるような学びのプロセスを想定してデザインされ
ている5。
　こうした学習機会は、理数情報分野の学習内容に高い興味や関心を持った児童生徒だけ
に有益というわけではなく、学校外の科学教室においてこうした学習経験を得るチャンス
があれば、教室でも対話をとおして他の児童生徒に学びの成果は還元され、理数情報分野
全体の学びの質の向上つながっていくことが期待できるだろう。
　なお、CoREF担当部分のうち、「実践学講座」については、本節（2）で紹介する。また、
理数系専門家シニアによる教育プログラムの実際については CoREFウェブサイトの

4   本授業の授業案・教材・振り返りシートは「理科 A923有機物」として付属DVDに収録さ
れている。

5  学習をとおした「問い」の創発に関する本事業の成果は、齊藤・飯窪・堀（2018）「理解深
化を促進する協調問題解決活動による問いの生成支援」、『STEM教育研究』vol. 1、 53-62.に
詳しい。

課題 有機物を燃やすと、どのようにして二酸化炭素が発生するのだろう？

エキスパート A 有機物のもとになる原子

エキスパート B 化合物

エキスパート C 燃える（燃焼）とは？

期待する解答の
要素

①有機物は、炭素の化合物である②有機物内の炭素原子が空気中の酸
素や有機物内の酸素と化合して二酸化炭素が発生する③有機物内の
水素原子が空気中の酸素と化合して水が発生する

表 27　「有機物の燃焼」の授業デザイン4

第 1章　連携事業の展開

61



「ジュニアドクター育成塾」に関するページからご覧いただける。次年度は、系統的関連
づけの視点からカリキュラムの継続的改善を図ると共に、学校外の科学教室という特性を
生かして学びの質を支える授業研究を更に充実させていきたい。
（ 2）大学入学者選抜改革推進委託事業～新しい高大連携プロジェクト～
①事業の概要
　新しい展開の事例として次に取り上げるのは、大学入学者選抜改革推進に関する文科省
委託事業「高大での教育改革を目指した理数分野における入学者選抜改革」6である。本事
業は平成 28年度から 3年計画の事業として、10の大学の連携事業としてスタートした。
　この事業の目的は、学習指導要領改訂による理数教科の改革をふまえ、大学入試を視野
に、理数分野における思考力等を多面的・総合的に評価する手法や問題開発等を行うこと
である。東京大学は「理工系人材に求められる知識、資質・能力」を明らかにする研究グ
ループに参加しており、CoREFが実務を担っている。
　CoREFの協調学習の授業づくりプロジェクトの主眼は小中高等学校の日常の授業にお
ける学びの質の向上にある。しかし、日々の授業実践は、良くも悪くも高校や大学の「入
学者選抜」すなわち入試に影響されて成立している。そのため、入試のあり方の検討も授
業の改善を考えるうえで不可欠な課題と言える。ただしこのとき、高校大学の関門として
の性格のみに着目してしまうと、「入試は一度限りの画一的な一斉試験で正答数を競う機
会」という前提での検討になってしまいがちである。これに対し CoREFでは、入試を「子
どもたちの生涯に亘る学びのプロセスの重要な局面の 1つ」とみなす観点から、一人ひ
とりが積み上げてきた多様な学びの力をできるだけ引き出し、多面的に見とる機会として
の入試のあり方を検討したいと考えている。これは、中央教育審議会答申における高大接
続改革の基本的な考え方と通ずるものである7。
　こうした考え方をベースに CoREFが本事業の一環として行ってきたのが、アクティブ・
ラーニング型授業を中核とした高大連携「実践学講座」である。この講座では、東京大学
の様々な研究主題をテーマに、高校生と大学生や院生がともに探究しうる実践的な課題を
設定し、「知識構成型ジグソー法」による授業と、研究室訪問や専門家とのディスカッショ
ンなどを組み合わせたプログラムを実施してきた。今年度は、本学工学部や革新知能統合
研究（AIP）センターと連携し「人工知能」を主題とした新規プログラムの開発・実施と、
これまで開発したプログラムの汎用化に取組んだ8。

6   事業の枠組等は「文部科学省　大学入学者選抜改革推進委託事業」のウェブサイトを参照
いただきたい　http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senbatsu/1397824.htm

7   「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者
選抜の一体的改革について（答申）」（2015年 12月 22日）

 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1354191.htm
8   本事業に関連するこれまでのCoREFの取組については、平成 28・29年度の報告書第 1部
第 1章（本書巻末DVDにも収録）を参照いただきたい。
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②平成30年度の取組
　今年度新規に開発した「人工知能」に関する「実践学講座」のプログラムの実際を表
28に示す。今回のプログラムでは、現在様々な領域で実用化されつつある「人工知能（AI）」
について概念的に理解し、社会の中でどう使っていくかについて具体的な見通しを得るこ
とをねらった。プログラムを受講したのは、CoREF と連携する自治体等から募集に応じ

て集まった東京都と埼玉県の公立高校 1・2 年生 36 名と、本節（1）で述べた「ジュニア

ドクター育成塾」第二段階教育プログラムの一環として参加した中学生 6 名である。

　講座では、学年や学校を超えてのグループワークや専門家の講義、ポスターセッション
等、様々な活動からなる一連のプログラムをとおして、参加者の多様な学びの力を引き出
すことができた。学びの見とりの機会としては、授業前後理解比較、設問のあるワークシー
ト、アンケート等をプログラムに組み込み、各参加者が協調的な問題解決や資料読解、講
義を経て自分自身の考えをどのように変えていくか、学習プロセスの多面的な把握を試み
た。その結果、知識・理解面では、92％の参加者が AIや情報学への見方の変化を自覚し
たこと、意欲面では 92％の参加者が大学の学びへの意欲を高めたことなどが見えてきた。
　平成 30年度に取組んだもう 1つの課題は、既存プログラムの汎用化である。「実践学
講座」はこれまで大学において CoREFスタッフや専門家の主導で実践してきたが、こう
した講座を各高校の教育活動の一環として実践できれば教科書で学ぶ理数情報分野の学習
事項を広い視野から見直し、大学の学びへの展望をひらく助けとなり、高校と大学の学び
を寄り円滑に接続することにつながると考えられる。そこで今年度は、取組に関心のある
高校理科の教員と連携し、前年度に開発した「物理を学ぶ、物理を作る～高校物理から宇
宙研究の最先端へ～」のプログラムを、ダークマターを主題とした「知識構成型ジグソー
法」演習を中心とした 50分× 2コマの授業にして実践し、手応えを得ることができた9。
　本事業は今年度で終了するが、大学などの様々な評価主体と共に、「一人ひとりの生涯

9   本授業の授業案・教材・振り返りシートは「連携 S905ダークマター」として付属DVDに
収録されている。

【はじめの問い】「AIが得意そうなこと、できること」と「人間が得意そうなこと、できること」
【「知識構成型ジグソー法」演習①】「AIはなぜゲームに強いのか」
【「知識構成型ジグソー法」演習②】「AIに難しいこと、どんなこと？」
【講義①】「ロボットは東大に入れるか」（NTTメディアインテリジェンス研究所主任研究員　
東中竜一郎先生）
【講義②】「知能の理解と実現」（東京大学大学院情報理工学系研究科ソーシャル ICT研究セン
ター教授　橋田浩一先生）
【ポスターセッション】「AIについて見えてきたこと、もっと知りたいこと」
【終わりの問い】：改めて、「AIが得意なこと、できること」と「人間が得意そうなこと、で
きること」／「AIを社会の中でどう使えるか？」―あなたの今の考えは？

表 28　平成 30年度実践学講座「AIって何？～AIは社会の中でどう使えるか～」
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に亘る質の高い学びのプロセスをいかに保証するか」という視点から入試のあり方につい
て検討するための取組は、協調学習の授業づくりプロジェクトの質を支えるうえで、今後
も重要な活動の 1つになるだろう。
（ 3）JICA 草の根技術協力事業「埼玉版AL型授業による授業改善のための教員研修支援」
①取組の概要
　「埼玉版アクティブ・ラーニング型授業による授業改善のための教員研修支援」は、平
成 28年度から独立行政法人国際協力機構（JICA）による 3年間の「草の根技術協力事業」
として埼玉県教育委員会がフィリピン共和国教育省第 7地域事務所（セブ地域）と取組
んだ事業である。平成 30年度は事業最終年度にあたる。事業の目的は、「知識構成型ジ
グソー法」を活用して協調学習の実現を図る授業研究とそのための教員研修を導入・自走
させることにより、教員の授業力を向上させ、教育の質の向上をはかることである。
　研修は平成 29年度から本格的に実施され、CoREFが企画・運営に協力した10。平成 29
年度は 5月と 10月に二度の「埼玉研修」、8月と 12月に二度の「専門家派遣」を実施した。
受講者はセブ州の教育関係者 31名であった。受講者が来日する「埼玉研修」では、講義
や演習・授業参観をとおして「知識構成型ジグソー法」の授業の進め方と協調学習の授業
づくりの基本的な考え方について学ぶと共に、自分たちの学校で実践するための授業案を
作成した。日本側関係者がセブを訪問する「専門家派遣」では、 CoREFスタッフと埼玉県
「協調学習マイスター」認定教員、「未来を拓く『学び』プロジェクト」に携わる行政関係
者のチームがパイロット校 3校で授業を参観し、セブ州の研修受講者と事後協議を行った。
　これを受け平成 30年度は、 5月に一度の「埼玉研修」、8月と 10月に二度の「専門家
派遣」を実施した。プログラムは表 29のとおりである。 
　研修を受講したのは、平成 29年度の 31名の受講者のうち、各パイロット校の中核教

10  平成 29年度の本事業については、平成 29年度の報告書第 1部第 1章（本書巻末DVDに
も収録）を参照いただきたい。また、本事業の一環としてセブ地域のパイロット校で行われた
「知識構成型ジグソー法」の授業案等の一部を本報告書付属DVDに収録している。

5月
埼玉
研修

1平成 29年度の振り返りと課題確認～協調学習の授業づくり説明スライド作成をとおして～
2子どもの学びのシミュレーションによる授業案事前検討（4の授業実践を想定して）
3見とりの観点を意識した授業参観・事後研究会の体験（埼玉県久喜市立江面第二小学校）
4見とりの観点を意識した授業参観・事後研究会の実践（埼玉県立和光国際高等学校）
5セブ州における「知識構成型ジグソー法」による協調学習の授業づくりプロジェクトの計画
6授業づくりプロジェクトの素材づくり（説明スライド、リーフレット等）

8・10月
専門家
派遣

8月：パイロット校で研修受講者による見とりの観点を意識した授業研究会（近隣公開）
セブ科学技術高校　「科学研究における主題の設定」（10年生）　MaryAnn D. Bacalso教諭
マンダウエ総合高校　「火山帯形成の仕組」（11年生）　Roberto D. Samson、 Jr.教諭
10月：研修受講者が講師を勤め、協調学習の授業づくり入門研修会（1日）を、フィリピン
の教員研修週間を活用して実施。実施状況を参観。

表 29　「埼玉版 AL型授業による授業改善のための教員研修支援」平成 30年度プログラム
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員と管理職、及び取組の支援の中核となる教育行政関係者あわせて 10名である。10名は
今後学校や地域で授業研究や教員研修のミドル・リーダーとなりうる受講者であった。
　今年度の研修は、前年度に学んだ協調学習の授業づくりを継続的な授業改善のための授
業研究へ発展させ、パイロット校やその周辺で着実に普及させることを目指したプログラ
ムとした。「埼玉研修」では、CoREFによる講義演習及び埼玉県内で協調学習の授業づ
くりプロジェクトの一環として行われる授業研究への参加をとおして、「知識構成型ジグ
ソー法」を活用した授業研究の進め方とねらいについて学ぶと共に、フィリピン国内で実
際に入門研修や授業研究会を実施するための計画や素材の作成を行った。
　「専門家派遣」では、まず 8月にパイロット校で研修受講者が実施した公開授業研究会
に参加し、授業研究の進め方や視点について確認した。10月には、研修受講者によって
実施された「協調学習の授業づくり入門研修会」に参加した。研修会はフィリピンの教員
研修週間を活用し、地元教育委員会の指導主事や、近隣諸学校の校長を含めた多くの教育
関係者を集めて実施されたものである。CoREFや埼玉県教育委員会関係者は研修参加者
との協議を通じて目指す授業研究のビジョンやコツについて共通理解を図ると共に、研修
を実施した教員等とも協議を行い、取組の自走へ向けての課題を明らかにした。
②取組の成果
　3年間の事業の成果は 2点に整理できる。1点目に、事業をとおしてセブの研修受講者
が、協調学習の授業づくりをとおした教員の授業力向上プロジェクトを自分たちの実情に
即して進めていくための具体的な見通しを得られたことである。実際に研修終了時の受講
者ワークシートには以下のような記述がみられた（日本語訳）。こうした成果が得られた
ことは、事業が「知識構成型ジグソー法」という手法や協調学習の理論の伝達にとどまらず、
研修受講者を主体的な授業改善の取組へと動機づける機会となったことを示すと言える。

　「教師がどう教えるか」から「子どもたちはどのように学ぶか」へと授業づくりの視
点を転換するために、授業者だけでなく参観者も同じ視点で授業デザインと振り返り
を行うことが重要だと気づいた。（パイロット校の教員（高校数学）） 
　授業者だけでなく、すべての教員が広い心で、かつ主体的に 1回の授業研究に参加
することが重要である。授業研究を年間計画に位置づけることが課題だが、解決でき
るだろう。（地域事務所指導主事）

　2点目に、本事業が埼玉県の「協調学習マイスター」や教育行政関係者にとっても、主
体的、対話的で深い学びの実現を図る授業づくりとその支援について、単に「刺激を受ける」
ことを超えて学びを深める機会になった点である。昨年度の報告書では、事業に参加した
埼玉県の教員の感想も紹介している。こうした成果が得られたことは、「知識構成型ジグソー
法」や共通の授業研究の進め方を媒介として、教育関係者が国や立場を超えてビジョンや
視点を共有し、教育の質向上のために学び合える可能性を示唆していると言える。本事業
は今年度で一旦終了を迎えるが、こうした事業を有効活用することは、協調学習の授業づ
くりプロジェクトに更なる広がりと深まりの機会を創出する 1つの手立てとなるだろう。
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6 ．今年度の研修実施状況
　今年度 CoREFで実施した研修、講演等の一覧（全 132回）を表 30、31に示す。
　なお、この他に今年度のべ 94校で実施された埼玉県「未来を拓く『学び』プロジェクト」
に係る研究授業でも可能な限り指導講評や授業研究のファシリテーションを行った。

番号 日時 主催 名称 主な対象 カテゴリ
1 4月 19日 鴻巣市教育委員会 校内研修会（鴻巣市立常光小学校） 校内教員 校内研修
2 4月 26日 大分県立三重総合高等学校 校内研修会 校内教員 校内研修
3 5月  2日 飯塚市教育委員会 平成 30年度飯塚市協調学習推進に係る研修会（校長研修会） 市内小中学校長 管理職研修
4 5月 11日 京都市教育委員会 京都市教育委員会　協調学習勉強会 指導主事 指導主事研修
5 5月 16日 埼玉県教育委員会 平成 30年度　高等学校初任者研修　授業力向上研修Ⅰ 県内高等学校初任者 年次研修
6 5月 19日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 1回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
7 5月 21日 鳥取県教育センター 平成 30年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メンター育成コース」1 県内教員 専門研修

8 5月 21日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 3回埼玉研修　講義・演習「知識構成型ジグソー法
について①」 フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

9 5月 22日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 3回埼玉研修　講義・演習「知識構成型ジグソー法
について②、③」 フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

10 5月 23日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 3回埼玉研修　会場校研修（久喜市立江面第二小学
校） フィリピン教育省教育行政担当者 授業研究会

11 5月 23日 大分県教育委員会 平成 30年度　「第 1回深い学び研究会」 授業改善の推進的役割を担う高等
学校教員 専門研修

12 5月 26日 埼玉県教育委員会 平成 30年度　未来を拓く「学び」プロジェクト　指導主事カンファレンス 指導主事 指導主事研修

13 5月 28日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 3回埼玉研修　講義・演習「知識構成型ジグソー法
について④、⑤」 フィリピン教育省教育行政担当者 専門研修

14 5月 29日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 3回埼玉研修　会場校研修（埼玉県立和光国際高等
学校） フィリピン教育省教育行政担当者 授業研究会

15 5月 30日 埼玉県教育委員会 平成 30年度　高等学校初任者研修　授業力向上研修Ⅱ（前半） 県内高等学校初任者 年次研修
16 5月 31日 柏市教育委員会 平成 30年度　柏市小中学校教職員研修 市内小・中学校 5年経験者 年次研修
17 6月  2日 厚木市教育委員会 平成 30年度　厚木市教育研究所　「先生のための寺子屋（知識構成型ジグソー法）」 市内市立小・中学校教職員 専門研修
18 6月  6日 埼玉県教育委員会 平成 30年度　高等学校初任者研修　授業力向上研修Ⅱ（後半） 県内高等学校初任者 年次研修
19 6月  8日 長野県総合教育センター 平成 30年度　長野県高等学校初任者研修「3年次教職研修」 県内高等学校初任者 年次研修

20 6月  9日 埼玉県教育委員会東京大学 CoREF 平成 30年度　未来を拓く「学び」プロジェクト　第 1回カンファレンス プロジェクト参加教員 専門研修

21 6月 11日
　　12日 せらにし教育研究会 せらにし教育研究会　協調学習研修会（せらにし小学校、世羅西中学校） 校内教職員 授業研究会

22 6月 12日 埼玉県教育委員会 平成 30年度　20年経験者研修 県公立学校教職員のうち 20年経
験者 年次研修

23 6月 13日 鴻巣市教育委員会 授業研究会 校内教員 授業研究会
24 6月 19日 有田川町教育委員会 平成 30年度　新しい学びプロジェクト授業研究会 町内教職員 授業研究会
25 6月 25日 久喜市立江面第二小学校 第 2回授業研究会 校内教員 授業研究会
26 6月 28日 大阪府立松原高等学校 協調学習研修会 校内教員 校内研修
27 6月 29日 島根県教育委員会 「生徒の学ぶ力を引き出す授業デザイン」研修会 県立公立高等学校等学校教員 専門研修
28 6月 30日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 2回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
29 7月  2日 鳥取県教育センター 平成 30年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メンター育成コース」2 県内教員 専門研修
30 7月  3日 安芸太田町教育委員会 校内研修会（戸河内小学校） 校内教員 校内研修
31 7月  4日 安芸太田町教育委員会 協調学習研究会 町内小中学校教員 専門研修
32 7月  3日 飯塚市立菰田小学校 校内研修会 校内教員 校内研修
33 7月  4日 飯塚市立鯰田小学校 校内研修会 校内教員 授業研究会
34 7月  6日 埼玉県立総合教育センター 平成 30年度　協調学習入門研修会 県内公立小・中・高・特の教員 専門研修
35 7月  7日 東京大学　CoREF 科学研究費基盤 S「評価の刷新」進捗報告シンポジウム 教員、教育委員会関係者、研究者等一般向け
36 7月 10日 九重町教育委員会 平成 30年度九重町協調学習管理職等研修会 町内各校の校長及び教頭 管理職研修

37 7月 10日 豊後高田市教育委員会 「主体的・対話的で深い学び」を実現する学習・指導方法改善実践研修会 校長・教頭及び校長が推薦する教
職員等 授業研究会

38 7月 11日 大分県教育委員会 平成 30年度　「第 2回深い学び研究会」 授業改善の推進的役割を担う高等
学校教員 専門研修

39 7月 13日 山形県教育庁 山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH運営指導委員会 運営指導委員会、校内教員 専門研修
40 7月 13日 飯塚市教育委員会 平成 30年度飯塚市協調学習推進に係る研修会第 1回 町内教職員 専門研修
41 7月 17日 竹田市教育委員会 平成 30年度　協調学習「知識構成型ジグソー法」研修会 市内教員 専門研修
42 7月 18日 竹田市教育委員会 校内研修会（竹田南部中学校） 校内教職員 授業研究会

43 7月 22日 国立附属学校授業づくりネットワーク事務局 次世代の学びと評価の研究会 国立附属学校教職員 専門研修

44 7月 23日 越谷市教育委員会 平成 30年度　越谷市立小・中学校中堅教諭等資質向上研修 市内中堅教諭（小・中） 年次研修
45 7月 28日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 3回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
46 8月  1日 真岡市教育委員会 教育課題研修会 真岡市芳賀地区内の小中学校教職員 専門研修

47 8月  1日 大分県高等学校教育研究会農業部会 平成 30年度　第 58回大分県高等学校農業教育研究大会 県内農業関係高校教員 専門研修

48 8月  2日 鳥取県教育センター 平成 30年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メンター育成コース」3 県内教員 専門研修
49 8月  2日 高知県立高知南高等学校 探究型学習推進チーム会研修会 県内教職員 校内研修

50 8月  4日
　　  5日

新しい学びプロジェクト研究
協議会
東京大学 CoREF

平成 30年度　「新しい学びプロジェクト全体研究会」及び「学習の科学に基づく授業づくりと
その支援についての研究会」

プロジェクト参加教員／担当者／
研究者等 専門研修

51 8月  6日 柏市教育委員会 平成 30年度　柏市小中学校教職員研修 市内小・中学校中堅教諭 年次研修
52 8月  9日 琉球大学教育学部附属中学校 平成 30年度　夏季研修会（校内） 学内教職員 校内研修
53 8月 10日 琉球大学教育学部附属中学校 平成 30年度　夏季研修会（一般） 県内小中学校教員 専門研修
54 8月 21日 新潟県教育委員会 平成 30年度　中堅教諭等資質向上研修「学習指導研修 1」 県内小中高等学校教員 専門研修
55 8月 23日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 4回専門家派遣（国立科学高校） 校内教員、教育行政担当者 授業研究会
56 8月 24日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 4回専門家派遣（マンダウエ総合高校） 校内教員、教育行政担当者 授業研究会
57 8月 24日 浜田市教育委員会 平成 30年度　協調学習（知識構成型ジグソー法）研修会 市内教職員 専門研修
58 8月 26日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 4回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
59 8月 28日 上尾市立上平中学校 平成 30年度　校内研修会 校内教員 専門研修
60 9月  1日 学校法人清風学園 アクティブ・ラーニング研修会 学内教職員 授業研究会
61 9月 12日 文化学園長野中学・高等学校 Active Learning研修会 学内教員 授業研究会

62 9月 14日 埼玉県立総合教育センター 平成 30年度　管理職対象授業力向上マネジメント研修会（第 2日） 県公立高等学校、特別支援学校、
県立中学校の校長及び教頭 管理職研修

表 30：平成 30年の研修実施状況一覧（1/2）
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番号 日時 主催 名称 主な対象 カテゴリ
63  9月 18日 鳥取県教育センター 平成 30年度　教科・領域指導力向上ゼミナール「学習科学メンター育成コース」4 県内教員 専門研修
64  9月 19日 東神楽町教育委員会 平成 30年度　東神楽町「新しい学び」研究会学習会 町内小・中学教員 授業研究会
65  9月 28日 世羅町立世羅西中学校 せらにし教育研究会　協調学習研修会 世羅町内小・中学教職員 授業研究会
66  9月 29日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 5回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
67 10月 10日 埼玉県立総合教育センター 平成 30年度　高等学校初任者研修 県内高等学校初任者 年次研修
68 10月 11日 鴻巣市教育委員会 校内研修会（鴻巣市立常光小学校） 校内教員 授業研究会
69 10月 16日 川口市教育委員会 平成 30年度川口市教職員研修 501高等学校教育課程研修会（アクティブラーニング研修Ⅰ） 市内高等学校教員 専門研修

70 10月 16日 豊後高田市教育委員会 第 2回「主体的・対話的で深い学び」を実現する学習・指導方法改善実践研究指定校公開研
修会 市内教職員 授業研究会

71 10月 17日 大分県教育委員会 平成 30年度　「第 3回深い学び研究会」 授業改善の推進的役割を担う高等
学校教員 専門研修

72 10月 18日 安芸太田町教育委員会 校内研修会（加計小学校） 町内小・中学教員 授業研究会
73 10月 19日 安芸太田町教育委員会 校内研修会（加計中学校） 町内及び近隣の中学校教員 授業研究会

74 10月 19日 鳥取県教育委員会 平成 30年度アクティブ・ラーニング推進事業「学びの文化祭 in Yonago」 県内小中高等学校・特殊学校・義
務教育学校の教員 専門研修

75 10月 22日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 5回専門家派遣（マンダウエ総合高校） 校内教員、教育行政担当者 専門研修
76 10月 23日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 5回専門家派遣（国立科学高校） 校内教員、教育行政担当者 専門研修
77 10月 24日 埼玉県教育委員会 JICA草の根技術協力事業（フィリピン）第 5回専門家派遣（グアダルペ小学校） 校内教員、教育行政担当者 専門研修

78 10月 26日
　　   27日

竹田市教育委員会
東京大学 CoREF 平成 30年度「新しい学びプロジェクト in 竹田」授業研究会 市内及びプロジェクト参加教員 授業研究会

79 11月  4日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 6回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修

80 11月  9日
　　   10日

有田川町教育委員会
東京大学 CoREF

平成 30年度「新しい学びプロジェクト」授業研究会及び「新しい学びプロジェクト」教科別
等研修会 町内及びプロジェクト参加教員 授業研究会

81 11月 12日 福井県教育総合研究所 高校数学授業づくり研究グループ　公開授業・授業研究会（福井県立武生高等学校） 県内数学教員、教育研究所員等 授業研究会
82 11月 14日 山形県教育センター 平成 30年度探究型学習推進講座 C 県内小中高等学校の教員 専門研修

83 11月 14日 高知県立高知南中学校・高等
学校 平成 30年度高知南中学校・高等学校グローバル教育発表会 県内高等学校教職員 授業研究会

84 11月 15日 安芸太田町教育委員会 安芸太田町協調学習研修会（筒賀小学校） 町内小中学校教員 授業研究会
85 11月 16日 安芸太田町教育委員会 校内研修会（上殿小学校） 校内教員 校内研修
86 11月 19日 久喜市立江面第二小学校 第 6回授業研究会 校内教員 授業研究会
87 11月 20日 静岡県総合教育センター 新学習指導要領対応授業力向上研修（高等学校・特別支援学校） 県内高等学校・特別支援学校教員 専門研修
88 11月 20日 安芸太田町教育委員会 授業研究会（加計中学校） 町内及びプロジェクト参加教員 授業研究会
89 11月 21日 安芸太田町教育委員会 校内研修会（加計小学校） 校内教員 授業研究会
90 11月 21日 埼玉県教育委員会 平成 30年度外国語指導助手指導力向上研修 県内外国語指導助手 専門研修
91 11月 22日 京都教育大学附属桃山中学校 平成 30年度教育研究発表会 一般 一般向け
92 11月 27日 飯塚市教育委員会 平成 30年度飯塚市協調学習推進に係る研修会第 2回 町内教職員 授業研究会
93 11月 27日 江府町立江府小学校 授業研究会 校内及び郡内小学校教員他 授業研究会
94 11月 28日 鴻巣市教育委員会 委嘱研究発表会（鴻巣市立常光小学校） 市内教職員 授業研究会

95 12月  1日 埼玉県教育委員会
東京大学 CoREF 平成 30年度　未来を拓く「学び」プロジェクト　第 2回カンファレンス プロジェクト参加教員 専門研修

96 12月  4日 東神楽町教育委員会 平成 30年度　東神楽町「新しい学び」研究会学習会 町内教職員 授業研究会
97 12月  6日 静岡県立吉原工業高等学校 平成 30年度校内研修会 校内教職員 校内研修
98 12月  7日 川口市教育委員会 平成 30年度川口市教職員研修 501高等学校教育課程研修会（アクティブラーニング研修Ⅱ） 市内高等学校教員 専門研修
99 12月 10日 久喜市立江面第二小学校 第 7回授業研究会 校内教員 授業研究会

100 12月 10日 美祢市立厚保中学校 厚保中学校公開授業並びに研修会 校内及び近隣教員 授業研究会
101 12月 10日 福井県教育総合研究所 高校数学授業づくり研究グループ　公開授業・授業研究会（福井県立羽水高等学校） 県内数学教員、教育研究所員等 授業研究会
102 12月 14日 鳥取県教育センター 教科・領域指導向上ゼミナール「高等学校学習セミナーメンター育成コース」5 県内教員 専門研修
103 12月 16日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 7回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
104 12月 18日 大分県教育委員会 深い学び研究会に係る公開授業及び授業研究 県内小中高等学校教員 授業研究会
105 12月 19日 学校法人清風学園 アクティブ・ラーニング研修会 学内教職員 授業研究会

106 12月 25日 東洋大学附属牛久中学校・高
等学校 東洋大学附属牛久中学校・高等学校　宿泊型教職員合同研修 学内教職員 校内研修

107 12月 26日 埼玉県教育委員会 平成 30年度未来を拓く学びプロジェクト　シンポジウム プロジェクト参加教員及び一般 一般向け
108  1月  9日 東洋大学ライフデザイン学部 東洋大学ライフデザイン学部 FD講演会 学部内教職員 校内研修
109  1月 10日 森上教育研究所 私学中等教育セミナー 私立中高教員 専門研修
110  1月 12日 厚木市教育委員会 平成 30年度　厚木市教育研究所　「先生のための寺子屋（知識構成型ジグソー法）」 市内市立小・中学校教職員 専門研修
111  1月 16日 国立教育政策研究所 平成 30年度教育研究公開シンポジウム 一般 一般向け
112  1月 18日 飯塚市立鯰田小学校 飯塚市立鯰田小学校研究発表会 市内小中教員／指導主事 授業研究会
113  1月 23日 埼玉県立総合教育センター 平成 30年度　高等学校初任者研修 県内高等学校初任者 年次研修
114  1月 24日 安芸太田町教育委員会 平成 30年度文部科学省　人権教育総合推進地域指定（安芸太田中学校区）公開研究会 町内教職員／指導主事 授業研究会
115  1月 24日 九重町教育委員会 校内研修会（九重町立南山田小学校） 校内教員 授業研究会
116  1月 25日 九重町教育委員会 九重町　協調学習研修会 町及び近隣教職員 授業研究会
117  1月 26日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 8回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
118  1月 28日 久喜市立江面第二小学校 第 8回授業研究会 校内教員 授業研究会

119  2月  2日
新しい学びプロジェクト研究
協議会
東京大学 CoREF

新しい学びプロジェクト教科部会 プロジェクト参加教員 専門研修

120  2月  3日
新しい学びプロジェクト研究
協議会
東京大学 CoREF

平成 30年度新しい学びプロジェクト報告会 プロジェクト参加教員及び一般 一般向け

121  2月  8日 飯塚市教委委員会 飯塚市教育委員会指定【ICTモデル校・菰田プロジェクト】研究発表会 市内及び近隣教職員 授業研究会
122  2月  9日 中央教育研究所 教育シンポジウム in東京 2019（第 23回） 一般 一般向け
123  2月 15日 福井県教育総合研究所 平成 30年度　第 33回　福井県総合教育研究所研究発表会 県内外の教職員・教育関係者 専門研修
124  2月 16日 山形県教育庁 山形県立東桜学館中学校・高等学校 SSH運営指導委員会 運営指導委員会 専門研修
125  2月 19日 山形県立谷地高等学校 山形県立谷地高等学校　平成 31年度研修 校内教職員 校内研修
126  2月 25日 浜田市教育委員会 校内研修会（浜田市立第三中学校） 校内教職員 校内研修
127  2月 26日 浜田市教育委員会 授業研究会（浜田市立旭中学校） 校内教職員 授業研究会
128  2月 26日 浜田市教育委員会 授業研究会（浜田市立金城中学校） 校内教職員 授業研究会
129  3月  2日 東京大学 CoREF 主体的・対話的で深い学びの実現を支える行政の取組に関する研究会 プロジェクト参加教育行政関係者 専門研修
130  3月  3日 東京大学 CoREF 平成 30年度　第 9回本郷学習科学セミナー 関係小中高校教員／指導主事 専門研修
131  3月 16日 独立行政法人国際協力機構 教師海外研修全体報告会 関係教員 専門研修
132  3月 28日 学校法人清風学園 アクティブ・ラーニング研修会 学内教職員 授業研究会

表 31：平成 30年の研修実施状況一覧（2/2）
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第 1章　連携事業の展開



　教育委員会等との連携で複数回にわたって実施した特色ある研修の一例については別に
その概要を表 32に示す。どの研修も「知識構成型ジグソー法」を共通の型として、継続
的な授業改善の PDCAサイクルを回すことを主眼にしたものである。

　一例として、上記のうち大分県「深い学び研究会」のプログラムを表 33に示す。
　「深い学び研究会」は、県内の高等学校において授業改善の推進的役割を担う先生方を
対象にした研究会であり、前事業「授業スキル研究会」から通算して 4年目の実施となる。
　会の特徴として、前年度までの参加者の継続参加を推奨しており、今年度は 51名の参
加者のうち、16名が継続の参加者、35名が新規の参加者であった。
　研究会の第 1日目を新規の参加者を対象にした基礎的な内容にあて、第 2日目以降を
継続の参加者も交えての実践的な内容にあてている。
　継続参加の先生方がいらっしゃるおかげで新規の参加者の先生方が短期間で具体的な実
践のイメージをつかむことができる。また、新規の参加者の持ち込む課題について一緒に
考えることが継続参加者の学び続ける材料になる。またこうした参加者間のつながりその
ものが学んだことを研修で終わりにせず、日常の取組として濃淡はあっても継続し続けら
れる基盤を形成している。
　また昨年度から研究会参加者を主な対象に「新しい学びプロジェクト」で同じ協調学習
の授業づくりに取り組む県内市町と連携して、中高合同の授業研究会を実施している。授

研修事業名 対象者 概要（目的と実施回数）

埼玉県
高等学校初任者研
修「授業力向上研修」

高等学校初任者
（悉皆）

・ 生徒の総合的な学力向上に資する授業力の
向上

・ 対面研修 4回（全日 2回・半日 2回）
　所属校研修（授業実践と振り返り）2回

鳥取県
「学習科学セミナー
メンター育成コース」

県内高等・特別
支援学校教諭の
うち、協調学習
の実践経験のあ
る者

・ ALの視点に立った授業づくりを推進する
ファシリテーター及びメンターとなる教員
の養成

・対面研修全日 5回（うち授業研究会 2回）
　授業実践と振り返り 2回

大分県
「深い学び研究会」

県立高等学校の
指導教諭等、授
業改善の推進的
役割を担う者
（新規・継続参
加いずれも可）

・ 新しい学びのあり方について理解し、県内
及び校内への波及を図る

・ 対面研修全日 3回
　授業実践と振り返り 1回
　本郷学習科学セミナーの活用
・ 関連の取組として中高連携の授業研究会 1回

表 32：今年度実施した教育委員会との連携による主な研修の概要
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業研究会では、第 1部第 2章で紹介するような学びの事実に即した仮説検証型のスタイ
ルで校種教科を超えて議論を深めることができた。

　東京大学 CoREFでは、他にも様々な対象に応じた研修プログラムをデザイン、実施し
ている。こうした研修プログラムの具体例については、平成 28年度活動報告書第 1部第
2章に詳しく取り上げた（付属 DVD「参考資料」フォルダ参照のこと）。今後、CoREF
と連携して研修を行う希望のある方は、上記の箇所や本報告書第 1部第 2章等をご覧に
なって、こんな研修を行いたいというご相談をいただければと思う。

表 33：大分県「深い学び研究会」のプログラム

日程 内容

第 1日目
（5/23）
※ 新規の参加者
対象 

〇講義「一人ひとりの学ぶ力を引き出す授業のデザイン」（25分）
〇演習「知識構成型ジグソー法授業体験」（45分）
〇講義・演習「知識構成型ジグソー法の授業づくり」（40分）
〇 講義・演習「アクティブ・ラーニングを実現するための学習評価」
（105分）
〇協議「実践に向けて」（45分）
※参考資料として「協調学習授業デザインハンドブック」を配布

課題
《新規の参加者》検討できる授業案・教材を準備する
《継続の参加者》実践報告を準備する

第 2日目
（7/11）
※ 新規及び継続
の参加者対象

〇講義「主体的・対話的で深い学びを目指す授業実践研究の前提」（15分）
〇教科部会 1：実践報告と意見交流（75分）
〇講義「主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究」（25分）
〇教科部会 2：実践に向けてのシミュレーションと教材検討（100分）
〇演習：見とりの観点の設定（50分）

課題 《新規の参加者》実践報告を準備する

第 3日目
（10/17）
※ 新規及び継続
の参加者対象

〇演習：学びの記録に基づく授業研究（125分）
〇協議 1：授業実践の振り返り
　・導入講義（20分）
　・実践の共有と授業デザインの仮説作り（100分）
〇協議 2：深い学びを支える授業デザインの仮説整理（25分）

関連の取組
（12/18）
※ 県立高等学校
及び市内小中
学校教員の希
望者

〇事前研究協議「中学校での研究授業について」（25分）
〇研究授業観察（中学校）（50分）
〇事前研究協議「高等学校での研究授業について」（20分）
〇研究授業観察（高等学校）（50分）
〇事後研究協議「中学校での研究授業について」（50分）
〇事後研究協議「中学校での研究授業について」（50分）
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第2章　授業研究のサイクルをどうやってまわしていくか

　本章では、「子ども達がどう学んだか」、学習者の学習過程・認知過程に着目しながら、
次の学びの質をあげていく授業研究の実現のために今年度私たちが取り組んできたことを
報告します。

　第 1節では、こうした授業研究の実現のために、授業研究のサイクルのそれぞれのス
テップでどのような視点が必要になるかを整理し、その支援のために私たちがこれまで共
有してきた、そして今年度新たに共有し始めたツールの全体像について紹介します。

　第 2節では、こうしたツールのうち、本時育成したい資質・能力を具体的な子どもの
発言や振る舞いと結び付けて想定する「授業研究のための見とりの観点シート」及びそれ
を活用して仮説検証型の研究協議を実現するための授業研究会の持ち方について、「新し
い学びプロジェクト」参加市町での研究会の事例を報告します。

　第 3節では、次の学びの質を支える授業研究の 1つの可能性として、対話記録を活用
した学びの分析を扱います。1、2グループ分でも、子ども達の発話を書き起こしデータ
として、授業前後の記述の変容とあわせて分析してみると、授業者や参観者のその場の見
とりとはまた違った学びのダイナミクスが見えてくることがあります。本節では、「本郷
学習科学セミナー」の 1プログラムとして行った対話分析のワークショップの事例を報
告します。

　なお、授業研究に関する取組については、第 2部第 2章もあわせてご覧ください。

第 1節　今年度の取組から
第 2節　事例 1：見とりの観点を共有した研究協議
第 3節　事例 2：対話記録に基づく学びの振り返り



1 ．今年度の取組から
（ 1）主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究とは
　本章では、「新しい学びプロジェクト」や「未来を拓く『学び』プロジェクト」をはじ
めとする授業実践研究連携で昨年度から特に力をいれてきた授業研究の質をあげていく取
組について報告する。
　私たちが進めてきた協調学習を引き起こす授業づくり、あるいは新学習指導要領で掲げ
られている主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善というとき、どちらも問題
にしているのは、「子ども達がどう学んだか」、学びの事実、学習者の学習過程・認知過程
であり、今日の授業で「子ども達がどう学んだか」を基に、いかに次の学びの質を支える
ことができるかである。
　先生はこんな思いで、こんなねらいで、こんな手法を採用して、こんな学習活動をデザ
インした。では、その授業で本時の子ども達は実際に何をどう学んでいたのか。このふた
つをいったん分けて考えてみることが「子ども達がどう学んだか」を問題にした授業研究
の出発点だろう。
　「子ども達がどう学んだか」を問題にした場合、先生のねらいや意図、授業デザインは
あくまで 1つの学びの仮説でしかない。こんな問いを用意したらこういう風に考えてく
れるはずだ、こんなことを読み取ってほしいのでこんな資料と補助発問を用意した。子ど
も達にとってこんなところは難しいかな、ここは既習事項だし大丈夫だろう。これらすべ
てが学びの仮説である。
　ところが、「こんな風に学んでくれるはず」という具体的な想定、仮説をもって授業を
デザインして、いざ実践してみると、子ども達の話したり、考えたりする様子からは、先
生の想定どおりの姿、想定を超えるような姿、あるいは想定外のつまずき、いろんな姿が
見えてくる。また、そうした子ども達の姿を授業デザインは、先生の支援は、どのように
支えていたのか、あるいは妨げていたのか。子どもの学びの姿を根拠にしながら、授業デ
ザインや支援を振り返ってみると、「こんな風に学んでくれるはず」という学びの仮説を
目の前の子ども達の実態に即して見直すことができる。見直しは、また次の授業づくりで
より確からしい学びの仮説を持って授業をデザインすることにつながる。
　だから私たちは、主体的・対話的で深い学びを実現し、その質を支えていくためには、
仮説検証型の授業研究のサイクルを回し続けていくことが何より大事だと考えている。こ
うした授業研究の考え方については、第 2部第 2章第 1節で詳しく紹介している。
　仮説検証型の授業研究といったとき、実際にどんな視点で授業のデザインや協議ができ
るとよいだろうか。図 1にサイクルのイメージを示す。
　サイクルの右側、授業をデザインする際には、子どもを主語に「ここでは何をどう学ん
でほしいのか」を具体的に想定し、「だからこんな手立てを用意する」を意識的に行うこ
とが大事になるだろう。
　そのためには、教科等のねらいに即して本時つけたい力はどんなものか、まずそれを明
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確にして、それに即して授業をデザインする視点（図 1①）、他方、ねらいから具体的に
考えさせたい問いや資料が固まってきたとき、「その問いで子ども達は具体的にどんなこ
とを考えそうか」「その資料を子ども達はどう捉えそうか」子どもの目線でデザインを見
直す視点（図 1②）の 2つが必要になってくる。この 2つをあわせて、こんな授業デザ
インなら子ども達はこう学んでくれるはずという「学びの想定」を具体化させていく。

　続いてサイクルの下側、実践から学びの評価にかけては、事前の想定（＝仮説）と照ら
しあわせながら、「子どもがいかに学んだか」という事実を丁寧に見とっていく事ができ
るとよいだろう（図 1③）。　想定と事実の異同が見えてきたら、それを基にねらいに向
けて子ども達の学ぶ力を引き出すために今日のデザインや支援で有効だった部分、見直し
が必要だった部分を具体的に検証することができる。
　そこで見えてきたことは、今日の授業者の今日の授業についての反省に留まらず、「子
どもってこんな力があるのか」「こんなところでこんな風につまづきうるのか」「なら、次
に私が授業をデザインするときには…」という次の学びのデザインにいかせる参加者一人
一人の気づきにつなげたい（図 1④）。これがサイクルの左側であり、PDCAサイクルと
言ったときの Action（改善）につながる部分である。
　私たちはみなこれまでの経験などから学びについての様々な仮説を持っている。「1年
生は…」「話すのが苦手な子は…」「既習事項だから…」など。学びの事実を基にこれらの
仮説のうち、子どもの力を引き出すのに妥当なものは何か、見直しが必要なものは何かを
精査しながら「子ども達はどう学ぶのか」「だから学びをどう支援すればよさそうか」に

図 1：学びの質を支える授業研究で問題にしたいこと
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ついて私たちの言えること、できることの質をあげ続けていくこと、それが主体的・対話
的で深い学びの質を支える授業研究の目指す先であると言えるだろう。
（ 2）授業研究の質を支えるために
　こうした授業研究を実現し、その質を支えるために具体的にどんな支援が可能か。それ
ぞれの図 1のそれぞれのステップに対する支援として私たちが連携の先生方と共有して
きたもの、今年新たに試して手応えを得ているものについてご報告したい。
①教科等のねらいに即して学びをデザインする
　教科等のねらいを意識して本時子ども達に表現してほしい解の要素を明確化する（「期
待する解答の要素」は何か）、そのために具体的に取り組んでもらう課題はどんなものか、
課題とゴールの間をつなぐエキスパート活動はどんなものが必要そうか。私たちが共有し
てきた「知識構成型ジグソー法」の授業をデザインする際の視点がこの①の活動の基本的
な支援になっている。こうした視点を具体化した授業案の書式とその意図については、第
2部第 3章第 2節で紹介している。
　それに加えて、今年度は「授業研究のための見とりの観点シート」（p79, 図 2）という
形で、「本時育成したい資質・能力」は何かを同定し、「その資質・能力が本時の学習の中
で具体的にどんなパフォーマンスの形で発揮されてほしいか／されそうか」を具体的に想
定し、さらに具体的に「その資質・能力が発揮されたときの子どもの具体的な姿（発言や
振る舞いなど）を本時の学習内容や期待する解答の要素と結び付けて」想定するシートづ
くりの活動を提案し、いくつかの研究授業で試してみていただいた。このシートを活用し
た授業研究の事例については本章第 2節で紹介する。
　育成したい資質・能力を意識すると言ったときに、私たちが大事にしているのは、それ
が抽象論にならずに実際の子どもの姿としてどう実現されそうかまでを想定すること、ま
た一般論ではなく本時の、このコンテンツを扱った授業の中ではどんな発言や振舞いの形
で現れそうかまでを想定することである。
　この具体度で想定しておくことで、授業デザインの際に「本当にこの問い／資料でこん
な発言が出てくるかな」と見直す助けになるし、授業観察時に参観者に共有しておくこと
で「確かにこんな姿が見られた」「こんな姿は見られなかった」「こんな発言があったけど、
これもこんな力を発揮している証拠じゃない？」といった丁寧な見とりの助けにもなる。
②子どもの学びを具体的に想定して授業デザインを見直す
　このステップの支援として近年先生方に提案し、広まってきているのは「子どもの学び
のシミュレーション」の活動である。詳細は、第 2部第 2章第 2節を参照されたい。
　ある程度授業デザインが固まってきた段階で、最初にねらいや意図を説明せずに、他の
先生方にまず簡単にその授業を体験してもらう。次にご自分達の体験を基に、「対象の子
どもだったらこの問いどう考えそう？」というのを想定（＝シミュレーション）してみて
もらう。その後に授業者のねらいや意図を説明し、他の先生方の想定した子どもの学びと
ねらいや意図があっているかどうか、あっていないとしたらどうしたらよりねらいや意図
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に近い学びになりそうかという視点から授業デザインを見直すという活動である。
　2時間ほどのワークショップ形式で実施できるので、校内の事前検討会等で取り入れて
くださるケースが増えている。
③子どもの学びの事実を見とり、授業を振り返る
　「知識構成型ジグソー法」の授業では、子ども達が授業の最初と最後に今日のメインの
課題に対して個人で考えを表現する時間を設ける。この授業前後で表現したものを比べて、
その変容をチェックするだけでも、子ども達がこの 1時間どう学んでいたかを大づかみ
に推測する材料を得ることができる。
　またここ数年、このステップを充実させるための支援として、仮説検証型の研究協議を
実現するための授業研究会の持ち方について試行錯誤してきており、今年度一定のスタイ
ルを確立し、様々な校種、自治体で試していただくことができた。
　詳細は第 2部第 2章第 3節に譲るが、ポイントは、①研究授業の前に短時間でも参観
者向けの事前協議の時間を設け、そこで授業者による学びの想定を共有しておくこと、②
授業観察の際は、1つのグループを継続して観察すること、また同じグループの子ども達
を複数人で観察すること、③授業後の協議では同じグループの子どもを観察した先生方の
小グループで協議を行い、まずは「（授業者の想定と比べて）子ども達はどのように学ん
でいたか」に焦点化して話し合うこと（＝いきなり授業の改善案等については話さないこ
と）、④学びの事実について十分協議、交流したうえで「今日の学びの事実に基づいて、
子ども達の学ぶ力をより引き出すための授業デザインや支援の改善案」を協議すること、
⑤授業者の振り返り（自評）はこれら協議の後に、協議内容も踏まえて行うこと、⑥授業
者の振り返りの後、参加者一人ひとりも今日の学びの事実や協議から次の「自分の」授業
づくり（やその支援）に活かせそうな気づきをまとめること、といった点である。
　授業者による学びの想定を参観者に共有し、それと比べながら子どもの学びの事実を見
とり、想定を見直すというこのスタイルの授業研究会の持ち方を実施することで、授業者
に参観者の目線が集まり、「授業者が矢面に立つ」ような授業研から、子どもの学びに焦
点化し、参加者がみな学びの事実から学ぶという授業研に変わった、「これなら授業提案
者になるのも悪くない」といったお声をいただいている。
　他方、こうした授業研究が子どもの学びの事実を後追いするだけのものにならないため
には、ステップ①②を充実させることで授業者が子どもの学びの具体的な想定を持ち、そ
れを参観者と共有しながら仮説検証していくベースを整えることが重要になる。本章第 2
節で紹介する「授業研究のための見とりの観点シート」を活用した授業研究の事例は、そ
の好例である。
　また、学びの事実の見とりと振り返りは、授業の直後でなくても行うことができる。「知
識構成型ジグソー法」の授業では、子ども達はグループでたくさん話しながら考えてくれ
る。その発話を書き起こしデータとして、前述の授業前後の記述の変容とあわせて分析し
てみると、子ども達の学びについてどんなことが見えてくるか。授業者や参観者のその場
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の見とりとはまた違った学びのダイナミクスが見えてくることもある。本章第 3節では
対話記録を活用した学びの分析に先生方が取り組まれた事例を報告する。
④学びの事実から次の授業づくりに活かしたい仮説を生成、共有する
　最後のステップは、こうした一回一回の授業デザイン、実践、見とり、振り返りのサイ
クルを通じて見えてきた授業づくりの仮説の蓄積、共有、活用である。
　「新しい学びプロジェクト」、「未来を拓く『学び』プロジェクト」の各教科部会等では、
それぞれの年度のまとめ的な活動として、学びの事実を基にその教科における主体的・対
話的で深い学びを実現する授業デザインの原則として今言えそうなことを整理する活動を
行ってもらっている。ここで出てきた原則はもちろん都度都度の仮説でしかないが、具体
的な子どもの学びの事実を基に今自分たちが言えそうなことを整理してみることで、次の
ご自分の授業づくりや仲間の授業づくり支援に活かしながら、また検証することができる。
こうした授業デザイン原則の一例については、第 2部第 1章第 2節で紹介している。
　また、こうしたデザイン原則を一緒に生成し、蓄積、共有、活用、発展し続けて行ける
先生方の学びあいのネットワークそれ自体の存在が④のステップを初め、サイクル全体の
質を支えるための大きな支援でもある。
（ 3）今後に向けて
　ここでご報告した授業研究の支援方略の中にはまだ今年度本格的に先生方に取り組んで
いただきだしたばかりのものも多い。これらが「知識構成型ジグソー法」という手法と同
じように、当たり前に使われていくようになるためには、まだいくつか歩むべき道のりが
あるだろう。
　例えば、仮説検証型の研究協議を実現するための授業研究会については、まだ CoREF
スタッフがファシリテータを務める形で実施する事が多い。ビジョンに即した研究協議を
実現するために、研究協議の場のファシリテーションをどのように進めていくか、授業者
の先生にどんなことをお願いして準備してもらう必要があるのか、こうしたビジョンと手
立てについて研究推進の中核となる学校現場、行政の先生方と一緒に考えながら、それぞ
れのローカルな場でこうしたスタイルの授業研究会が自走していく準備をする必要があ
る。こうした準備の一環として、今年度末には連携の教育委員会等の担当者の先生方と「主
体的・対話的で深い学びの実現を支える行政の取組に関する研究会」を予定している。
　またもうひとつ、こうした授業研究を限られた時間でより手軽に、より質高く行うため
に ICTツールにできることは何かを考え、実際に開発していく研究も進めている。
　授業デザインを検討する際に過去同じような課題でデザインされた授業が検索できて、
さらにその教材だけでなく検討過程が見えたら授業デザイン（＝学びの仮説生成）の支援
になるのではないか。子ども達の対話を不完全でも授業後すぐに文字起こししてキーワー
ド検索で分析できたら、見とりの幅を広げる支援になるのではないか。第 1部第 3章では、
こうした授業研究のサイクルを支える ICTシステムの開発について、私たちの課題意識
と現状の一端をご報告したい。
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2 ．事例 1：見とりの観点を共有した研究協議
（ 1）事例の概要
　本節では、前節で紹介した仮説検証型の研究協議を行なった授業研究会の事例を報告す
る。事例は、飯塚市立上穂波小学校水谷隆之教諭による小学校 2年生算数「三角形と四
角形」の授業研究会である。この授業研究会は、平成 30年 11月に「新しい学びプロジェ
クト」に参加する福岡県飯塚市が市内の全小中学校から協調学習の研究を推進する立場の
先生方 30名を集めて行った研修会の一環として行われた。
①授業研究会の流れ
　当日の授業研究会は下記の流れで行った。ファシリテータは CoREFスタッフが務めた。

②授業の概要
　授業は小学校 2年生「三角形と四角形」の単元の 2時間目（12時間中）として実施さ
れた。授業のねらいは、三角形および四角形とそうでない形を弁別し、その根拠を説明す
る活動を通して、三角形と四角形の意味を理解し、図形の構成要素である辺の数や辺のつ
ながり方に着目して図形の性質を考えることができるようにすることである1。
　授業デザインの概要は表 2の通りである。

時間 内　　　容

50分 事前研究協議（※ 4名もしくは 3名の小グループで実施）
①本日の趣旨と流れの説明（15分）　②課題を一度解いてみる（10分）
③授業者による想定の共有（10分）　④子どもの学習の予想（10分）
⑤授業観察の仕方についての説明（5分）

45分 授業観察　※協議を行った小グループのメンバーが同じ班の子どもを継続観察

60分 事後研究協議（※引き続き同じ小グループで実施）
①ねらい・想定の確認（5分）
②協議 1「授業者の事前の期待や想定と比べて、子どもの学びの様子について
見えてきたこと」　・小グループ協議（15分）全体交流（10分）
③協議 2「子どもの学びの様子を根拠にして、よりねらいに向けた学びを引き
起こすために授業デザインや支援の工夫として考えられること」
・小グループ協議（10分）全体交流（10分）
④授業者の振り返り（5分）
⑤参加者の振り返り（5分）

表 1：授業研究会の流れ

1 　この授業の授業案、教材、授業者の振り返りは、本報告書付属 DVDの「開発教材」「算
数 A914三角形と四角形」に収録されている。
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（ 2）授業研究会の様子
①事前研究協議
　参加者のほとんどがこの形式の授業研究会を初めて経験する先生方であったため、最初
に趣旨と活動の流れを説明した。その後、最初の活動として授業案等をご覧にならない状
態で上記の課題のみ提示し、まず先生方に純粋に課題を解いてみていただいた。小学校 2
年生の課題だが、全員が理由まで納得するのに 5分以上話し合いが続いた。
　その後、授業者の先生に「知識構成型ジグソー法」の活動場面に即して各場面で想定す
る思考や対話についてご説明いただき、それを受けて小グループで子どもの学習について
授業案や教材、「授業研究のための見とりの観点シート」を見ながら予想していただいた。
授業者の先生による思考や対話の想定は、例えば、「エキスパート活動では、文章で答え
をまとめるのではなく、図形を指でなぞったり操作しながら話し合って、断片的な言葉で
メモをしてほしい」、「最終的には提示している『四角形のやくそく』に即した形で直線に
着目して理由を書いてほしい。ただ、直線でなく角に目が向いてしまう子が納得して考え
を変えられるかどうか」といったものであった。

課 題
㋐から㋘の中から、四角形では
ない形をぜんぶえらび、えらん
だわけをせつ明しましょう。

エキスパ
ート A

「三角形のやくそく」をもとに、三角形と三角形ではない形を比較して、三
角形はまわりの線が 3本であることを確かめる。

エキスパ
ート B

「三角形のやくそく」をもとに、三角形と三角形ではない形を比較して、三
角形はまわりの線がすべて直線であることを確かめる。

エキスパ
ート C

「三角形のやくそく」をもとに、三角形と三角形ではない形を比較して、三
角形はまわりの線がすべてつながっていることを確かめる。

期待する
解答の要
素

○  四角形は、まわりの線がぜんぶ直線じゃないといけないので、かどが丸
くなっている形や、一部分でも線がまがっている形は四角形ではない。

○  四角形は、まわりの線がぜんぶつながっていないといけないので、どこ
かにすき間がある形は四角形ではない。

○  四角形は、まわりの直線が 4本なので、4本以外の形は四角形ではない。
○  四角っぽく見えても、少しでも四角形の約束と違うところがある形は四
角形ではない。

表 2：「三角形と四角形」授業デザインの概要
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②授業観察
　授業観察では、協議班のメンバーが同じ班の子どもを継続観察し、事前の学習の想定と
子どもの様子を比較しながら、気づいたこと、考えたことをメモするようお願いした。
③事後研究協議
　事後の研究協議では、大きく 2つの協議題について小グループ協議、全体交流を行った。
協議 1「授業者の事前の期待や想定と比べて、子どもの学びの様子について見えてきたこ
と」、協議 2「子どもの学びの様子を根拠にして、よりねらいに向けた学びを引き起こす
ために授業デザインや支援の工夫として考えられること」である。協議の際、各協議班に
は観察した子ども達の授業前後の解の変容が分かるワークシートを配布した。
　協議 1では、観察した子どもの様子を振り返り、授業者の想定と照らし合わせながら
どんな学びが起こっていたかを整理していただいた。経験年数、校種、教科等多様な先生
方が 1つの事実について様々な視点で解釈しながら 15分間協議を行った。
　協議 1の全体交流では下記のような意見が出てきた（一例を抜粋。以下同様）。

図 2：「授業研究のための見とりの観点シート」（水谷教諭作成「三角形と四角形」）
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・ エキスパート活動では、「三角形のやくそく」を基に「これは間があいているから違
うよね」と言って活動していた。発言のない子どももいたが、活動の最後に間があい
ている部分に丸をつけていたので「これは違う」という比較ができていたように見えた。
・ 学力的に厳しそうな子を継続的に観察した。エキスパートでは他の子の答えを写して
帰ってきて、ジグソーでうまく説明できなかった。しかし、ジグソー活動の後半から
分かったような気持ちが出だしたかのか、他の子がしゃべっているところに割って入
るようになったり、クロストークでも発表する様子が見られ、1時間での変容に驚いた。
・ 水谷先生の予想どおり「角に目が行くのかな」と思って観察していた。最初はやはり
そうだったが、最後には直線に目が行った。定義と違う言葉でエキスパートの説明を
した子に対して、聞き手の子が定義のカードを指差しながら教えてくれていた。

　上述した授業者の事前の想定とかかわる部分で丁寧に子どもを観察してくださっていた
ことが分かる。この交流を経て、ここで議論した子どもの学びの事実を基に授業の改善案
を考える協議 2を 10分間行った。授業者の想定を共有し、子どもの学びの事実に徹底的
に着目する、そのうえで初めて改善案を考えるという流れもあって、授業者のねらいに即
して、本時の子どもの実態を踏まえての改善案を提案していただいた。

・ ジグソー活動前半で各エキスパートの考えを交流する際には、定規や定義のカードが
うまく機能していたが、後半ホワイトボードを使って課題の答えを考える活動の際に
は、床の上で作業をしていたため、机上の定義カード等を活用できずもったいなかった。
・ クロストークで全部の班を発表させたが、同じ説明が続いて飽きている様子が見えた。
似たような言葉が出てきたときに「直線ではない」「角が丸い」のような表現の違い
に着目させるようなクロストークにできるとよかったか。

④振り返り
　協議を受けて、授業者に振り返りのコメントをお願いした。

クロストークでは、大人から見たら同じ表現でも違いがあるというところから学んでほ
しいのだが、今日は明らかに途中から「早く書きたい」という状態になっていた。クロ
ストークの終わらせ方をどうするか。ちょっと消化不良くらいのタイミングで一度グル
ープに戻らせて話し合わせて「じゃあ、書いてごらん」のような流れも効果的かもしれ
ないと感じた。また、クロストークのときに子ども達が教室全体で使える材料として何
を提示しておけばよいか、今日なら定義のカードを活用できるようにする工夫も必要だ
と感じた。

　一般的に授業者のコメントは事後研究協議の最初に行うことが多いが、一連の協議の最
後にコメントをお願いすることで、参観者の複数の目で捉えた学びの事実を基により深い
振り返りがしやすくなる。また、この授業者の振り返りの後、参観者個々に今日の学びの
事実や協議から次の「自分の」授業づくり（やその支援）に活かせそうな気づきをまとめ
て振り返ることをお願いした。多様な先生方それぞれが今日の授業から今のご自身の問題
関心に即して、ご自身の次にいかせる仮説を持ち帰ってもらうことがねらいである。
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3 ．事例 ２：対話記録に基づく学びの振り返り
（ １ ）事例の概要
　本節では、前節で紹介した仮説検証型の授業研究における事後の研究協議の一環として
対話記録を用いた学びの事実の詳細な見とりを取り入れた事例を紹介する。事例は、平成
30年度本郷科学セミナー第 7回として行われた「多面的対話分析に基づく授業の振り返
り①」2である。題材としたのは、埼玉県立伊奈学園総合高等学校新井真美教諭による『檸
檬』の授業である3。

 ①活動の流れ
　当日の活動は下記の流れで行った。ファシリテータは CoREFスタッフが務めた。

時間 内　　　容

55分 事前説明と授業体験
①本日の趣旨と流れの説明（5分）②課題を一度解いてみる（5分）③エキス
パート活動（15分）④ジグソー活動（20分）⑤クロストーク（10分）

15分 授業者からねらいの説明、対話分析を行う小グループで分析キーワードの設定

85分 ジグソー活動の対話分析（事前に選定した対象班（2班）のうち 1班を担当）
①個人で分析（授業前後の課題に対する解答⇒対話記録）（50分）② 3－ 4人
の小グループで共有（20分）③分析結果の全体交流（15分）

20分 対話分析に基づく授業の振り返り
①グループ協議（7分）②全体交流（8分）③授業者の振り返り（5分）

表 3　授業研究会の流れ

　参加者は国語の教員だけでなく、地歴、数学、理科、外国語、情報、農業、工業の教員
や行政関係者など多岐に亘っており、授業の題材作品『檸檬』を読んだことのない方も少
なくなかった。そこで参加者には『檸檬』の本文を事前に配布し一読いただいた。加えて、
当日は授業体験の時間をしっかり確保し、あわせて授業者の想定解を記載したプリントを
配布することで、参加者一人ひとりが自分なりに教材を把握できるようにした。

②授業の概要
　今回の授業は、「知識構成型ジグソー法」の豊富な実践経験を持ち「本郷学習科学セミ
ナー」にも継続的に参加しているベテランの先生が実践してくださったものである。題材
は、梶井基次郎の短編小説『檸檬』であり、授業は単元の 2・3時間目（4時間中）とし

2   平成 30年度本郷学習科学セミナーについては本報告書第 1部第 1章第 4節に詳しい。
3   この授業の授業案、教材（授業者の想定解含）、授業者の振り返りなどの資料は、本報
告書付属 DVDの「開発教材」「国語 S920檸檬」に収録されている。
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て 2コマ実施された。授業デザインの概要は表 2の通りである。授業のねらいは、「主人
公を苦しめる『えたいの知れない不吉な塊』の正体」と、「主人公が『檸檬爆弾』を洋書
店『丸善』に仕掛ける」という最終場面の意味を解釈する活動をとおして、小説に描かれ
た青年時代特有の「不安」や「美」に対する感性を理解すると共に、心象を豊かに描写す
る作者の色彩表現や言語表現を味わうことであった。

課題
① 私の心を始終抑えつけていた「えたいの知れない不吉な塊」とは何
でしょうか。
②なぜ「私」は丸善に檸檬爆弾を仕掛けたのでしょうか。

エキスパート A 「その頃の私がひきつけられたもの」について考察する活動

エキスパート B 「私にとっての丸善」について考察する活動

エキスパート C 「檸檬の魅力」について考察する活動

期待する解答の
要素

① 将来に対する不安や焦燥。西洋の文化や教養への劣等感。理想と現
実のギャップ。
② ①を象徴する「丸善」との直接対決により、爽快さ、自信、新たな
覚悟を得るため

表 4　「檸檬」の授業デザインの概要

　授業が実践された伊奈学園総合高校は生徒の多くが 4年生大学に進学する進学校であ
る。しかし、授業者によれば、『檸檬』は例年難解に感じる生徒が多いとのことであった。
特に最終場面の解釈は専門家の間でも定説がないことから、今回の課題は、生徒にとって
文章読解力やテキストに基づく洞察力をはじめとする様々な資質・能力が試されるチャレ
ンジングな課題であるという。実際に研究会の授業体験時にも、先生方から「難しい」と
いうつぶやきが何度も出ていた。
（ ２ ）授業研究会の様子

①「学習プロセス分析シート」を使った分析
　授業体験後、授業者の先生から「期待する解答の要素」を中心に、授業のねらいについ
てご説明いただき、それを受けて先生方に授業中の生徒の学習記録の分析に取り組んでい
ただいた。
　分析には「学習プロセス分析シート」を使用した（図 3）。このシートは、学習プロセ
スの分析を授業研究という目的に即して行うために CoREFが開発試行している授業研究
のツールの 1つである。
　このシートを使った学習プロセス分析の 1つの特徴は、実際に児童生徒の記述や対話
などの生データを分析する前に、「期待する解答の要素」は授業中の対話や記述にどんな
キーワードとして出てきそうか、また出てくるとよいかを検討するステップが設定されて
いる点である（図 3①）。対話や記述は学びの評価のための貴重な材料であるとはいえ、
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実は、対話や記述を単に読
み込むだけでは、膨大な
データから学習プロセスの
要所となる発言や記述をみ
つけ、本時のねらいに即し
て学びのプロセスを解釈す
ることは難しい。
　だから重要なのは、デー
タを分析する前に「生徒が
授業者の期待する解答を自
分たちでうまく構築してい
けるとしたら、こうした言
葉が出てくるはずだ、ここ
に着目するはずだ」という
仮説をたて、「指標になる表現（キーワード）」を想定しておくことである。そのキーワー
ドの生起や使われ方を追っていけば、その生徒がいつどこで本時の期待する解答の要素に
目をつけたのか、どんな思考を経て期待する解答の要素について納得したのか、あるいは
しきれなかったかなどが見えてくる。
　実際に今回題材とした『檸檬』の授業について先生方が想定したキーワードの例は、「嫌
悪」「鬱」「葛藤」「丸善」「象徴」「打開」などである。なお、今回は進学校での授業であっ
たため、比較的難解な抽象語句も指標になりえた。しかし、「葛藤」といった言葉を普段
ほとんど使わない生徒を対象にした授業を対象にする場合は、「この子どもたちの場合は
『葛藤』をどう表現するだろうか？『モヤモヤ』『わけわかんない気持ち』などだろうか？」
という想定も併せて必要になるため、指標設定をより丁寧に行う必要が出てくる。

②学習プロセスの分析
　キーワード設定の後、授業中の生徒の記述と対話記録を配布し、学習プロセスの分析を
行った。分析対象としたデータは、1つのジグソー班で活動した 4人の生徒のワークシー
トの記述と、ジグソー活動中の対話である。分析データは録音状況の良かった班のデータ
を CoREFが選択した。記述は生徒ごとに列を分けてエクセルシートに打ち込んだもの、
対話は生徒ごとに列を分けてエクセルシートに書き起こしたものをプリントアウトして配
布した。分量は A3で 8ページ程度であった。分析は、教科ミックスの 3-4人の先生方の
グループで行い、それぞれが授業体験で自分が担当したエキスパートの生徒を分担し、1
人で 1人の生徒の学習プロセスを「分析シート」に即して分析した。分析結果は、「変容
のプロセスをストーリーにして説明してみてください」という指示でまとめていただき、
小グループ内、のち全体で共有した。
　下記に参加者の 1人（高校地歴科若手教員）の作成した「変容のプロセスのストーリー」

図 3　「学習プロセス分析シート」（A3版）
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の抜粋を示す。「この参加者はプロセス分析シート」において「丸善」「象徴」「嫌悪」といっ

たキーワードを指標に、学習プロセス要所となった発言をみつけ、その発言と他者の発言

やテキストとのかかわりを分析していた。そうした分析をふまえ生徒が「期待する解答の

要素」をふまえた授業後の解答に至る学習のプロセスのストーリーが丁寧に解釈されてい

ることがわかる。

　初読の段階である程度、授業者が期待する「読み」の方向へ進むことができている。
（中略）ジグソー活動をとおしてあまり意見を積極的に述べることはできていなかった
が、Bや Aが出してくれたキーワード（本文から持ってきた）や、自分の考えにしっ
くりくるような言い換えをメモし、自分の考え（言葉遣い）をうまく修正し、本文の的
確な読み（期待する解答）につながったのかなと考察する。ただし、「西洋化」という
期待にはない部分も要素に入れている。「丸善」の捉え方（スタート時点）で多くの生
徒が西洋を必要以上に意識してしまったのかもしれない。

③学習プロセスの分析に基づく授業の振り返り
　この後、分析結果の全体での交流を経て、見えてきた子どもの学習プロセスに基づいて
授業のデザインや支援が学びのどのように影響したかを振り返った。上掲抜粋にもあるよ
うに、学習プロセスの分析において「授業者が期待していなかった『社会の西洋化への反
感』という要素に拘った生徒が多い」という事実を見出したグループが多かったため、そ
の理由や対応が主な論点となった。具体的には下記のような意見が出された。

　全体的に「西洋化」にひっぱられてしまっているので、生徒の視点をいかに「主人公
の今と昔」にもって行くかがポイントだなという話をしました。（中略）例えば、Bの
プリントの冒頭 2行の「『丸善』は、西洋文化の窓口である」旨の記載が目立っている
のでで、そういったとこでひっぱられてしまったのではないかという意見が出ました。

　一連の活動の最後に、授業者に振り返りのコメントをお願いした。

　他の 3クラスで実践したときにはどのクラスも、ほぼ予想解でした。このクラスで
も授業前は「西洋化」に着目したのは 1人だったんですが、授業後には 10人近くが「西
洋化」を入れていたので、授業のときから気になっていました。
　最初に「西洋化」と言った 1人の生徒が影響力のある生徒だったので、そのせいだ
と思っていたのですが、今日の活動を通して、生徒は受験対策で西洋化に関する評論を
多く読んでいたので誰かが「西洋化」と言ったときに「これだ」ってとびついたのかな
という気もしました。また、Bのワークシートの冒頭 2行はわかりやすくつけたはず
だったのにあれにひっぱられたということも指摘いただいてびっくりしました。

　授業者のコメントからは、協調学習の授業実践経験豊富で普段から生徒の学びの質に目
を向けている先生方であってもやはり、対話記録などの豊かなデータを多くの目や耳で丁
寧に分析し、事実ベースで授業を振り返って見えてきたことを持ち寄ると、本時の子ども
たちの学びや授業デザインや教材の機能について新たな気づきを得ていることがわかる。
これは「多面的対話分析」を授業研究に取り入れる大きな意義の 1つであるだろう。
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第 3章　授業研究のサイクルを支えるICTシステムの開発

　本章では、東京大学 CoREF白水始が代表を務める日本学術振興会科学研究費補助金基
盤研究 S「評価の刷新―学習科学による授業モニタリングシステムの開発と社会実装―」
（平成 29～33年度）の取組の現状について報告します。

　第 1節では、研究の大枠とこれまでの進捗について報告します。第 1、2章で報告して
きたような授業研究の質を高め、子どもたちの明日の学びの質を高めるために、ICTの
力を借りてできるとよさそうなことは何か、現実的にどんなシステムを開発、実装できる
と今先生がなさっていることの質が上がるか。学習科学者、ICTの専門家、学校現場の
先生方の知恵を出し合って取り組んできた研究です。

　第 2節では、現在開発中のシステムのうち、授業づくりのやり取りを蓄積共有するた
めの「学譜」システムについて報告します。これまで「新しい学びプロジェクト」で行っ
てきた、メーリングリストを活用した授業研究の財産を、より有効に活用するためのシス
テムです。授業研究への新しい入り口を ICTでデザインしたものでもあります。

　第 3節では、現在開発中のシステムのうち、子どもの学びのプロセスを短期的、中長
期的に記録、分析するための「学瞰」システムについて報告します。「知識構成型ジグソー
法」の授業で子どもたちが残すたくさんの学びのデータを記録し、先生方がより確からし
く学びの過程を見とり、次の学びのデザインに活かし続けるための ICTのサポートの可
能性を探ったシステムです。

第 1節　どのようなシステムを開発したいか
第 2節　授業研究の履歴を共有する～学譜システム～
第 3節　学びの評価を支える～学瞰システム～



1 ．どのようなシステムを開発したいか
（ 1）研究全体の概要
　子どもたちが日々学び続け、賢くなっていくために、「評価」をどう使えばよいの
か？─これは誰も一人では十分な答えが出せない、社会総がかりで考えていくべきチャレ
ンジングな課題である。差し詰め、大人にとっての「ジグソー課題」に値すると言えそう
だ。
　この課題を解くためには、「人はいかに学び、賢くなるか」の基礎理論やモデルを提供
する学習科学者だけでなく、ご自身のねらいに従って授業をデザインして、子どもがいか
に学んだかを語り合う先生方の存在が、ちょうど子どもたちのエキスパート活動のときと
同じように必須である。さらにもう一つ、エキスパートの部品として付け足すとすれば、
子どもたち一人ひとりがいかに学んでいくかを記録するテクノロジとそれをデザインする
ICTの専門家が必要だろう。
　この三者の知恵を合わせて初めて私たちは、子どもたち一人ひとりの学びの事実をもと
に「なぜこの子はこの授業でこう学んだのか」という解釈の質を高めることができる。「知
識構成型ジグソー法」が、人が賢く学ぶための一つの型だとすれば、それを授業に具体化
するには先生方の知恵が必須である。さらに、そこに授業前後で同じ問いに対する答えを
書いてもらうという、それ自体立派なテクノロジ（実用的な道具）が組み合わさるだけで、
一人ひとりが授業でどう学んだかをだいぶ推測しやすくなる。機械の力も借りて、子ども
の発話や行動など途中のプロセスの記録まで取れれば、「だからこういう変化が生まれた
のか」「こういう道筋で考えを深めていったのか」ということまで見えるようになるかも
しれない。そして、こうした授業のデザインと見とりがたくさん積み重なることで、「な
ぜこの子はこの学校でこういう風に賢くなったのか」という解釈の質を高めることができ
る。そこで初めて、私たちはたくさんの子どもたちの学びの事実と解釈をもとに、「評価」
の位置づけを考えていくことができるのではないか。
　科研費基盤研究 S「評価の刷新」でやりたいことを、研究期間 5年中の 2年目が終わる
いま表現し直してみると、上記のようになる1。研究では、1）アクティブ・ラーニング等
における児童生徒の全言動をモニタリングできるシステムを開発し、2）小中高教育現場
の学習環境で活用して、3）従来型のテストによる総括的評価と 4）新型の小中高大連携
事業が子どものいかなる力をどう測るかを明らかにすることを目指している。だが、この
3）テストと 4）小中高大連携事業のどちらがよいかを白黒つけようというよりも、日々
の授業も中間・期末試験も入試も小中高大連携で行うようなワークショップも全部合わせ
て、子どもが学び続けて賢くなっていくための機会にするにはどうしたらよいか、という

1   研究のゴールなど詳細は、平成 29年度報告書第 1部第 1章第 5節に詳しい。平成 29
年度報告書は、本報告書付属 DVDの「参考資料」「報告書」フォルダからご覧いただける。
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のが一番解きたい課題である。「知識構成型ジグソー法」を使って私たちがやりたい授業が、
学びのゴールを「わかった！」で止めない授業であるように、学びのゴールを「受かった！」
で止めない小中高大接続にするにはどうしたらよいか、を皆さまと共に考えたい。
（ 2）授業研究と開発したいシステムの全体像
　研究は先ほどの 4つの目的に合わせて、システム開発班、実践班、テスト検証班、小
中高大連携班で展開している。ここでは互いに緊密に連携しながら展開している実践班と
システム開発班の研究進捗について紹介する。
　「わかった！」の先にある学びのゴールを目指そうとするとき、一番の王道は、授業な
ど学びの場そのものの質を上げる－すべての児童生徒の理解を保証して、わかったからこ
そ見える次の疑問が生まれやすくする－ことである。確かに入試などでは、難しい問題を
わざとわかりにくい聞き方をして出題意図を推察できる力を見ようとすることもあるかも
しれない。しかし、それを突破できる児童生徒の選別を繰り返しても、すべての子どもの
学力の底上げにはつながらない。だからこそ、授業にせよ接続にせよ、子どものポテンシャ
ルを最大限引き出す学びの場を創り出すことを目指すべきだろう。
　そう考えると、ここ数年重点的に進めてきた「授業研究」（詳細は第 1部第 2章をご参
照のこと）の充実を通して、先生方お一人おひとりの授業デザインの質を向上してもらう
ということが、評価を捉え直す上でも、近道になるのではないか。そこで評価したいのは、
子どもたちの資質・能力をいかに引き出すことができているかということであり、そのた
めに適切な「学びの場（学習環境）」になっているかということである。その観点から、
授業研究の各ステップでどういうことを先生ができるとよいかを例示したのが図 1Aであ
り、システムの開発要件（実現できるとよいこと）を抽出したのが図 1Bである。

図 1B：システムで支えたいこと図 1A：授業研究で目指したいこと

①　授業づくりと学びの仮説づくりを支える「学譜システム」
　授業研究の「①授業案作成」においては、授業者の先生が授業をつくろうとしたとき、
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教材だけでなく、「そこでどんな資質・能力を引き出して伸ばしたいのか」や「教科のど
のようなねらいを実現したくてこの課題を設定したのか」などを自然に考えるきっかけや
支援がほしい。過去の教材を参照するときも、教材だけでなく、その意図や改訂の経緯、
実践した結果、それを踏まえた「コツ」まで見られるとよい。
　それは「⑤実践結果」の共有をどう行っておくか、ということとも関係する。「知識構
成型ジグソー法」という授業の型を軸に、「授業案」や「振返りシート」「授業研究のため
の見とりの観点シート」などの書式を工夫することで、授業のねらいや実践結果、そこか
らの学びが共有しやすくなることをねらっているが、それをもっと効率的にやれるとよい。
　そこにメーリングリストも使った校内外での「②授業案検討」が使えるのではないか。
このステップは協調におけるモニタリング（傍観者）効果が強く働くステップであり、授
業者の作成意図や背景が見えないからこそ

0 0 0 0 0 0 0 0

、授業のねらいや本時でのゴールを再確認した
り、子どもの目から見たときの問いの難しさや資料の受け止め方についてコメントしたり
することがやりやすい。最近では校内の先生方同士で子ども役になって授業を体験して、
子どもの学び方をシミュレーションする試みも増えている。その結果をメーリングリスト
に報告してくださるのを拝見していると、相当強力な内省・再考を授業者に促すようであ
る。この対話を通して、授業者の「こういう学びを起こしたい」というねらいを軸に、一
つの授業をめぐる「仮説」を私たちはコレクティブにつくることができる。
　以上の一連の議論の様子を、まずはメーリングリスト上のものだけでも蓄積して、過去
の教材を見るときに一緒に見直すことができるようにしたい。そう考えて開発したシステ
ム（グループウェア）が「学譜」である（図 1B：次の第 2節で詳細を紹介）。「新しい学
びプロジェクト」のメーリングリストを対象に、先生方は従来通りメールしているだけで、
その本文と添付ファイルを自動的にトピック（主には授業）に従って分類するシステムで
あり、検索や類似するトピックの推奨もできる。平成 30年 10月から実用を開始した。使っ
ていただいた先生が 7年前に書いたご自身のコメントを読み直して「恥ずかしいわ」と
ご発言なさったのが印象に残っている。それぐらい先生方は日々学び続け、授業力も日々
伸びている。それが「時間を超える」というシステムの特徴と組み合わさると実感できる
訳である。こうした授業研究の履歴は新規参加者にも有用だろう。平成 31年度は以前
CoREFのホームページにあったような教材一覧をクローズドなページで見られるように
する。
②　学びの見とりを支える「学瞰システム」
　ステップ①②で子どもの学びに関する「仮説（想定）」をつくると、「③授業実践」の際、
子どもたちの実態－何をどう対話しどう問題を解いていったか－を見て取りやすくなる。
一見、子どもたちの学びを想定することは、その多様な学びを見とり難くするとも思える
が、想定するからこそ、想定外の多様性が見やすくなる。例えば、授業者・参観者とも「エ
キスパート資料の内容は読み取れて、後はジグソー活動での結び付けが難しそう」と思っ
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ていても、実際は資料の読み取りが予想外に難しく、ジグソー活動で説明し合って結び付
けようとしているうちに資料の分かり直しも一緒に進んだ、という例はよくある。想定と
はわかり方のタイミングも順序も違うが、具体的な想定を持ったからこそ、その「違い」
も見えてくるわけである。1グループでもそうした学びのプロセスを「つないで」見てみ
ることができれば、「④学習（＝授業）評価」の質が一層深まる。授業時に参観者がグルー
プに分かれてそれぞれ児童生徒を追えれば、それだけ観察や気づきが豊かになる。
　これまではこうした見とりを授業前後の記述解答や授業中の子どものワークシート、対
話の先生方の記録・解釈、授業展開の全体的印象をもとに行ってきた。これらのアナログ
な記録や授業者・参観者の主観的な気づきを分析の貴重な出発点としながら、児童生徒の
言動をビデオや ICレコーダーで収めさせてもらって参照できれば、記憶を正確な記録で
裏付け、気づかなかったポイントや変化に気づくことができる可能性がある。
　そのための第一歩として「学瞰システム」（図 1B：第 3節で紹介）を開発中である。
ねらいは「授業前後に加えて途中のプロセスも見とりやすくすること」「授業のねらいや
教材と子どもの学びを結び付けられること」「一授業を超えて子どもの成長をつなげて見
とりやすくすること」の三点である。一点目については、教室にいる児童生徒全員ではな
く、その一部だけでも授業前後の記述解答に加えて、途中で何を話しているかなどの「観
察の窓」を増やすことで、「なぜこう変化したのか」の理由を解釈しやすくしたい。児童
生徒の「評定」ではなく、授業という「学習環境」の評価を目的とするなら、数グループ
のサンプルでもよいはずだ。むしろ、その解釈をねらいや教材など「授業の仕掛け」と結
び付けて考察しやすくすることを優先したい。それが二点目である。さらに、こちらの準
備した学習環境とそこでの子どもたちの学びの相互作用をたくさんの授業で蓄積してつな
げてみると、子どもたちの中長期的な成長が見えやすくなる可能性がある。そこまで来て
ようやく「評価」の位置づけを考え直すためのヒントが得られる。
　学瞰システムは、授業前後の記述解答を検索したいキーワードで色付けしてカウントし、
さらに音声付きの書き起こしと結び付けて、そこでもキーワードで検索できるなど、授業
における子ども一人ひとりの学びや周囲とのやり取りの影響を見とりやすくする。
　その書き起こしには ICT企業の自動音声認識サービスを用いているが、子どもたちが
被りながら話しがちなジグソー場面での正確さはまだまだである。安芸太田町や川口市立
高等学校の協力を得てデータを増やし、精度向上の要因を探ることで、日夜改善を図って
いる。その一方で、現場での活用を拝見していると、たとえ認識が不正確で「シアノバク
テリア」が「ロシアのバクテリア」と起こされていても「私たち意味が分かるので」と仰っ
て頂くなど、状況に合わせて先生方が意味を解釈できること、発話を大体のブロックに区
切って、ジグソー活動内の時間配分を見ることで、資料交換から統合を経ずに一気にメイ
ン課題に飛びすぎていることに気づいたり、誰がどういう順番で話したかから資料に照ら
して起きたことの解釈を深めたりなど、先生方が不十分な機械の結果をたくましく使って
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いる姿に気づかされる。
　これまでの研究の進展のおかげで、一人一台の ICRを用いたクラス全員の音声収録と
完全なテキスト化という流れ（フルフロー）だけでなく、1グループのみの音声収録ある
いは三人一台の PCにグループ発話を直接収録し不完全なテキストでも当日の授業協議会
に活用するクイックフローも飯塚市や埼玉県の高校で実践されつつある。
　将来的には学瞰と学譜を統合して、先生方の負担を増すことなく、授業研究のサイクル
をより質高く回していく支援をはかっていきたい。
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2 ．授業研究の履歴を共有する～学譜システム～
　本節では、現在開発中のシステムのうち、授業づくりのやり取りを蓄積共有するための
「学譜」システムについて報告する。
（ 1）概要
　学譜システムは、「新しい学びプロジェクト」で活用している授業づくりのメーリング
リストの内容を、自動的に収集・保管するシステムである。システムは、平成 23年度以
降にメーリングリストに投稿されたメールを蓄積しており、ユーザーは会員制の webペー
ジにアクセスすることで、それらのメールや添付ファイルについて教科を越えて閲覧・検
索することができる。会員登録は「新しい学びプロジェクト」関係者に限られている。
　「学譜」という呼称は、メーリングリストに投稿された「授業案」「教材」「振り返りシー
ト」の 3つを総称したもので、故三宅なほみ先生のアイデアである。音楽の楽譜と同じ
ように、同じ 1つの授業案でも演者（＝授業者）によって多様な曲（＝子どもたちの学
びの過程）が奏でられる。そんな「学びの譜面」という意味が込められている。
（ 2）システム以前の取組とその課題
①メーリングリストを活用した授業研究
　「新しい学びプロジェクト」では、研究開始の平成 22年度からメーリングリストを活
用した授業研究を行い、お互い離れた場所にいる先生方、研究者が好きなタイミングで日
常的に情報を共有しながら議論できる環境の構築を行ってきた。
　メーリングリスト上では、「今度こんな授業をやってみようと思っているのです
が……」から始まって、「この問いに対して先生が想定する答えってどんなものですか？」
といったねらいやゴールの確認、「その中身だと、こんなエキスパートも使えるかもしれ
ません」といった内容の提案、「それだと子どもたちはこんな答えを考えそうですね」といっ
た子どもの学びの想定など、様々なやりとりが展開される。また、授業後に「やってみた
らこんな様子でした」といった学びの振り返りや「クロストークをより効果的に持つため
には……」といった次の授業につながるような議論が起こることもある。こうしたやりと
りの数は、最も多い算数・数学のメーリングリストの場合、これまでおよそ 900通にも
のぼる。
②報告書、ハンドブックを通じた実践例の共有
　こうしたプロセスを経て作成された授業案、教材、振り返りシートの 3点セットは、
報告書やハンドブックの「データ編」付属 DVDとして共有されてきた。その数は、「新
しい学びプロジェクト」で作成してきた主に小中学校の教材だけでも、約 640にのぼる。
③課題
　これほど多くの議論や実践を蓄積してきたが、それを活用するための手段（例えば検索）
については十分な仕組みを構築してこなかった。過去の財産を活用促進するためには、こ
れは 1つの課題である。
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　もう 1つの大きな課題は、過去の蓄積を後から参照しようとする人にとって、実践例（報
告書 DVD）とその検討プロセス（メーリングリスト）の関係が切れており、最終成果物
としての実践例を参照できても、その過程でどんな議論がされたのか、どういう判断のも
とで最終的にその教材がデザインされたのかを知ることが難しかった点にある。
　そのために、例えば、過去に誰かが実践した教材をアレンジして使おうとした際に、検
討過程であえてやめた工夫をそこまで考えずに取り入れてしまったり、元の教材の意図や
前提となった子どもの実態を十分理解しないまま使ってしまったりすることが生じうる。
　そこで、最終的な成果物とセットでそこに至るまでの議論が見えることで、新しく授業
づくりのコミュニティに入った先生方も周辺的に授業づくりのプロセスに参入しながら、
より質の高い授業研究を進めていくことがやりやすくなると考えた。
（ 3）システムの具体
　現在開発中の学譜システムは、主に授業ごとの「トピック」画面と、「トピック」探し
の出発点になるトップページで構成されている。
①トップページ
　トップページは教科ごとのトピック一覧ページへのリンクと、トピック検索フォーム、
新着トピックの一覧で構成されている。キーワードを入力して検索することで、「トピッ
クのタイトル」「メールの件名と本文、投稿日時」「添付ファイル名とファイル内のテキス
ト」のいずれかが検索キーワードと一致するトピックが表示される（図 2）。

図 2：学譜システム　検索画面の例
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②トピック詳細ページ
　図 3がトピックの詳細ページである。トピックのタイトルは最初のメールのタイトル
が自動で付される。ページの右半分にはメールの情報が表示される（図 3中①）。1つの
授業づくりに関連する複数のメールが時系列で並べられる。添付ファイルはページの左上
部にメールごとに表示される（図 3中②）。添付された教材の初版から完成版までがまと
めてこの部分に時系列で並ぶことになる。ページの左下部には，このトピックと似た内容
のトピックへのリンクの一覧が推奨表示される（図 3中③）。

図 3：学譜システム　トピック詳細画面の例
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（ 4）今後の課題
　学譜システムの開発は、今年度「新しい学びプロジェクト」の先生方に実際に活用して
いただく段階に進んだ。今後は使用者の声を聞きながら、検索機能の改善やトピックタイ
トルの編集、最終版教材の一覧ページ追加といったシステム改善を進めていきたい。
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3 ．学びの評価を支える～学瞰システム～
　本節では、現在開発中のシステムのうち、子どもの学びのプロセスを短期的、中長期的
に記録、分析するための「学瞰」システムについて報告する。
（ 1 ）概要
　「知識構成型ジグソー法」の授業で子どもたちは話したり、書いたり、たくさんの学び
のデータを残してくれる。学瞰システムは、この学びのデータ（音声や手書き文字）を児
童生徒ごとに収集・管理し、クラウド上の音声認識サービス等を用いてテキストデータ化
し、キーワード検索システム等で分析結果と共にテキストを可視化するシステムである。
また、システム上で複数授業のデータを蓄積することで、一人の子どもの学習状況を追跡
することもできる。これによって、授業の振り返りを学びの事実（エビデンス）に基づい
たものにし、授業研究の質を支えることをねらったシステムである。
　「学瞰」という呼称は、「学譜」に対応し、学びの記録を俯瞰するという意味合いを込め
て名づけられたものである。
（ 2 ）システム以前の取組とその課題

①子どもの学びの事実に着目した授業研究
　第 2章で報告したように、近年私たちは子どもの学びの事実に着目した仮説検証型の
授業研究の取組を進めてきた。
　今日の授業で子どもたちがどんなことを考えたり、話したりしてくれるとよいのか、授
業者が具体的な学びの想定（仮説）を持ち、それを参観者に共有して、想定と実態を比べ
ながら丁寧に 1つのグループの子ども達の学びの事実を見とり、仮説を検証するという
スタイルの授業研究である。こうした取組には大きな手応えを感じている。
　他方、取組を展開して改めて感じたことは、ある程度想定を共有した上で同じ 1つの
グループの学びを丁寧に観察しても、一人ひとりの参観者の着目する点は違う、拾い上げ
る言葉は違うということである。もちろん、だからこそ多様な参観者の視点で検討できる
よさがある。しかし、その場の観察で拾い上げられなかった言葉は、協議等でも取り上げ
られず、それによって学びのプロセスの解釈が限定されることも十分ありうる。
　第 2章第 3節で報告した事例のように、熟達した実践者の場合でも、授業中に子ども
たちの言葉を拾いながら主観的に行った学びのプロセスの解釈が、後で対話記録を見直し
てみることで大きく転換することもある。こうした気づきは、実践者の「その場その時」
の主観的な見とりを越えたものであるからこそ、大きなインパクトをもって次の授業づく
りにつながりうる。また、多様な経験、視点を持った先生方が、対話の過程全体が見える
状態で一緒に分析、議論することで、自分一人では気づかなかった学びの過程の見方、解
釈の仕方に気づくチャンスも生まれうる。

②授業前後の解の変容の記録
　また、「知識構成型ジグソー法」の授業では、授業の最初と最後に子どもたちに同じ課
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題に対する答えを表現してもらい、そのワークシートを提出してもらうことで、授業前後
の解の変容から本時の学びを見とることを行ってきた。

③課題
　もちろん、対話の過程全体を可視化した状態で対話分析をするためには、音声による対
話を文字起こし（テキストデータ化）する必要がある。研究者が研究目的で行うことは可
能だが、学校の先生方が日常的にと考えるとコストの高いステップである。これをいかに
手軽に行えるようにするかが大きな課題である。
　また、これまで集めてきた授業前後の解の変容を含め、対話記録など学びの記録を採取
しても、現状では 1時間の授業の評価に用いるだけで中長期的な変容を捉える材料とし
ては十分活用できていない。学びの記録を管理するシステムの構築も次の課題である。
（ 3 ）システムの具体
　開発中の学瞰システムは、主に「知識構成型ジグソー法」授業における子どもの学習デー
タを一覧管理できる学瞰マネジャーと、作成した対話記録についてキーワード分析を行う
Conversation Analyzerとで構成されている。前者から後者を呼び出すことができる。

①学瞰マネジャー
　学瞰マネジャー（図 4）は、授業における児童生徒の学習データを一覧管理するための
ツールである。主な機能として以下を有し、授業を超えて比較・追跡に活用できる。

•授業における課題と解答の要素、授業案や使用した資料を一括管理
•名簿上での生徒の授業前後の記述データの一覧管理
•授業前後の記述データに対するキーワード検索・ハイライト表示
•生徒のグループ情報の作成
•発話音声ファイルの管理（外部アプリケーションと連携）
•発話音声ファイルのテキスト変換
•発話テキストの管理（外部アプリケーションと連携）

②Conversation Analyzer
　Conversation Analyzer（図 5）は、所定の形式でテキスト化された対話記録を対象にキー
ワード検索による分析支援を行うツールである。画面左上の検索フォームにキーワードを
入力することによって、入力されたキーワードを含む発話が色づけされる。
　これによって使用者は、セットされたすべてのグループの対話記録から議論の「見たい
ところ」を探してその詳細を見に行き、かつ音声を聞くことができる。また、指定したキー
ワードが登場した回数をグループ毎にカウントするような使い方も可能である。
（ 4 ）今後の課題
　学瞰システムは、現在試用に向けて開発の最終段階に入りつつある。限られた音声認識
率などの課題を抱えながら、完璧なシステムでなくても現場の先生方の役に立つシステム
にするためにはどうすればよいか、実践とシステム開発をつなぎながら「日常的に活用で
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きるシステム」作りに向けて開発を進めている。

図 4：学瞰システム　学瞰マネジャー画面の例

図 5：学瞰システム　Conversation Analyzer画面の例
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はじめに ―使い方ガイド―

第 1 章　授業実践事例編

第 2 章　授業研究導入編

第 3 章　データ編

第 2 部
協調学習 授業デザインハンドブック

（第 3 版）　



はじめに―使い方ガイド―

1．使い方ガイド
　「協調学習 授業デザインハンドブック―知識構成型ジグソー法の授業づくり―」は、子
ども達一人ひとりが主体となって学びながら、他者との関わりを通じて自分の考えをよく
していくような学び（＝協調学習）を教室の中で引き起こすための授業デザインについて、
東京大学 CoREFの研究者及び CoREFと連携している教育委員会、学校の先生方とで 9
年間取り組んできた「知識構成型ジグソー法」の型を用いた授業づくりの実践研究から見
えてきたことを整理して、共有することを目的としたハンドブックです。
　本書は、平成 27年 3月に発刊された第 1版、平成 29年 3月に刊行された第 2版に続
く第 3版です。
（ 1）各章の構成
　第 1章「授業実践事例編」は、知識構成型ジグソー法の実践事例とともに、実践研究
に取り組む先生方が現時点で整理された授業づくりのポイントを紹介しています。
　第 2章「授業研究導入編」では、協調学習の授業づくりで大事にしたい子どもの学び
の過程に着目した授業デザインと見とり、振り返りの視点について解説しています。
　第 3章「データ編」は、巻末付属 DVDに収録した内容を一覧にして示しています。
　巻末付属 DVDには、「知識構成型ジグソー法」の型を用いて、小中高、さまざまな教
科で実践された 2000を超える授業の授業案、教材、実践者の振り返りや CoREFと自治
体による協調学習授業づくり研究連携の過去の年次報告書などが収録されています。
　なお、紙幅の都合上、本報告書第 2部として収録している内容は、ハンドブックとし
て報告書と独立してまとめている内容から一部を抜粋したものとしています。
　基礎的な理論や授業づくりの基本的な考え方については、付属 DVDに収録されている
過去のハンドブックでご覧いただけます。過去のハンドブックは、付属 DVD内の「参考
資料」フォルダから「報告書」、『平成 29 年度活動報告書』と進んでいただき、「第 2部 
授業デザインハンドブック（第 2版）」をご覧ください。
（ 2）使い方ガイド
　本書を手にとられている方には、初めて「知識構成型ジグソー法」や協調学習の考え方
に触れる方から長年授業づくり実践研究に携わってきた方まで、実践者のお立場から指導
主事や管理職等のお立場、または学校関係以外の方まで、多様な方がいらっしゃるかと思
います。また、中には本書を通読するお時間のない方も多いかもしれません。
　どんな関心の方にまず本書のどのあたりを参考にしてみていただけるとよさそうか、次
ページに表の形でまとめてみました。本書の使い方の参考にされてみてください。
（ 3）ハンドブックの先に
　私たちの目指しているのは、実践者、研究者が学びあい、継続的に実践の質、実践につ

はじめに

101



いての考えの質をあげていくサイクルをつくることです。このハンドブックもその過程で
の暫定的な成果物であり、ゴールや決定版ではありません。このハンドブックを手に取っ
ていただいて、使ってくださった先生方からいただいた考えなども次のリソースにしなが
ら、私たちの考えを前に進めていきたいと思っています。
　また、「試してみたら面白くなってきた。もっと知りたい、直接つながりたい」という先
生方のために、CoREFホームページ（http://coref.u-tokyo.ac.jp/）には年次報告会や研究
会のご案内もございます。こうしたチャンスもあわせてご活用いただけましたら幸いです。

初めて授業に取り組んでみよう／経験はあるけどこれでいいのかな？という先生方に
〇 「知識構成型ジグソー法」の授業についてイメ
ージをつかみたい

第 1章「授業実践事例編」第 1節
過去のハンドブック

〇自分の教科の具体的な教材の例が見てみたい 第 3章「データ編」
付属 DVD「開発教材」

〇授業づくりにあたって気になることがある
〇教科での授業づくりのポイントは？

第 1章「授業実践事例編」第 2節
過去のハンドブック

〇協調学習って何？なぜジグソー法なの？
〇どんな理論的背景がある？

はじめに
過去のハンドブック

〇授業での子どもの学びをどう見ればよいか？ 第 2章「授業研究導入編」

授業づくりの経験を重ねて少し自信がついてきた先生方に
〇授業での子どもの学びをどう見ればよいか？ 第 2章「授業研究導入編」

〇 実践をしながら感じている疑問や授業づくりの
ポイントについて、他の先生から学びたい

第 1章「授業実践事例編」第 2節

〇過去の実践例で活用できそうなものは？
〇これまでの取組を見直す参考資料は？

第 3章「データ編」
付属 DVD「開発教材」

〇 協調学習について周りの人に説明するのに、ど
う説明したらいい？

はじめに
過去のハンドブック

実践者ではないが、協調学習授業づくり実践研究に興味をお持ちの方に
〇どんな理論的背景がある？ はじめに

過去のハンドブック

〇「知識構成型ジグソー法」の原理やよさは？ 過去のハンドブック

〇どんな実践研究を行っている？ 第 2章「授業研究導入編」

〇これまでどんなテーマで教材が開発されてきた？ 第 3章「データ編」
付属 DVD「開発教材」
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2 ．「協調学習」授業づくりの前提
　この節では、協調学習の授業づくりの前提について説明していきます。
　「協調学習の授業づくり」と聞いて、あなたは何を思い浮かべたでしょうか？　協調学
習という授業手法があって、それに従ってうまくいく授業を作るノウハウが学べると思っ
たでしょうか？　もしそんなものがあれば、確かに授業づくりは楽になるかもしれません。
　しかし、私たち CoREFは、「協調学習の授業づくり」の「協調学習」とは、子どもたち
自身に実現される学び方のことであり、その実現のために授業を何度でも試し、子どもの
学びを踏まえて周囲と相談しながら作り直していくことを「授業づくり」と考えています。
授業を一回作って終わりではないという意味では、「授業を作り続ける」と言った方が正確
かもしれません。これは大変そうに見えますが、長い目で見ると、授業づくりの労力や時
間を効率的に使えるのではないかと考えています。なぜそう考えられるのかについて、新
しい学習指導要領の考え方にも触れながら、私たちの「前提」を解説させてください。
（ 1）「目的」としての協調学習
　「協調学習」とは子どもたちから引き出したい学び方、つまり目的であり、教育の手段
としての授業法ではありません。ですから、例えば CoREFは協調学習を実現しやすい授
業手法として「知識構成型ジグソー法」を活用していますが、ジグソー法以外にも協調学
習を実現する手段はあるかもしれませんし、逆に「知識構成型ジグソー法」という手段を
使っても協調学習が実現できないこともあります。
　目的と手段を分けて考えることには、「何のための授業なのか」を見失わないでいられる
利点、さらに「手段の観点だけで授業を捉えてしまう」という落とし穴にはまらない利点
があります。前者は比較的よく言われることですので、後者について考えていきましょう。
　例えば、「講義」だと学習内容が 5%しか定着しないのに、「グループ討論」したら
50％、「人に教え」たら 90％などと、学習活動と効果をセットで示した「ラーニング・ピ
ラミッド」なるものがあります。そもそもこの「％」を入れた NTL Instituteの研究自体
にほとんど根拠がないのですが、少し考えてみても、子どもが十分に聞く準備ができた状
態での「講義」の方が、ぼんやりとした問いについて「グループ討論」するより効果があ
るといったことは納得できるでしょう。ほかにも、学習活動の複雑さに応じて、「数分でワー
クシートを書く」活動から「体験学習」までを並べた枠組みなども出されていますが、こ
れとて、子どもにとっての複雑さで考えてみれば、どれだけ子どもたちが活動に慣れてい
るか、先生と子どもたち双方が活動の目的をつかんでいるかで「複雑さ」の感覚も変わる
でしょう。
　そう考えると、授業手法についての「一見わかりやすそうなまとめ」よりも、やはり先
生がどういう目的で授業手法を使うのか、それによってどのような学びを「この授業」で
引き起こしたいのかの自覚が重要になってきます。この「目的」は、具体的にはそれぞれ
の授業に臨む子どもたちの状態を踏まえて、先生がその授業で達成したいひとまずのゴー
ルに向けて、どのような学びを引き起こしたいかで決まります。しかし、それを大くくり

はじめに

103



に考えたとき、私たちが先生方との連携で拠り所にしたい目的が「協調学習＝子ども達一
人ひとりが主体となって学びながら、他者との関わりを通じて自分の考えをよくしていく
ような学び」の実現だ、という訳です。
　この協調学習の目的は、新学習指導要領で取り入れられた「主体的・対話的で深い学び」
という「アクティブ・ラーニング」の視点と近いものでもあります。さらに大事なことは、
アクティブ・ラーニングの位置付け自体が学習指導要領改訂を巡る議論の中で変わってき
た点です。平成 26年 11月の諮問では、「課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学
ぶ学習（いわゆる『アクティブ・ラーニング』）」という形で、学習方法（形態）と対応付
けられていたのが、平成 27年 8月の論点整理以降は一貫して「アクティブ・ラーニング
の視点に立った不断の授業改善」等と「授業改善の視点」として位置付けられるようにな
りました。手法から実現したい学びへの捉え直しが見て取れます。
（ 2）協調学習の授業づくり
　それでは協調学習の視点に立った授業づくりとはどのようなものでしょうか？　知識・
技能は座学で教えられるけれど、コミュニケーション能力や学習意欲は友達と話さないと
向上しないから、協調学習を導入するのでしょうか？　しかし、先生が話したつもりの知
識も子どもの頭には入っていないことや、話す内容が定まっていない状態での話し合いは
むしろ「グループ学習」嫌いを増やし、意欲も落とさせるのはよくあることです。
　これに対して「子ども達一人ひとりが主体となって学びながら、他者との関わりを通じ
て自分の考えをよくしていく」協調学習は、他者との関わりは教科等の内容の理解の深ま
りのためにあると考えています。子ども一人ひとりが「自分で答えを作るんだ」という自
負を持って、でも自分の考えは狭いかもしれないから、仲間と考えを交換して可能なら取
り込んで、徐々に先生が教えたい知識・技能を自分の言葉で表現しながら理解していく。
その中で思考力や協調問題解決能力といった資質・能力も自然と使われる。それが、協調
学習の授業で引き起こしたい学びです。
　新学習指導要領の答申にも、対話的な学びでは「身に付けた知識や技能を定着させると
ともに、物事の多面的で深い理解に至るためには、多様な表現を通じて、教職員と子供や、
子供同士が対話し、それによって思考を広げ深めていく」と書かれています。つまり、知
識・技能、理解と独立して対話があるのではなく、対話を通して教科等の内容が深く学ば
れることが期待されています。さらに「様々な資質・能力は、教科等の学習から離れて単
独に育成されるものではなく、関連が深い教科等の内容事項と関連付けながら育まれる」
とあるように、教科等の内容を対話的に学ぶ中で、「教科等ならではの資質・能力」も育
成されていくという図式が描かれています。
　そう考えると、今日の授業でいま目の前にいる子どもに対して、どういう学習課題で、ど
ういう知識の部品を基に、どのような学びのゴールに向けて、どんな言葉や技能をたくさん
使って理解を深めていってもらうか、さらにそれらの学びをつなげて、単元や教科等でど
のような資質・能力を身に付けていってもらうかが何よりも大事だということになります。
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（ 3）不断の協調的な授業改善
　上記のようにまとめると、「それは、授業を作るときにいつだって大切にしてきた基本だ」
と思われるかもしれません。その通りなのです。私たちが「知識構成型ジグソー法」を使っ
てやりたいことは、「授業をデザインする」ということについての先生の、そして私たち
の理解を深めることです。いつだってやってきたけれども、しかし、本当に子どもの視点
に立って、子どもが掴むべき授業の肝、単元の肝、教科の肝を考え、それを子どものこと
ばや振る舞いの具体に落とし込んで予想し授業で見とって作り直すことを徹底的にやって
きたか。授業を作るという「当たり前」に思えることの奥底に潜む、子どもという基本的
には「他人」の理解や学習の過程を推測することの難しさ、しかもその子どもがたくさん
集まって一人ひとり違う過程を辿っていく多様性、それらを前提にしながら学びの方向性
を大まかにデザインし見とって改善することをしてきたか。そう考えると、教師という仕
事が基本的には「楽」にならない複雑なものであり、だからこそ、一つ一つの授業づくり
が作品に当たる程の極めて創造的な仕事であることが納得できるのではないでしょうか。
　新学習指導要領の答申にも、「（アクティブ・ラーニングは）形式的に対話型を取り入れ
た授業や特定の指導の型を目指した技術の改善にとどまるものではなく、子供たちの…多
様で質の高い深い学びを引き出すことを意図するものであり、さらに、それを通してどの
ような資質・能力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目指すも
のである」という一節があります。対話型授業を取り入れるかどうかという問題でなく、
そこで深い学びが引き出せるか、資質・能力を使って伸ばせるかが問われています。さら
にその先に学習の在り方を問い直し―子どもたちがいかに学んでいるのか、学びうるのか
を問い直す―ことが掲げられています。
　問題はこれを具体的にどう行うかでしょう。少なくとも一つには先生が授業で学ぶべき
ことや子どもの学び方に関する仮説を立てられるように自分の得意な教科・単元等で取り
組むこと、二つにはその仮説を仲間とぶつけ合ってよくすること、三つには授業での子ど
もの学びを見とって仮説を検証できることが必要です。知識構成型ジグソー法を軸とした
全国の先生方、教育委員会との連携は、この三つの条件を満たす基盤になっています。
　知識構成型ジグソー法という授業の枠がはっきりしているだけに、問いと知識の部品を
どう用意するかという「創造的作業」に先生が集中的に従事できます。学校や自治体を超
えた全国の仲間とメールや対面で授業を語り合う機会が―先生が望めば―ふんだんに用意
されています。授業前後の児童生徒の記述の比較や授業中の対話の見とりなど、学びを見
とって「子どもの頭の中までアクティブになっているか」を評価する手法やシステムも鋭
意検証・開発中です。そして、それらを使った先生方の実践から、私たちは、私たちの最
も基本的な前提である「すべての子どもが協調的に学ぶ力を持っている」という仮説を確
かめ続けています。さらにその先に「先生方の協調学習、さらには先生方と私たち研究者、
教育行政関係者、産業界などたくさんの方の協調学習を通して、子どもたちの協調学習も
一層実現しやすくなる」という次の前提を確かめていきたいと考えています。
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第１章　授業実践事例編

　本章では、知識構成型ジグソー法を用いた授業の実践例及びこれまでの授業実践研究を
通じて実践者の先生たちに授業デザインの原則として見えてきていることの一端をご紹介
します。
　第 1節でご紹介する事例は次の 6本です。

　第 1項　小学校　算数「どれだけ多い」の授業
　第 2項　小学校　国語「注文の多い料理店」の授業
　第 3項　中学校　理科「運動の仕組み」の授業
　第 4項　中学校　社会「関東地方」の授業
　第 5項　高　校　地理歴史「カール５世はなぜルター派を容認したか」の授業
　第 6項　高　校　数学「空間図形上を移動する点についての確率」の授業

　実践例は、授業デザインの概要、その授業でどんな学びが起こったかの簡単な解説、授
業案、教材、授業者の先生へのインタビューで構成されています。
　なお、各実践例についてのより詳細な解説が巻末 DVDに収録されています（DVD内「参
考資料」⇒「報告書」⇒『平成 29 年度活動報告書』⇒「第 2部授業デザインハンドブッ
ク（第 2版）第 3章授業実践事例解説編」）あわせてご参照ください。
　実践者の先生方は、こうした実践の積み重ねから、子どもたちの学びの事実を基に授業
デザインや支援のときに大事にしたい原則を整理してくださっています。第 2節では、
こうした学びの事実に基づく授業デザインの原則の一部をご紹介します。

　なお、本章に登場する授業者の所属校はすべて実践当時のものです。
　またインタビューはすべて平成 28年度に行ったものを再録しています。

第 1節　実践例の紹介
第 2節　授業デザインの原則として見えてきていること



１ ．実践例の紹介
（ １）小学校　算数「どれだけ多い」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVDの「A711 かさくらべ」を参照）
　本節で取り上げる実践は、安芸太田町立加計小学校新谷美紀教諭によって小学校 1年
生算数で実践された「どれだけ多い」の授業である。児童数は 11人である。
　本時の授業デザインを表 1に示す。本時は「かさくらべ」の単元の 3/4時間目である。
異なる容器に入った 2種類の液体について「どちらがどれだけ多く入るか」を調べる方
法を考えることが課題であった。児童はこの単元をとおして、「赤組用のオレンジジュー
スと白組用のソーダジュースを比べる」という設定で学んでおり、前時にはどちらが多い
かを直接比較と間接比較で調べ「赤組ジュースのほうが量が多い」ことを確認している。

課題

どちらがどれだけおおくはいるかをしらべるには、どうし
たらよいかな。

エキスパ
ート A

くらべかたの図を見て、このくらべかたがよいかよくない
かを判断し、理由を説明する

エキスパ
ート B

くらべかたの図を見て、このくらべかたがよいかよくないかを
判断し、理由を説明する

期待する
解答の要
素

○同じ大きさの小さい容器に液体を入れ替える必要があることの理解
○容器の杯数を使って液体の量を表現できることの理解（任意単位）
○杯数の「差」で「どれだけ多いか」が求められることの理解
例）＂赤組ジュース＂と＂白組ジュース＂を、同じ大きさの小さい容器に入
れていくつぶんかで比べる。すると、＂赤組ジュース＂の方が 4杯分多く入
るとわかる。

表 1　「どれだけ多い」の授業デザイン

　本時では教師が前時までの流れを確認すると共に、「多い分のジュースを西中先生（校
内の別の先生）にあげる」という新しい設定で、赤組ジュースが「どれだけ多いか」を子
考えることをジグソーの課題とし、実際に様々な容器を渡してジュースを入れ替えながら
答えを考えさせた。

〈赤組〉　〈白組〉
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b）学びの事実に基づく授業の振り返り
　授業を受けた児童 11名のうち、授業前に期待する解答の要素に触れた解答を書けてい
た児童は 1名だけだった。対して、授業後は 11名中 9名が「同じ大きさの小さい容器に
液体を入れ替える必要があること」を理解しているとみなせる解答を書いていた。表 2は
授業前後の解答例である。

〈授業前〉じぶんだったら、どうや
ってしらべますか？

〈授業後〉どちらが　どれだけ　おおくは
いるかを　しらべるには…

Ｘ
児

あかぐみのせんのせんで おなじコップほう。おなじコップだったら
わかるから

Ｙ
児

大きさが小なじこっぷにする

Ｚ
児

（記入なし） おなじこっぷ

表 2　授業前後の解答の例（原文ママ）

　ジグソー活動前半にはとにかく大きい容器に入れようとする、一旦注いだ白組ジュース
をコップに戻して同じコップに赤組ジュースを注ごうとする（間接比較）など、期待とは
異なる方法で考える姿も見られたが、クロ
ストークで「同じコップ法」という子ども
なりの言葉で「任意単位を使った比べ方」
が提案されたのをきっかけに、「○杯は～
の分」という表現が少しずつ子どもたちの
間に広まっていき、授業の最後には、先生
が子どもたちの説明を図に書き込みなが
ら、共通の理解として図 1のような図をつくりあげることができた。
　低学年の児童の場合、自分たちで考えているときの対話の様子は大人からすると不安な
ものである。しかし、そうであっても、自分の言葉で「解」のアイディアを何度も言葉に
してみることをとおして、1年生も着実に自力で理解を深めている。そうした学びの事実
から私たちが学べることもきっとまだたくさんあるだろう。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章 授業実践事例解説編 第 1節に掲載されています。
あわせて参照ください。

図 1　 クロストーク中に子どもたちの言葉をつないで
作った図
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②授業者に聞く
　新谷先生は初任から 4年間、低学年で知識構成型ジグソー法の授業づくりに取り組んで
こられました。今回は、協調学習の授業づくりに学校現場、教育委員会の立場で 7年間取
り組まれてきた安芸太田町教育員会萩原英子先生にもご参加いただき、お二人に特に低学
年での知識構成型ジグソー法の授業実践とそのポイントについて語っていただきました。
　はじめに、知識構成型ジグソー法の授業はどんな点で子ども達の力を伸ばしているとお
感じになりますか。

【新谷】普段あんまり活躍しない子だったり、発表せずぼーっとして見える子がみんなと
話すことで参加する姿や「そうか」というひらめきがあったりといった姿でしょうか。
【萩原】見た目はグループで話をしているんだけど、頭の中は一人ひとりが考えていると
いうのがジグソーをした時のよさだと思います。じーっと黙っている子がいるんだけど、
聞きながら自分で考えている。その考えは自分の中で起こっていることですよね。その時
間が保障されているからこそ力が伸びるのかなと思います。
 【新谷】 この授業でも沈黙の時間もあったんですが、でも子ども達、考えているんだなと。
【萩原】今回の授業ですと、先生がいろんな道具を用意していて、どの道具を持ってくる
かもグループで違うし、その道具をどう使いたいかもグループの中でも違います。子ども
達にせめぎあいがあって、「オレはこの道具、その使い方じゃないんだけどなぁ」と思い
ながら見ている子がいたりする。それで、「その方がいいんだぁ。思い付かなかった」と思っ
たり「やっぱりオレのやり方の方がいいな」と思ったりしているわけですよね。

　そうした子ども達の姿を引き出すための授業づくりのポイントは何でしょうか？

【新谷】まずは授業者が課題をしっかり持っておくことだと思います。この授業では、子
ども達に提示するめあてと課題がズレてしまった結果、「比べ方を調べればいいのか」「ど
れだけ多いかが分かったらいいのか」という二つの課題があって、何をしたらいいのか子
どもがはっきり分かっていないという状態にさせてしまったなという反省があります。あ
とは、子どもの生活などに結びつけながら「どうしたらいいんだろう」と子どもが考えた
くなるような課題を設定していかないといけないということ。その 2点ですね。
【萩原】優しくしすぎない、ということですね。子どもからハテナがでてくる仕掛けをし
ておかないと、最後にクロストークで考えさせたいところに行かないと思うんです。子ど
もがしんどいかなと思ってハードルを下げてしまうことで、活動がスーッと流れてその中
で子どもが考える必然性がなかったり、「こんなこともう分かってるよ」という状態でクロ
ストークに入ってしまうことで一番大事にしたいクロストークが尻すぼみになったりしてし
まう。だから、エキスパートやジグソーの段階ではいっぱいハテナがでてきてもいい、む
しろでてきたほうがいいというつもりで問いや資料を作ることが大事かなと考えています。
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　ありがとうございます。特に低学年での実践の場合、気を付けることはありますか？

 【新谷】 エキスパートで与えるヒントは子ども達の経験したことに拠ってくると思いま
す。高学年だとこれまで習ってきたことがヒントになるんですが、1年生だと、何がどう
ヒントになるのかの見とりをこちらが気を付けてやらないといけないのが難しいですね。
その一方で、話すこと自体は適切な問いがあったら 1年生でも自由に話すことができます。
【萩原】低学年だから…と思ってしまうのはこっちの考えなので、こっちで天井をつくっ
てしまわないことですね。
　あとは、低学年の算数では、普段から算数的活動とか具体的操作を大事にしているので
すが、ジグソーにそれを入れるのは「時間がかかるかな」と思ってちょっと抵抗があった
りします。ただ、今回の新谷先生の授業を見ても、やっぱり低学年の子どもは具体を通し
てしか考えられないんだなと改めて思いました。だから、ジグソーだからと言ってペーパー
一枚渡して抽象概念で考えなさい、というのはちょっと気を付けなきゃいけないですよね。
ジグソーの授業でも「比べてみる」のような、今までの授業でやってきた子どもの思考を
引き出す具体的操作の活動をうまく取り入れながらやっていければよいのではないでしょ
うか。
　また、説明させたいと思うと、穴埋め式のプリントを作ってしまったりします。でも、
それが思考を邪魔することもあります。書かなくてもやってみたことは喋れるので、特に
低学年の場合、エキスパート活動の間は極力書かせない方がよいのではないかと感じてい
ます。
【新谷】そうですね。逆に書こうとしたら、頭の中にあることをうまく書けない。言える
のに書けないという実態もありますよね。

　低学年の子たちでも、何をやるか、課題をはっきりさせてあげて、彼らが取り組みやす
い活動を用意してあげれば、あとは自由に考えながら話す、ということですね。

【萩原・新谷】それを信じてやることですよね。

　では最後、若手の先生のご経験を基に、今後チャレンジする先生方に一言お願いします。

【新谷】ジグソーをやるにあたって、大丈夫かな、自分ちゃんとできるかなという思いは
あります。ただ、やってみたら結構子ども達はできている。それで新たな一面を見せても
らったなと思います。私が言わなくても子どもの力だけでこんなに進められるんだなぁ、
という発見があって、その発見から、これまでやりすぎていたなという反省や普段の授業
も私があんなにやらなくてもよかったんだなという気付きもありました。この型の授業を
やるごとにそういう思いがあります。子どもに教えてもらっているなという感じですね。
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（ 2）小学校　国語「注文の多い料理店」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVDの「A513 料理店」「201611 黒見実践」を参照）
　本節で取り上げる実践は、江府町立江府小学校黒見真由美教諭によって小学校 5年生
国語で実践された「注文の多い料理店」の授業である。児童数は 18人である。
　本時は 11時間で構成される「注文の多い料理店」の 5・6時間目である。前時までに
全体を通読し、初読の感想を持った後、作品の構成やあらすじについて確認している。本
時の授業デザインを表 3に示す。

課題 なぜ 2人の紳士はだまされたのだろう

エキスパート A 2人の紳士は、戸のことばをどんな意味だと思っていたのか。

エキスパート B 戸のことばは本当はどんな意味だったのか。

エキスパート C 紳士たちは自然や動物をどんな相手だと考えているか。

期待する解答の要素 ① 食べる・食べられるの立場が逆転していることに気づかず、
紳士は自分たちに都合よく考えていたので、どんどんだまさ
れて食べられそうになった。
② 二人の紳士は、山の動物を意味なく殺そうとし、自分勝手で、
思いあがっている人たちで動物たちにとって紳士たちはこら
しめたい相手だった。

表 3　「注文の多い料理店」の授業デザイン

　授業の流れとしては、導入で本時の課題について確認し、各自が授業前時点での自分の
答えを記入した。その後、表 3の 3つのエキスパートに別れ、それぞれの視点からワー
クシートの課題に取り組んだ。ここまでで 45分の授業を終えた。次時はジグソー班に移
り、それぞれのエキスパートで取り組んだ内容について情報交換した後、再度課題につい
て班で考えをまとめた。その後、クロストークで各班の考えを交流した。最後に、ここま
での学習を踏まえて自分の考えをまとめて書いたところで 2コマ目の授業を終えた。
ｂ）学びの事実に基づく授業の振り返り
　表 4は授業前後の解答の例である。授業前に戸の言葉に着目した解答をした児童は 4
名のみであった。表 4の例のように、ほとんどの児童が理由として「おなかがすいてた
まらなかったから」のような解答をしていた。
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授業前 授業後

Ｘ
児

どうしても何か食べた
かったから。二人のし
んしがうっかりものだ
から。

二人のしんしは、おなかがへっていてレストランに入っ
ていった。人間が食べれると思ったねこと食べさせても
らえると思ったしんしの思った事がちがっていたからだ
まされた。おなかがへったゆうわくにさそわれてだまさ
れつづけたと思う。ねこもしんしと同じでお中が減って
いてとびらをいっぱいつけてだましつづけたと思う。

Ｙ
児

おなかがすいてたまら
なかったから。すぐ近
くにあったから。もう
動けなかったから。

ねこは人間がたべたいと思ったけど、しんしも人が作っ
た料理したものが食べたくて、どちらも食べたいと思っ
ていた。

表 4　授業前後の解答の例（原文ママ）

　本事例は、授業者が想定していた問いと子どもの受け取った問いにややズレがあった
ケースだと言える。期待する解答の要素からすると、授業者としては、「なぜ二人の紳士
はだまされたのだろう」という問いを、「なぜ二人の紳士は扉の意味を誤解しながらどん
どん先に進んでしまったのか」に近いニュアンスで考えさせたかったと言える。それに対
して、授業前の解答からは、児童が本時の課題を「なぜ二人の紳士は山猫軒に入ってしまっ
たのか」に近いニュアンスで捉えていたことが推測される。
　こうした課題の捉えのズレもあり、ジグソー活動後に期待する解答に行き着いた班は少
なかった。しかし、クロストーク中を経て児童の理解は大きく深まった。クロストークに
おいて「勘違い」というキーワードが発表された際に、授業者はクロストークを先に進め
ず、「紳士はどんな風に勘違いしていたのか」という新たな発問を投げ返して、グループ
で話し合う時間を設けた。時間はごく短かったが、この新しい問いは友達の表現や視点も
借りながら何度も考えを表現し直すやりとりを生み、エキスパート、ジグソーと考えてき
たことが、授業者のねらいに即した答えの表現に急激にまとまっていった。その結果、授
業後には、表 4の例のように、紳士とねこの間に戸の言葉の解釈のズレがあったことに
着目して解答を書くことができている。
　本事例からは、質の高い発問の重要性が改めて浮かび上がってくる。同時に、良い発問
を提示しさえすれば即座に理解が深まるわけではなく、分かりかけていることを何度も言
葉にしてみるやりとりが、わかりかけていることを答えの表現にまとめる支えになること
もわかる。だからこそ、ねらう学びの実現を図るには、「この発問なら、どんなやりとり
が起こって、どのような答えの表現が出てくるか」の具体的な想定が重要になるのである。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章 授業実践事例解説編 第 2節に掲載されています。
あわせて参照ください。
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②授業者に聞く

　黒見先生はこれまで国語を中心に 5年間知識構成型ジグソー法の授業づくり実践研究
に携わってこられました。はじめに、この取組に参加したきっかけを教えてください。

　鳥取県の高校対象の研修に三宅なほみ先生が来られた際に参加させてもらったのがきっ
かけです。国語が専門なのですが、その頃は担任のクラスももっていたので、最初はひた
すら社会で取り組んでいました。項目を組み合わせて考えるというのが社会の考え方に近
いなと感じ、ちゃんと勉強しないままですがどんどんやっていました。その後、国語で大
きめの文学教材を素材に取り組むようになりました。
　その当時、小学校と平行して中学校 3年生の国語も教えており、中学校でもジグソー
の実践を行いました。中学校の授業を先生方に見てもらったところ、生徒の学んでいる様
子が普段の自分たちの知っている様子と全然違うということ、またそのクラスの国語の模
試の成績がすごく伸びたこともあって、子どもが違う、これは何？という感じがあったん
ですね。それで当時所属していた学校全体で取り組んでみようとなりました。
　今から考えるとちゃんと知識構成型ジグソー法になっていたかあやしい授業もありまし
たが、そういった授業も含めると、かなりの高頻度で取り組んでいましたね。それで、学
力低位の子の成績がぐっと伸びて、子ども達が自信を持てるようになってきました。

　子どもの学びの様子が違う、ということですが、具体的にどんな点でそれを感じられま
したか？

　まず一斉の授業だったら自分には役割がないと思っている子が多い、黙っているだけに
なってしまっている子がいます。でも、ジグソーの授業だと、自分が考えなくちゃいけな
い場面ができて、その子自身が「自分はここまでわかった」というのが自覚できたり、他
の子から頼りにされたりすることで、学習の機会が必ずある。で、それができたという実
感を伴っていくということがあると思うんです。
　あとは、一人ひとり考えを必ず書くので、自分の考えを持てるようになるということも
すごく大きいですよね。
　こうした学びの効果として、当初担任級で社会での実践を行っていた頃ですが、社会の
自主学習に取り組む子がとても増えたことが印象に残っています。また、そのクラスに特
別な支援を要するかどうかの境界の子がいました。普段は黙っている子なんですが、ジグ
ソーの社会になると積極的に参加して、本人も「自分は社会ならできる」という風に言っ
てくれるようになりました。自分が自信を持って参加できること、他の子からも頼りにさ
れることが意欲につながったんじゃないかと思います。
　もう一つ印象に残っているのは、逆に比較的学力の高い子たちについてです。学校を移っ
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たばかりの頃、子ども達が「先生、あってる？あってる？」とものすごく正解を気にして
くるのが気になっていました。教師が持ってる答えと自分の答えがあってるかどうか、と
いうことをすごく気にしているんです。この子達、すごく学力は高いのにな、と思って。
運よくその子たちをその後二年間持ち上がったのですが、最後には「答えを自分たちで作っ
ていくのが面白い」と言って卒業していったんですね。その変化っていうのが自分の中で
はすごく印象に残っています。ジグソーを通じて、自分たちで考えていくんだ、先生の答
えを探す勉強じゃないんだと言うのを二年間で実感してくれたんじゃないかなと思います。

　教室の中で低位だったり、学習障害と見なされるような子達にとっては、「先生の答え
探し」というのは苦手な活動で、でも実は自分で考えたり、表現したりというのは得意だ
から、こういう学びを取り入れることで、そういう子たちも伸びていく。他方、「先生の
答え探し」に適応していた子達にとっても、こういう学びを入れていくことで、自分で考
えて答えを作る学びのよさを実感できる。どちらの子たちにとっても、力をつけることに
つながっているということですね。
　こうした授業をつくる上でポイントだと考えられているところについて教えてください。

　ポイントは課題の作り方だと思います。この教材文で何をしたいのか、例えば、テーマ
を問うとか主人公の変容を追う、というのが各学年にあるので、それに添った形で課題を
作っていきます。
　それを具体的な問いに落としていくときは、ジグソーでなくてもそうですが、とにかく
いろんな問いかけ方を考えていきます。一見似ているようなことを問うのでも、いろんな
問い方を考えていて、どれが子ども達の既有知識や問題意識にあっているかを考えないと
いけないなと思っています。

　最後に、これから取り組んでみられようと思っている先生方に一言お願いします。

　まずやってみようというのが一番大事かなと思っています。自分もそうでしたが、やっ
てみて「子どもが違う」というのを是非味わってほしいなと。「なんでこんなに違うのか
な？」と感じると思います。
　あとは、これまでの取組からすごくいい実践がストックされているので、まずはそれを
使ってみるのもいいんじゃないかなと思います。私自身も他の先生の教材をそのまま使わ
せていただくこともあります。子ども達が学ぶように、私たち自身もつながりながら学べ
るというのがこのプロジェクトのいいところだと思っているので、その中に是非新しい先
生方も入ってきていただけるといいなと思います。昔の自分もそうだったんですが、最近「こ
れは知識構成型ジグソー法じゃないんじゃないかな？」と思う実践をジグソーとしてされ
ている方も見かけるので、是非一緒にこの型の本質を学ぶ機会を得られるといいですね。
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（ 3）中学校　理科「運動の仕組み」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVDの「A503 運動」「201610 堀実践」を参照）
　本節で取り上げる実践は、竹田市立竹田南部中学校堀公彦教諭によって中学 2年生理
科で実践された「運動の仕組み」の授業である。竹田南部中学校は、一般的な公立中学校
である。授業は、2年生 2クラスでそれぞれ実践され、生徒数はどちらも 19人である。
　本時の授業デザインを表 5に示す。今回用いた教材は、2年前に作成されたものにアレ
ンジを加えた改訂版である。授業は、この単元でよく使われる定番の体験活動である「落
下する定規をつかむ」活動を導入において全員に経験させ、共通に経験した活動を題材に
「刺激を受けてから運動が起こるまでのメカニズム」を解明してゆく展開となっている。
課題の答えは、授業前後には「図や言葉で自分なりの考えを書いてみよう」という指示で
ワークシートに書かせ、ジグソー活動では、班で 1つのホワイトボードにまとめさせた。

課題 「落ちてくる定規を指先でキャッチ～自分のからだの中で起きているこ
とを細かく、わかりやすく説明してみよう～」

エキスパート
A

〈神経〉
○感覚器官　→　感覚神経　→　せきずい　→　脳　：情報の流れ
○脳　→　せきずい　→　運動神経　→　筋肉　：命令の流れ

エキスパート
B

〈骨格〉
○骨格のつくり（内骨格）と関節のつくり

エキスパート
C

〈筋肉〉
○筋肉のつくりとはたらき　○筋肉と骨のつき方（腱）

期待する解答
の要素

○受けた刺激と器官、それが脳に伝わるまでのルートを図や言葉で表現
すること（感覚神経系についての理解）
例：「目から定規が動き始める刺激を受ける。その刺激が視神経から感
覚神経を通ってせきずいに伝わり、さらにせきずいから脳に伝わる。」
○脳で考えていることと命令を言葉で表現すること（脳の命令内容につ
いての理解）
例：「定規が動き出したので、親指と人差し指の内側の筋肉に縮めと命
令する」
○脳から筋肉に伝わるまでのルートと、筋肉や関節の動きを言葉や図で
表現すること（運動神経系についての理解）
例：「脳からせきずいを通って、運動神経により指の内側の筋肉に伝わ
り、親指と人差し指の内側の筋肉が縮み、定規をキャッチ。」

表 5　「運動の仕組み」の授業デザイン
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b）学びの事実に基づく授業の振り返り
　表 6に生徒の解答例を示す。2人は同じジグソー班で課題に取組んだ生徒である。

授業前 授業後

Ｘ
君

五感で定規を落ちている事を感
じ取り、その感じとった事を脳
に送り、脳から指に「指動かし
定規をつかめ」としれいがおく
られる

目→感覚神経→せきずい⇔脳（定規が落ちたと
いう信号を受け取り、指の筋肉に定規をつかめ、
と命令を出した）

　 ↓
運動神経→手の筋肉

Ｙ
さ
ん

指の筋肉が伸び縮み、関節が動
く。指の神経に脳からの命令が
出される。

目が光の刺激を受ける→脳に「定規が落ちてい
る！」という信号を送る。→脳は「定規をつか
む！」という判断をする→脳が「定規をつか
め！」と定規をつかむために必要な筋肉などに、
命令する。

表 6　授業前後の解答の例

　どちらの生徒も授業前後で「期待する解答の要素」に即して理解を深めていると言える。
他方、一口に「理解の深まり」と言っても生徒によってその実態は多様であることもわか
る。X君は授業前から「感覚神経系」「脳」「運動神経系」3つの要素に言及はしているが、
言及には不完全な点が残っており、Yさんは「感覚神経系」への言及がない。授業後は、
X君が 3つの要素を過不足なく関連づけており、Yさんは感覚神経系と運動神経系の経路
に不完全な点が残る。ただし、深まりの度合いは Yさんのほうが大きい。こうした変化
からは、生徒一人ひとりが自分なりのわかり方を持っていて、それに即して理解を深めて
いたことが窺われる。
　ジグソー活動での対話の様子を見ると、各自がわかり方の違いに基づいて課題に関する
小さな疑問を出し合い、それぞれの視点から解決策を提案し合うやりとりを繰り返しなが
ら、理解が少しずつ深まっていく過程が見える。こうしたやりとりの過程は、子どもたち
が課題に関する自分なりの問いを表現しやすい状況、表現された問いが共有されやすい状
況によって実現したものと考えられる。この授業では、具体的で明確な課題の設定、及び
既習事項や経験と無理なく結びつきやすいエキスパート部品の設定によって、そうした状
況がうまく作り出されていたのではないだろうか。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章 授業実践事例解説編 第 3節に掲載されています。
あわせて参照ください。
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②授業者に聞く

　堀先生は中学校の理科で知識構成型ジグソー法の授業づくりに取組んで今年で 6年目
を迎える先生です。今回、初めて授業づくりに取組む先生方に向けて、取組の様子や手ご
たえ、授業づくりのポイントなどを語ってくださいました。
　どのくらいの頻度で知識構成型ジグソー法の授業を実践されているのでしょうか。

　学期に 3～4回でしょうか。単元によっては、その単元だけで 3～4回というところも
あります。最初は「実験がなくてわかりづらいところを」と考えて天体の単元などで集中
的に教材開発をしてきましたが、現在はどこでもやれそうな気がして、他の単元でも色々
な教材を開発しているところです。
　単元デザイン上の位置づけとしては、知識構成型ジグソー法で大きな流れをイメージし
て、細かいところは講義や実験観察で補っていくような組み合わせ方をしています。導入
で大きな流れをつかんでおいて授業を進めると、細かいところもよく理解してもらえます
し、逆に色々教えてから、大きなイメージで整理してまとめると、というのもいいかなと
思っています。

　単元の中で前後の授業との関係をふまえ効果が期待できそうなところで実践してみる、
といった感じでしょうか。実践から、どんな点に手ごたえを感じておられますか。

　普段の授業であまり活躍しない子も参加して一生懸命考えているところです。集中力の
切れやすい子、あきらめがちな子が粘ってやってみて、何かひらめいたときに、他の子に
話したくなって、それがほかの子を刺激して、相互に高め合うような作用が起きると感じ
ます。子どもたちが授業のあと「疲れたー」といいながらすごくいい表情で帰っていく。
生徒の反応がリアルに見えることで、授業をする側もやる気になります。
　本人もそうした変化を感じているので、後の学習にもつながっています。
　今担当しているのは、入学時には資料の読み取りが苦手な子が多い学年でしたが、自分
なりに解釈して答えを出そうという姿勢がみられるようになりました。「全国学力・学習
実施状況調査」でも、発展的な問題に対して、何も書けない生徒が大きく減って、なんら
か考えて表現するようになりましたし。難易度が高い問題について全国平均より大きく正
答率が高いことも多いです。

　自分の周りの情報を活用して、自分で答えをつくる、そうした主体的な学びかたが少し
ずつ自分のものになっているのですね。目指す資質能力を使いながら、使いこなせるよう
になってきたということかもしれません。こうした自分で考える授業を実現するための授
業づくりのポイントはどこだとお考えでしょうか。
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　ポイントは、授業を作る側が教えたい内容、教材についていろんな角度から探ってみる
教材研究です。教えたい内容について授業者の見方が増えれば、教材ができます。教えた
い内容の核はどういうものなのか、それを子どもたちの興味をひくような問いとして提示
するにはどうしたらよいかが見えてきます。当初はこの過程がかなり大変だと感じていま
したが、回数を重ねるうちにこうしたやり方が自然になってきました。
　同時に生徒の学習の予想も大事です。これも「こんな教材だったらこう学んでくれるだ
ろうな」というのが実践を重ねるうちにできるようになってきました。知識構成型ジグソー
法の場合だけでなく、普段の一斉授業でも、生徒の反応をみたり、ここまでは任せてみよ
うかな、といった判断が以前よりも的確にできるようになった気がします。
　基本的には、子どもがしゃべりたくなるような問いや資料を用意して、あとは待つ、と
いうのがポイントだろうと思います。最初取り組み始めたころはグループを回ってヒント
を出したりしていましたが、最近は基本的にはそれはしなくなりました。言わなくても子
どもたちは、出来ないなりに何とかしようとしますし、それで正しい答えが出なかったと
しても、クロストークでいろんな班の答えを聞いて考え直してくれているようです。
　実際に授業が最後まで終わって、もう一度メインの課題の答えを書かせると、グループ
で行き詰っていた子たちがかなり書けていたりします。もちろん、完璧な正解ではないこ
ともありますが、「ここがわからない」という実感が持てること自体が学ぶ意欲につながり、
その後の学習が納得のチャンスになりやすくなる気もします。

　子どもたちの学びを予想しながら教材を色んな角度から何度見直してみて、子どもたち
がやりとりしながら考えを深めていけるような問いや資料を作っていくのですね。授業づ
くりでは、こうした授業前の準備に大きなウェイトがあって、授業中は子どもたちの学び
の力を信じて「待つ」ことがポイントというイメージでしょうか。
　最後に、これから取り組んで見られようと考えている先生方に一言お願いします。

　とにかくやってみることに尽きると思います。既に多様な実践例がありますから、教材
を見て「これ面白そう」と思ってやってみるのが一番いいと思いますが、まずは、だまさ
れたと思ってやってみて、そのうえで「子どもたちの学習の様子を口を出さずにじっくり
観察する」ことが大事かなと思います。授業の流れや課題はしっかり説明する必要があり
ますが、そこから先は子どもたちに任せて、子どもたちの学習の様子からこちらが学ぶこ
とです。最初は戸惑いもあるかと思いますが、2、3回やってみると、子どもたちも教師
も慣れてずいぶん変わってきます。
　大事なのは、この授業法の正しい使い方がどう、というようなことよりは、この授業法
を使うことで子どもたちがもともと持っている自然に学んでいく力が見えてくるというこ
とだと思います。だからまたやりたくなる。ですから、とにかくまずやってみてください。
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（ 4）中学校　社会（地理的分野）「関東地方」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVDの「A709 東京」を参照）
　本節で取り上げる実践は、安芸太田町立戸河内中学校岡崎英雄教諭によって中学 2年
生社会で実践された「関東地方」の授業である。生徒数は 18人である。戸河内中学校は、
一般的な公立中学校であるが、協調学習の授業づくりに取り組む実践者が多く、生徒たち
は他の教科においても「知識構成型ジグソー法」による授業を多く経験している。
　本時の授業デザインを表 7に示す。本時の題材は、東京大都市圏である。前時の最後
に「外国人が多く訪れる観光スポットのランキング表」、「地域別に見た外国人の延べ訪問
者数のグラフ」と共に本時の課題「外国人観光客が関東地方（東京大都市圏）に集まる理
由を説明しよう」を提示し、各自に解を予想させた。本時では、課題を改めて確認した後、
小問に即して表や地図、グラフから課題解決に資する情報を読み取るエキスパート活動、
課題の答えをホワイトボードに記述するジグソー活動、クロストーク、各自によるまとめ
を行った。課題の答えは、「キーワード」と「詳しい説明文」で表現させた。

課題 外国人観光客が関東地方（東京大都市圏）に集まる理由を説明しよう

エキスパー
ト A

外国人が利用する主な空港・成田空港の国際線運行本数・羽田空港の国内
線運行本数・新幹線の路線図をもとに、東京大都市圏と海外および国内他
地域の交通面のつながりについて考える。

エキスパー
ト B

客室数・日本料理店数・1世帯当たりの自動車普及台数の都道府県比較・
百貨店やレジャー施設の分布図をもとに、外国人観光客にとっての東京大
都市圏の魅力について考える。

エキスパー
ト C

外国人観光客が日本滞在中に楽しみたいことのグラフをもとに、外国人観
光客のニーズと東京大都市圏でニーズを満たす可能性について考える。

期待する解
答の要素

以下の 2つの要素を統合した解答を期待する。
○観光地としての東京大都市圏の魅力についての理解
○国内外をつなぐ交通の拠点としての東京大都市圏の役割ついての理解
例）東京大都市圏は、外国からも来やすく、他の地方に移動するのにも便
利、また、ショッピングなどもできるので、旅行を楽しむことができるか
ら。

表 7　「関東地方」の授業デザイン

②学びの事実に基づく授業の振り返り
　表 8に、生徒の授業前後の解答の例を示す。授業前には Xさんは観光地としての魅力
の観点、Y君は交通拠点としての役割の観点のみからの答えであるのに対し、授業後には
2人とも 2つの観点をふまえた答えを書けるようになっている。
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授業前 授業後

Ｘ
さ
ん

雷門みたいな歴史あるところ
もあれば、109みたいにファ
ッションが楽しめたり、秋葉
原でアニメを楽しめたりいろ
んな人が楽しめるから。

東京大都市圏には 2つの大きな空港があり、新
幹線に乗って地方にもいきやすいから。自動車
がなくても電車があるし、ホテルや免税店も他
の地方よりたくさんある。つまり、東京大都市
圏とは、交通網が便利で自分が日本でしたいこ
とができるところ。

Ｙ
く
ん

空こうが多いから、しかも日
本の真ん中らへんにあるか
ら、東京から京都とか、東京
から広島など移動しやすい。

交通面だと東京からだと新幹線とかで簡単に行
きやすいから便利。そして、施設がそろってから、
買い物とかも便利にできて、外国人観光客のし
たこと、したいことがほぼ東京大都市圏ででき
るから。

表 8：授業前後の解答の例（原文ママ）

　興味深いのは、どちらの生徒も授業前の時点で既に「期待する解答の要素」の一部に言
及した解をちゃんと書けているにもかかわらず、授業をとおして更に理解が深まっている
ようにみえる点である。この授業で起きた「理解の深まり」の過程は、単に「書けなかっ
た正解を書けるようになる」というような過程ではなく、1人ひとりが自分の理解を別の
視点からも見直しながら深め、より良くしていくようなものであったと考えられる。
　ジグソー活動中の対話を見てみると、こうした学び合いがうまく起きた 1つの要因とし
て、子どもたちの課題の受け取り方の影響を指摘できる。例えば「これの全部をまとめん
やんか　むずいね」と言いながら、担当しなかったエキスパート資料についても納得しよ
うとする姿から、子どもたちが、自分たちが取り組むべき課題を「資料中の太字を拾って
キーワードと説明文を書ければよい」というわけでなく、「資料から読みとれる全ての情報
を包含できるより適切な答えをつくる」ことだと受け取っていることが窺われたのである。
　手ごたえのある課題を設定することは、理解の深まりにつながる思考や対話を引き出す
ために重要であるが、生徒にとっての手応えは内容のみできまるわけではない。本時の課
題は内容としてはそれほど難しくない。しかし、1）ゴールイメージを明確に生徒に伝え
ること、2）ゴールの掘り下げを十分に行うことによって、課題は生徒にとって対話を通
じて深めるに足る質の高いものとなりえていると考えられる。「課題の質は生徒の受け取
り方によっても変わる」。これは、今後の授業づくりに対して有益な指針となるだろう。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章 授業実践事例解説編 第 4節に掲載されています。
あわせて参照ください。
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②授業者に聞く

　岡崎先生は中学校の社会科で知識構成型ジグソー法の授業づくりに取組んで今年で 5
年目を迎える先生です。今回、初めて授業づくりに取組む先生方に向けて、取組の様子や
手ごたえ、授業づくりのポイントなどを語ってくださいました。
　知識構成型ジグソー法の授業の良さとして感じられているのはどんなことでしょう？

　やっぱり学習意欲ですね。授業をするのに一番大事なのは、僕らがいかに子ども達の学
びたいという心に火をつけるかだと思っています。その意味で、単に先生の説明を聞いて
やりなさいではなく、お互いに議論をしあったり、そのうえで自分の守備範囲が与えられ
ていたり、わからないときにはわからないと言えたり、子ども達が学習に向かおうと思え
る仕掛けとしてとても魅力的なやり方だなと思います。
　自分の授業の中で印象に残っているエピソードとして、普段「考えてみよう」とか「自
分の思いを三行くらいでまとめてみよう」といったときになかなかできない生徒が、ジグ
ソーの授業の最後に「先生、こんなに書けました。見てください」と持ってきてくれたと
いうことがありました。自分なりにわからないことが自分なりのレベルですけど分かった
り、できたりという実感があったんでしょうね。生徒がとてもいい表情をしていました。
　あとは、学級経営や生徒指導の面でもプラスになると思っています。というのも、普段
他の子と共通の話題が少なくて関わりの少ない子でも、この授業ではひとつ共通の話題が
あって話さざるをえない。そこでああじゃない、こうじゃないと話をすることで、何かし
らつながりができていきます。授業の中の生徒指導として大変有効だと考えています。

　子ども達の学習意欲を引き出すのが知識構成型ジグソー法の良さということですが、そ
うした授業を実現するために授業づくりで工夫されているポイントを教えてください。

　子どもたちが「よしやろう」「解いてみよう」と思わないことには勝負にならないので、
その課題にトライする必然性を持たせることですね。「江戸幕府が 260年続いた理由」で
すとか「記録が残っていないのに、なぜ大和王権が存在して近隣を支配していたというこ
とが分かるのか」など、子どもが解いてみたくなる課題の設定を工夫しています。あわせ
て、導入で「確かにそうだよね。これっておかしいよね」「これって何でかな」と思わせ
るだけの仕掛けをしっかり準備することも心がけています。
　もうひとつ大事にしているのが、授業前後での記述の変化の比較ですね。これを教員側
が子どもの理解を把握するために行うことももちろん大事ですが、子ども達自身に自分で
授業前後に書いた答えを比較させて、「自分がこの勉強をして成長したな、勉強してよかっ
たな」と実感を持たせることも大事だと思っています。先ほど例に挙げた生徒は、最初は
「わかりません」しか書けなかったのが、授業後には 3～4行書けるようになっています。
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こうした実感が次の授業への意欲につながるのではないでしょうか。
　あとは、資料作りのポイントとしては、つまらないところで子どもが引っ掛からないよ
うにというのを気を付けています。例えば、こっちで何気なく使った言葉でも、この言葉
が分からないから意味が分からない、次に進めないとか、「資料○を見て」というのがど
こだか分からないから意味が分からないとか、そういったことはないように配慮していま
すね。こうした工夫で単位時間内に授業が収まりやすくなります。

　子ども達がどこでつまずいているかをよく見て、不要なつまずきをしないように事前準
備しておくことでだいぶ学習にかかる時間も変わってきますよね。あと、岡崎先生の授業
で参考にしたい点として、「答えさせ方」、アウトプットのさせ方があるかなと思います。

　そうですね。ジグソー班では文章でまとめるよりも、キーワードとその理由を答えさせ
るような活動が多いですね。キーワードに集約していく作業には、文章でつらつら書くよ
り深い理解が必要だろうと思います。また、そのキーワードについて「その心はね…」と
いうのを説明させることで、自分の言葉で考えを説明することができます。

　文章でまとめて書くチャンスはまた最後に来ますからね。グループでは、深く考えたり
話したりに集中してほしい。岡崎先生の授業づくりのポイントをうかがっていると、子ど
もに「どういう学習をしてほしいか」の想定が大変具体的なんだなと思います。

　例えば、問いの立て方にしても、今回の授業は 30個くらい問いの候補をたてました。
どういう風に答えてもらえば、焦点をぎゅっと絞っていく感じになるのかをイメージして。
今回の場合、最初は興味を喚起するためにオリンピックと絡めたかったのですが、「なぜか」
「何が言えるか」などいろんな聞き方を考えてもしっくりこなくて、最終的には「東京が
いろんな面で日本の中枢的な機能を備えた都市である」というのを理解してもらうために
「外国人観光客」という存在を通して考えてもらうのがよいだろうという判断になりました。

　最後に、これから取り組んでみられようと考えている先生方に一言お願いします。

　実践集や全国的なネットワークがあるのがこの取組の強みです。ただ、既存教材の活用
をするにしても、自分の教材解釈をしっかりしたうえで行うことが大事だと思います。
　「この教材の肝はなんだろうか」「なんでこの問いを設定されたのか」、できればオリジナ
ルを作られた先生に連絡を取って聞いてみられるといいのかなと思います。あとは、子ど
もの実態にあわせてちょっと資料を変えるようなオリジナリティがあってもいいのかなと。
　実践集を大いに参考に既存教材の解釈、アレンジから自分流を作っていってくだされば、
今度は僕もそれを参考にさせてもらえるだろうと思っています。
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（ 5）高校　地理歴史（世界史）「カール 5世はなぜルター派を容認したか」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVD「S301 宗教改革」を参照）
　本節で取り上げる実践は、埼玉県立浦和第一女子高校で実践された 3年生世界史「カー
ル 5世はなぜルター派を容認したか」の授業である。
　授業を受けたクラスは、積極的に課題解決に努めようとする生徒が多いとのことである。
ただし、歴史の授業においては、時系列的な事実の把握は比較的得意な一方で、横のつな
がりを踏まえて歴史を立体的にとらえることに課題があるという。実践者は、普段の授業
から、そうした課題を意識し、出来事の意味や背景を生徒自身のことばでつかませる機会
を設定しているという。
　本時の授業デザインを表 9に示す。

課題 カール 5世はなぜルター派を容認したか。

エキスパート A カール 5世に関する国内問題：カール 5世は、神聖ローマ帝国国内
ではルター派という敵を抱えていること、ルター派は諸侯や農民へと
支持層を拡大していること。

エキスパート B カール 5世に関する国際問題 1：オスマン帝国のスレイマン 1世が神
聖ローマ帝国に迫っていること。

エキスパート C カール 5世に関する国際問題 2：イタリア政策をめぐり、フランス王
フランソワ 1世とカール 5世が対立していること、フランソワ 1世
とスレイマン 1世が後に提携すること。

期待する解答の
要素

・元から神聖ローマ帝国と対立していたフランスとオスマン帝国が、
利害の一致により同盟を結び、カール 5世にとって脅威となった
・神聖ローマ帝国内ではルター派が、教皇や神聖ローマ皇帝に反対す
る層を取り込んで勢力拡大しつつあった。
⇒国外情勢に応じて国内勢力を結束することが重要。

表 9　「カール 5世はなぜルター派を容認したか」の授業デザイン

　今回の授業では「カール 5世によるルター派の容認」という 1つの出来事を軸に、16
世紀前半のヨーロッパで同時並行的に進んでいた宗教改革と外交問題を関連づけ、時代状
況を把握させることをねらった。エキスパート活動では A41枚程度の資料の読解を行い、
ジグソーでは各事実の関連性に注目して資料の内容を取捨選択しながら、カール 5世を
取り巻く国際状況を図式化することによって課題の答えを表現させる展開となっている。
次に、授業前後の生徒の理解の変化に基づいて学習成果を確認する。表 10に、生徒の授
業前後の解答の例を示す。
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b）学びの事実に基づく授業の振り返り

授業前 授業後

Ｘ
さ
ん

ルター派勢力が拡大
し、数的に有利にな
った、抑制ができな
くなったから。

国内ではルター派を支持する農民や騎士による反乱が起
き、国外ではオスマン帝国と反ハプスブルグ派が手を結び
隣国から攻められそうになったので、一時的に国内のルタ
ー派勢力を鎮圧し、周辺国に対抗しようとしたから。

Ｙ
さ
ん

国内で敵を作ってる
場合じゃないから。

神聖ローマ帝国は、オスマン帝国やフランスと対抗しなけ
ればいけないのに、国内がルター派によって荒れている場
合ではないから。

表 10　授業前後の解答の例

　Xさんと Yさんはどちらも授業前後で理解が深まっていることがうかがわれる。他方、
深まり方は多様である。Xさんは、ルター派の勢力拡大のみに着目していたが、授業を経
て、宗教改革と国外情勢の絡み合いがあったという新しい枠組みで出来事の背景を説明で
きるようになっている。他方、Yさんは授業を通して「敵」が「ルター派」と具体化し、
「敵を作ってる場合じゃない」という緊急事態を、国外情勢と結び付けて表現できている。
　こうした変化は、授業をとおしてほとんどの生徒にみられるものであった。授業前に国
外の情勢に言及できた生徒は 2.5％に過ぎなかったが、授業後には全員が言及できていた。
国内情勢についても、授業前には半数程度の生徒しか言及できなかったものが、授業後に
は 87.5％の生徒が完全に説明できていた。授業前後の解答の比較からは、この授業にお
いて、子どもたち一人ひとりが自分の考え方やこだわりに即して理解を深めていきながら、
全体としては「期待する解答の要素」に向かっていくような学びの過程があったことが窺
われる。この授業を受けたのは、講義式一斉授業とテスト勉強による学習形態でも一定の
成績を残せる生徒たちである。しかしそうであればこそ、ともすれば生徒自身もそれに満
足し、学びが受動的なものにとどまってしまうこともある。しかし、学びの力を使う必然
性のある環境をつくることで、そうした生徒も自分自身で既有知識や新規の情報を関連づ
けながら、答えの背景や根拠を考え深める主体的な学びを経験することができる。そうし
た学びの経験は、生徒たちは教科内容の深い理解と読解力、客観的な思考力、課題解決の
ためのコミュニケーション力などを一体的に伸ばしていくことにつながるものである。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章 授業実践事例解説編 第 5節に掲載されています。
あわせて参照ください。
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②授業者に聞く

　下川先生は 6年間研究に携わっておられますが、「知識構成型ジグソー法」の授業はど
のくらいの頻度で、どういった場面で活用されていますか？

　ジグソー自体は頻度としては学期に 2、3回程度やれればという感じです。基本的には
今回の授業もそうですが、外交関係のような複数の要因を組み合わせて説明させたり、複
数のものを関係づけたりしていくところが世界史においてはジグソーの使いどころかと個
人的には感じています。例えば、「銀の流通」というテーマで、銀が流入する要因（pull）、
反対に、銀を出す要因（push）を組み合わせて説明していく授業なども実践しています。
あとは、これはまだ計画段階なのですが、華僑・苦力といった中国からアメリカ・東南ア
ジアに出ていく人たちがいるときに、彼らが「中国から出ていく背景」、「アメリカ・東南
アジアに入っていく背景」のような、複数のものを関係づけていくところでも実践してみ
たいですね。3つの要素が羅列にならず、組み合わせる過程が発生することに意義がある
のだと思っています。
　様々な事象の関連について、「あぁ！そういうことだったんだ」というのを感じてほし
いですね。もちろん、座学でもそれを感じられる生徒もいると思います。ただ、本校のよ
うな進学校でも教員が喋っていることを受け身でとらえるだけの生徒もおります。そう
いった生徒にはこうした学習が有効なのではないかと感じています。

　先生の勤務校はほとんどの生徒さんが 4年制大学に進学します。こうした授業で大学
入試に通じる学力がつくのか、という点はどうお考えでしょうか。

　僕はここでやっている学びと入試学力はかなり関係があると思っています。特に最難関
大学、東大や一橋で求められるような論述というのは、ひとつの要素だけでは書けません。
地域をまたがったり、時代をまたがったりといったジグソー的な発想は、生徒が入試で使
えないといけないところになります。
　論述の対策として少人数で討論させるという取組も行っているところもあると聞いてい
ます。やはり「え？こうなんじゃないの」と自分で考えてやっていくことがすごく生徒の
頭に残る学習になるということだと思います。
　私自身も、ジグソーでない普段の授業の中でも、些細なことですが、前に学習した内容
について「～について説明せよ」といったシンプルな課題に即して、まず一人で考えて、
それから隣同士で考えたことを確認しあって、といった時間は設けるようにしています。

　この知識構成型ジグソー法の授業は、どんな点で生徒の力を伸ばしていると感じられま
すか？
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　様々な力を伸ばせると思います。まず学力ですね。知識が増えるのはもちろんですが、
書いてあることを客観的に読み取る読解力、課題解決に向けて読み取ったことがどうつな
げられるかを考える力、要約する力、そして知識もつきます。
　学力以外にも、相手の出方をはかりながら話をしていくようなコミュニケーションの力
も伸びますよね。私がよく言うのは、友達を作るコミュニケーション能力と仕事で必要な
コミュニケーション能力は別物だということです。仕事をやったり、勉強をしたりしてい
く上でのコミュニケーション能力は友達をつくるのとは別物だと思うんですね。ウェット
なつながりとは違う、「この課題解決のために」という割り切ったつながり。そういった
意味でのコミュニケーション能力、そのための技術がこういった学習を通じて育つのでは
ないでしょうか。あと大事なのは、こういった対話的な授業の中で、やりとりを眺めてい
る生徒の存在です。そういった生徒がたまに俯瞰的な視野から大事なことを言うことがあ
ります。そういった多様な役割を生徒同士認めること、教員の側も認めてあげることが大
事で、「あの子はコミュニケーション取っていないからダメ」なんてことは全然ないんです。
この学習でこういったいろんな能力が試されているな、と感じます。
　具体的には、今回の授業でもそうでしたが、課題に対して的を射た解答ができるように
なっていること、特に定期考査の点数から見ると決して高くない生徒が「これはこうで～」
などと説明できている場面などから、「この生徒はやればもっとできるんじゃないか」と
感じさせられます。普段全然授業に積極的ではない生徒も一生懸命取り組んでいたり、そ
ういった普段と違った姿が教員に見える。「これはこうでこうでこうじゃない？」「わかん
ない！」みたいなやり取りの中で生徒が理解を作り上げていくところを見ていると、ここ
でいろんな力がついているなと感じることができます。

　最後に、これから取り組んでみられようとする先生方に一言お願いします。

　まず、失敗を恐れないでいただきたいということです。まずはやってみることが大切で
す。やってみる中でいろんな反省事項が出てきますから、それを次に生かせばよいと思い
ます。
　2つ目に、これは私のポリシーですが、「ジグソーの教材を作ればいいってものじゃない」
ということでしょうか。手段が目的化してしまってはいけない。ジグソーをやりさえすれ
ばよいではなくて、「このねらいだからジグソー」というこだわりを持ってほしい。私の
場合は、一見バラバラな事象が「あぁ、こういう風につながるんだ！」という教材を目指
しています。そういうこだわりは持ってほしいです。教材を作るのは正直楽ではないです
が、教材作成自体が本当に自分の勉強になります。既にできている教材もあるので、まず
はそういったものを借りてやってみるところから入ってもいいでしょう。その先に、自分
でしっかり考えて、しっかりねらいや哲学を持って教材作成に取り組ことができるとよい
のではないでしょうか。
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（ 6）高校　数学「空間図形上を移動する点についての確率」の授業
①実践の紹介
a）授業デザインの概要（※詳細は付属DVDの「S619 確率」を参照）
　本節で取り上げる実践は、埼玉県立大宮光陵高校白石紳一教諭によって高校 3年生数
学・数学探究で実践された「空間図形上を移動する点についての確率」の授業である。
　白石教諭の「数学探究」のカリキュラムでは、「知識構成型ジグソー法」による演習と
一斉授業の連携により、生徒自身が、教師の提示する情報を自分の知識に組み込みながら、
主体的・対話的に理解を深めていくことが目指されている。
　本時の授業デザインは表 11のとおりである。

課題 四角形 ABCDを底面とする四角錐 OABCDを考える。点 Pは時刻 0
では、頂点 Oにあり、1秒ごとに次の規則に従ってこの四角錐の 5
つの頂点のいずれかに移動する。
規則：点 Pのあった頂点と 1つの辺によって結ばれる頂点の一つに、
等しい確率で移動する。
n秒後に点 Pが頂点 Oにあった確率を pnとするとき、pn＋1と pnの
関係式を求めよ。

エキスパート A 位置を表す関数と確率の関係をグラフ化

エキスパート B 課題状況を具体的にイメージするための設問

エキスパート C サイコロの出目に従って移動する点についての確率

期待する解答の
要素

①点 Pが n秒後に Oにあるとき pn＋1＝0であり、点 Pが n秒後 Oに
なければそれぞれ 　　　　（場合わけ）
② n秒後点 Pが Oにある確率を pnとしたとき、Oにない確率は 1－
pn（余事象）
解答例） pn＋1は、n＋1秒後に点 Pが頂点 Oにあった確率。このとき
n秒後 Pは O上にいない。これは、pnの余事象のため、確率は、（1－
pn）。ABCDから Oに移動する確率は、 　。よって、　　　　　　　。

表 11　「空間図形上を移動する点についての確率」の授業デザイン

　メインの課題は京都大学の入試問題（2007）である。要求される知識は基本的なもの
であるが、n＋1秒後の点 Pの位置と n秒後の点 Pの位置の関連をとらえ、Pnと Pn＋1の
関係が漸化式として表現するためには、文章から現象を数学的にイメージし、分析して、
意味と事実関係を把握し、式に表現するハイレベルな力が必要となる。今回のデザインで
は、日々の授業をとおして培ってきた力を引き出すために、敢えて直接的なヒントをエキ
スパート部品とせず、考え方の手がかりとなる視点を提示するにとどめた。
　一連の授業は 50分授業 4コマ＋αで行われた。前時にまずは１人で問題に取組み、エ

pn＋1＝3
1

3
1 pn＋1＝（1－pn）3

1
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キスパート活動、ジグソー活動を各１時間で行い、３時間目にクロストーク及び教師の解
説を行い、４時間目にポストテストと振り返りを行っている。
b）学びの事実に基づく授業の振り返り
　表 12は、プレとポストのテストにおける生徒の解答例である。

授業前 授業後

各点において 1秒後に 　 の
確率でどこかの点に移動する
ので、 　　　　　　　←
1秒で Oに戻れないので。

pn＋1とは n＋1秒後に点 Pが頂点 Oにある確率である。
これが成立するには n秒後に点 Pは頂点 Oにあっては
いけない。つまり pnの余事象である。
　1－pn…①
さらに A～Dにいる点 Pが頂点 Oに進む確率は
　　…②
①②を組み合わせて、

pn＋1＝（1－pn）3
1

pn＋1＝3
1－ pn3

1

表 12　授業前後の解答の例

　この生徒は、授業前には場合分けや余事象の考え方を活用できていないが、授業後には
完全な正答を書けている。この生徒のいたジグソー班は、当初期待とは異なる方針で答え
を出そうとしていたが、思考や対話をとおして方針の限界を認識し、n秒後と n＋1秒後
の点の動き方の検討に基づいて適切に方針を転換することができた。完全正答を書けた生
徒の割合は、クラス全体では、5％から 85％へと大きく増えていた。
　「知識構成型ジグソー法」を活用してこうしたハイレベルな課題に取組んでみる授業と、
そうした経験を活かせる講義式授業の組み合わせによる指導に、実践者は解き方の解説と
反復練習以上の定着効果を実感しているという。生徒たちは、悩みつつも自分たちで考え
を作り、見直しながら前に進む一筋縄ではいかない学びの過程をとおして、先生の解説か
らもより豊かに学べる力を身につけているのではないだろうか。

本実践についての詳細な解説が、巻末 DVD収録の『平成 29年度活動報告書』第 2部「授
業デザインハンドブック」、第 3章　授業実践事例解説編　第 6節に掲載されています。
あわせて参照ください。

4
1
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②授業者に聞く

　これまでに何年間この研究に携わってきて、どんな経緯で研究を進めてこられましたか？

　これまで 3年間研究を進めてきました。その頃ちょうど、身の回りで授業改善の研究
を始めようとする機運が高まってきて、そのときに「白熱教室」型か、生徒が自分の頭で
考える主体的、協調的な学びの推進型で研究を進めていくのかという 2つの方向があり
ました。私は以前から後者に期待を持っていたので、「未来を拓く『学び』推進事業」に
参加してみることにしました。
　そこで、以前から一斉授業で感じていた課題を解決できるのではないかという気持ちを
持ちました。今まで授業をやっていて不可思議なことが一杯ありました。「なぜ、こんな
に教えているのに身につかないんだろう？」と。特に、生徒がある領域で学んだこと、二
次関数なら二次関数で学んだことを、なかなか他の領域の学習とつなげられないことに課
題を感じていました。問題を出して、解き方を説明するやり方は、丁寧に説明しても、生
徒が次から次へと忘れていくんです。それを解決できるかもしれないという気がしました。
　ただ、何をどうすればいいのかということは、話を聞いても当初よくわからなかったの
で、自分なりに「主体的、協調的に学ぶということは、生徒にとってどういう意味がある
のか」ということを勉強しました。そして生徒が自分自身で理解を「精緻化」していく、
それが大切なのではないかという仮説をたてて、研究を進めてきました。

　研究をとおして、どのようなことが見えてきたのでしょうか？印象に残っているエピ
ソードなどがあれば教えてください。

　理解を精緻化していくような学習が起こる。このことをどのように評価すればいいか？
ということで、長期記憶とインタビューによる学習評価を初年度からやってみています。
初年度に調査の題材としたのはかなり難しい問題だったのですが、クラスで数学の成績が
最下位になるくらいの生徒が授業から 2ヵ月後に問題を解くことできたんです。
　彼にインタビューをしてみたら「知識構成型ジグソー法の授業ことを強烈に覚えている。
人に自分の考えを説明できることに面白さを感じる」と言っていました。従来の授業では
生徒が説明するということはあまりないわけですよね。「先生の説明を聞く」あるいは「先
生の質問に答える」というのがほとんどで、自発的に理解の精緻化を目指すような学習を
する機会が少ないんだろうと感じました。でも、そうした機会があることで、学んだこと
を自分のものにして、長期記憶として保持してくれることがある。そのことが印象に残っ
ています。
　ポイントは個々人で違いますが、「知識構成型ジグソー法」の頭のなかで知識が活性化
するということが起こっているのだなと感じました。
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　「知識構成型ジグソー法」を使って目指す学習を引き起こすためには、どんなところが
ポイントになるとお考えですか？

　とにかく、生徒をよく見て授業をデザインすることです。授業を受ける生徒が、そう簡
単に解けないけれど、話し合いをとおして解に迫っていけそう、という課題が見えた時、
思考のプロセスを体験できるようにすれば、できると思います。
　生徒が、簡単に解けないような課題を中心に、簡単に答えだけを出すことをゴールにせず、
一筋縄ではいかない学びのプロセスをイメージして授業をつくれるといいと思っています。
自分の既有知識と照らし合わせながら概念を膨らませるところに醍醐味があると思うので、
考えが止まらないようにしたいと思っています。生徒を「終わった」という気持ちにさせ
ないよう、頭を悩ませ続けるようにするにはどうするか、ということをいつも考えています。

　「主題を問わず」できる、ということですが、型のよさをより活かすために取り入れ方
として注意していることなどはありますでしょうか？

　生徒へのインタビューでは、「知識構成型ジグソー法をやってから、授業で説明される
とよくわかる」という意見も多くありました。基本的には、一斉授業と連携して使うこと
で、相乗効果を生めるといいかと思っています。
　「知識構成型ジグソー法」の授業では、多様な生徒がそれぞれに自分の知識を活性化し
て学んでいます。生徒は自分のわかりやすいところから考えて、自分なりに納得していき
ます。いわば、深いところで学習できるのです。だから、それをやりっぱなしで放ってお
いたら勿体無いと思っています。自分たちの考えたことを少し広い視野から見直したり、
他の内容ともつなげたり、教師が整理して次の学びへのつながりを示せるといいのではな
いかと思います。「知識構成型ジグソー法」の授業のときだけ考えろ、というのも無理が
あるし、一斉授業だけで考えろというのも無理があるでしょう。様々な学習環境を組み合
わせて、「知識構成型ジグソー法」で多様な学びの機会を提供し、事後の一斉授業で学び
を系統的につなげるシステムで、一連の学びの質をあげたいと考えています。

　最後に、これから取り組んでみられようと考えている先生方に一言お願いします。

　「知識構成型ジグソー法」は、強力ですが難解な方法です。型のポイントがどこにあって、
どういう学びが期待できるのか、すぐにはわからないかもしれません。だから、大切なこ
とは、生徒が何を学習しているかを把握することです。実践をして「何となくよかった」
とか、「失敗した」で終わらせずに、多様な手法で生徒の学びを見取りながら授業づくり
に取組む必要があると思います。インタビューとか長期記憶テストなども工夫して、生徒
の声を聞きながら、何を学んでいるかを知りながら取り組んでいくことが大切だと思います。
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2 ．授業デザインの原則として見えてきていること
　本節では、「知識構成型ジグソー法」を用いたこれまでの授業実践研究を通じて実践者
の先生たちに授業デザインの原則として見えてきていることの一部をご紹介する。
　子ども達にこんな対話、思考をしてほしいという「つもり」でいろいろと工夫して授業
をデザインしても、実際の学びは予期しないところで想定を超えていったり、想定外のと
ころでつまずきが起こったり、授業者の意図と異なる活動、思考、対話が起こったりする。
　だから、授業デザインの原則をまとめる際には、まず「こんな授業で、こんなデザイン
をしたら、こんな学びが起こった（起こってしまった）」という具体的な学びの事実、エ
ピソードをたくさん集めて、それらに基づいて「子ども達はこう学ぶ（つまずく）のでは
ないか」「だから、授業デザインではこんなことを大事にしたらよいのではないか」を整
理したい。
　下に挙げた例では、小中学校の 3つの国語授業の具体的な事例から、ちょっとした発
問の違いによって子ども達の思考が変わってきた、簡単に答えてくれればよいつもりの問
いを想定外に深く考えてしまったという「子どもの学び方」に着目し、そこから「子ども
がどの問いをどのようにとらえるか、想定しておく」という授業デザインの原則、そのた
めの具体的な手段として第三者に一度問題を考えてもらい意見を聞くことを整理している。
　次ページ以降では、こうした授業デザイン原則として、平成 30年度に「新しい学びプ
ロジェクト」に参加する全国の先生方（小中学校中心）と「未来を拓く『学び』プロジェ
クト」に参加する埼玉県の高等学校の先生方がそれぞれの教科部会で整理されたものを紹
介する。
　留意したいのは、これらは上記の先生方が今見出している原則であって、普遍的なもの
ではないということである。学びの事実の捉えも、またそれらの事実からどんな原則を見
出すかも人によって多様である。だから、他の先生方の見出した原則も参考にされながら、
どうぞご自分（達）のデザイン原則を見出し、また日々見直していっていただきたい。

図 2：平成 30年度「新しい学びプロジェクト」国語部会が整理した授業デザイン原則の一例
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第 2章　授業研究導入編

　本章では、授業改善の PDCA（Plan-Do-Check-Act）サイクルを効果的に回すための仮
説検証型の授業研究の考え方及びそのツールとシステムについて紹介します。

　第 1節では、仮説検証型の授業研究の考え方について説明しています。子どもの学び
を具体的に想定しながら授業をデザインし、学びの事実を基に想定を見直していくような
授業研究の考え方と難しさ、それを支えるツールとシステムについて述べています。

　第 2節では、仮説検証型の授業研究において、授業の事前検討として行いたい子ども
の学びのシミュレーションについて、具体的な進め方とツールを示しています。授業者の
意図やねらいをいったん離れ、教材からどんな学びが起きそうかを想定し、それと意図や
ねらいを比べながら授業デザインの改善点を検討し、学びの仮説を作ります。

　第 3節では、仮説検証型の授業研究における授業研究会の進め方の例を示しています。
参加者に授業者の学びの想定（＝仮説）を共有し、それと学びの事実を比べながら次の学
びのデザインの仮説を得るような研究協議を目指しています。

第 1節　授業研究でやりたいこと
第 2節　事前検討（子どもの学びのシミュレーション）
第 3節　授業研究会（学びの仮説を検証する）



1 ．授業研究でやりたいこと
（ 1）授業改善のPDCAサイクル
　私たちは平成 22年度から全国の教育委員会、学校等と連携し、校種、教科を超えて「知
識構成型ジグソー法」の手法を使った授業改善の取組を続けている。しばしば「なぜ 1つ
の授業法で実践研究を続けているのですか」とご質問を受けるが、それは、「知識構成型
ジグソー法」さえやれば教室で実現したい主体的・対話的で深い学びが引き起こせるから
ということではない。むしろ逆に「知識構成型ジグソー法」をやりさえすれば、ではない
からこそ 1つの手法を中心にした継続的な授業実践研究に意味があると考えている。
　私たちが追究してきた協調学習は、対話を通じて自分なりの納得を伴う理解を形成して
いく学びの過程がどの子にも起こっているかどうか、を問題にしている。また、今度の学
習指導要領改訂にあたっては、アクティブ・ラーニング（AL）の視点からの授業改善と
して、主体的・対話的で深い学びの過程の実現が唱えられてきた。
　どちらも焦点は「子どもがどう学んでいたか」であり、教師がどんな授業手法を使った
かではない。すなわち、教師の側からすると、グループやペアの学習をやったらよいのか、
「知識構成型ジグソー法」をやりさえすればよいのか、という話ではなくて、こうした手
法も取り入れた授業の中で実際に子ども達が主体的・対話的で深く学んでいたかどうかを
大事にしたいということになる。そのためには、授業をデザインする際に多様な子ども達
が主体的・対話的で深く学べるような授業になるかを意識しながらデザインして、実際に
そうなっていたかを学習の様子や成果物から丁寧に見とりながら、次の授業のデザインに
生かしていくことが求められるだろう。

　（引用補：アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善は、）形式的に対話型を取
り入れた授業や特定の指導の型を目指した技術の改善にとどまるものではなく、子供
たちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じた多様での質の高い深い学
びを引き出すことを意図するものであり、さらに、それを通してどのような資質・能
力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目指すものである。
　（中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について」平成 28年 12月。傍線部は引用者）

　これは、平成 28年 12月に示された中央教育審議会答申の一説だが、傍線部にあるよ
うに、「知識構成型ジグソー法」や他の手法等を取り入れることは、目指す授業改善のスター
トであって、ゴールではない。こうした手法も武器にしながら、子どもの実態を踏まえて
試行錯誤し、学習の在り方そのものを問い直していくことが目指されている。
　これまでの私たちの取組から見えてきているように、また全国で主体的・対話的で深い
学びの実現に向けて授業改善を続けていらっしゃる先生方もよくご存知のように、教科の
ねらいに即して、かつ本時の子ども達の実態に即した課題を設定し、子ども達が迷わない
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ような形で適切に提示することは目指す学びを引き起こすための肝であると同時に、私た
ち、授業をデザインする側にとってはそれ自体取り組みがいのある高い課題でもある。
　そう考えると大事なのは、手法が分かった先に、実際にどんな課題で授業をデザインす
るか考えて、試してみて、どんな学びの過程が実現していたかを見とって、子どもの学び
から学んだことを次の授業デザインにどう生かしていくかを考えるという授業改善の
PDCA （Plan-Do-Check-Act）サイクルを回し続けていくことだろう。

　その際、「知識構成型ジグソー法」のような子ども達みんなが自分の考えを表現するチャ
ンスがたくさんある授業には、講義式の授業や一部の子だけが活躍する授業、最後に先生
が答えをまとめてしまう授業ではなかなか見えにくい「個々の子ども達がどんなことを考
えているか」「この 1時間でどのように考えを変化させたか」「どんなところで考えを進
めたか、どんなところでつまずいたか」を見とるチャンスがたくさんある。私たちがこう
したチャンスを活かして子ども達がどう学ぶかについてもっとよく知り、次の授業デザイ
ンについての仮説を得ることができれば、ねらう学びを引き出す授業デザインの力量を向
上させ、継続的に学びの質を上げ続けていくことができるはずである。
　また、もちろん 1回 1回の授業が必ずしもすべてねらいどおりにいくとは限らないが、
そうした中でも子ども達は自分たちなりに学びながら学ぶ力、資質・能力を伸ばしていっ
ている。こうした学びの繰り返しが子どもの学ぶ力の伸長、教師の見とりと授業デザイン
の力の伸長を支え、中長期的に見て、目指す主体的・対話的で深い学びをより確率高く、
よりいろんな場面で実現することにつながる。

図 1：主体的・対話的で深い学びを引き起こす継続的な授業改善の PDCAサイクル
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（ 2）サイクルをどう回していくか
　では、この授業改善の PDCAサイクルをどう回していけるとよいだろうか。私たちは、
これを仮説検証型の授業研究として回していけるとよいと考えている。
　事前に「こんな問い、資料、支援で子ども達はこんな思考、対話をするはずだ」を具体
的に想定しながら授業をデザインし（＝仮説作り）、実際の授業の中で子ども達がどう学
んだかを仮説と照らしつつ丁寧に捉え（例えば、「この問いはこう受け取ってくれるはず
だと思っていたが、こんな捉え方で議論が進んだ」「予想していなかったこんな視点が子
ども達から出てきた」など）、子どもの学びの実態から学びながら、学んだことを次の仮
説（＝授業デザイン）に生かしていくような授業研究である。
　もちろん、日本の特に小中学校では授業研究は盛んに行われてきている。
　しかし、例えば伝統的な授業研究に対しては、「子ども不在」で教師が何をするかだけ
に着目した授業研究に陥ってきたという批判もある1 （日本教育方法学会、2009）。「ここ
ではこれを教えることになっている」「こんな活動やこんな活動も取り入れられたらいい」
といった視点だけで授業が検討され、その中で多様な子ども達がどのように学びそうか、
どうつまずきそうかといった具体的な学びの想定があまりされないという批判である。
　これに対して近年「子どもの学びに注目する」授業研究のスタイルが広まりつつある。
教師が何をしたかではなく子ども達がどう学んでいたかに着目する、事前研より事後研を重
視するといった特徴がある。この方が学びの研究としては筋がよさそうだが、これに対して
も、ともすれば子どもの学びについての解釈が教授的な意図や授業のねらいを離れたもの
になってしまうという批判がある2 （石井、2013）。確かに、一生懸命議論していた、あの子
からこんな発言が出たという見とりはとても大切だが、他方、例えば、子ども達は一生懸命
話してくれていたんだけど、その議論は今日、教科のねらいとして焦点化させたい方向を向
いていたか、そうであった／なかったとしたらなぜ？といった視点を欠いてしまったら、私
たちが子ども達の学びの事実から学び、次の学びの質をよくすることにはつながりにくい。
　だから、授業改善の PDCAサイクルを回す授業研究と言ったときには、

　1 ）子どもを主語に「ここでは何をどう学んでほしいのか」を具体的に想定し、「だか
らこんな手立てを用意する」を意識的に行う授業のデザイン

　2 ）「子どもがいかに学んだか」という事実に着目し、事前の想定（＝仮説）と照らし
あわせながら、私たち自身の想定を見直していく事後の授業検討

で構成されるような仮説検証型の授業研究ができるように意識して進めたい。

1   日本教育方法学会編（2009）『日本の授業研究　上巻　授業研究の歴史と教師教育』　
学文社

2   石井英真（2013）教師の専門職像をどう構想するか―技術的熟達者と省察的実践家の
二項対立図式を超えて―、教育方法の探究 16、pp. 9-16、京都大学
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（ 3）仮説検証型の授業研究の難しさ
　1）子どもの学びを具体的に想定しながら授業をデザインし、2）学びの事実を基に 1）
の想定を見直していくような仮説検証型の授業研究ができるとよいが、それにはいくつか
の難しさがあるだろう。ひとつは、事前に「子どもがどう学びそうか」を具体的に想定し
てみることの難しさであり、もうひとつは、参観者の先生方が「子どもがどう学んでいた
か」を授業者の意図やねらいに即して検証する難しさである。
　事前に「子どもがどう学びそうか」を具体的に想定してみる難しさについては、授業を
デザインする本人が「自分が自然には想定していない学びの道筋」の可能性を考える難し
さであるとも言える。通常、授業者本人は、自分にとって自然な 1つの学びの道筋を想
定して授業のデザインを行う。授業者は「こう聞かれたら当然こんな答えかこんな答えが
出るだろう」と意識的、あるいは無意識的に考えてデザインしている。他方、実際の子ど
もの学びの道筋には多様な可能性がある。もしかしたら「こう聞かれたら」の時点で既に
まったく違う受け取り方をしているかもしれない。授業をデザインしている本人が自分の
こだわりからいったん離れて、自分と違うこだわりを持った多様な子ども達がどのように
学びそうかを具体的に想定することは認知的に大変複雑な作業である。
　もうひとつ、参観者の先生方が「子どもがどう学んでいたか」を授業者の意図やねらい
に即して検証する難しさについては、授業者の意図やねらいが具体的な子どもの学びの想
定のレベルで参観者に共有されにくいところに原因があるだろう。
　例えば、研究授業の際、同じ校種、教科、学年の先生でも、授業者がこの 1つの問い
で何を考えさせたいのか、その意図を正確に把握するのは難しい。例えば、その問いが「こ
の問いは簡単に答えられるはずだ」というつもりでの設定なのか、「ちょっとつまずいて
もいいからじっくり考えさせたい」なのか、「このポイントを押さえてほしい」なのか、「ひ
とまず自由に考えを広げてほしい」なのかにもいろんな可能性がある。だから、結果的に
子ども達が簡単に答えてしまったり、つまずいたり、ひとつの答えに集約したり、発散し
たりしたときにそれが意図のとおりなのか、想定外のことなのかも判断しにくい。
　そう考えると、参観者が目の前で起きている子どもの学びについて、授業者の意図やね
らいに即して検証することは実はとても難しい。参観した授業について「私はもっとこう
したほうがいいと思いました」という意見を述べることはいくらでもできるし、子ども達
の学びを丁寧に見て「子ども達がここでこうつまずいていました」と指摘することまでは
できる。しかし、そのことが授業をデザインした本人にとって、あるいは参観している私
たちにとって次につながる学びになるためには、「こんなつもりでこんな問いを設けた／
支援をしたけど、やっぱりそうだった／実はこうだった」といった学びの想定が補助線と
してあったほうがよいだろう。
　もちろん、通常研究授業等では、参観者に指導案や授業案、教材を事前に配布するが、
それらは子どもの学びを見とる際の補助線として使うには、まだ少し具体性に欠けるので
はないか。
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（ 4）授業研究を支えるツールとシステム
　この 2つの難しさを越えて、仮説検証型の授業研究を支えるためにどうしたらよいか。
　事前に「子どもがどう学びそうか」を具体的に想定してみる難しさについては、この作
業を複数の目で行う場が作れるとよいだろう。授業者本人は自分の意図やねらいが分かっ
ているので、そこを一旦離れて客観的に子どもはどう学びそうかを想定するのは難しい。
ならば、多様な視点をもった先生方が参加して学びを想定する場を設けたい。
　このとき、やりたいのは多様な視点をもった先生が最初から「もっと授業をこうしたら
いい」と言い合うような検討会ではない。多様な視点をもった先生方に参加してもらう一
番の理由は、いったん授業者の意図やねらいを離れた目線で（＝子どもに近い目線で）こ
の問い、資料、活動でどんな思考や対話が起こりそうかを想定してもらうためである。
　だから、具体的にはこんな活動による子どもの学びのシミュレーションができるとよい
と考えている。1）まずは先生方が実際に授業を体験してみて、2）体験を踏まえ、本時
の子ども達（得意な子、苦手な子）だったら、事前に課題を考える際、各エキスパートで、
ジグソー活動で、最後にもう一度課題を考える際、どんな答えを出してくれそうか想定し、
3）それと授業者のねらいを比較して授業デザインの改善点を考える。
　ポイントは、3）の活動まで参加者の意見、改善案を出さずに進めること、授業者のね
らいや意図を聞かずに進めることである。そうすることで、まず丁寧に実際起こるだろう
思考や対話を想定し、それが授業者のねらいや意図と本当にあったものになりそうか、客
観的に検討するような活動になりやすいだろう。子どもの学びのシミュレーションの具体
的な進め方について、ひとまず一番リッチな形でこんな風に実施できるとよいだろうと私
たちが考えるものの例とそのためのツールを次節で紹介する。
　また、この作業を通してそれぞれの問いに「こんな答えを出してくれそう」「出してほ
しい」という具体的な想定ができれば、ただそれを参観者に共有するだけでも、仮説検証
型授業研究の 2番目の難しさ、参観者の先生方が「子どもがどう学んでいたか」を授業
者の意図やねらいに即して検証する難しさについても乗り越える大きな助けになるだろう。
　例えば、参観者配布用の教材に授業者の想定解や学びの予想を書き込んでおいて、「こ
れと比べながら子ども達の学びを見て気づいたことを教えてください」という風にするこ
とができる。これを補助線にして、事前の具体的な想定解と子ども達の実際の学びの違い
を見比べることができれば、そうでないときよりずっと、私たちが子ども達の学びから見
えること、学べることは具体的になり、次に活かしやすくなる。こうした授業研究の進め
方の具体例とツールについては、第 3節で紹介する。
　最後に、こうした仮説検証型の授業研究がしやすくなるのは、多様な視点をもった先生
方が「知識構成型ジグソー法」というひとつの授業法を核に研究を進めているという私た
ちの実践研究の場の特徴にもよる。異なる学年、校種、教科の先生方、言い換えれば多様
な視点や文化を持った先生方が 1つの授業の検討に参加できることは、多様な子どもの
学びの道筋を想定したり、見とったりする上でとても強力である。
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2 ．事前検討（子どもの学びのシミュレーション）
　子どもの学びのシミュレーションを中心にした授業検討会をどのように進められるとよ
いか。平成 29年度に CoREFが福岡県飯塚市で行った研究会を例に示したい。
　流れは前述のとおり、1）まずは先生方が実際に授業を体験してみて、2）体験を踏まえ、
本時の子ども達（得意な子、苦手な子）だったら、事前に課題を考える際、各エキスパー
トで、ジグソー活動で、最後にもう一度課題を考える際、どんな答えを出してくれそうか
想定し、3）それと授業者のねらいを比較して授業デザインの改善点を考える、である。
　飯塚市で行った研究会の際には、1つの授業につき 12名程度の先生方が検討に参加し、
3 - 4 名ずつのグループになって検討を行った。参加者には当該の校種、教科の先生とそ
れ以外の先生が混在していた。検討会は下記の要領で進め、1つの授業の検討を約 2時間
かけて行った。授業者は、基本的にはいったん模擬授業が実施できる形で発問や資料、ワー
クシートを準備して研究会に臨んでいる。
　下記は、この研究会で先生方に配布した授業検討の進め方である。このとき活用した「授
業デザイン検討シート」については、図 2、3に示した。

《準備》
〇 1つの授業について、授業者以外に 3-15名程度の先生方が参加して検討を行う。
〇 授業者は、叩き台レベルで構わないので、「メインの問い」「期待する解答の要素」「各
エキスパートで考えさせたいポイント」を用意しておく。またこちらも叩き台、不
完全なもので構わないので、具体的なエキスパート資料やワークシートを用意する
（その他、使用予定の教具や操作物なども可能な範囲で準備）。
〇 授業者は、あわせて授業案検討の参考になる資料（教科書や指導要領解説のコピー
など）を用意しておく。

〈ステップ 0　授業体験　30-45分目安〉
※このステップではまだ授業のねらいやゴールについて解説しない。
（1） 授業者が、前時までの学習の流れや本時の内容についての児童生徒の既有知識の大

まかな見積もりを説明し、実際に予定している導入＆提示の仕方で課題を提示する。
（2） 続けて、参加者の先生方を生徒役に、実際に一度授業を実施してみる（時間は適宜

短縮して実施）。
※参加者の先生方に教材や授業のイメージを把握していただくために行う活動です。
※ 授業者は、参加者の先生方のつぶやきなどを観察し、授業改善の材料にしてください。
※ 教材プリント等の準備ができなかった場合、その場では行えない実験等を含む活動
の場合は、各エキスパートの内容を口頭で説明するなど、可能な形で実施してくだ
さい。
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〈ステップ 1　学びの過程のシミュレーション　30-45分目安〉
※ 授業デザイン検討シート 1を使用（各検討班につき 1枚作成し、終了後授業者に渡す）
※参加者を 3 - 5 名程度の検討班に編成する。ステップ 0のジグソー班を検討班とする。
※活動（5）までは授業のねらいやゴールについて解説しない。
（1） 参加者は数人ずつグループになって、ステップ 0で説明を受けた前時までの授業の

流れや児童生徒の実態を基に、授業の最初に児童生徒の出しそうな答えを予想し（得
意な子・苦手な子）、授業デザイン検討シート 1に書き込む。

（2） 参加者が、それぞれのエキスパートから、子どもがジグソー班へ持っていけそうな
情報はどんなものか、また、ジグソー班ではどんな答えをまとめそうかを話し合い、
授業デザイン検討シート 1に書き込む。

（3） 参加者が、最後に子ども（得意な子・苦手な子）が 1人に戻ったときに出してくれ
そうな解答を予想し、授業デザイン検討シート 1に書き込む。

（4）各検討班のシミュレーション結果をクロストーク。
（5） 授業者は、授業のねらいや期待する解答の要素について解説する。また、各検討班

のシミュレーション結果を受けて、授業デザインについて気づいたことがあれば話す。

〈ステップ 2　シミュレーションに基づく改善案の検討　30-45分目安〉　
※授業デザイン検討シート 2を使用（各検討班につき 1枚作成し、終了後授業者に渡す）
（1）授業者が用意した参考資料（教科書コピー等）があれば各検討班に配布。
（2）検討班ごとにシミュレーションをもとに授業デザインを見直す。
（3）各検討班のシミュレーション結果及び改善案についてクロストーク。

　授業者の意図を知らない状態で実際に授業を体験し（ステップ 0）、子どもだったらど
う学びそうかを想定する（ステップ 1）ことによって、授業者の意図と独立に「どんな学
びが起きそうか」を想定できる。
　そうすると、今度は授業者の意図を聞いたとき（ステップ 1の最後）、想定した子ども
の学びと授業者の意図を比較しながら、授業者の意図に沿った学びになるように授業デザ
インを見直すことができるから（ステップ 2）、授業デザインの改善点が見えやすい。
　実際、例えば「これからの日本は、食料自給率を上げていくべきなのか考えよう」とい
う小学校社会の授業を体験してみると、いろいろ考えたけど「上げていくべき」という答
えにしかならないよねという想定が立つ。授業者のねらいを聞くと、「様々な視点を踏ま
えて、0か 100ではないんだということを理解し、判断してほしい」ということだったの
で、シミュレーション結果を踏まえて、「じゃあ、『上げていくべきか』じゃなくて、考え
をスケールやパーセンテージで表してもらえばよいのでは？」という改善案が出てきた。
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図 2：授業デザイン検討シート①（A3版）
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図 3：授業デザイン検討シート②（A3版）
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3 ．授業研究会（学びの仮説を検証する）
　本節では、こうした仮説検証型の授業研究会のもち方の 1つとして、現在私たちの研
究連携で共有しつつある方法を紹介したい。
（ 1）概要
　授業研究会の大きな流れは次のとおりである。

《授業の前に》
〇今日の授業でどんな学びが起きそうか、授業者の具体的な想定を参観者に共有
《授業中》
〇参観者は子どもの話すこと、書くことを授業者の想定と比べながら観察
〇なぜ想定どおりの／想定と違うことが起こっているかを考察
《授業の後に》
〇子どもの学びの事実と授業者の想定を比較して見えてきたことを共有
〇次の授業に活かせそうな仮説を得る

　この授業研究会のスタイルは、子ども達の複雑で多様な学びを見とることは決して簡単
ではないという前提に立ち、その上で授業者のねらいや具体的な想定を共有し、それと子
どもの姿を「比べてみる」ことが見とりを助けるという意図で行うものである。
　前節で紹介したように、子どもの学びを具体的に想定しながら授業のデザインができる
と、これがそのまま今度は検証すべき学びの仮説、授業デザインの仮説になる。
　こうした仮説、具体的な学びの想定を研究授業の参観者とインフォーマルに共有できる
と、参観者にとっては普段知らない子ども達の複雑で多様な学びを見とる際に、授業者の
想定と「比べて見る」ことによって見とりがしやすくなる効果が期待できる。
　また、授業者にとっては自身では物理的にカバーしきれないたくさんのグループの子ど
も達の学びを、自身の仮説を共有した多くの耳や目で「比べてみた」結果を持ち寄っても
らうことによって、今日の子ども達の学びや授業デザインや支援の機能について多くのこ
とが分かることが期待できる。
　こうした丁寧な授業観察から見えてきた事実ベースの振り返りは、授業者の本時の授業
についての振り返りに有効なだけでなく、「知識構成型ジグソー法」を使って協調学習を
引き起こす授業づくりという同じ課題を共有する参観者の先生方が次のご自身の授業づく
りに活かせる仮説を得ることにも貢献するはずである。
（ 2）事前研究協議
　この授業研究会のやり方の特徴として、研究授業の前の時間に事前研究協議の時間を設
けることを推奨していること、事前研究協議から授業観察、事後の研究協議まで一貫して
参観者に同じ 3‒4名程度の小グループで活動してもらうようにお願いしていることが挙
げられる。

第 2章　授業研究導入編

177



　事前研究協議を行う主な意図は、上述のように授業者の想定を事前に共有した上で授業
観察を行うためである。具体的な流れの例は下記のようなものである。

〈事前研究協議の進め方（例）〉
（1）説明：授業研究会の進め方について（5～10分程度）
（2）小グループ協議①：本日の課題を一度といてみる（5～10分程度）
（3）説明：授業者による学びの想定について（5～10分程度）
（4）小グループ協議②：授業者の説明と資料を基に学習を予想（5～20分程度）
（5）説明：授業観察の仕方について（5分程度）

　事前研究協議では、可能であれば（2）参加者自身が本日の課題を一度解いてみるステッ
プを設けることを推奨している。前節で紹介したシミュレーションによる授業検討の簡易
版であるが、参加者自身が教材内容を理解し、またどんなところが難しそうか実感を持つ
ために有効なステップである。
　その後、授業案や教材を使って、授業者に本日の授業における学びの想定について説明
してもらう。下記のように「知識構成型ジグソー法」の各ステップでどのような思考や対
話を期待するか、具体的に話してもらえるとよい。

〈授業者による学びの想定を説明する視点（例）〉
○授業前に子どもはどんな答えを出しそうか
○各エキスパートではどんなことを説明できるようになってほしいか
○ 3つあわせて、ジグソーではどんな思考、対話、活動を期待しているか
○最後に子どもの考えはどう変化しそうか
○つまずきがあるとすると…？

　その際、子どもが取り組むワーク
シートに授業者の想定解やそこで期
待される学習の様子を書き込んだも
のを共有できると、より具体的な想
定の共有がしやすくなる。
　その後、時間が許せば、授業者の
説明と配布された授業案や教材等の
資料を基にどんな学びが起きそうか
小グループで協議する時間を設けら
れるとよい。子どもたちは授業者の
期待や想定の通り学んでくれそう図 4：具体的な学びの想定を記入した教材の例
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か、つまずきや期待、想定と異なる様子が見られるとしたらどんなところかを協議してお
くことで、参観者が学びを見とる準備ができる。
　上記の一連のステップを 30分から 45分程度かけて実施できると理想的だが、実際研
究授業の際に外部の参加者も交えて行う場合は、（1）（3）（5）のステップを中心に 15分
程度、（2）も加えて 20分から 25分程度で実施することも多い。それも難しい場合、前
述のような授業者の具体的な想定解を書き込んだワークシートを共有することで説明に変
えるやり方を工夫する場合もある。校内研修の一環として行う場合は、別の日の放課後等
に時間を設けて事前研究協議を済ませておくことももちろん可能だろう。
（ 3）授業観察
　授業観察では、事前研究協議で共有した授業者の想定と比較しながら子どもの学びの様
子を丁寧に見とることをお願いしている。

〈授業観察の視点（例）〉
〇授業者が想定していたこんな対話や思考が見られた
〇想定になかったこんなよい対話や思考が見られた
〇想定になかったこんなつまずきの対話や思考が見られた
※想定外の様子が見られたとしたら、教材や支援のどんなところが影響していたか考察

　その際、1つのグループの子どもを継続的に観察すること、事前事後の協議を行うメン
バーで同じグループを観察すること（4名のメンバーがいる場合、2名ずつ分かれて観察
するケースもある）を推奨している。
　自由に授業観察を行う場合、ひとつのグループを観察していても、例えばそのとき対話
が少なかったりするとすぐ別のグループの観察に移ってしまい、その一時的な観察によっ
て「あのグループは停滞していた」のように結論付けてしまうことがある。ところが、子
ども達のグループでの学びの様子を継続的に見ていると、あるタイミングで停滞していた
ように見えたグループが、別のタイミングで一気に学びを深めていくような場面にしばし
ば出会う。今日はこのグループと決めたら、そのグループを最後まで見届けることで、こ
れまで私たちの持っていた学びの仮説を見直すような事実に出会うチャンスも増えるはず
である。
　また、同じ班の子ども達の学びを見ていても、人によってそこで拾い上げる発言や様子
は多様であるし、その解釈もまた多様である。私たちが見とった子どもの学びの事実は、
あくまで私たち個人個人の主観的な観察と解釈に基づくものである。だから、できるだけ
一緒に協議するメンバーが同じ班の子ども達を見てそのうえで話をすることによって、一
人の観察者の主観的な結論を共有するだけなく、学びの事実を多角的に捉えなおすような
議論を行いたい。そのために複数人で同じ班を観察できるとよい。
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（ 4）事後研究協議
　事後の研究協議では、まず授業者の想定と比較して見とった学びの事実を共有し、それ
を基に授業デザインや支援を見直し、次に活かせる仮説を見出すことをねらっている。

〈事後研究協議の進め方（例）〉
（1） 協議①「授業者の事前の期待や想定と比べて、子どもの学びの様子について見え

てきたこと」　
　　・小グループ協議（10～20分程度）　・全体共有（5～15分程度）
（2） 協議②「子どもの学びの様子を根拠にして、よりねらいに向けた学びを引き起こ

すために授業デザインや支援の工夫として考えられること」
　　・小グループ協議（5～15分程度）　・全体共有（5～15分程度）
（3） 授業者から振り返り「子どもの学びの様子、協議を踏まえて、授業のデザインや

支援について次に活かせそうな気づきは？」（5分程度）
（4）参加者の振り返り（5分程度）

　上記の進め方で特徴的なのは、協議を 2段階区切っている点、授業者の振り返り（自評）
を協議の後に設けている点、参観者の振り返りの時間を設けている点だろうか。
　協議を 2段階区切っている意図は、まず子どもの学びの事実に焦点化したいというこ
とである。事後研究協議ではしばしば「もっとこうしたほうがよかった」という議論が中
心となることがある。その内容も子どもの学びの事実に立脚したものからそうでないもの
まで、授業者の意図やねらいに立脚したものからそうでないものまで多様である。そうで
はなくて、仮説検証型の授業研究を質高く実現するためには、まず授業者の想定と比較し
て学びの事実がどうだったかをじっくり時間をかけて共有したい。
　協議①でじっくり子どもの学びの姿を共有した後、それに基づいて協議②でよりねらい
に向けた学びを引き起こすために授業デザインや支援の工夫として考えられることを協議
する。協議①の議論がしっかりできていればその時点で協議②で言えることは生まれてい
るはずなのでこちらはあまり時間をかけずに進めることを推奨している。
　授業者の振り返りを協議の後に設けているのは、協議内容も踏まえて振り返りをしても
らったほうがより質の高い振り返りが可能になるためである。また、通常は事後研究協議
の最初で自評の一環として行う意図やねらいの解説は事前研究協議という形で行っている
ので、この流れが可能になる。
　最後に参加者個々がこの授業での子どもの学びの様子や協議から次の「自分の」授業づ
くり（やその支援）に活かせそうな気づきをまとめる時間を設けている。授業研究会は授
業者の力量を評価する会ではなく、1つの授業からみなが学ぶ会であるという原則を強調
することも、仮説検証型の授業研究を日常化していくために重要であるだろう。
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第 3章　データ編

　本章では、これまでの協調学習の授業づくり研究連携における授業実践に関するデータ
をまとめています。

　第 1節では本章及び付属 DVDの概要を、第 2節では付属 DVDに収録されている授業
デザイン及び振り返りの書式の概要をそれぞれ説明しています。

　第 3節では、今年度までの実践例のうち、授業案、教材、「授業者コメント（実践の振
り返りシート）」（一部未収録のもの有）が巻末の付属 DVDに電子データとして収録され
ているものの一覧をまとめています。リストをご覧になって興味を持たれた単元、内容の
実践があれば、すぐに授業案や実際に使われた教材にアクセスしてみることが可能です。

　もちろん、子どもが変われば授業は変わりますので、いつでもどこでも同じ教材が同じ
ように機能するわけではありません。また、授業を実践された先生の事後の思いとして、
「もっとこの点を改善したかった」というものもあります。是非、授業案、教材だけでな
く、収録されている「授業者コメント」を参考にされながら、ご自分の手に馴染む教材と
してアレンジしながらご活用ください。

　巻末付属 DVDには、このほかに、一部授業の動画、協調学習についてのレクチャー、
過去の CoREF年次報告書及びハンドブックの電子データ、実践者の先生方による協調学
習の「授業づくり Q&A」など、さまざまなリソースが収録されています。
　こうしたリソースについても本章で一覧にしてご紹介しています。

第 1節　本章及び付属DVDの説明
第 2節　授業デザインと振り返りのフォーマット
第 3節　実践一覧



1 ．本章及び付属DVDの説明
　本章では、これまでの協調学習の授業づくり研究連携における授業実践に関するデータ
をまとめています。
　第 3節の「実践一覧」では、原則として CoREFが直接あるいは映像で参観したもの、
教材開発に携わったものを中心に、必要なデータが揃っている教材をリスト化しました。
「実践一覧」に掲載されているすべての授業の授業案、教材、教員の振り返りコメントは、
実践ごとに本報告書付属の DVDの「開発教材」フォルダに収録されています。
　DVDにはあわせて、以下のようなコンテンツが収録されています。

「開発教材」
本章第 3節でリスト化している全ての教材について、授業案や教材（資料、ワークノー
ト）、授業者による「授業者コメント（実践の振り返りシート）」を収録しています。

＊ 教材は、小中学校での実践と高等学校での実践のそれぞれについて教科ごとに区分さ
れ、「教科・No・略称」を記載したフォルダに収められています。この「教科・
No・略称　例「国語 A101宮沢賢治」）」は、本章第 3節の「実践一覧」と対応して
います。
＊ 児童生徒が書いたワークノートの記述の打ち込み、授業の際にグループでまとめたホ
ワイトボードの写真なども一部収録しています。児童生徒の解答例等が収録されてい
る教材には、「実践一覧」の備考欄に「記述例」と記しています。
＊ 複数の教室での実践事例録を収録した教材もあります。こうした教材については、「実
践一覧」の備考欄に「アレンジ」と記しています。
＊ 平成 25年度以降の実践（略称の百の位の数字が「4」以降で始まっているもの）に
ついては、原則として、「授業者コメント」に授業を受けた児童生徒 3人分の授業前
後の解答の変化が記録されています。活用する際に参考にされてみてください。
「実践動画」
「開発教材」フォルダの授業のうち、9本の実践の動画を収録しています。
「参考資料」
協調学習についての基礎的な講義の動画を収録した「レクチャー」、過去に刊行した
CoREFの「自治体との連携による協調学習の授業づくりプロジェクト」年次報告書等
の電子データを収録した「報告書」、実践者の先生方が作成された協調学習の授業づく
りについての Q&Aを収録した「授業づくり Q&A」、「その他」の 4つのフォルダによっ
て構成されています。
＊ 動画はMP4もしくは wmv形式で収録してあり、コンピュータ（Windows OS）上では、

Windows Media Playerなどを使って再生できます。DVDプレイヤーでは再生できま
せん。ご注意ください。

　なお、本 DVDに収録されているデータを、無断で他のメディア等に掲載することは禁
止されています。ご注意ください。
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2 ．授業デザインと振り返りのフォーマット
　本報告書で収録している実践は原則共通の授業デザイン及び振り返りのフォーマットを
活用している（振り返りについては平成 25年度実践分以降）。ここでは、これらのフォー
マットの概要とその意図について説明する。
（ 1）授業デザインのフォーマット
　「知識構成型ジグソー法」を使って（あるいは他の手法の場合でも、と私たちは考えて
いるが）、協調的な学びを引き起こすときに授業デザイン上でポイントになる点がいくつ
かある。子ども達がどんな既有知識をもって本時の課題に取り組むのか、本時の課題に対
して出してほしい答えの肝は何か、本時の課題を具体的にどんな問い方で問うか、などで
ある。これらのポイントを明確に意識しながら授業をデザインしていただくために、私た
ちは図 1、2、3で示す授業デザインのフォーマット（授業案）を使っている。
　フォーマットの中心となるのは、「メインの課題」とそれに対する「児童生徒の既有知識・
学習の予想」及び「期待する解答の要素」である。本時考えてほしい課題を明確にし（「メ
インの課題」）、それに対して授業前に子どもがどんなことを書けそうなのか、既有知識の
実態を見積もり（「児童生徒の既有知識・学習の予想」）、それが授業後、どのように深まっ
てくれるとよさそうなのか、教科の本質に即して期待する解答に含まれていてほしい要素
を設定する（「期待する解答の要素」）。その上で、本時の「児童生徒の既有知識・学習の
予想」から出発して「期待する解答の要素」に至るために、どんな部品が必要になるのか
を考え、各エキスパートの設定を行っていく。
　授業をデザインしていく際には、これまでの学習の流れを踏まえて、本時の子ども達に
とってちょうど取り組みがいのある課題とはどのようなものかを子ども達の実態から考え
る必要がある。そのために「本時と前後の学習のつながり」を子ども達が何を学んできた
か、本時の段階でどんな知識が使えそうか、という視点から整理する必要がある。本時の
学習は、本時だけで終わるわけではなく、次の学びにつながっていく必要があるから、「ジ
グソーでわかったことを踏まえて次に取り組む課題・学習内容」も射程に入れた授業デザ
インをしておきたい。また、本時の課題に対してどんな答えを出してくれれば教科の本質
に即して深まりがあったと言えそうかという「期待する解答の要素」を明確にするために
は、本時だけでなく「一連の学習で目指すゴール」を意識しておく必要があるだろう。
　「本時の学習活動のデザイン」や「グループの人数や組み方」は、実際に授業を行う上
での流れに関連する部分である。1コマで「知識構成型ジグソー法」のすべての学習活動
を行う授業もあれば、2コマ使って行う授業もある。また、「知識構成型ジグソー法」と
問題演習や発展的な探究などを組み合わせて一連の学習活動をデザインする場合もあるだ
ろう。
　このように、CoREF様式の授業デザインのフォーマットは「知識構成型ジグソー法」
の授業づくりで大事にしたい視点をおさえたものになっている。こうした授業デザインの
作業は最初はなかなか一筋縄ではいかないが、教科のねらいについて同じ教科の仲間と意
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見交換する以外にも、子どもの実態について校内で意見交換したり、また「人はいかに学
ぶか」の理論や経験則に基づいていろんな先生方とプリントの作りや活動の持ち方などに
ついて意見交換したりしながら、案を固めていけるとよい。第 2章「授業研究導入編」
でも解説したように他教科の先生方に「生徒役」になってもらって、実際に教材に取り組
んでいただくような検討方法もお勧めしたい。
（ 2）振り返りシートのフォーマット
　こうしてデザインした授業で実際子ども達がどのように学んでいたかを学びの記録に基
づいて振り返るためのフォーマットが「授業者コメント（実践の振り返りシート）」であ
る（図 4、5）。
　振り返りシートでは、ひとまず 3名の子どもが「メインの課題」に対して授業の最初
と最後に出した解答を比較して、どのような理解の深まりが見られるかを評価してみるこ
とを求めている。その上で、この解答の変容と子どもの学習の様子を基に、本時の授業デ
ザイン（課題設定や資料づくり）や支援が子どもの学びをどのように支えたのか、よりね
らいに即した学びを引き出すためにどのような改善点がありうるかを検討していく。
　本報告書で授業案、教材と一緒にこの振り返りシートを収録しているのは、学びのエビ
デンスそのものを共有するためである。どんなによく練られた教材でも、あるいは他の教
室で素晴らしい学びを引き出した教材でも、前提となる子どもが変われば、実践のタイミ
ングが変われば、同じ学びを引き出せるわけではない。授業案や教材そのものと同時に、
この教材を使ってどんな子ども達にどんな学びが引き出されたか、それに対して授業者は
どのような改善点を見出したかといった実践の結果が垣間見える「振り返りシート」があ
ることで、「私のクラスだったらこの授業をどう活用できそうか」「どうアレンジしたら使
えるか」ご覧になっている先生方お一人おひとりに考えていただく材料になるはずである。
また、「この教材そのものは使わないけど、この人のこの振り返りは確かにそのとおりだ
なぁ」といった気づきもたくさん共有できるだろう。
　授業案、教材をご覧になる際は、どうぞ是非「授業者コメント（実践の振り返りシート）」
まであわせてご覧いただきたい。
　対話型の授業の中で子ども達はたくさんの学びの記録を残していく。授業者の主観だけ
でなく、こうした学びの記録に即して、どんな学びが起こっていたかを推測し、その学び
に授業デザインの様々な要素（具体的な発問の仕方や資料の作り方、指示の仕方など）が
どう関わっていたかを丁寧に考察していくことこそ、私たちの授業観や子ども観を変えて
いくという継続的な授業研究の一番のねらいにつながることだと考えている。
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図 1：授業デザインのフォーマット（1/3）記入例
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図 2：授業デザインのフォーマット（2/3）記入例
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図 3：授業デザインのフォーマット（3/3）記入例
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図 4：振り返りシートのフォーマット（1/2）記入例
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図 5：振り返りシートのフォーマット（2/2）記入例

189

第 3章　データ編



3 ．実践一覧
　この「実践一覧」は報告書 DVDに収録した知識構成型ジグソー法の「開発教材」を教
科ごとに一覧にしたものです。収録されている教材の数は、小中学校の昨年度までの開発
分が 514、本年度開発分が 125の計 639、高等学校での昨年度までの開発分が 1,377、本
年度開発分が 251の計 1,628の総計 2,267です。収録教材の教科別内訳は下表のとおりです。

国語（111） 社会（114） 算数･数学（178） 理科（124） 英語（22） その他（90）

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

54 57 45 69 101 77 29 95 0 22 51 39

表 1：平成 30年度までの小中学校開発教材数（種類）

国語 地歴 公民 数学 理科 保健体育 芸術音楽 芸術美術 芸術書道 外国語

241 189 78 251 181 73 16 39 26 221

家庭 情報 農業 工業 商業 看護 福祉 教科連携 総学

45 43 44 67 44 24 17 22 7

表 2：平成 30年度までの高等学校開発教材数（種類）

　以下、一覧表の見方について説明します。
　「コード」「略称」は本報告書における当該教材の識別記号です。「A」は小中学校、「S」
は高等学校の教材を示します1。また、百の位の数字は教材の開発年度（「1」は「平成 22
年度」、「2」は「平成 23年度」、「3」は「平成 24年度」、以降同様）を表しており、下 2
ケタは教科ごとの年度内の通し番号です（原則として実践日の順）。「略称」は、教材のテー
マから CoREFが設定した教材識別のための略称です。
　「教材作成者」は当該の教材を最初に作成された先生のお名前、「実践校所在地」「実践校」
（高等学校の場合は「学校名」）は最初にこの教材を使った授業が実践された学校を示し
ています。「テーマ」は、CoREFが設定したその教材のタイトルです。
　「備考」欄には、巻末付属 DVDに通常のセット（授業案、教材、授業者コメント）以
外のデータが追加的に収録されている教材について、どのようなデータが収録されている
かを記載しています。「備考」欄に、「アレンジ」とある教材については、同一の実践者ま
たは異なる実践者が教材をアレンジして別のクラスで実践した例が収録されています。
「動画」とある教材については、「実践動画」フォルダに当該教材の動画が収録されてい
ます。「記述例」とある教材については、授業中の児童生徒の解答例が収録されています。

1   アルファベットは、「A」は CoREFと市町等教育委員会との研究連携「新しい学びプ
ロジェクト」、「S」は同じく埼玉県教育委員会との研究連携からとった記号です。現在の
一覧には、これらの連携以外の先生方が作成された教材も含まれますが、便宜上継続し
て「A」と「S」のコード名を使用しています。
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（ 1）小中学校での実践
凡例

コード 略称 実践校所在地 実践校 学年 教材作成者 備考テーマ

【国語】
国語

A101
宮澤賢治 熊本県南小国町 町立市原小学校 小学校 5年 廣津　望都 アレンジ読書の世界を広げよう―宮澤賢治作品での実践―

国語
A102

意見文 福岡県香春町 町立勾金小学校 小学校 6年 宮成　　努
意見文を書こう

国語
A103

表現 熊本県南小国町 町立市原小学校 小学校 5年 廣津　望都
表現の工夫

国語
A104

ごんぎつね 宮崎県五ヶ瀬町 町立三ヶ所小学校 小学校 4年 津奈木考嗣
『ごんぎつね』

国語
A201

たんぽぽ 熊本県南小国町 町立市原小学校 小学校 2年 廣津　望都 記述例『たんぽぽのちえ』―4つの知恵は何のため？―
国語

A202
擬態 宮崎県五ヶ瀬町 町立三ヶ所小学校 小学校 3年 津奈木考嗣

『にせてだます』―擬態の目的を読みとる―
国語

A203
五重塔 大分県豊後高田市 市立高田中学校 中学校 2年 財前由紀子

『五重塔はなぜ倒れないか』
国語

A204
ゼブラ 愛知県高浜市 市立南中学校 中学校 2年 平岡　香澄 記述例『ゼブラ』

国語
A205

だれが 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 1年 恒任　珠美 アレンジ『だれがたべたのでしょう』―「問い」と「答え」の関係を読みとる―
国語

A206
お手紙 熊本県南小国町 町立市原小学校 小学校 2年 廣津　望都

『お手紙』―気持ちが伝わる音読をしよう―
国語

A207
やまなし 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 南　　紳也

『やまなし』―5月と 12月の物語にこめられたもの―
国語

A208
椋鳩十 兵庫県加西市 市立九会小学校 小学校 5年 多田　俊朗

読書の世界を広げよう―椋鳩十作品での実践―
国語

A209
お手紙シリーズ 熊本県南小国町 町立市原小学校 小学校 2年 廣津　望都

『お手紙』シリーズ―がまくんとかえるくん―

国語
A210

メロス 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 2年 三重野　修

『走れメロス』―メロスを走らせたものは何か 詩『人質』との比較から―
国語

A211
組み立て 和歌山県広川町 町立南広小学校 小学校 3年 榎本　さち

組み立てを考えて書こう
国語

A212
メロス 愛知県高浜市 市立南中学校 中学校 2年 平岡　香澄

『走れメロス』―王とメロスの人物像に迫ろう―

国語
A301

高瀬舟 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年
西村　和子
山下　恵美
山﨑　隆英

『高瀬舟』―喜助は有罪？無罪？―
国語

A302
海を 熊本県南小国町 町立りんどうヶ丘小学校 小学校 3年 湯川　栄一

『海をかっとばせ』―ワタルの気持ちはどう変わった？―
国語

A303
ちいちゃん 熊本県南小国町 町立りんどうヶ丘小学校 小学校 3年 湯川　栄一

『ちいちゃんのかげおくり』―ちいちゃんの本当の幸せとは―

国語
A304

故郷 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 3年 三重野　修

『故郷』
国語

A305
少年の日 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中学校 1年 財前由紀子

『少年の日の思い出』
国語

A306
みぶり 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 1年 恒任　珠美 記述例『みぶりでつたえる』

国語
A401

短歌俳句 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 相田健太郎 アレンジ近現代の短歌と俳句―この作品の作者は？―
国語

A402
話し方 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 4年 馬場　敬子

話す言葉は同じでも―話し方と受け止め方―
国語

A403
大造じいさん 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 5年 恒任　珠美 アレンジ『大造じいさんとがん』

国語
A404

お手紙 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 2年 馬場　敬子
『お手紙』

国語
A405

最後の晩餐 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 坂本佐知子 記述例『君は『最後の晩餐』を知っているか』
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国語
A406

大造じいさん 鳥取県日南町 町立日南小学校 小学校 5年 黒見真由美
『大造じいさんとがん』

国語
A407

漢詩 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 西村　和子
漢詩の風景

国語
A408

ようす 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 2年 丸岡　玉代 アレンジ『ようすをあらわすことば』
国語

A409
平家物語 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中学校 2年 財前由紀子

『平家物語』より　「扇の的」
国語

A410
高瀬舟 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 宮崎由美江

『高瀬舟』
国語

A411
どうぶつの 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 1年 川嶋　久代 アレンジ『どうぶつの赤ちゃん』

国語
A501

海の命 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 馬場　敬子
『海の命』

国語
A502

握手 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中学校 3年 財前由紀子
『握手』

国語
A503

言葉と事実 大分県竹田市 市立豊岡小学校 小学校 5年 吉野　洋子
『言葉と事実』

国語
A504

世界で一番 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 5年 黒見真由美
『世界でいちばんやかましい音』

国語
A505

百年後 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 5年 馬場　敬子
『百年後のふるさとを守る』

国語
A506

月の起源 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 和田真理子
『月の起源を探る』

国語
A507

俳句 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 宮崎由美江
「俳句の可能性」

国語
A508

説得力 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中学校 3年 財前由紀子 記述例「説得力のある考えを述べよう」
国語

A509
大人に 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 1年 吉村　浩一

『大人になれなかった弟たちに…』
国語

A510
わらぐつ 大分県竹田市 市立豊岡小学校 小学校 5年 吉野　洋子

『わらぐつの中の神様』
国語

A511
じどうしゃ 大分県九重町 町立飯田小学校 小学校 1年 岩下　佳子

『はたらくじどうしゃ』
国語

A512
コペルニクス 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 西村　和子

『ネット時代のコペルニクス』
国語

A513
料理店 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 5年 黒見真由美 アレンジ

動画『注文の多い料理店』
国語

A514
ヒロシマ 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 6年 黒見真由美

『ヒロシマのうた』
国語

A515
学ぶ意味 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 坂本佐知子

「学ぶ」ことの意味を考えよう
国語

A601
卒業論文 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次

卒業論文に挑戦しよう「文のパズルと小論文」
国語

A602
かくれんぼ 広島県安芸太田町 町立津浪小学校 小学校 1･2年 中原　理恵

うみのかくれんぼ
国語

A603
スイミー 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 2年 馬場　敬子

『スイミー』
国語

A604
私たちのまち 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 馬場　敬子

私たちのまち
国語

A605
人をつつむ形 大分県竹田市 市立久住小学校 小学校 3年 下田　公嗣

『人をつつむ形』
国語

A606
町の幸福論 大分県竹田市 市立久住小学校 小学校 6年 熊谷　文江

『町の幸福論』
国語

A607
羅生門 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 坂本佐知子

『羅生門』
国語

A608
扇の的 和歌山県湯朝町 町立湯浅中学校 中学校 2年 江川　侑也

『扇の的』
国語

A609
故郷 和歌山県湯朝町 町立湯浅中学校 中学校 3年 福田　真紀

『故郷』
国語

A610
故郷 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 新垣　元子 アレンジ『故郷』

国語
A611

恥ずかしい話 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 新垣　　真
『恥ずかしい話』

国語
A612

メロス 大分県豊後高田市 市立真玉中学校 中学校 2年 財前由紀子
『走れメロス』
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国語
A613

少年の日 宮崎県郡城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 1年 三重野　修

『少年の日の思い出』
国語

A614
料理店 大分県竹田市 市立豊岡小学校 小学校 5年 吉野　洋子

『注文の多い料理店』

国語
A615

故郷 宮崎県郡城市 県立郡城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 3年 三重野　修

『故郷』
国語

A616
少年の日 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 1年 西村　和子

『少年の日の思い出』
国語

A701
ゆうすげ村 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 3年 黒見真由美

『ゆうすげ村』
国語

A702
町の幸福論 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 6年 黒見真由美

『町の幸福論―コミュニティデザインを考える』
国語

A703
サラダで 大分県竹田市 市立豊岡小学校 小学校 1年 吉野　洋子

『サラダでげんき』
国語

A704
故事成語 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 福田　真紀

いにしえの心に触れる～今に生きる言葉～
国語

A705
夏草 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 3年 江川　侑也 アレンジ夏草―「おくのほそ道」から

国語
A706

スピーチ 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 新垣　　真
場面に応じて話そう

国語
A707

那須与一 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 秋山　知子
平家物語

国語
A708

和の文化 大分県竹田市 市立萩小学校 小学校 5年 佐藤　陽子
和の文化をうけつぐ～和菓子をさぐる～

国語
A709

観点で比較 福岡県飯塚市 市立鎮西中学校 中学校 3年 宮崎由美江
課題解決に向けて話し合おう―社会への提案をまとめる―

国語
A710

和の文化 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 5年 黒見真由美
和の文化を受けつぐ　～和菓子をさぐる～

国語
A711

古典の魅力 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 坂本佐知子
古典の魅力発見！

国語
A712

ちいちゃん 埼玉県越谷市 市立桜井小学校 小学校 3年 佐々木由美子
『ちいちゃんのかげおくり』

国語
A801

詩の世界 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 1年 坂本佐知子 記述例詩ってなんだろう
国語

A802
星の花 山口県萩市 市立大井小中学校 中学校 1年 西村　和子

『星の花が降るころに』
国語

A803
字のない葉書 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 久万　真央

関わりの中で『字のない葉書』
国語

A804
大人に 山口県萩市 市立大井小中学校 中学校 1年 西村　和子

『大人になれなかった弟たちに……』
国語

A805
モアイ 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 久万　真央

『モアイは語る―地球の未来』
国語

A806
和の文化 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 5年 黒見真由美

和の文化を受けつぐ
国語

A807
メロス 山口県萩市 市立大井小中学校 中学校 2年 西村　和子

『走れメロス』
国語

A808
絶滅 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 新垣　　真

論説文『絶滅の意味』

国語
A809

のりもの 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 1年
堤　　早雪
岩本　浩輝
足立　恭子

のりもののことをしらべよう『いろいろなふね』

国語
A810

扇の的 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 2年 三重野　修

『平家物語：扇の的』
国語

A811
月夜 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 玉城　　晃

詩『月夜の浜辺』
国語

A812
万葉集 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 久万　真央

和歌「石見相聞歌・挽歌」
国語

A813
竹取物語 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 江川　侑也 スライド蓬莱の玉の枝―『竹取物語』から

国語
A814

最後の晩餐 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 2年 福田　真紀
『君は『最後の晩餐』を知っているか』

国語
A815

春望 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 2年 吉田　　正
漢詩の風景『春望』
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国語
A816

光る地平線 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 1年 野田あゆみ 記述例魚住直子著『光る地平線』
国語

A817
竹取物語 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 1年 犬竹　祟文

竹取物語においてかぐや姫はどのような人物として描かれているか
国語

A901
合意形成 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 新垣　　真 記述例合意を形成する

国語
A902

夏の葬列 沖縄県南風原町 町立南風原中学校 中学校 2年 玉城　　晃
表現を見つめる　小説『夏の葬列』

国語
A903

ふろしき 福岡県飯塚市 市立上穂波小学校 小学校 2年 水谷　隆之
二つのせつめいをくらべよう「ふろしきは、どんなぬの」

国語
A904

イースター島 福岡県飯塚市 市立菰田小学校 小学校 6年 栗原　美紀
「イースター島にはなぜ森林がないのか」

国語
A905

ふろしき 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 2年 森尾　　武
二つのせつめいをくらべよう「ふろしきは、どんなぬの」

国語
A906

川とノリオ 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 6年 柴田美穂子
『川とノリオ』

国語
A907

生ましめんかな 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 2年 野田あゆみ、他
詩『生ましめんかな』

国語
A908

モアイ 大分県豊後高田市 市立高田中学校 中学校 2年 財前由紀子 観点シート『モアイは語る』
国語

A909
ビーバー 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 2年 大庭　美佳

どうぶつのひみつをみんなでさぐろう「ビーバーの大仕事」
国語

A910
料理店 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 5年 髙野　裕美

物語の良さを解説しよう『注文の多い料理店』
国語

A911
海のいのち 福岡県飯塚市 市立若菜小学校 小学校 6年 辰田　駿介

感動の中心をとらえよう『海のいのち』
国語

A912
レモン哀歌 高知県高知市 県立高知南中学校 中学校 2年 久万　真央 観点シート『レモン哀歌』

国語
A913

かたかな 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 2年 河本　聖志
かたかなで書くことば

国語
A914

大造じいさん 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 5年 己谷　麻未
『大造じいさんとガン』

国語
A915

はりねずみ 鳥取県江府町 町立江府小学校 小学校 3年 黒見真由美 記述例世界の物語をしょうかいしよう『はりねずみと金貨』
国語

A916
雪わたり 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 5年 柴田美穂子

『雪わたり』
国語

A917
最後の晩餐 大分県豊後高田市 市立高田中学校 中学校 1年 財前由紀子 観点シート君は「最後の晩餐」を知っているか

国語
A918

土佐日記 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 3年 吉田　　正 記述例「土佐日記」冒頭を考える

【社会】
社会

A101
ハイブリッドカー 宮崎県五ヶ瀬町 町立上組小学校 小学校 5年 大久保朋広 アレンジ

記述例今日本はなぜハイブリッドカーで勝負しているのか
社会

A102
元寇 熊本県南小国町 町立南小国中学校 中学校 1年 原島　秀樹 記述例元寇から学ぼう―人権教育の視点から―

社会
A103

元寇 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 1年 面矢　和弥 記述例元寇はなぜ起こったのか
社会

A201
馬冑 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 1年 面矢　和弥 記述例大谷古墳から馬につける冑が出土したのはなぜだろうか

社会
A202

米 宮崎県五ヶ瀬町 町立上組小学校 小学校 5年 大久保朋広 記述例日本の米づくり
社会

A203
島原 大分県九重町 町立飯田中学校 中学校 2年 吉住　　聡

島原の乱
社会

A204
エネルギー 和歌山県有田市 市立文成中学校 中学校 2年 南畑　好伸

資源とエネルギー
社会

A205
日米開戦 宮崎県五ヶ瀬町 町立坂本小学校 小学校 6年 加藤　裕邦

太平洋戦争開戦の理由
社会

A206
日清・日露 愛知県高浜市 市立翼小学校 小学校 6年 間瀬　智広

日清・日露戦争はなぜ起きた？―ビゴーの絵から考えよう―
社会

A207
工業地帯 和歌山県有田川町 町立鳥屋城小学校 小学校 5年 川口　勝寛 アレンジ工業地帯はなぜ海沿いか？

社会
A208

兵農分離 熊本県南小国町 町立南小国中学校 中学校 1年 原島　秀樹
豊臣秀吉はどんな社会を作ろうとしたのか

社会
A209

太平洋戦争 愛知県高浜市 市立翼小学校 小学校 6年 間瀬　智広
太平洋戦争はなぜ起きた？―日・米・英の立場から―
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社会
A210

豊臣秀吉 和歌山県有田市 市立初島中学校 中学校 1年 高垣　和生
豊臣秀吉が最も強い思いを持って行った政策は？

社会
A301

邪馬台国 愛知県高浜市 市立翼小学校 小学校 6年 間瀬　智広 アレンジ邪馬台国はどこにあったのか

社会
A302

少子高齢化 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 3年 榎本　紀子
面矢　和弥

少子高齢化―有田川町の課題―
社会

A303
経済大観 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 植野健二朗

経済を大観する―もの値段はどう決まるか―
社会

A304
江戸幕府 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 岡崎　英雄 アレンジ江戸幕府の成立

社会
A305

森林 和歌山県有田川町 町立鳥屋城小学校 小学校 5年 川口　勝寛
森林を守る取り組み

社会
A306

小鹿田焼き 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 4年 杉崎　広見
100年続いた小鹿田焼き

社会
A307

社会保障 熊本県南小国町 町立南小国中学校 中学校 3年 原島　秀樹
社会保障の充実

社会
A401

大仏 愛知県高浜市 市立吉浜小学校 小学校 6年 間瀬　智広
聖武天皇はなぜ大仏を作ったのか

社会
A402

高齢化社会 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 植野健二朗
高齢化社会への対応を考える

社会
A403

近畿地方 和歌山県有田川町 町立吉備中学校 中学校 2年 南畑　好伸 アレンジ近畿地方のようす
社会

A404
産業革命 愛知県高浜市 市立高浜中学校 中学校 2年 西村　吉充

産業革命の進展
社会

A405
四民平等 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 岡崎　英雄

四民平等と近代化政策
社会

A501
参勤交代 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 井島　　剛

参勤交代
社会

A502
アジア 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 1年 柴田　康弘 アレンジアジアの国々との経済的結びつき

社会
A503

北海道 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 2年 栃崎　正幸
北海道地方のようす

社会
A504

黒船来航 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 梅本　　啓 アレンジ黒船来航と鎖国の終わり
社会

A505
食料生産 和歌山県有田川町 町立藤並小学校 小学校 5年 岩本　功平

これからの食料生産
社会

A506
アジア 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 鳥羽　雅士

アジア州―人口密度の高い地域―

社会
A507

時代と文化 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 1年 植野健二朗
岡崎　英雄

時代のようすと文化
社会

A508
自由民権 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 2年 植野健二朗

自由民権運動
社会

A509
昔のくらし 宮崎県宮崎市 市立恒久小学校 小学校 3年 大久保朋広

古い道具と昔のくらし
社会

A510
ヨーロッパ 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 1年 柴田　康弘

ヨーロッパ州の地域的特色
社会

A511
死刑制度 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 3年 島村　　勲

死刑制度の存廃について、なぜ国民みんなで議論しなければならないのだろうか？
社会

A601
三大改革 広島県北広島町 町立大朝中学校 中学校 2年 三田　直子

江戸の三大改革
社会

A602
近世 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 2年 柴田　康弘

近世の日本と世界
社会

A603
九州地方 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 2年 柴田　康弘

日本の諸地域：九州地方
社会

A604
工業生産 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 5年 篠沢　　諒

工業生産と工業地域
社会

A605
武士の世 鳥取県日南町 町立日南中学校 中学校 1年 吉村　仁志

武士の世の始まり
社会

A606
京都 島根県浜田市 市立三隅中学校 中学校 2年 塩谷　　覚

日本の諸地域：近畿地方
社会

A607
明治 和歌山県湯朝町 町立湯浅小学校 小学校 6年 坂本　麻美

明治の新しい国づくり
社会

A608
条約改正 和歌山県有田川町 町立田殿小学校 小学校 6年 生駒　真次

国力の充実を目指す日本と国際社会
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社会
A609

オセアニア 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 玉城　健一
オセアニア州

社会
A610

武士 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 中村　謙太
武士による支配の完成

社会
A611

地方自治 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 比嘉　利博
地方自治

社会
A612

古代国家 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 岡崎　英雄
古代国家の形成

社会
A613

東北地方 広島県北広島町 町立大朝中学校 中学校 2年 三田　直子
東北地方

社会
A614

工業生産 和歌山県有田川町 町立石垣小学校 小学校 5年 嶋田　真弓
工業生産とわたしたちのくらし

社会
A701

時差 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 岡崎　英雄
時差の計算

社会
A702

経済統合 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 3年 柴田　康弘
現代の日本と世界

社会
A703

幕政改革 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 上岡　涼太
幕府政治の改革

社会
A704

EU 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 上岡　涼太
進むヨーロッパ統合

社会
A705

五輪開催 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 二宮　憲佑
アジア（オリンピック）

社会
A706

明治政府 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 6年 三浦　由梨
「新しい時代の幕開け」

社会
A707

江戸幕府 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 生田　　敦
天下統一と江戸幕府

社会
A708

南アメリカ 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 上岡　涼太
南アメリカ州

社会
A709

東京 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 岡崎　英雄 動画関東地方（東京）
社会

A710
町人文化 和歌山県有田川町 町立田殿小学校 小学校 6年 生駒　真次

江戸の社会と文化・学問
社会

A711
食料自給率 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 5年 岡本　麻美

これからの食料生産
社会

A712
明治維新 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 小原　朋紀

明治の新しい国づくり
社会

A713
バイオ燃料 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 中村　謙太

南アメリカ州
社会

A714
男女共同 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 岡村　修二

等しく生きる権利
社会

A715
国会 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 上岡　涼太

国会の地位としくみ
社会

A716
地方自治 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 3年 鳥羽　雅士

地方自治を学ぼう
社会

A717
東京五輪 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 6年 桑岡　貴志 アレンジ平和で豊かな暮らしをめざして

社会
A718

価格 和歌山県有田川町 町立白馬中学校 中学校 3年 川嶋　里枝
消費生活と経済のしくみ

社会
A719

金融政策 島根県浜田市 市立三隅中学校 中学校 3年 塩谷　　覚
日本銀行の金融政策

社会
A720

価格決定 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 玉城　健一
消費生活と経済のしくみ

社会
A721

北陸地方 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 上岡　涼太
中部地方

社会
A722

銘菓の歴史 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校小学部 小学校 4年
柴田　康弘
岸　　昌幸
瀧本　有希

私たちの県のまちづくり「筑豊では、なぜ白あんのカステラ饅頭が有名か？」
社会

A723
ネット社会 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 岡崎　英雄

ネット社会の歩き方
社会

A724
明治維新 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 6年 西川　恭矢

明治の新しい国づくり
社会

A725
アフリカ 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 1年 丸橋　直樹

世界の諸地域　アフリカ
社会

A801
東北地方 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 上岡　涼太

東北地方
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社会
A802

戦争と国民 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 岡崎　英雄
第二次世界大戦と日本

社会
A803

水産業 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 5年 桑岡　貴志
水産業のさかんな地域

社会
A804

東京五輪 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 岡崎　英雄
平和と民主化への動き　東京五輪 1964

社会
A805

地域おこし 高知県高知市 県立高知南中学校 中学校 2年 上岡　涼太
四国地方　地域おこしの知恵

社会
A806

働く人 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 3年 古賀　太祐
働く人とわたしたちのくらし

社会
A807

大正時代 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 6年 林田　　渉
大正時代は、すべての民衆が大切にされた時代だったのか

社会
A808

地域の発展 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 4年 小原　朋紀
和歌山の魅力を紹介しよう

社会
A809

交通事故 和歌山県有田川町 町立田殿小学校 小学校 4年 生駒　真次
ふせごう交通事故や事件

社会
A810

食料生産 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 5年 桑岡　貴志
これからの食料生産

社会
A811

食料生産 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 5年 西川　恭矢
これからの食料生産

社会
A812

北アメリカ 埼玉県三郷市 市立早稲田中学校 中学校 1年 木村　武志
北アメリカ

社会
A813

満州進出 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 岩﨑　直輝
戦争への道―混乱する国内―

社会
A814

年金制度 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 3年 河野　桂志
少子高齢化と財政

社会
A815

企業 和歌山県有田川町 町立金屋中学校 中学校 3年 赤堀　裕之
生産の場としての企業

社会
A816

銀行 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 岡崎　英雄
銀行のはたらき

社会
A817

生活と政治 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 6年 関田　知華
私たちの生活と政治

社会
A901

税金 和歌山県有田川町 町立田殿小学校 小学校 6年 生駒　真次
私たちの願いと政治の働き

社会
A902

対立と合意 高知県高知市 県立高知南中学校 中学校 2年 上岡　涼太
対立と合意

社会
A903

多文化共生 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 2年 二宮　憲佑
多文化共生の考え

社会
A904

江戸時代 島根県浜田市 市立旭中学校 中学校 3年 清本　　忍 スライド江戸時代
社会

A905
元寇 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 6年 西川　恭矢

元寇　北条時宗の決断
社会

A906
市の様子 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 3年 吉田　和月

わたしたちの市の様子
社会

A907
三大宗教 大分県竹田市 市立直入中学校 中学校 1年 三浦　祐一

世界の三大宗教
社会

A908
水産業 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 林田　　渉

水産業のさかんな地域
社会

A909
全国統一 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 6年 桑岡　貴志

全国統一への動き
社会

A910
中国四国地方 島根県浜田市 市立旭中学校 中学校 2年 清本　　忍 スライド中国・四国地方

社会
A911

食料生産 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 林田　　渉
これからの食料生産

社会
A912

近畿地方 島根県浜田市 市立旭中学校 中学校 2年 清本　　忍
近畿地方

社会
A913

死刑制度 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 3年 河野　桂志　 　
死刑制度を廃止すべきか続けるべきか

社会
A914

明治維新 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 6年 西川　恭矢 観点シート明治の新しい国づくり
社会

A915
工業生産 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 5・6年 宮井　健作

工業生産とわたしたちのくらし
社会

A916
工業生産 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 5年 田村　麗子、他

工業生産とわたしたちのくらし
社会

A917
三権分立図 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 岡崎　英雄 観点シートリアル三権分立図をつくろう
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社会
A918

くらしと電気 福岡県飯塚市 市立上穂波小学校 小学校 4年 平田　文世
健康なくらしとまちづくり「くらしと電気」

社会
A919

聖徳太子 福岡県飯塚市 市立穂波東中学校 中学校 1年 田中　早紀
聖徳太子の政治改革

社会
A920

鎌倉仏教 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 1年
鎌田　　隆
奥﨑　大輔
山中　菜摘

鎌倉時代の文化と宗教
社会

A921
自然災害 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 林田　　渉 観点シート自然災害とともに生きる

社会
A922

摂関政治 大分県九重町 町立ここのえ緑陽中学校 中学校 1年 阿部　純一
摂関政治

【算数・数学】
算数

A201
足し算 宮崎県五ヶ瀬町 町立鞍岡小学校 小学校 1年 堀　　真朋 記述例たし算

算数
A202

概数 大分県竹田市 市立竹田小学校 小学校 4年 渡邊　久美
どの方法で見積もる？―切り捨て，切り上げ，四捨五入―

算数
A203

線分図 広島県安芸太田町 町立修道小学校 小学校 4年 萩原　英子 アレンジちがう量にわける―線分図を使って―

算数
A204

三角形合同 島根県浜田市 市立波佐小学校 小学校 5年 佐々木挙匡
アレンジ兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 5年 高井　邦彰

合同な三角形を描いてみよう
算数

A205
比 宮崎県五ヶ瀬町 町立鞍岡小学校 小学校 6年 堀　　真朋 アレンジどちらが甘い？―比とその利用―

算数
A206

体積 宮崎県宮崎市 市立赤江小学校 小学校 6年 吉野　了太
体積を求める公式を作ろう

算数
A207

複合図形 広島県安芸太田町 町立修道小学校 小学校 4年 萩原　英子 記述例複合図形の面積を求めてみよう
算数

A208
複合図形 大分県豊後高田市 市立高田小学校 小学校 4年 時枝　博文 アレンジ複合図形の面積―広さを調べよう―

算数
A209

一筆書き 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 水谷　隆之
一筆書きができるのはどんな時？

算数
A210

三角形面積 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 5年 高井　邦彰 アレンジ三角形の面積を求める公式を作ろう
算数

A211
台形面積 島根県浜田市 市立波佐小学校 小学校 5年 佐々木挙匡

台形の面積を求める公式を作ろう
算数

A212
概数 広島県安芸太田町 町立修道小学校 小学校 4年 萩原　英子

がい数の表し方
算数

A213
見積もり 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 5年 高井　邦彰

見積もりを使って
算数

A301
分数乗法 大分県竹田市 市立竹田小学校 小学校 6年 渡邊　久美

分数のかけ算
算数

A302
割算筆算 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 4年 萩原　英子 アレンジ割算の筆算

算数
A303

計算の決まり 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 4年 萩原　英子
計算の決まり（4つの 4）

算数
A304

単位当たり量 大分県豊後高田市 市立高田小学校 小学校 5年 時枝　博文
比べ方を考えよう（単位当たり量）

算数
A305

大きな数 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 細川　隆典
大きな数

算数
A306

台形 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 5年 水谷　隆之
台形の面積

算数
A307

ひきざん 2 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 1年 馬場　敬子
ひきざん 2

算数
A308

多角形 大分県竹田市 市立竹田小学校 小学校 5年 渡邊　久美
後藤　絵里

多角形の内角の和
算数

A309
分数 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 4年 萩原　英子

分数
算数

A310
ひきざん 2 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 1年 恒任　珠美

ひきざん 2
算数

A311
立体 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 6年 高井　邦彰 記述例立体の体積

算数
A401

面積 大分県竹田市 市立菅生小学校 小学校 5年 渡邊　久美
面積のちがいを求める
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算数
A402

円と球 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子
円と球

算数
A403

大きな数 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子
大きな数

算数
A404

式と計算 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 5年 高井　邦彰
式と計算

算数
A405

角・比例反比例 広島県安芸太田町 町立殿賀小学校 小学校 5・6年
複式 免田久美子

図形の角（5年）/比例反比例（6年）
算数

A406
場合の数 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 水谷　隆之 記述例場合を順序良く整理して

算数
A407

平行四辺形 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 名富　朋美
平行四辺形の面積を求める

算数
A408

概数 大分県竹田市 市立竹田小学校 小学校 4年 渡邊　久美
がい数

算数
A409

全体と部分 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子
全体と部分に目をつけて

算数
A410

九九 島根県浜田市 市立波佐小学校 小学校 2年 佐々木挙匡 アレンジ九九をつくろう
算数

A411
掛算筆算 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子

かけざんの筆算
算数

A412
場所 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 1年 田尾佐智恵 アレンジばしょをあらわそう

算数
A413

グラフと表 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子 アレンジぼうグラフと表
算数

A501
比 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 水谷　隆之

比とその利用
算数

A502
長さ 大分県竹田市 市立南部小学校 小学校 2年 渡邊　久美

長さの計算
算数

A503
合同な図形 北海道東神楽町 町立東聖小学校 小学校 5年 津奈木考嗣

合同な図形／直角三角形の面積（複合単元）
算数

A504
概数 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 4年 和田　一枝

がい数を使った計算
算数

A505
単位量 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 5年 和田　一枝

単位量あたりの大きさ
算数

A506
資料調べ 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 6年 萩原　英子

資料の特ちょうを調べよう
算数

A507
場合の数 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 6年 和田　一枝

場合の数
算数

A508
折れ線 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 4年 萩原　英子

折れ線グラフ
算数

A509
複合図形 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 4年 永水　由梨

複合図形の面積
算数

A510
円柱 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 6年 名富　朋美

円柱の体積
算数

A601
角の大きさ 広島県安芸太田町 町立戸河内小学校 小学校 4年 片桐　克敏 アレンジ角の大きさの表し方を考えよう

算数
A602

よみとる算数 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 6年 水谷　隆之 アレンジよみとる算数
算数

A603
計算の決まり 広島県安芸太田町 町立戸河内小学校 小学校 4年 片桐　克敏

計算のやくそくを調べよう
算数

A604
速さ 広島県安芸太田町 町立戸河内小学校 小学校 6年 岡上佳奈枝

速さ
算数

A605
平行四辺形 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 大前　美果

面積の求め方を考えよう
算数

A606
比例反比例 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 南　　紳也 スライド比例と反比例

算数
A607

おおきさくらべ 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 1年 小出　正子 アレンジおおきさくらべ（1）
算数

A608
複合図形 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 4年 名富　朋美

面積の求め方の工夫
算数

A609
台形 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 三浦　由梨

台形の面積
算数

A610
重さ 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 3年 古野久美子

重さくらべ
算数

A611
表とグラフ 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 3年 古野久美子

表とグラフ
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算数
A701

重さくらべ 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 3年 古野久美子
重さ

算数
A702

二次元の表 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 3年 古野久美子
表とグラフ

算数
A703

25＋3 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 田村　麗子
おおきいかず

算数
A704

折線グラフ 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 4年 古野久美子
折れ線グラフ

算数
A705

うさぎと亀 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 6年 和田　一枝 板書
アレンジ速さ

算数
A706

二桁で割る 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 4年 南　　紳也
2けたでわるわり算の筆算

算数
A707

内角の和 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 5年 和田　一枝 板書
アレンジ三角形や四角形の角

算数
A708

比例 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 6年 大前　美果
比例

算数
A709

平均 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 清水　早苗
単位量当たりの大きさ「カープの強さのひみつをさぐろう」

算数
A710

見積もり 福岡県飯塚市 市立幸袋小学校 小学校 4年 古野久美子
がい数とその計算

算数
A711

かさくらべ 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 1年 新谷　美紀 動画
アレンジどちらがおおい

算数
A712

数の求め方 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 4年 清水　早苗
計算の決まり

算数
A713

法則 福岡県飯塚市 市立上穂波小学校 小学校 5年 水谷　隆之
わくわく算数教室

算数
A714

4けたの数 大分県九重町 町立南山田小学校 小学校 2年 安達　　恵
4けたの数

算数
A801

計算ピラミッド 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 3・4年 河本　聖志
計算ピラミッド

算数
A802

なんばんめ 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 河本　聖志
なんばんめ

算数
A803

円の面積 広島県安芸太田町 町立戸河内小学校 小学校 6年 片桐　克敏 アレンジ円の面積
算数

A804
たし算・ひき算 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 2年 萩原　英子

どんな計算になるのかな？（たし算・ひき算）
算数

A805
小数 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 大前　美果

小数のわり算
算数

A806
整数 広島県世羅町 町立せらにし小学校 小学校 5年 山﨑　朋恵

整数の性質を調べよう―リズム打ちの回数を調べよう―
算数

A807
式と計算 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 4年 名富　朋美

式と計算の順序
算数

A808
面積 大分県竹田市 市立久住小学校 小学校 4年 安東紀代美

面積
算数

A809
たしざん 広島県安芸太田町 町立戸河内小学校 小学校 1年 佐々木かおり

たしざん
算数

A810
立体の体積 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 南　　紳也 アレンジ立体の体積

算数
A811

面積 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 4年 石橋　智子
面積の求め方の工夫

算数
A812

資料の調べ方 大分県竹田市 市立久住小学校 小学校 6年 安東紀代美
資料の調べ方

算数
A813

魔方陣 広島県世羅町 町立せらにし小学校 小学校 6年 宮岡　英明
魔方陣

算数
A901

ひきざん 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 河本　聖志
ひきざん

算数
A902

わくわく算数 福岡県飯塚市 市立穂波東小学校 小学校 5年 中村　友紀
篠﨑　寛之

わくわく算数学習
算数

A903
時刻と時間 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 2年 河本　聖志

時刻と時間
算数

A904
震災 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 6年 大前　美果

震災の経験を生かそう
算数

A905
面積 福岡県飯塚市 市立穂波東小学校 小学校 4年 長谷　恵美

面積
算数

A906
三角形 福岡県飯塚市 市立片島小学校 小学校 3年 井上　久美

三角形
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算数
A907

重さ 福岡県飯塚市 市立若菜小学校 小学校 3年 遠藤　彰人
重さ

算数
A908

面積 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 4年 松本　誠之
面積

算数
A909

ひきざん 福岡県飯塚市 市立穂波東小学校 小学校 1年 角銅　晶子
ひきざん（2）

算数
A910

おおきさくらべ 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 1年 足立　恭子、他
おおきさくらべ（1）

算数
A911

おおきさくらべ 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 1年 瓜生　素子
おおきさくらべ

算数
A912

単位量 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 5年 松本　佐織
単位量あたりの大きさ

算数
A913

重さ 福岡県飯塚市 市立穂波東小学校 小学校 3年 右田　昇一
重さ

算数
A914

三角形と四角形 福岡県飯塚市 市立上穂波小学校 小学校 2年 水谷　隆之 観点シート三角形と四角形
算数

A915
式と計算 福岡県飯塚市 市立八木山小学校 小学校 5・6年 山田健大郎

5年「順々に調べて」　6年「式と計算」
算数

A916
円と球 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 滑　　祐斗

円と球
数学 

A101
変化の割合 宮崎県五ヶ瀬町 町立鞍岡中学校 中学校 3年 杉田　和代 記述例なぜ変化の割合は a（p＋q）で求められる？

数学 
A102

二次方程式 宮崎県宮崎市 市立住吉中学校 中学校 3年 甲斐　一陽 記述例X人で握手をすると？―2次方程式の応用―
数学 

A103
変化の割合 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 粟津　政夫 アレンジ

記述例なぜ変化の割合は a（b＋c）で求められる？
数学

A201
二次方程式 宮崎県宮崎市 市立久峰中学校 中学校 3年 甲斐　一陽

「お父さんの帰国日はいつ？―二次方程式を作って考えよう―」
数学

A202
平方根 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 粟津　政夫

平方根の加減
数学

A203
相似 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 橋爪　英雄

図形の相似
数学

A204
比例 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 粟津　政夫

比例と反比例
数学

A301
平方根 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 今田富士男

平方根
数学

A302
比例反比例 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 1年 橋爪　英雄

比例と反比例

数学
A303

一次関数 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 長　　祐介
竹下　法子

一次関数の利用
数学

A304
円周角 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 幸田　洋一

円周角
数学

A305
合同 島根県浜田市 市立金城中学校 中学校 2年 瀬崎　慎也

図形の性質と合同
数学

A306
比例反比例 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 今田富士男

比例と反比例
数学

A401
資料活用 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 橋爪　英雄

資料の活用
数学

A402
二次方程式 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 幸田　洋一

二次方程式の解き方
数学

A403
相似な立体 島根県浜田市 市立金城中学校 中学校 3年 瀬崎　慎也

相似な立体の体積比
数学

A404
平面図形 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 1年 桑岡　健治

平面図形
数学

A405
作図 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 1年 幸田　洋一

基本の作図利用
数学

A406
合同条件 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 今田富士男 記述例三角形の合同条件

数学
A501

平方根 広島県安芸高田市 市立美土里中学校 中学校 3年 今田富士男
瀬尾　　浩

平方根の導入
数学

A502
二次方程式 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 丸山　　智

二次方程式
数学

A503
文字式 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 1年 長　　祐介

文字の式
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数学
A504

一次方程式 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 丸山　　智
一次方程式の活用

数学
A505

二次方程式 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 橋爪　英雄
二次方程式の発展

数学
A506

一次関数 大阪府大阪市 市立此花中学校 中学校 2年 古閑龍太郎
一次関数のグラフの特徴

数学
A507

三角形重心 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 2年 阿武　一美
三角形の重心

数学
A508

一次関数 大阪府大阪市 市立此花中学校 中学校 2年 古閑龍太郎
一次関数の利用

数学
A509

接線 大阪府大阪市 市立旭陽中学校 中学校 3年 古閑龍太郎
円の接線の作図

数学
A510

三平方の定理 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 橋爪　英雄
三平方の定理の応用

数学
A511

一次方程式 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 1年 吉良　康平
一次方程式の活用

数学
A601

二次関数 島根県津和野町 町立津和野中学校 中学校 3年 熊谷龍太郎
関数 y＝ ax2

数学
A602

確率 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 吉良　康平
確率

数学
A603

図形調べ 福岡県飯塚市 市立穂波東中学校 中学校 2年 芝田　博志
図形の調べ方

数学
A604

比例反比例 北海道東神楽町 町立東神楽中学校 中学校 1年 青木　俊也
比例と反比例

数学
A605

資料 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 仲松　　研
資料の散らばりと代表値

数学
A606

多角形 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 新垣　裕己 アレンジ正５/２角形はあるとしたら、どんな図形を描くのか
数学

A607
三平方の定理 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 西里　優子

三平方の定理
数学

A608
相似 和歌山県有田川町 町立金屋中学校 中学校 3年 溝畑　秀一

図形と相似
数学

A609
平方根 広島県北広島町 町立大朝中学校 中学校 3年 井丸　　尚

平方根
数学

A610
相似 広島県北広島町 町立大朝中学校 中学校 3年 井丸　　尚

相似な図形
数学

A611
投影図 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 3年 上道　賢太

積み木の数
数学

A612
平方根 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 2年 齋藤奈緒美 アレンジ√2 が無理数であることの背理法による証明

数学
A701

丸太の切口 山口県防府市 市立華西中学校 中学校 3年 竹本　賢之
平方根の利用

数学
A702

文字式 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 丸山　　智
文字式

数学
A703

3元 1次 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 2年 宮岡　英明
連立方程式

数学
A704

グラフ活用 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 3年 上道　賢太
グラフの活用

数学
A705

歯車の回転 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 仲松　　研
比例と反比例

数学
A706

身近な関数 山口県防府市 市立華西中学校 中学校 1年 竹本　賢之
反比例の利用

数学
A707

複合問題 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 西里　優子
1・2・3学年複合問題

数学
A708

グラフ活用 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 吉良　康平
関数（グラフの活用）

数学
A709

一筆書き 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 2年 宮岡　英明
一筆書き

数学
A710

身近な関数 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 1年 宮岡　英明
比例・反比例

数学
A711

一次関数 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 2年 宮岡　英明 アレンジ一次関数
数学

A801
資料の活用 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 1年 宮岡　英明

資料の活用
数学

A802
面積比 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 2年 宮岡　英明

面積比
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数学
A803

二進法 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 3年 宮岡　英明
二進法の利用

数学
A804

一次関数 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 齊藤　啓亮
一次関数

数学
A805

五角形 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 2年 多田　智哉
後藤　哲治

星型五角形の角の和
数学

A806
一次方程式 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 1年 宮岡　英明

一次方程式の利用―フードマイレージで、環境問題を考えよう―
数学

A807
変化と対応 和歌山県有田川町 町立金屋中学校 中学校 1年 宮﨑　正和

変化と対応
数学

A808
三角比 大阪府大阪市 清風学園 清風中学校 中学校 3年 北野　一希 記述例三角比

数学
A809

円周角 大分県竹田市 市立竹田南部・緑ヶ丘中学校 中学校 3年 後藤　哲治
円周角の定理

数学
A810

図形の移動 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 1年 上道　賢太
図形の移動

数学
A811

式の計算 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 2年 橋本　幸子
根号を含む式の計算

数学
A901

式の値 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 1年 上道　賢太
式の値

数学
A902

データの分析 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 2年 藪　　雄介
データの分析

数学
A903

四則計算 広島県呉市 市立倉橋中学校 中学校 1年 宮岡　英明
四則の混じった計算

数学
A904

文字の式 福岡県飯塚市 市立穂波東中学校 中学校 1年 芝田　博志
文字の式

数学
A905

連立方程式 島根県浜田市 市立金城中学校 中学校 2年 勝部　厚志
式の計算　連立方程式の利用

数学
A906

二次方程式 大分県竹田市 市立竹田南部中学校　 中学校 3年 多田　智哉
二次方程式

数学
A907

カレンダー 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 石井　芳直
カレンダー（一次方程式）

数学
A908

二次関数 福岡県飯塚市 市立筑穂中学校 中学校 3年 溝口　哲也
二次関数

数学
A909

図形 島根県浜田市 市立金城中学校 中学校 2年 勝部　厚志
図形の調べ方

数学
A910

三角形の合同 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 2年 上道　賢太 記述例三角形の合同
数学

A911
変化と対応 福岡県飯塚市 市立筑穂中学校 中学校 1年 木村　典子

変化と対応
数学

A912
図形 山口県美祢市 市立厚保中学校 中学校 2年 伊藤　　慧

図形の調べ方
数学

A913
平行線と面積 和歌山県有田川町 町立吉備中学校 中学校 2年 宮本　　綾

平行線と面積

【理科】
理科 

A001
雲 宮崎県五ヶ瀬町 町立鞍岡中学校 中学校 2年 木村　光伸 アレンジ

記述例雲はどのようにしてできるか
理科 

A101
消化 広島県安芸太田町 町立筒賀中学校 中学校 2年 亀岡　圭太 アレンジ

記述例デンプンの消化と吸収のしくみを説明しよう
理科 

A102
電磁誘導 広島県安芸太田町 町立筒賀中学校 中学校 2年 亀岡　圭太 記述例

アレンジ電磁調理器の上の豆電球に流れた電流はどうやって発生した？
理科 

A103
地震 宮崎県国富町 町立木脇中学校 中学校 1年 福園　祐基 アレンジ

記述例日本にはなぜ地震が多いのだろうか
理科 

A104
地軸 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 堀　　公彦 アレンジ

記述例太陽の動きはなぜ場所によって違う？
理科

A201
摩擦力 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 堀　　公彦 アレンジ

記述例摩擦力の大きさは何に関係しているのだろうか
理科

A202
大気圧 広島県安芸太田町 町立筒賀中学校 中学校 1年 亀岡　圭太 アレンジ少量の水を入れて加熱した空き缶にふたをして冷やすと？

理科
A203

霧 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 2年 黒木　　亨

霧はどのようにできるか
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理科
A204

雲 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 2年 黒木　　亨

雲のできる仕組み

理科
A205

天気図 宮崎県都城市 県立都城泉ヶ丘
高等学校附属中学校 中学校 2年 黒木　　亨

天気図から天気を予想しよう
理科

A206
呼吸 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 堀　　公彦

呼吸の仕組み
理科

A207
秋の自然 宮崎県国富町 町立八代小学校 小学校 4年 林田　恭二 記述例動植物の様子が秋に変化するのは何のため？

理科
A208

原発 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 堀　　公彦
原発は必要か

理科
A301

電気分解 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 3年 堀　　公彦 アレンジ
記述例塩酸の電気分解

理科
A302

電気分解 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ
記述例塩酸の電気分解

理科
A303

天気 和歌山県有田市 市立糸我小学校 小学校 5年 辻本　敦子
雲と天気の変化

理科
A304

イオン 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 松岡　美鈴
化学変化とイオン

理科
A305

中和 愛知県高浜市 市立南中学校 中学校 3年 加藤　広規
中和と電流

理科
A306

酸アルカリ 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ
記述例酸・アルカリとイオン

理科
A401

アンモニア噴水 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 原田　優次 記述例
アレンジ気体の発生と性質―赤い噴水の謎―

理科
A402

雲 千葉県千葉市 県立千葉中学校 中学校 1年 CoREF アレンジ雲ってなんだろう
理科

A403
動力 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子

風やゴムのはたらき
理科

A404
密度 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 1年 堀　　公彦 アレンジアルキメデスの密度の実験

理科
A405

水溶液 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 1年 松岡　美鈴
水溶液の性質―6つの水溶液の特定―

理科
A406

状態変化 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 1年 堀　　公彦
状態変化の図式化―こぼした水はなぜなくなるか―

理科
A407

アンモニア噴水 福岡県飯塚市 市立二瀬中学校 中学校 1年 大丸　公平
気体の発生と性質―赤い噴水の謎―

理科
A408

光 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 丸谷　健太
光―全身を映せる鏡の大きさはどれくらいか―

理科
A409

状態変化 大分県九重町 町立ここのえ緑陽中学校 中学校 1年 湯浅　　優
物質の状態変化

理科
A410

電気 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子 アレンジ電気で明かりをつけよう
理科

A411
流れる水 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 5年 南　　紳也 アレンジ

スライド流れる水のはたらき―川の形はなぜかわったか―
理科

A412
地球と天体 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 3年 松岡　美鈴

地球の運動と天体の動き
理科

A413
じしゃく 兵庫県加西市 市立泉小学校 小学校 3年 池田　文胤

じしゃくのふしぎをさぐろう
理科

A414
地軸の傾き 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 3年 堀内　善礼

地球と宇宙

理科
A501

酸化還元 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 堀　　公彦
木山　淳一 アレンジ

酸化と還元
理科

A502
白い粉 大分県九重町 町立ここのえ緑陽中学校 中学校 1年 湯浅　　優

いろいろな物質―白い粉末の識別―
理科

A503
運動 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 2年 堀　　公彦 アレンジ

動画運動のしくみ
理科

A504
大地 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 南　　紳也 スライド大地のつくりと変化

理科
A505

天気 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 2年 堀　　公彦
天気に関することわざの謎を解く―天気の導入―

理科
A506

遺伝子 埼玉県戸田市 市立笹目中学校 中学校 3年 長野　真吾
久保　　慶 記述例

遺伝子技術について調べよう
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理科
A507

電池 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ
記述例電池の原理

理科
A508

てこ 和歌山県有田川町 町立藤並小学校 小学校 6年 中原　昌史
てこの規則性

理科
A509

作用反作用 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 3年 丸谷　健太
ペットボトルロケットはどのようにして飛んだか―作用・反作用の法則―

理科
A510

台風 愛知県高浜市 市立吉浜小学校 小学校 5年 黒野　　渚
台風と天気の変化

理科
A511

イオン 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 塩見　祐樹
発電できるものの性質―化学変化とイオン―

理科
A512

川霧 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 2年 松岡　美鈴 アレンジ川霧はどのようにして発生したか―空気中の水の変化―
理科

A513
公転 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦

地球の公転
理科

A514
季節の変化 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦

季節の変化
理科

A515
音 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 平敷　りか アレンジ音の性質

理科
A516

四季の星座 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次
四季の星座

理科
A517

空気と水 宮崎県えびの市 市立真幸小学校 小学校 4年 津奈木考嗣
空気と水の性質

理科
A601

物質 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 2年 堀　　公彦 アレンジ水の電気分解
理科

A602
仕事とエネルギー 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦

仕事とエネルギー
理科

A603
化学反応式 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 原田　優次 アレンジ化学反応式を作ろう

理科
A604

省エネ 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦
省エネルギー

理科
A605

省エネ 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次
省エネルギー

理科
A606

生命の連続性 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦
生命の連続性

理科
A607

水溶液 和歌山県湯浅町 町立湯浅小学校 小学校 6年 梅本　　啓
水溶液の性質

理科
A608

生態系 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 3年 堀　　公彦
生態系

理科
A609

天気 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 5年 松本　千春
雲と天気の変化

理科
A610

回路 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 原田　優次 アレンジ回路のイメージをつくろう
理科

A611
浮沈子 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 比嘉　　司

水圧と浮力
理科

A612
等速直線運動 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 宮城　将吾

等速直線運動
理科

A613
水溶液 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 6年 松本　千春

水溶液の性質
理科

A614
北極星 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 3年 丸谷　健太

地球の運動と天体の動き
理科

A615
音 広島県安芸太田町 町立筒賀中学校 中学校 1年 馬庭　大輔

音による現象
理科

A616
星の動き 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ東西南北の星の動き

理科
A701

省エネ 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 3年 堀　　公彦
仕事とエネルギー（2）

理科
A702

教科びらき 沖縄県中城村 村立中城中学校 中学校 1年 平敷　りか
教科びらき

理科
A703

水のゆくえ 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 1年 堀　　公彦
工藤　有華

植物のからだのつくり
理科

A704
光合成 沖縄県中城村 村立中城中学校 中学校 1年 平敷　りか

葉と光合成のはたらき
理科

A705
植物の分類 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 1年 原田　優次 記述例植物のなかま

理科
A706

細胞呼吸 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 2年 原田　優次 記述例細胞呼吸（2時間）【新】
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理科
A707

気体の性質 沖縄県中城村 村立中城中学校 中学校 1年 平敷　りか
気体の性質

理科
A708

はやぶさ 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 記述例科学技術と人間「はやぶさプロジェクト」
理科

A709
呼吸 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 比嘉　　司

呼吸のしくみ
理科

A710
共鳴 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 丸谷　健太 記述例音による現象

理科
A711

イオン飲料 大分県竹田市 市立竹田南部・緑ヶ丘中学校 中学校 3年 堀　　公彦 記述例化学変化とイオン 2
理科

A712
化学反応式 山口県防府市 市立華西中学校 中学校 2年 田浦　禎士

化学変化と原子・分子
理科

A713
仕事の原理 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 宮城　将吾

仕事の原理と仕事率
理科

A714
作用反作用 山口県防府市 市立華西中学校 中学校 3年 田浦　禎士

運動とエネルギー
理科

A715
天体の運動 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 記述例日周運動と年周運動

理科
A716

冷蔵庫 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ冷蔵庫の原理
理科

A717
始祖鳥 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 2年 深谷　直毅 アレンジ動物の生活と生物の変遷

理科
A718

熱 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 4年
古賀　智子
齊藤久美子
岩本　浩輝

もののあたたまりかた
理科

A719
エネルギー 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 3年 伊藤　博之

力学的エネルギー保存
理科

A801
音 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 1年 丸谷　健太 記述例音による現象

理科
A802

ダニエル電池 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 比嘉　　司
ダニエル電池―化学変化とイオン―

理科
A803

魚の誕生 埼玉県久喜市 市立江面第一・第二小学校 小学校 5年 松本　千春 スライド魚のたんじょう
理科

A804
月と太陽 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 6年 森方　辰史 記述例月と太陽

理科
A805

水 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 4年 三浦　由梨
自然の中の水

理科
A806

エネルギー資源 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 比嘉　　司
エネルギー資源と私たちの生活

理科
A807

植物 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 宮城　将吾
植物の多様性と共通性

理科
A808

天気 和歌山県有田川町 町立金屋中学校 中学校 2年 古川　貴康
地球の大気と天気の変化

理科
A809

流れる水 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 5年
梶原美由紀
大庭　　瞳
上杉　直昭

流れる水の働き

理科
A810

熱 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 4年 大隈　美央
宮本　義信

もののあたたまり方
理科

A811
天気 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 2年 丸谷　健太

天気の変化と大気の動き ―冬の天気―
理科

A812
地球と月 和歌山県湯浅町 町立湯浅中学校 中学校 3年 蛇渕　泰平

宇宙の中の地球 ―地球と月―
理科

A813
音 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 1年 一角　憲宏

音による現象
理科

A814
種子 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 5年 松本　千春 スライド種子の発芽と成長

理科
A815

体積と温度 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 4年 加藤　順子
ものの体積と温度

理科
A901

ニュートン力学 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 3年 原田　優次 アレンジ
記述例ニュートン力学入門

理科
A902

人や動物の体 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 6年 松本　千春
人や動物の体

理科
A903

品種改良 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 額田　侑実子
ジャガイモの品種改良
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理科
A904

イオン 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 3年 村上　奈央
水溶液とイオン

理科
A905

月と太陽 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 6年 三浦　由梨 観点シート
発話記録月と太陽

理科
A906

進化 大分県豊後高田市 市立戴星学園 中学校 2年 藤本　正徳
動物の生活と生物の進化 

理科
A907

水 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 4年 土屋　隆太
自然の中の水

理科
A908

水溶液 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 6年 平井　文子
水溶液の性質

理科
A909

光の屈折 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 1年 渡部公比古
光の屈折（浮かぶ 10円玉）

理科
A910

地球と天体 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 3年 五島　暁人
天体の動きと地球の自転・公転（星の動き）

理科
A911

電気 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 3年 岡松　浩平
電気の通り道

理科
A912

音の性質 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 比嘉　　司
音の干渉

理科
A913

気圧と風 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 宮城　将吾
気圧と風

理科
A914

水の変化 和歌山県有田川町 町立石垣中学校 中学校 2年 一角　憲宏
空気中の水の変化

理科
A915

豆電球 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 3年 大隈　美央
豆電球に明かりをつけよう

理科
A916

電流と磁界 福岡県飯塚市 市立頴田中学校 中学校 2年 小田　貴之
電流と磁界

理科
A917

ふりこ 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 清住　秀久 観点シートふりこのきまり
理科

A918
秋 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 4年 岩本真由美 発話記録

観点シート季節と生き物（秋）
理科

A919
音の性質 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 1年 永富健太郎

音の性質
理科

A920
あたたまり方 福岡県飯塚市 市立菰田小学校 小学校 4年 森片　辰史

もののあたたまり方
理科

A921
水溶液 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 1年 五島　暁人 観点シート水溶液

理科
A922

振り子 茨城県日立市 ジュニアドクター育成塾 小学校 6年 堀　　公彦
振り子

理科
A923

有機物 茨城県日立市 ジュニアドクター育成塾 中学校 1年 堀　　公彦
有機物の燃焼

理科
A924

イオン 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 原田　優次 記述例【単元プラン】周期表とイオン

【英語】
英語

A301
A Calendar of the 

Earth 大分県竹田市 市立緑ヶ丘中学校 中学校 2年 志賀喜久美

A Calender of the Earth
英語

A302
物語作り 山口県萩市 市立大井中学校 中学校 2年 嶋田かおり

物語を作ろう
英語

A501
キング牧師 大分県竹田市 市立都野中学校 中学校 3年 渡邊　幸美

Lesson6 I Have a Dream.
英語

A601
to不定詞 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 2年 大石　公美

to不定詞
英語

A602
お勧めの観光コース 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 上原　明子

外国人の家族にお勧めの観光コースを選ぶ

英語
A603

the best seazon
in OKINAWA 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 浦﨑多恵子

Which holiday season is good to visit Okinawa?
英語

A604
一期一会 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 山本　耕司

Program 6 Letʼs Talk about Things Japanese.
英語

A605
can 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 大石　公美 アレンジcan

英語
A606

国際理解 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 3年 柳本　　盛
お金を与えることのほかに、私たちは世界のために何ができるか考えよう

英語
A701

わが校紹介 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 小笠原督子
わが校紹介
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英語
A702

自己紹介 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 1年 大津　リサ
自己紹介

英語
A801

名所紹介 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 3年 川﨑とも子
地域の名所紹介

英語
A802

The Green Ribbon 大阪府大阪市 清風学園 清風中学校 中学校 1年 酒井恵利子
怖いお話を読もう “The Green Ribbon”

英語
A803

スピーチ 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 3年 松崎　　綾
Chapter3　Project （スピーチ）

英語
A804

写真 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 1年 安藤　聡美
写真を見ながら話してみよう

英語
A805

The Wonderful 
Ocean 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 浦﨑多恵子

The Wonderful Ocean: Letʼs talk about whales!
英語

A806
比較 大阪府大阪市 清風学園 清風中学校 中学校 3年 馬場﨑智徳

比較
英語

A807
助動詞 can 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 1年 佐藤　歩弓

学園中における各体験活動のキャッチフレーズを英語で考えよう
英語

A901
誤文修正 福岡県飯塚市 市立筑穂中学校 中学校 3年 大丸　裕子

言いたいことを英語で正しく伝えよう
英語

A902
ウェブサイト 北海道東神楽町 町立東神楽中学校　 中学校 1年 大石　彩佳

ウェブサイト
英語

A903
仮定法 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 3年 仲井　　寛

仮定法
英語

A904
ALT 埼玉県北足立郡伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 2年 石田　英之 スライドけんかをしてしまった ALTへ「最も良い仲直りの仕方」を考え、アドバイスを送ろう

【その他】
その他
A301

高山辰雄 大分県竹田市 市立竹田中学校 中学校 1年 菅　　浩士 美術高山辰雄の作品鑑賞
その他
A302

放射線 大分県九重町 町立飯田中学校 中学校 3年 吉住　　聡 道徳
（環境）放射線のいろは―何を伝えたいのか推察しよう―

その他
A401

食事 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 4年 生駒　真次 体育小学生の健康な身体作りに適した食事って？
その他
A501

ソネット 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 1年 柿内　香予 音楽ソネットと曲想のかかわりを感じ取って聴こう

その他
A502

地域 広島県安芸太田町 町立殿賀小学校 小学校 5年 免田久美子
ほか 家庭

地域の人とのかかわりを考えよう
その他
A503

ひらめき 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 3年 萩原　英子 図工材料からひらめき
その他
A504

アートレポーター 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 清水　早苗 図工アートレポーターになって
その他
A505

どんぐり 大分県竹田市 市立直入小学校 小学校 1年 河野真理子 生活どんぐりごま
その他
A506

高跳び 大分県竹田市 市立南部小学校 小学校 3年 後藤　元司 体育高跳び
その他
A507

勤労 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳勤労と奉仕「一志の弁当」

その他
A508

手品師 広島県安芸太田町 町立加計小学校 小学校 5年 清水　早苗
萩原　英子 道徳

アレンジ「手品師」
その他
A509

三部合唱 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 1年 田尻ちひろ 音楽混声三部合唱「あなたに会えて…」
その他
A510

ダンス 大分県竹田市 市立久住中学校 中学校 2年 柿迫　麻里 保健体育現代的なリズムのダンス
その他
A601

公害 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳公害の街から環境の街へ
その他
A602

勤労 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 平敷　りか 道徳勤労の尊さや意義
その他
A603

停留所 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 3･4年 森　眞由美 道徳『雨のバスの停留所で』
その他
A604

ケータイルール 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 3年 柴田　康弘 特別活動私たちのケータイルール：「飯塚中学生宣言 2015」を策定しよう
その他
A605

町の魅力 広島県安芸太田町 町立殿賀小学校 小学校 5･6年 佐々木滝子 総合安芸太田町の魅力をアピールしよう
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その他
A606

お弁当 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 6年 松岡かおり 家庭
アレンジまかせてね今日の食事―わたしのお弁当―

その他
A607

勇気 北海道東神楽町 町立東聖小学校 小学校 3年 飯田　茉衣 道徳正しいと判断したことは勇気をもって
その他
A608

丈夫な構造 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 玉城　博康 技術丈夫な構造
その他
A609

筝の魅力 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 金城　園美 音楽東アジアの箏の魅力
その他
A610

ストレス 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 林　　　操 特別活動ストレスと健康
その他
A611

交通事故 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 2年 兼城　雅也 保健体育交通事故による傷害の防止
その他
A612

郷土の美術 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 前田　　紫 美術郷土の美術
その他
A613

ハードル 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 3年 神谷千恵子 保健体育ハードル走
その他
A614

二通の手紙 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳
アレンジ『二通の手紙』

その他
A615

アルコール 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 6年 岩館　順子 体育病気の予防―アルコールの害―
その他
A616

おもちゃづくり 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 2年 田村まどか 生活おもちゃづくり
その他
A701

オレと孝一 広島県安芸太田町 町立戸河内中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳
アレンジオレと孝一

その他
A702

子ども山笠 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 2年 小出　正子 生活まちがだいすきたんけんたい
その他
A703

伝説コーチ 広島県安芸太田町 県立高知南中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳伝説のコーチ
その他
A704

まちの未来 福岡県飯塚市 市立小中一貫校頴田校中学部 中学校 3年 柴田　康弘 特別活動私たちのふるさと：いいづか創生プランを提案しよう「飯塚中学生議会 2016」
その他
A705

薬物乱用 和歌山県有田川町 町立藤並小学校 小学校 6年 中原　昌史 体育病気の予防

その他
A706

分けへだて 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 3・4年
安芸太田町
道徳教育
推進協議会 道徳

「分けへだてをしない」
その他
A707

決断 福岡県飯塚市 市立飯塚第一中学校 中学校 2年 塩見　祐樹 道徳決断
その他
A708

生活リズム 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 3年 中園佳代子 体育けんこうな生活

その他
A709

威風堂々 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 5年
松岡かおり
増永　純女
渡邊　貴治 音楽

曲想を味わおう
その他
A710

水害 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 3年 小畠恵美子 総合遠賀川とわたしたち

その他
A801

分けへだて 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 3・4年
安芸太田町
道徳教育
推進協議会 道徳

「分けへだてをしない」
その他
A802

凧作り 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 河本　聖志 生活
アレンジきたかぜとあそぼう（凧作り）

その他
A803

食生活 沖縄県西原町 琉球大学教育学部附属中学校 中学校 1年 上間江利子 家庭健康のためどのような食生活をめざせばよいか考えよう
その他
A804

生き抜いて 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳だから、あなたも生き抜いて
その他
A805

朝顔 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 河本　聖志 生活
発話記録朝顔の世話

その他
A806

生まれる 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 1年 己谷　麻未 道徳生まれるってすごいな
その他
A807

あき 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1年 河本　聖志 生活あきとともだちになろう
その他
A808

赤おに 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 3年 桂　美智代 道徳ないた赤おに
その他
A809

作ってためして１ 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 2年 小出　正子 生活作ってためして（1）
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その他
A810

けんこうな生活 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 3年 中園佳代子
増永　純女 体育

けんこうな生活
その他
A811

表現遊び 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 1・2年 山内　俊治 体育
スライド表現リズム遊び

その他
A812

作ってためして 2 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 2年 小出　正子 生活作ってためして（2）
その他
A813

飯塚市紹介 福岡県飯塚市 市立飯塚小学校 小学校 6年 森方　辰史 総合Pepperで飯塚山笠の魅力を伝えよう
その他
A814

ゴッホ 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 3年 菅　　浩士 美術作品「星月夜」からゴッホの心情を想像してみよう
その他
A815

跳び箱 和歌山県有田川町 町立御霊小学校 小学校 3年 宮井　健作 体育跳び箱運動
その他
A816

薬物乱用 和歌山県有田川町 町立藤並小学校 小学校 6年 中原　昌史 体育病気の予防　―薬物乱用の害―
その他
A817

京の食文化 沖縄県中城村 村立中城中学校 中学校 3年 平敷　りか 総合京の食文化
その他
A818

魔法 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 3年 藤野　一恵 図工くつ下や手ぶくろにまほうをかけると

その他
A819

夕やけこやけ 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 2年
原　千恵子
手嶋　展子
松浦　香織 音楽

ようすをおもいうかべよう「夕やけこやけ」

その他
A820

走り高跳び 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 6年
松岡かおり
平井　文子
渡邊　貴治 体育

陸上運動／走り高跳び
その他
A821

ストレス 北海道東神楽町 町立東神楽中学校 中学校 1年 速水　徹也 保健体育ストレスへの対処と心の健康
その他
A822

抽象絵画 広島県世羅町 町立世羅西中学校 中学校 3年 芦田竜太郎 美術抽象絵画
その他
A823

友情 埼玉県伊奈町 県立伊奈学園中学校 中学校 1年 日野　千春 道徳本当の友情とはなんだろう

その他
A901

給食 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 2年 河本　聖志
亀川　吉美 学級活動

生徒記述学校のきまりを守ろう～給食時間の過ごし方～
その他
A902

人形のゆめ 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 1・2年 関田　知華 音楽鑑賞「人形のゆめと目ざめ」
その他
A903

高齢者 広島県安芸太田町 安芸太田町 T授業 小学校 6年 片桐　克敏 道徳
観点シートあなたは家庭や地域の宝物（高齢者）

その他
A904

健司 大分県豊後高田市 市立戴星学園 中学校 1年 浅井　宏章 道徳違うんだよ、健司
その他
A905

防災 大阪府大阪市 清風学園　清風中学校 中学校 3年 近藤　泰之 特別活動防災について考えよう
その他
A906

表現あそび 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 1・2年 岩上　　航 体育表現あそび
その他
A907

ボール運動 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 5・6年 枝本　　翔 体育全員トライにレッツトライ（ボール運動）
その他
A908

地震 広島県安芸太田町 町立筒賀小学校 小学校 1・2年 河本　聖志 特別活動どんなところがあぶないかな―じしんがおきたら？―
その他
A909

えがお 福岡県飯塚市 市立上穂波小学校 小学校 2年 酒見　直美 生活えがおのひみつをみつけたよ
その他
A910

旋律 福岡県飯塚市 市立飯塚東小学校 小学校 4年 手嶋　展子 音楽旋律の特徴を感じとろう
その他
A911

まちなみ 広島県安芸太田町 町立安芸太田中学校 中学校 3年 永井　孝直 美術美術はいつも暮らしの中に（まちなみ）
その他
A912

睡眠と健康 大分県竹田市 市立竹田南部中学校 中学校 2年 佐藤　愼司　 保健体育睡眠と健康
その他
A913

絵はがき 福岡県飯塚市 市立椋本小学校 小学校 4年 松本　智美 道徳絵はがきと切手
その他
A914

混声三部合唱 山口県美祢町 市立厚保中学校 中学校 2年 西村麻衣子 音楽混声三部合唱「You Can Fly」
その他
A915

交通安全 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 2年 野々上　禎 特別活動交通安全について考えよう
その他
A916

健康な生活 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 3年 吉村夕生那 体育けんこうな生活
その他
A917

卒業文集 広島県安芸太田町 町立加計中学校 中学校 3年 原田　優次 道徳
記述例卒業文集最後の二行
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その他
A918

作ってためして 福岡県飯塚市 市立穂波東小学校 小学校 2年 本多　優 生活作ってためして
その他
A919

伝統芸能 福岡県飯塚市 市立筑穂中学校 中学校 3年 堤　千江子 音楽日本の伝統芸能
その他
A920

東へ西へ 福岡県飯塚市 市立穂波西中学校 中学校 3年 山田　誠一 美術鑑賞「東へ西へ」
その他
A921

ペッパー君 福岡県飯塚市 市立鯰田小学校 小学校 6年 松尾　多輝子 総合ペッパー君のプログラムログラミングをしよう
その他
A922

文字の配列 埼玉県久喜市 市立江面第二小学校 小学校 3年 加藤　順子 書写文字の配列を考えよう
その他
A923

自由と責任 広島県安芸太田町 安芸太田町Ｔ授業 小学校 6年 大久保　優 道徳
観点シート気に入らなかった写真

その他
A924

Composite figures Cebu City, Region 7，
Philippines

Guadalupe Elementary 
School Grade 6

Winston N. 
Ramirez 

Galeleo M. 
Caratao

Mathematics

Area of composite figures

その他
A925

Electrical energy Cebu City, Region 7，
Philippines

Guadalupe Elementary 
School Grade 6 Sharlyn T. 

Jacalan Science
Electrical energy conversion

その他
A926

Heat transfer Cebu City, Region 7，
Philippines

Cebu City National Science 
High School Grade 7 Evelyn B. 

Villegas Enhanced 
ScienceHow is heat transferred?

その他
A927

Inequalities Cebu City, Region 7，
Philippines

Cebu City National Science 
High School Grade 8 Wilma M. Igay Mathematics

Solving systems linear inequalities in two variables

その他
A928

Parallelograms Cebu City, Region 7，
Philippines

Cebu City National Science 
High School Grade 9 Lucila F. 

Amancia Mathematics
Properties of parallelograms

（ 2）高等学校での実践
凡例

コード 略称 学校名 教材作成者 備考テーマ

【国語】
国語

S101
わたしが一番
きれいだったとき 埼玉県立春日部女子高等学校 寺嶋　　毅 記述例

『わたしが一番きれいだったとき』
国語

S102
三大和歌集 埼玉県立浦和高等学校 板谷　大介 記述例

アレンジ三大和歌集の特徴を比べてみよう
国語

S103
漢詩鑑賞 埼玉県立越ヶ谷高等学校 竹部　伸一 記述例漢詩の鑑賞法

国語
S104

歌物語 埼玉県立吉川高等学校 藤井　嘉子 記述例歌物語を作ってみよう
国語

S105
ジェンダー 埼玉県立戸田翔陽高等学校 飯島　　健 記述例ジェンダーとは何か

国語
S106

高瀬舟 埼玉県立富士見高等学校 畑　　文子 記述例『高瀬舟』―喜助の行為をどう意味づけるか―
国語

S107
漢詩創作 埼玉県立秩父高等学校 小池　　章 記述例漢詩の創作

国語
S201

茨木のり子 埼玉県立吉川高等学校 藤井　嘉子
茨木のり子作品の読み合わせ

国語
S202

こころ 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
小説『こころ』

国語
S203

メディア 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 赤沼　佳幸
現代文『実用の文書』―メディアリテラシーを身につける―

国語
S204

死の哲学 埼玉県立春日部女子高等学校 寺嶋　　毅 記述例癒しとしての死の哲学
国語

S205
原発 埼玉県立越ヶ谷高等学校 竹部　伸一

小論文を書く「原発は必要か」
国語

S206
源氏物語 埼玉県立富士見高等学校 畑　　文子

古典講読『源氏物語』
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国語
S207

こころ 埼玉県立富士見高等学校 畑　　文子
『こころ』―X年後の奥さんの手紙―

国語
S208

自動販売機 埼玉県立戸田翔陽高等学校 飯島　　健
意見文「なぜ自販機はこんなにたくさんあるのか」

国語
S209

筒井筒 埼玉県立南稜高等学校 千代　卓行
伊勢物語「筒井筒」

国語
S210

であること 埼玉県立川越女子高等学校 皆川　裕紀
日本の近代化の特色は？―丸山真男「「である」ことと「する」こと」への導入―

国語
S211

川柳 埼玉県立秩父高等学校 小池　　章
国語総合「現代川柳実作」

国語
S212

異境訪問譚 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 松本　靖子
異境訪問譚

国語
S301

舞姫 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介 記述例森鴎外『舞姫』
国語

S302
舞姫評論 埼玉県立川越女子高等学校 皆川　裕紀

『舞姫』をめぐる評論読解
国語

S303
夢十夜 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子

夏目漱石『夢十夜』（第一夜）
国語

S304
ガリヴァー 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 赤沼　佳幸

ガリヴァーとアリスの読解
国語

S305
項羽劉邦 埼玉県立蕨高等学校 飯島　　健

項羽と劉邦　鴻門之会
国語

S306
ザ・コーヴ 埼玉県立北本高等学校 寺嶋　　毅

表現（ニュースを哲学する）
国語

S307
城の崎にて 埼玉県立南稜高等学校 千代　卓行

志賀直哉『城の崎にて』
国語

S308
精神風景 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也

戦後その精神風景

国語
S401

羅生門 埼玉県立大宮高等学校
畑　　文子
新妻　英昭
嘉藤　将大

小説『羅生門』
国語

S402
鞄 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也

安部公房『鞄』
国語

S403
遺伝子情報 埼玉県立蕨高等学校 飯島　　健

遺伝子情報の解明がもたらす可能性と問題点
国語

S404
小論文 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介

入試小論文の授業
国語

S405
赤い繭 埼玉県立南稜高等学校 千代　卓行

文学解釈『赤い繭』
国語

S406
舞姫 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 浦山　隆史

森鴎外『舞姫』
国語

S407
貧困問題 埼玉県立川越女子高等学校 皆川　裕紀 記述例貧困問題について考える～新聞から学ぼう～

国語
S408

こころ 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
夏目漱石『こころ』 「未来を拓くために必要な『こころ』とは」

国語
S409

間 埼玉県立春日部女子高等学校 吉野　真文
対話と抽象的言語力（評論文：『間』の感覚）

国語
S410

セメント樽の中の手紙 埼玉県立新座総合技術高等学校 新井　裕之
葉山嘉樹『セメント樽の中の手紙』

国語
S411

鼻 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 赤沼　佳幸
小説『鼻』芥川龍之介

国語
S412

タブララサ 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 髙橋　裕樹
未来をつくる想像力

国語
S413

高瀬舟 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也
森鴎外『高瀬舟』

国語
S414

伊勢物語 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 井上　敦史
『伊勢物語』「筒井筒」

国語
S415

山月記 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿
中島敦は山月記を通して何を表現したかったのか

国語
S501

コンコルドの誤り 埼玉県立吹上秋桜高等学校 白井　利奈
この文章から考えられる、「人間特有の思考形態」とはどのようなものか

国語
S502

空気を読む 埼玉県立蕨高等学校 飯島　　健
最近の若者事情を筆者の分析に基づいて読み取り、彼らの心的傾向はどこからくるものなのかを考える

国語
S503

羅生門 埼玉県立越谷東高等学校 宮路　智美
下人の心理の変化や行動から芥川龍之介は読者に何を伝えたかったのかを考察する
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国語
S504

こころ 埼玉県立北本高等学校 秋山　　桂
Kの言う「覚悟」とは、どのような気持ちで言われた言葉なのか

国語
S505

筒井筒 埼玉県立羽生高等学校 平井　隆介
平安時代における恋愛と現代の恋愛を比較しよう

国語
S506

こころ 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
「個人が生きることの意味」は何であるか

国語
S507

梓弓 埼玉県立川越女子高等学校 皆川　裕紀
物語全体の流れをふまえ、「梓弓」の物語の続きを想像し、詠まれる歌を考える

国語
S508

俳句 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 浦山　隆史
評論『俳句の表現、短歌の表現』

国語
S509

竹取物語 埼玉県立新座総合技術高等学校 新井　裕之
『竹取物語』の「かぐや姫の昇天」を読み、主題を考え、物語の続きを書いてみよう

国語
S510

こころ 埼玉県立鴻巣女子高等学校 阿久津寛子
Kはなぜ自殺したのか？

国語
S511

ことばと人間 埼玉県立松伏高等学校 藤井　裕也
物事を断るときに何を大切にするべきか

国語
S512

句を切る 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
『冬』を主題（テーマ）に俳句を詠んでみよう

国語
S513

消費されるスポーツ 埼玉県立春日部女子高等学校 吉野　真文
読解問題を解く（評論文：消費されるスポーツ）

国語
S514

間の感覚 埼玉県立鴻巣高等学校 荒木　　海
日本人はどうやって内と外を区別しているのだろう

国語
S515

地獄変 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 井上　敦史
『地獄変』とはどのような物語か論じる

国語
S516

バックストローク 埼玉県立坂戸西高等学校 深沢　恵美
「その時左腕が、なんの前ぶれもなくつけ根から抜けた。」とは、どんな意味が込められているか

国語
S517

伊勢物語 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 赤沼　佳幸
女の「人生」を一人語りの物語にしてみる

国語
S518

こころ 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 髙橋　裕樹
Kが残したもう一枚の遺書を書こう

国語
S519

出生前診断 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 松本　靖子
出生前診断の問題点をあげ、考えを述べる

国語
S520

花女房 埼玉県立川口東高等学校 河原　千晶
東西の物語の特徴を比べる

国語
S521

初冠 埼玉県立川口東高等学校 中里　峻輔
『春日野の 若紫の すりごろも しのぶの乱れ　限り知られず』の歌の訳を作る

国語
S522

言語と文化 埼玉県立所沢北高等学校 浦島　有希
言語（言葉）とは何か

国語
S523

徒然草 埼玉県立川口高等学校 青柳　香里
兼好の視点に立って「私は○○のように生きたい。」という文章をつくる

国語
S524

ほねとたね 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也
『ほねとたね』は一言であらわすとどんな物語といえるかを「千晶が～物語」の形で書く

国語
S525

本の帯 埼玉県立戸田翔陽高等学校 池田　雄高
「ほねとたね」の本の帯に読みたくなるようなコメントを書こう

国語
S526

山月記 埼玉県立新座柳瀬高等学校 泉田　寛子
『山月記』

国語
S527

永訣の朝 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
『永訣の朝』からどのようなものが読み取れるか

国語
S528

枕草子 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿
中宮定子はなぜ清少納言に質問したのか

国語
S601

十訓抄 埼玉県立鴻巣高等学校 荒木　　海
なぜ定頼中納言は小式部内侍の切り返しに驚いたのか

国語
S602

百人一首 埼玉県立桶川西高等学校 内田　健太
自分の一番好きな和歌を見つけよう

国語
S603

羅生門 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也
「老婆の着物を剥ぎ取る」という下人の行為を許せるか

国語
S604

羅生門 埼玉県立上尾南高等学校 原口　友美
本文を、ジグソー班で朗読しよう

国語
S605

聴くということ 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 箱田恵梨香
３つの場面での話の「きき方」を踏まえ、「他者に身をひらくきき方」を探る

国語
S606

顔の現象学 埼玉県立春日部女子高等学校 吉野　真文
「顔の所有」について問うことは、どうして重要なのか

国語
S607

平家物語 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
俊成はなぜ、「さざなみや…」の歌を勅撰集（『千載和歌集』）に入集させたのか？

国語
S608

筒井筒 埼玉県立浦和第一女子高等学校 芹川　明生
3人の女性の人物像を考える

213

第 3章　データ編



国語
S609

舞姫 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
〈人間存在一般〉の心・魂を本質的に最も揺さぶり得るものは何かを考えさせる

国語
S610

こころ 埼玉県立北本高等学校 直井　桃子
この後の『こころ』の展開を考えてみよう

国語
S611

随筆を読む 川口市立県陽高等学校 青木　龍也
現代版『枕草子』を作ってみよう！（「もの型」に挑戦）

国語
S612

舞姫 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 新井　真美
愛か栄達か迷い決断を迫られた豊太郎が最終的にどう生きる決断をしたのか

国語
S613

春望 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 松本　靖子 アレンジ
動画「春望」と「送元二使安西」「黄鶴楼送孟浩然之広陵」を比較し、唐詩の特徴をつかむ

国語
S614

黄金風景 埼玉県立川越女子高等学校 松本江里加
この三者がビブリオバトルをするとしたら、誰の意見が一番説得力があるか

国語
S615

漢文学習 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿
漢文を学ぶ必要はあるか

国語
S616

鶏鳴狗盗 埼玉県立滑川総合高等学校 今川未紅瑠
今まで読んできた「あの話」からできた四字熟語を考えよう！

国語
S617

俳句鑑賞 埼玉県立羽生第一高等学校 中里　路子
生徒が作句した作品から、18歳の高校生を想定した人物像や生活背景や心情を考える

国語
S618

言葉と世界 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 赤沼　佳幸
「ある基準」を作る土台となるものは何か考え、「言葉による世界の切り分け」について説明せよ

国語
S619

蜻蛉日記 埼玉県立越谷東高等学校 宮路　智美
藤原道綱母の行動の裏側にある兼家への気持ちを考え、心情を味わう

国語
S620

こころ 埼玉県立鴻巣女子高等学校 阿久津寛子
Kの自殺について報道する新聞記事を書く

国語
S621

富嶽百景 埼玉県立熊谷西高等学校 林　　園子
「富士山、さようなら。お世話になりました。」にはどのような思いが込められているか

国語
S622

相談 埼玉県立松伏高等学校 藤井　裕也
新聞に寄せられたある高校生の相談を読み、どのように回答するか

国語
S623

羅生門 埼玉県立白岡高等学校 金子　章臣
下人のその後を想像して書く

国語
S624

こころ 埼玉県立桶川西高等学校 藤原明日美
「K」が自殺したのはなぜか？

国語
S625

こころ 埼玉県立桶川西高等学校 宇田　敬子
「私」「K」はなぜ死を選ばなければならなかったのかを考える

国語
S626

児のそら寝 埼玉県立桶川西高等学校 大崎菜津子
動詞の活用の種類と活用形をマスターしよう

国語
S627

唐詩の世界 埼玉県立熊谷高等学校 岩田　朋之
漢詩のきまりを知ってるだけ書きなさい

国語
S628

こころ 埼玉県立坂戸西高等学校 深沢　恵美
『こころ』のキャッチコピーをつくろう

国語
S629

水の東西 埼玉県立三郷工業技術高等学校 秋元　亮佑
枯山水と噴水の比較から感じ取ることのできる日本人の感性を考える

国語
S630

筒井筒 埼玉県立羽生高等学校 小山　純平
なぜ『伊勢物語』は広く読まれたのだろうか

国語
S631

城の崎にて 埼玉県立所沢北高等学校 浦島　有希
それぞれの物語の語り手の違いによる、語りの特徴・効果を考えよう

国語
S632

源氏物語 埼玉県立上尾橘高等学校 春日　里歩
紫の上の人物像とは

国語
S633

古今和歌集 埼玉県立越谷北高等学校 関　未奈子
恋の歌・夢の歌三首をよみ、小野小町の「夢」のとらえ方を知る

国語
S634

和歌の修辞法 埼玉県立坂戸高等学校 坂本　尚也
和歌の修辞法（主として序詞）に関する問題に解答する

国語
S635

持たない 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 金成有希子
これからの日本はどのような「豊かさ」を求めていくべきか？

国語
S636

推敲 埼玉県立越谷西高等学校 日沖奈保子
『推敲』のあらすじをつかもう

国語
S637

伊勢物語 埼玉県立大宮高等学校 畑　　文子
平安貴族たちが求めた「雅（みやび）」とは、どのようなものだったのだろうか

国語
S638

顔 高知県立高知南高等学校 小松　　博
評論「日本人の『顔』」

国語
S639

徒然草 埼玉県立妻沼高等学校 黒澤　佑輔
「奥山に猫またというもの」を四コマ漫画にしてみよう

国語
S640

枕草子 鳥取県立米子東高等学校 福田　将士
「宮に初めて参りたるころ」に描かれる清少納言と中宮定子の交流はどのようなものか

国語
S641

敬語 埼玉県立妻沼高等学校 黒澤　佑輔
敬語の正しい使い方
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国語
S642

トースト絵画 鳥取県立米子東高等学校 福田　将士
認識論について学び、新しいものの見方、考え方を実感できるか？

国語
S643

羅生門 埼玉県立庄和高等学校 本庄　　悟
下人のその後がどうなったのかを考えよう

国語
S701

土佐日記 埼玉県立鴻巣高等学校 荒木　　海
どうして 「男もすなる日記といふものを女もしてみむとてするなり」 で始まるのだろうか

国語
S702

聴くということ 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 松本　靖子
聴くということは、どんな行為か

国語
S703

枕草子 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 新井　真美
『枕草子』の魅力とは？

国語
S704

悩み相談 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 箱田恵梨香
新聞に寄せられた高校生の悩みについて、先輩・保護者・担任の立場をふまえて回答を作る

国語
S705

羅生門 埼玉県立戸田翔陽高等学校 天野　拓也
あなたは「老婆の着物を剝ぎとる」という下人の行為を許せますか？

国語
S706

類義語 埼玉県立羽生高等学校 小山　純平
なぜ「おにぎり」は「おつかみ」と言わないのか

国語
S707

空気を読む 埼玉県立滑川総合高等学校 今川未紅瑠
「空気を読む」のはいいことか？

国語
S708

源氏物語 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
六条御息所の置かれた立場や光源氏に対する心情を読み取る

国語
S709

評論文 川口市立県陽高等学校 青木　龍也
評論文アレルギーを克服しよう！

国語
S710

羅生門 埼玉県立妻沼高等学校 黒澤　佑輔
下人は元々悪人だったのか、それとも老婆によって悪に染まってしまったのか

国語
S711

大和物語 埼玉県立吉川美南高等学校 菅原　　俊
「楢山参り」をするのはなぜか？

国語
S712

羅生門 埼玉県立三郷工業技術高等学校 秋元　亮佑
「盗人になる」という下人の選択は正しいと思いますか？

国語
S713

項羽と劉邦 埼玉県立川口北高等学校 秋葉　陽香
数々の争いがある時代に、それを治めて王となるには何が必要か

国語
S714

茨木のり子 埼玉県立南稜高等学校 川﨑　千尋
言葉や表現に注目することで、作者の考えや人物像に迫る

国語
S715

枕草子 埼玉県立白岡高等学校 金子　章臣
「うつくし」と「かわいらしい」の共通点や相違点を考える

国語
S716

伊勢物語 埼玉県立川口東高等学校 浅野　幸子
惟喬親王の人生

国語
S717

伊勢物語 埼玉県立川口東高等学校 大熊　　翼
惟喬親王と馬の頭

国語
S718

竹取物語 埼玉県立羽生第一高等学校 中里　路子
かぐや姫は悪女か？

国語
S719

定型表現 埼玉県立羽生第一高等学校 齋藤　明佳
「短詩」を「短歌」にしよう

国語
S720

儒家の思想 埼玉県立浦和第一女子高等学校 芹川　明生
人の本性とは、善か悪か、それ以外か

国語
S721

城の崎にて 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
主人公が「生と死は両極ではない」と感じるに至っていることを読み取る

国語
S722

バックストローク 埼玉県立坂戸西高等学校 深沢　恵美
『バックストローク』のキャッチコピーを作ってみよう

国語
S723

宇治拾遺物語 埼玉県立小鹿野高等学校 小泉　久美
登場人物の立場や気持ち、人物同士の関係を考えて、脚本化してみよう

国語
S724

よろこびの歌 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 加藤　早織
マラソン大会でゴールした御木元に、真っ先に声をかけにいくのは誰か

国語
S725

羅生門 埼玉県立新座柳瀬高等学校 菅原　勇太
『羅生門』において、「にきび」はどのようなはたらきをしているか

国語
S726

言語と文化 埼玉県立所沢北高等学校 浦島　有希
言語についての 3つの点について実感させ、言語に関する捉え方を変容させる

国語
S727

ナイン 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿
末尾の一文に込めた「私」の思いとは

国語
S728

思想 埼玉県立熊谷高等学校 岩田　朋之
人間の本性とはなにか

国語
S729

春と赤ン坊 埼玉県立越谷西高等学校 日沖奈保子
作者はなぜ、「赤ン坊」を置き去りにする詩を書いたのか

国語
S730

更級日記 埼玉県立草加南高等学校 渡邊　真美
『更級日記』の特徴と史的評価を考える

国語
S731

和歌 埼玉県立狭山経済高等学校 大野優紀子
藤原道綱母の手紙を代筆しよう
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国語
S732

山月記 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 金成有希子
李徴はなぜますます虎に近づいていくのか

国語
S733

ミロのヴィーナス 埼玉県立吉川美南高等学校 東　　陽花
ミロのヴィーナスがなぜ、ここまで世界的に愛されるのか

国語
S734

舞姫 埼玉県立桶川西高等学校 藤原明日美
人間にとって最も大切なものは何か

国語
S735

宇治拾遺物語 埼玉県立桶川西高等学校 内田　健太
最後の場面で僧たちが大笑いしたのはなぜか考える

国語
S736

伊勢物語 埼玉県立桶川西高等学校 大崎菜津子
女性の魅力を男性にアピールしよう

国語
S737

暴力の神話 埼玉県立大宮南高等学校 山﨑　康太
筆者はなぜ「暴力の神話」というタイトルを付けたのかを考える

国語
S738

山月記 埼玉県立上尾橘高等学校 春日　里歩
最後に李徴が自分の姿を見せたのはなぜか

国語
S739

虎の威を借る 埼玉県立春日部工業高等学校 竹内奈津美
この話をした江乙の狙いはなにか

国語
S740

筒井筒 高知県立高知南高等学校 大菊　　賢
国語総合・古文『伊勢物語』「筒井筒」

国語
S801

物語を発現する力 埼玉県立新座柳瀬高等学校 菅原　勇太
断片的な文章から物語を作るためには何が必要だろうか

国語
S802

校歌 埼玉県立北本高等学校 江森　優衣
校歌に隠された物語を探ろう！

国語
S803

良識派 埼玉県立入間向陽高等学校 関根　和毅
「仲間はずれにされた一羽のニワトリ」と「ニワトリたち」は、破滅しないために何ができたか

国語
S804

今昔物語 埼玉県立入間向陽高等学校 本　　美穂
古文入門「阿蘇の史、盗人にあひてのがるること」

国語
S805

小論文 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 新井　真美
『終末期医療』について、問題点をあげ、それに対するあなたの考えを述べなさい

国語
S806

山月記 川口市立県陽高等学校 青木　龍也
李徴はなぜ虎になったのか

国語
S807

評論 川口市立県陽高等学校 小境　幸子
日本の文化をどのように捉えるか。

国語
S808

ことばの力 埼玉県立羽生高等学校 小山　純平
「粗忽者」とは、どのような性格の人だろう

国語
S809

鏡 川口市立川口高等学校 野田　庸平
主人公の家になぜ鏡が一枚もないのか

国語
S810

伊勢物語 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 加藤　早織
伊勢物語「梓弓」について、三首の内どの和歌が一番魅力的だと考えるか

国語
S811

をばすて 埼玉県立庄和高等学校 本庄　　悟
本文の和歌について、その和歌を詠むに至った経緯と詠み手の心情を理解する

国語
S812

詩「甃のうへ」 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
「甃のうへ」に表現されているものは何か

国語
S813

風景とは何か 埼玉県立川越女子高等学校 皆川　裕紀
1935年撮影の沖縄の写真に彩色する意味を考え、人間にとって風景とは何かを考える

国語
S814

伊勢物語 埼玉県立川口北高等学校 稲見　　誠 アレンジ「筒井筒」について、「時間」の経過をふまえて、男の「心情」を読み解こう
国語

S815
科学は正しいか 埼玉県立川口東高等学校 大熊　　翼

「宇宙人は存在する」と「宇宙人は存在しない」証明するのが難しいのはどちらか
国語

S816
竹取物語 埼玉県立羽生第一高等学校 天野　拓也

竹取物語はなぜ現代まで親しまれる物語となったのか。竹取物語の最大の魅力とは何か
国語

S817
源氏物語 埼玉県立鴻巣高等学校 荒木　　海

六条御息所はどうして、葵の上を殺したのだろうか。
国語

S818
枕草子 埼玉県立羽生第一高等学校 齋藤　明佳

清少納言はなぜ「御簾を高く上げ」たのか
国語

S819
こころ 埼玉県立羽生第一高等学校 中里　路子

Ｋが自殺した理由である「寂しさ」とはなにか
国語

S820
表現の実践 埼玉県立児玉白楊高等学校 橋本　翔平

文化祭の経験を通して知った、「集団行動において大切なこと」について考える
国語

S821
故事成語 埼玉県立坂戸西高等学校 深沢　恵美

有名な故事成語を使った例文を作ってみよう。
国語

S822
伊勢物語 埼玉県立浦和高等学校 小島　大貴

平安時代の恋愛はズバリ、「○○で××な」恋愛だ！
国語

S823
詩「一日の長さ」 埼玉県立羽生高等学校 鳥海　貴史

この詩を書くことで、作者はどのようなメッセージを読者に伝えたかったのだろうか
国語

S824
短歌の世界 埼玉県立羽生高等学校 鳥海　貴史

与謝野晶子はどんな気持ちで「やは肌の―」の歌を詠んだのか
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国語
S825

土佐日記 埼玉県立草加南高等学校 中島　梨恵
紀貫之が「女もしてみむ」と女性の立場で書いたのはなぜか

国語
S826

城の崎にて 埼玉県立浦和北高等学校 三沼　紀子
「城の崎にて」には何が描かれているのか。作者が表現しようとしたことは何か

国語
S827

伊勢物語 埼玉県立入間向陽高等学校 本　　美穂
平安時代の貴族男性が好む女性はどのような女性か

国語
S828

城の崎にて 埼玉県立浦和北高等学校 関根　景子
私たちは死をどのようにとらえて生きていくべきだろうか

国語
S829

源氏物語 埼玉県立久喜工業高等学校 青木　萌葉
「ありと見て手には取られず見ればまた行方も知らず消えしかげろふ」の歌を意訳しよう

国語
S830

平家物語 埼玉県立熊谷高等学校 齋藤　真未
「木曽の最期」のエピソードは、なぜ読者を惹きつけるのだろうか

国語
S831

生物の多様性 埼玉県立浦和西高等学校 山本　佳樹
筆者はなぜ「生命観と環境観のパラダイム・シフト」を考える必要があると主張しているか

国語
S832

ひよこの眼 埼玉県立狭山緑陽高等学校 青木　幹太
『ひよこの目』ではなく、『ひよこの眼』というタイトルなのは、なぜか

国語
S833

漢詩 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿
「望廬山瀑布」の詩にはどのような特徴があるか

国語
S834

土佐日記 埼玉県立松山高等学校 伊藤　博宣
紀貫之は、なぜ『土佐日記』を書こうと思ったのだろうか

国語
S835

ナイン 埼玉県立松山高等学校 倉田　　淳
「ナイン」作品全体を通じて、どのような小説的工夫が凝らされているか

国語
S836

蜻蛉日記 埼玉県立浦和第一女子高等学校 板谷　大介
「うつろひたる菊」に描かれている、夫兼家への筆者の心情はどのようなものだったか

国語
S837

広告を読む 埼玉県立本庄高等学校 中里　智哉
本庄高校のキャッチコピーを作る

国語
S838

夢十夜 埼玉県立久喜北陽高等学校 森田　純子
「夢十夜」の本の帯を作る

国語
S839

評論 埼玉県立吉川美南高等学校 今村優太郎
「働かないアリに意義がある」に対する考え

国語
S840

自己 PRと面接 埼玉県立吉川美南高等学校 菅原　　俊
企業（社会）が求めるコミュニケーション能力とはどのような能力か

国語
S841

三文にて歯二つ 埼玉県立吉川美南高等学校 廣瀬　和輝
『三文にて歯二つ』の物語から読み取れる教訓は何か

国語
S842

儒家の思想 埼玉県立桶川西高等学校 内田　健太
孔子・孟子・荀子の思想の内容を理解し、人間の本性や生き方について考える

国語
S843

舞姫 埼玉県立桶川西高等学校 大崎菜津子
出世か恋人か悩む豊太郎にアドバイスをしよう

国語
S844

児のそら寝 埼玉県立桶川西高等学校 藤原明日美
なぜ僧たちは笑ったのか。

国語
S845

小説 川口市立川口高等学校 伊藤　博之
3つの作品の表現上の特徴と結末について共通点と相違点は何か

国語
S846

夜の寝覚 埼玉県立熊谷高等学校 岩田　朋之
時制・場所・人物の把握

国語
S847

ものとことば 鳥取県立倉吉東高等学校 有山　　彰
評論　ものとことば

国語
S848

富士山 鳥取県立米子東高等学校 福田　将士
太宰治「富嶽百景」・池内紀「富士山のカタチ」

国語
S849

空中区 清風学園　清風高等学校 平井　康文
村田喜代子『空中区』（大阪大学文学部 2002年度入試問題より）

国語
S901

魚の生息地 埼玉県立岩槻商業高等学校 山﨑　昂平
魚の生息地は地球上のどういうところか？

国語
S902

鶏鳴狗盗 埼玉県立大宮商業高等学校 宮下　裕聡
なぜ、昭王は孟嘗君を殺そうとするのか

国語
S903

青りんご 埼玉県立羽生高等学校 尾城　有美
なぜ「緑りんご」とはいわず「青りんご」というのか

国語
S904

生物多様性 埼玉県立大宮光陵高等学校 武藤　正樹
筆者の主張の根拠を「ニッチ」「生物多様性」「動的平衡」という言葉に注目しながら自分の言葉で説明する

国語
S905

俳句の魅力 埼玉県立松山高等学校 ほか６校 板谷 大介
俳句の魅力はどのようなところにあるか

国語
S906

こころ 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
高校生が夏目漱石の『こころ』を授業で読み、学ぶ意義は何か

国語
S907

枕草子 埼玉県立熊谷高等学校 髙橋　大樹 観点シートなぜ『枕草子』は現代まで読み継がれる作品となったのか
国語

S908
戦国策 埼玉県立上尾南高等学校 鍋島　朱海

『戦国策』における遊説家とはどのような存在か
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国語
S909

山月記 埼玉県立吉川美南高等学校 菅原　　俊
李徴の詩に「欠けるところ」があるのはなぜか

国語
S910

三船の才 埼玉県立浦和高等学校 小島　大貴
和歌と漢詩と楽器、平安貴族がマスターしたいものランキングは？

国語
S911

筒井筒 埼玉県立鴻巣高等学校 荒木　　海
男はどうして「高安の女」の元へ行かなくなったのだろう

国語
S912

百人一首 埼玉県立桶川西高等学校 内田　健太
平清盛と壬生忠見の二人の読んだ歌を読み比べ、どちらの歌が優れているかを判定する

国語
S913

鏡 川口市立高等学校 野田　庸平
「鏡に映った僕」はどのような存在か

国語
S914

オノマトペ 埼玉県立羽生高等学校 鳥海　貴史
なぜ、日本語にはたくさんのオノマトペが使われているのか

国語
S915

源氏物語 埼玉県立浦和北高等学校 関根　景子
なぜ、源氏物語は千年以上読み継がれているのだろうか

国語
S916

こころ 埼玉県立浦和北高等学校 三沼　紀子
先生が青年「私」に遺したものは何か

国語
S917

こころ 埼玉県立吉川美南高等学校 木村　美鈴
Ｋはなぜ自殺したのかを考える

国語
S918

葉桜と魔笛 川口市立高等学校 眞中　淳志
妹の告白の前後で妹に対する姉の感情がどのように変化したか

国語
S919

筒井筒 埼玉県立入間向陽高等学校 松永　千希
平安時代で愛されるステキ女子になるためには、どんな要素が必要か

国語
S920

檸檬 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 新井　真美 観点シート梶井基次郎『檸檬』の読解
国語

S921
山月記 埼玉県立庄和高等学校 本庄　　悟

「臆病な自尊心と、尊大な羞恥心」がどのようなものであるか
国語

S922
塞翁が馬 埼玉県立宮代高等学校 越田　洋輔

塞翁は、人生とはどのようなものと考えているか
国語

S923
山月記 埼玉県立宮代高等学校 小澤真理子

なぜ「李徴」は「虎」に「変身」したのか
国語

S924
羅生門 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 千代田拓弥

下人が盗人になろうとしていたことを忘れていたのはなぜか
国語

S925
とんかつ 埼玉県立新座高等学校 松本江里加

母親はしゃべらず「黙って見て」いるが、心の中ではどのようなことを考えているか
国語

S926
羅生門 埼玉県立狭山緑陽高等学校 青木　幹太

下人と老婆では、どちらのほうが悪い人だと考えますか
国語

S927
鼻 埼玉県立狭山緑陽高等学校 蓑島しおり

再び長い鼻に戻った内供（主人公）はどんな人生を送るのか
国語

S928
であること 埼玉県立松山高等学校 伊藤 　博宣
現代日本社会は「民主的」といえるだろうか。また、「民主的」であるとはどういうことだろうか

国語
S929

玉勝間 埼玉県立松山高等学校 浅見　和寿 観点シート本居宣長は、何を批判したのか
国語

S930
羅生門 埼玉県立草加東高等学校 早川　　光

下人はなぜ老婆の着物を盗んだのか
国語

S931
羅生門 埼玉県立鳩山高等学校 坂本　美和
「下人の心からは恐怖が少しずつ消えていった」とあるが、これはどういう状態を表しているのか

国語
S932

宇治川の先陣争い 埼玉県立八潮高等学校 奥脇　栄治
なぜ頼朝は生食を梶原ではなく佐々木に与えたのか

国語
S933

木曾の最期 埼玉県立秩父農工科学高等学校 小島　　茜
今井四郎の立場になって、義仲に言葉をかけるとしたら

国語
S934

舞姫 埼玉県立羽生第一高等学校 中里　路子
『舞姫』悲劇の原因は誰か？

国語
S935

大鏡 埼玉県立羽生第一高等学校 天野　拓也
『大鏡』の場面設定にはどんな効果があるのか

国語
S936

檸檬 埼玉県立羽生第一高等学校 齋藤　明佳
「私」にとって「檸檬」とはどのような存在だったのか

国語
S937

源氏物語 埼玉県立春日部女子高等学校 筧　美和子
歌合をしてみよう

国語
S938

反知性主義 清風学園 清風高等学校 肱岡　泰典
記述問題の解答作成法（2016年度東大入試）　

国語
S939

羅生門 鳥取県立鳥取工業高等学校 角本　千尋
羅生門
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【地理歴史】

地歴
S101

中世 埼玉県立越ヶ谷高等学校
福島　　巌
長南美菜子
下川　　隆 記述例

中世末期ヨーロッパで権力を握ったのは？
地歴

S201
建武の新政 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 浅見　晃弘

なぜ建武の新政は短期間で崩れ、内乱が長引いたのか？
地歴

S202
鎌倉仏教 埼玉県立越ヶ谷高等学校 福島　　巖 記述例日本史「鎌倉仏教」―日本のお坊さんはなぜ結婚しているのか―

地歴
S203

岩倉使節団 埼玉県立鳩ケ谷高等学校 近藤　隆行 記述例岩倉使節団見聞録―明治日本はどの国の精神に倣うべきか―
地歴

S204
パレスティナ 埼玉県川口市立川口高等学校 大野　圭一

パレスティナは誰のもの

地歴
S301

宗教改革 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆 アレンジ
記述例
動画宗教改革と当時の国際状況

地歴
S302

アジア認識 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 近藤　隆行
近代日本のアジア認識　自己は他者をどう見たか

地歴
S303

明治外交 埼玉県立川口東高等学校 田邉　　亘
明治維新の外交

地歴
S304

徳政令 埼玉県立越ヶ谷高等学校 福島　　巌
室町幕府の経済

地歴
S305

ハーメルン 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大野　圭一
ヨーロッパ世界の形成と発展

地歴
S306

摂関政治 埼玉県立庄和高等学校 奥井　　亘
摂関政治

地歴
S307

足尾事件 埼玉県立川越初雁高等学校 渡邊　大地 アレンジ産業革命と社会問題
地歴

S308
国風文化 埼玉県立戸田翔陽高等学校 磯部　友喜

国風文化～紫式部は何故生まれたのか～
地歴

S401
初期荘園 埼玉県立戸田翔陽高等学校 磯部　友喜

奈良時代の土地制度
地歴

S402
江戸幕府 埼玉県立川越初雁高等学校 渡邊　大地

江戸幕府の成立
地歴

S403
戊申詔書 埼玉県立浦和第一女子高等学校 小林　武史

日露戦後社会
地歴

S404
銀の流通 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆

16～17世紀の銀の流通と世界の一体化
地歴

S405
日英同盟 埼玉県立庄和高等学校 奥井　　亘

大陸政策の展開
地歴

S406
トーロンマン 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大野　圭一 アレンジヨーロッパ世界の形成と発展

地歴
S407

第二次世界大戦 埼玉県立越ヶ谷高等学校 福島　　巌
第二次世界大戦

地歴
S408

水害 埼玉県立新座総合技術高等学校 松本　優介
都市部の水害

地歴
S409

紅茶文化 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 青野　　彩
イギリスの紅茶文化はなぜ成立している？

地歴
S410

世界大戦 埼玉県立所沢北高等学校 大橋　雄一
世界大戦の時代

地歴
S411

第一次世界大戦 埼玉県立吉川美南高等学校 藤原　雄太
日本が第一次世界大戦参戦になぜ踏み切れたのか

地歴
S412

五・四運動 埼玉県立川口東高等学校 田邉　　亘
第一次世界大戦後、中国で反日運動である五・四運動が起こったのはどうしてだろうか

地歴
S413

第一次世界大戦と日本 埼玉県立戸田翔陽高等学校 磯部　友喜
第一次世界大戦とは日本にとって何だった？

地歴
S414

ナポレオン 埼玉県立川越高等学校 水村　晃輔
ナポレオン時代

地歴
S501

城の立地 埼玉県立川越初雁高等学校 渡邊　大地
あなたが戦国大名なら、どの地点に城を築きますか？

地歴
S502

近代国家の確立 埼玉県立吹上秋桜高等学校 中村　祥吾
明治新政府が屯田兵制度を採用するメリットや目的にはどのようなものがあったか

地歴
S503

フランス革命 埼玉県立北本高等学校 雨川　涼佑
フランス革命は、社会の構造をどのように変えたのか？

地歴
S504

日露戦争 埼玉県立庄和高等学校 高須　健一
風刺画から読みとる日露戦争
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地歴
S505

鎌倉仏教 埼玉県立蕨高等学校 逸見　峻介
鎌倉仏教はなぜ広まったのか？どのような特徴を持っているのか？

地歴
S506

原子力発電 埼玉県立川越西高等学校 後呂健太郎
原子力発電を推進するべきか否か

地歴
S507

帝国主義 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大野　圭一
フィジーにカレー屋が多いのはなぜか

地歴
S508

沖縄戦 埼玉県立越ヶ谷高等学校 東郷　　宏 アレンジ沖縄戦における集団自殺はなぜおきたか
地歴

S509
歴史の論述 埼玉県立越ヶ谷高等学校 福島　　巌

文書館職員になって、説明文を考える
地歴

S510
食糧問題 埼玉県立越ヶ谷高等学校 武士田　透

アフリカの食糧問題が深刻なのはなぜか？
地歴

S511
秦檜 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 青野　　彩 アレンジ「秦檜は○○○だ！」

地歴
S512

足軽 埼玉県立川口東高等学校 田邉　　亘
足軽とは、どのような人たちだろうか

地歴
S513

第一次世界大戦 埼玉県立吉川美南高等学校 藤原　雄太
世界各国を巻き込む大戦はなぜ起きたか

地歴
S514

価格革命 埼玉県立新座総合技術高等学校 松本　優介
価格革命を引き起こしたのは何なのか

地歴
S515

穀物メジャー 埼玉県立本庄高等学校 鈴木　広平
なぜアメリカで大規模農業が可能なのか？

地歴
S516

世界大戦の時代 埼玉県立所沢北高等学校 大橋　雄一
1930年代はどのような時代だったのか

地歴
S517

ムスリム 埼玉県立日高高等学校 新井真里奈
ムスリムの人の旅行ツアーを考えるときに気を付けたいことはどんなことだろうか？

地歴
S518

近世初期ヨーロッパ 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆
近世初期と末のヨーロッパの対立軸の変化を説明する

地歴
S519

ペストの拡大 埼玉県立戸田翔陽高等学校 稲葉　和信 アレンジペストの拡大
地歴

S520
太平洋戦争 埼玉県立越谷西高等学校 髙相　恵美

なぜ日本人は戦争を選んだのか？
地歴

S521
西ヨーロッパ 埼玉県立戸田翔陽高等学校 武井　寛太

なぜ、フランク王国だけが長く栄えたのか
地歴

S522
冷戦 鳥取県立米子東高等学校 小笠原雅史

冷戦と第三世界の自立
地歴

S601
織豊政権 埼玉県立川越初雁高等学校 渡邊　大地

博物館の展示資料の解説文を作ろう ～戦国期の制札～

地歴
S602

砂漠化
埼玉県立吹上秋桜高等学校
川口市立県陽高等学校
埼玉県立幸手桜高等学校

井田　史亜
荒屋敷勝成
田島　佑弥
相馬　賢一

アレンジ

なぜサヘル地域で砂漠化が急速に進行しているのか？
地歴

S603
中国古典文明 埼玉県立戸田翔陽高等学校 稲葉　和信

戦国時代の政治家ならば、どの（諸子百家の）意見を王様に提案するか？
地歴

S604
東アジア 埼玉県立戸田翔陽高等学校 武井　寛太

天津の爆発事故が起きた原因・背景を考えよう

地歴
S605

近代国民国家 埼玉県立上尾南高等学校
新井　孝和
下川　　隆
石山　博恵

東方問題とは、どのような性格のものであったか
地歴

S606
地域 埼玉県立羽生高等学校 渡辺　健太

自分にとって住みやすい地域はどこだろう？
地歴

S607
春秋戦国時代 埼玉県立春日部女子高等学校 石山　博恵

周王の権威が弱まり、実力本位の時代になったのはなぜか
地歴

S608
菅原道真 埼玉県立蕨高等学校 磯部　友喜

なぜ菅原道真は＂学問の神＂と崇められるようになったのか
地歴

S609
世界戦争 埼玉県立川越西高等学校 神谷　一彦

なぜトルーマン大統領は原爆投下の命令書にサインしたのだろうか？
地歴

S610
建武の新政 埼玉県立浦和高等学校 三宅　邦隆

中央の建武新政府の政策が地方（武蔵国）でどう行われたのか
地歴

S611
ラテンアメリカ 埼玉県立越谷西高等学校 高相　恵美

ラテンアメリカ独立の背景と経緯を図で説明してみよう～ベネズエラの場合～
地歴

S612
近世農村 埼玉県立狭山緑陽高等学校 渡部　康詞

百姓はなぜ肥料を買ったのか
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地歴
S613

日露戦争 埼玉県立南稜高等学校
飯塚　友基
渡部　康詞
持田　真人

なぜ、日本とロシアは対立したのか

地歴
S614

水害
埼玉県立松山高等学校
埼玉県立上尾高等学校
埼玉県立越ヶ谷高等学校

大野　直知
豊田　博也
武士田　透 アレンジ

豪雨襲来！そのとき、あなたは何処へ ･･･
地歴

S615
西ヨーロッパ中世 埼玉県立熊谷西高等学校 藤井　伸泰

西ヨーロッパ中世の封建社会が、中世後期（1300年ごろから）には衰退した原因は
地歴

S616
義和団事件 埼玉県立川越工業高等学校 持田　真人

義和団事件がもたらしたものとそれぞれの各国の思惑について考察する
地歴

S617
征韓論 埼玉県立川口東高等学校 田邉　　亘

明治六年にいったい何が起こったのだろうか

地歴
S618

琉球王国 埼玉県立越ヶ谷高等学校
埼玉県立松伏高等学校

大野　圭一
新田目裕子
谷川　宏平 アレンジ

なぜ琉球王国は繁栄したのか
地歴

S619
日露戦争 埼玉県立越ヶ谷高等学校 福島　　巖

日露戦争と国際関係を示した 1枚の史料から、当時の国際関係の理解をはかる
地歴

S620
菅原道真 埼玉県立蓮田松韻高等学校 白井　聡子 アレンジ菅原道真が大宰府に左遷された理由を考えよう

地歴
S621

ルネサンス 埼玉県立新座総合技術高等学校 松本　優介
ルネサンスから宗教改革にかけての商業に携わる人々の富に対する意識の変化は？

地歴
S622

中世ヨーロッパ 埼玉県立熊谷高等学校 柳　　優輝 アレンジ中世ヨーロッパにおける人々の暮らし～ 『ベリー公のいとも豪華な祈祷書』を通じて～

地歴
S623

ジーンズ 埼玉県立坂戸西高等学校
埼玉県立川越高等学校

宇津木崇子
水村　晃輔 アレンジ

ジーンズはどうやって生まれたのか
地歴

S624
文明開化 埼玉県立三郷工業技術高等学校 甲斐　正樹

文明開化を学び、近代化とは何かを考える
地歴

S625
南北朝の動乱 埼玉県立草加高等学校 石田　千郷

北朝と南朝、どっちが正統？
地歴

S626
日露戦争 埼玉県立越谷西高等学校 細谷　　俊

日露戦争後の日本・アメリカ・ロシアの思惑
地歴

S627
太平洋戦争 埼玉県立所沢北高等学校 大橋　雄一

なぜアメリカは日本と戦争したのか
地歴

S628
ヨーロッパ 埼玉県立日高高等学校 新井真里奈

なぜカトリック信者は 15世紀～17世紀にかけて世界中へ広がっていったのだろうか
地歴

S629
大日本帝国憲法 青森県立黒石高等学校 今　　剛志

大日本帝国憲法
地歴

S630
ギリシア 高知県立高知南高等学校 畠中　美穂

ギリシア問題
地歴

S701
境界線 埼玉県立川越初雁高等学校 渡邊　大地

東西日本の境界線はどこにある？
地歴

S702
摂関政治 埼玉県立本庄高等学校 石田　智光

摂関政治は、なぜ藤原道長の時期に全盛期を迎えたのか

地歴
S703

アメリカの都市
埼玉県立上尾南高等学校
埼玉県立戸田翔陽高等学校
埼玉県立上尾鷹の台高等学校

新井　孝和
稲葉　和信
上野　裕也 アレンジ

アメリカのどの都市に移住しますか
地歴

S704
日本の起源 埼玉県立草加高等学校 石田　千郷

いつから日本っていう国はあるの
地歴

S705
中華帝国 埼玉県立吹上秋桜高等学校 井田　史亜 アレンジしくじり先生始皇帝に学ぶ！ 15 年で帝国を滅ぼさないコツ

地歴
S706

ヴェルサイユ条約 埼玉県立春日部女子高等学校 石山　博恵
パリ講和会議で結ばれたヴェルサイユ条約の内容を、ロールプレイングで考えよう

地歴
S707

鎌倉幕府 川口市立県陽高等学校 名取絵理子
鎌倉幕府はなぜ滅亡したのだろうか？

地歴
S708

近代国民国家 埼玉県立所沢高等学校 中嶋　延広
近代における国民とは何か？

地歴
S709

室町文化 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 幸島　侑美
室町文化は、なぜ「日本文化の原点」と言われているのか

地歴
S710

紅茶 埼玉県立吹上秋桜高等学校 中村　祥吾
紅茶について A東アジア、Bインド・スリランカ、C新大陸の 3点から学ぶ
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地歴
S711

東ローマ帝国
埼玉県立三郷工業技術高等学校
埼玉県立幸手桜高等学校
埼玉県立蓮田松韻高等学校

井上　　肇
田島　佑弥
白井　聡子

アレンジ

なぜ東ローマ帝国が長く繁栄できたのか
地歴

S712
科挙 埼玉県立越谷西高等学校 細谷　　俊

なぜ科挙は宋の時代に大成したのか
地歴

S713
女性解放 埼玉県立南稜高等学校 小島　千晶

明治・大正初期における「女性解放」の意味を考える
地歴

S714
鹿鳴館 埼玉県立南稜高等学校 飯塚　友基

鹿鳴館時代が日本に与えた影響とは何か
地歴

S715
帝国主義 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大野　圭一

『黄禍の図』とよばれる寓意画を見たそれぞれの外国人はどう思ったのか
地歴

S716
都市住居問題 埼玉県立越ヶ谷高等学校 武士田　透

望ましい都市計画とは
地歴

S717
西ヨーロッパ中世 埼玉県立熊谷西高等学校 藤井　伸泰

13世紀の世界とは
地歴

S718
古墳文化 埼玉県立日高高等学校 新井真里奈

古墳時代の前期から後期にいたる間の被葬者の変化について考えよう
地歴

S719
社会運動 埼玉県立川口青陵高等学校 市川　栄太

なぜ大正時代に社会運動が盛り上がったのか？
地歴

S720
七年戦争 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆

イギリスは、なぜ七年戦争ではプロイセンを支持したのか
地歴

S721
北条政子 埼玉県立浦和第一女子高等学校 高相　恵美

北条政子は、なぜ尼将軍と呼ばれたのか
地歴

S722
南北朝 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 山川　真樹

南北朝の動乱はなぜ長期化したのか？
地歴

S723
村境争論図 埼玉県立狭山緑陽高等学校 渡部　康詞

狭山市立博物館蔵『村境争論図』を説明しよう
地歴

S724
朱元璋 埼玉県立坂戸西高等学校 宇津木崇子

朱元璋がどのような人物で、建国した明王朝はどんな特徴を持っていたか
地歴

S725
琉球王国 埼玉県立蕨高等学校 磯部　友喜

江戸時代の琉球王国はどんな政治体制だったか？
地歴

S726
応永の外寇 埼玉県立蕨高等学校 逸見　峻介

なぜ対馬が襲われたのか

地歴
S727

農奴解放
埼玉県立三郷工業技術高等学校
埼玉県立幸手桜高等学校
埼玉県立蓮田松韻高等学校

井上　　肇
田島　佑弥
白井　聡子 アレンジ

立ち上がれ！農民たちよ！ ～なぜ農奴解放は起こったか～
地歴

S728
ロシア 埼玉県立松山高等学校 加藤　義文

ロシアの社会主義国家建設の中で一番の転機は？
地歴

S729
アフリカ 埼玉県立松山高等学校 大野　直知

なぜアフリカは民族紛争や内戦が多いのか
地歴

S730
石見銀山 埼玉県立所沢北高等学校 大橋　雄一

石見銀山が世界遺産に登録された理由を考えよう
地歴

S731
都市 埼玉県立熊谷高等学校 柳　　優輝

都市の世界史～ 8世紀世界の 3都市比較
地歴

S732
沖積平野 埼玉県立川越工業高等学校 持田　真人

「地形図を読んでみよう」～沖積平野の復習～
地歴

S733
バロック様式・ロココ様式 埼玉県立新座総合技術高等学校 松本　優介

バロック様式・ロココ様式とは服飾の観点からみてどのような文化の様式か？
地歴

S734
ナポレオン 埼玉県立川越初雁高等学校 河津謙太郎

ナポレオンを評価してみよう
地歴

S735
律令国家 埼玉県立浦和高等学校 三宅　邦隆

律令国家
地歴

S736
領土問題 埼玉県立松伏高等学校 新田目裕子

北方領土問題を平和的に解決するにはどうしたらよいか？
地歴

S737
御成敗式目 鳥取県立米子東高等学校 堀江　　駿

御成敗式目の制定
地歴

S738
徳政令 鳥取県立米子東高等学校 堀江　　駿

幕府の動揺と土一揆
地歴

S801
ビザンツ 埼玉県立川越初雁高等学校 河津謙太郎

ビザンツ帝国の繁栄は何をもたらしたか
地歴

S802
古代ローマ 川口市立川口高等学校 森　龍太郎

グラックス兄弟の改革
地歴

S803
みづら 埼玉県立新座柳瀬高等学校 入月　　涼

近代以降、神武天皇の髪型はなぜ「みづら」で描かれるようになったのか
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地歴
S804

アフリカ地誌 埼玉県立本庄高等学校 栗原　　健
X国の国名を推理し、その特徴を説明しよう

地歴
S805

鎌倉幕府 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 幸島　侑美
源頼朝は、平氏政権から何を学び、鎌倉幕府成立に活かしたのだろう

地歴
S806

鎌倉幕府 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 島本　真衣
鎌倉幕府の成立年を聞かれたら何年と答えますか？

地歴
S807

鮮卑 埼玉県立戸田翔陽高等学校 武井　寛太
なぜ、鮮卑は髪型を変えたのか

地歴
S808

パーム油 埼玉県立浦和工業高等学校 石川　和博
アイスの値段はなぜ異なるか

地歴
S809

ロシア 川口市立県陽高等学校 荒屋敷勝成
ロシアの特徴を学ぶ

地歴
S810

ロマノフ朝 川口市立県陽高等学校 磯﨑　祥大
ロマノフ朝ロシアの対外政策をまとめ、その目的や特徴、結果を考えてみよう

地歴
S811

鎌倉仏教 川口市立県陽高等学校 田中佐登志
新興仏教開祖達の思想と行動について

地歴
S812

遣唐使 埼玉県立羽生高等学校 渡辺　健太
遣唐使を知ろう！

地歴
S813

鎌倉幕府 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 上野　裕也
なぜ、鎌倉幕府は滅亡したのか？

地歴
S814

大陸政策 埼玉県立庄和高等学校 奥井　　亘
19世紀末の東アジアでの日本の立場はどのようなものか？

地歴
S815

古代国家 埼玉県立戸田翔陽高等学校 武井　寛太
なぜ、古代国家の指導者にとって、「宗教」は欠かせないものだったのか？

地歴
S816

WW1 埼玉県立所沢北高等学校 矢島　寛己
第一次世界大戦が日本の国際関係にどのような影響を与えたか？

地歴
S817

沖縄 埼玉県立春日部女子高等学校 石山　博恵
沖縄と日本の関係を、歴史から考えよう

地歴
S818

東アジア地誌 埼玉県立所沢高等学校 神谷　一彦
北朝鮮、アメリカ、中国は今後どのように行動し、北朝鮮問題はどうなっていくか

地歴
S819

ドイツの統一 埼玉県立上尾南高等学校 新井　孝和
なぜドイツはプロイセン主導で統一されたのか

地歴
S820

アタカマ砂漠 埼玉県立川口東高等学校 井堀　雅大
世界で 1番乾燥している場所がアタカマ砂漠なのはなぜか

地歴
S821

鎌倉仏教 埼玉県立秩父高等学校 野坂　典広
鎌倉仏教はなぜ生まれたのか、そしてなぜ広まったのか、を説明しよう

地歴
S822

ナポレオン 埼玉県立川越初雁高等学校 河津謙太郎
ナポレオンを評価してみよう

地歴
S823

ガンジス川 埼玉県立日高高等学校 田島真里奈
ガンジス川は汚いのになぜ神聖な川なの？

地歴
S824

院政期 埼玉県立熊谷西高等学校 藤井　伸泰
古代と中世の境界線はどこか

地歴
S825

南北朝 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 山川　真樹
南北朝の動乱はなぜ長期化したのか？

地歴
S826

鎖国 埼玉県立坂戸西高等学校 宇津木崇子
江戸時代、なぜオランダがヨーロッパ唯一の貿易相手国だったのか

地歴
S827

戦間期 埼玉県立幸手桜高等学校 田島　佑弥
戦間期のアメリカはどんな時代だったか

地歴
S828

幕藩体制 埼玉県立三郷工業技術高等学校 井上　　肇
なぜ江戸時代は大名の反乱が少なかったのか

地歴
S829

大航海時代 埼玉県立三郷工業技術高等学校 甲斐　正樹
大航海時代によって世界の各地域交易・銀の流れはどう変化したか ？

地歴
S830

南アジア地誌 埼玉県立越ヶ谷高等学校 武士田　透
インドの IT産業が盛んになったのはなぜか

地歴
S831

室町幕府 埼玉県立熊谷高等学校 川田　瑠偉
なぜ足利義政の時代には、室町幕府の財政状況は厳しくなったのか

地歴
S832

世界の工業 埼玉県立浦和西高等学校 小山　　諒
日本のどこにデータセンターをおく？

地歴
S833

アフリカ 埼玉県立松山高等学校 大野　直知
経済発展に伴ってザンビア社会はどのように変化しているか

地歴
S834

国際協力 埼玉県立松山高等学校 大野　直知
理想的な国際協力とはどのようなものか

地歴
S835

西アジア地誌 埼玉県立松山高等学校 加藤　義文
西アジアと中央アジアの境は？

地歴
S836

ええじゃないか 埼玉県立狭山緑陽高等学校 渡部　康詞
「ええじゃないか」はなぜ起こった？
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地歴
S837

近世ヨーロッパ 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆
オーストリア継承戦争と七年戦争におけるイギリスの動向

地歴
S838

戦後改革 埼玉県立蕨高等学校 磯部　友喜
本当に「戦後」改革なのか？？

地歴
S839

世界地誌 埼玉県立吉川美南高等学校 相馬　賢一
カナダ、フィリピン、オーストラリアのうち、あなたはどこの国に旅行するか

地歴
S840

命の選択 埼玉県立三郷北高等学校 福田　健一
小野寺瑛宣

命の「選別」はどこまで許されるのか？
地歴

S841
世界恐慌 埼玉県立三郷北高等学校 古川　翔太

世界恐慌への各国の対応を分類せよ
地歴

S842
対馬 埼玉県立蕨高等学校 逸見　峻介

対馬の島主は、どこの国を意識して政治を行っていたのか？
地歴

S843
大衆文化 埼玉県立浦和高等学校 渡邊　大地

A列車の戦略　～鉄道と大衆文化～
地歴

S844
お札 川口市立川口総合高等学校 江畑　友規

お札の肖像になぜ福沢諭吉、樋口一葉、野口英世が選ばれたのか
地歴

S901
ローマ帝国 埼玉県立川越初雁高等学校 河津謙太郎

ローマ帝国が都を移したのはなぜだろう？
地歴

S902
薩長土肥 埼玉県立川越初雁高等学校 矢野　明子

新政府内の『薩長土肥』の力関係はどのようなものだったのだろうか

地歴
S903

新しい女たち 埼玉県立春日部女子高等学校 石山　博恵
神長　真志

「新しい女」たちは何を変え、女性にとってどのような社会を目指したかったのか
地歴

S904
工業立地 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 岩瀬　大祐

アメリカの中西・北東部地域は，なぜ 1970年代までアメリカの工業の中心であったのか
地歴

S905
東アジア 埼玉県立羽生実業高等学校 川口　優平

「東アジア」の 300年を描く
地歴

S906
鉱産資源 埼玉県立秩父高等学校 近藤　遼平

試験問題（ボーキサイトの産出・アルミニウムの生産・消費）に挑戦する
地歴

S907
気候と生活 埼玉県立川口東高等学校 田島　慎介

ビール・ワイン・スピリッツがよく飲まれている地域はヨーロッパのどの辺りだろうか
地歴

S908
ワシントン会議 埼玉県立浦和第一女子高等学校 下川　　隆

ワシントン会議は、特にどの国の、何を目的としたものだったか
地歴

S909
環境問題 埼玉県立南稜高等学校 貴志　弘基

現在、地球で起こっている環境問題を平和的に解決するにはどうすれば良いだろうか
地歴

S910
ヨーロッパの農業 埼玉県立八潮高等学校 小川　卓行

なぜ、ヨーロッパの食文化は地域によって異なるのか
地歴

S911
応仁の乱 埼玉県立浦和第一女子高等学校 赤嶺　亜子

応仁の乱とは何だったのか？
地歴

S912
チョコレート 埼玉県立富士見高等学校 臼井　朋子

おいしいチョコレートを 100年後にも食べるには
地歴

S913
ルネサンス 埼玉県立栗橋北彩高等学校 佐藤　生吹

もし大富豪だったら……、パトロンになりたいのは誰？
地歴

S914
1848年革命 埼玉県立栗橋北彩高等学校 飛岡　浩太

1848年革命とイタリアとドイツの統一
地歴

S915
イスラームの成立 埼玉県立草加南高等学校 佐々木　努
なぜ、これまで統一国家や政治集団・組織が現れなかったアラビア半島で 7世紀にイスラームが成立したのか

地歴
S916

幕藩社会 川口市立高等学校 森山　真平
来山が上記のような無礼ともとれる句を詠むことが可能だったのはなぜだろうか

地歴
S917

荘園支配 埼玉県立幸手桜高等学校 田島　佑弥
泣く子と地頭には勝てぬ！？　～地頭の荘園侵略～　地頭に勝てぬ荘園領主はどうしたのか！？

地歴
S918

日露戦争 埼玉県立庄和高等学校 高須　健一
欧米列強の思惑と日露戦争

地歴
S919

鎌倉幕府 埼玉県立三郷工業技術高等学校 井上　　肇
鎌倉幕府はなぜ滅んだのか

地歴
S920

江戸幕府 埼玉県立児玉高等学校 高橋　克幸
17世紀の江戸幕府と朝廷の関係を図で表してみよう

地歴
S921

インド 埼玉県立松山高等学校 加藤　義文 観点シートインドの 50年後に起こると思う「問題」は？
地歴

S922
応仁の乱 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 島本　真衣

応仁の乱が歴史の転換点と言われるのはなぜだろう ?
地歴

S923
日野富子 埼玉県立浦和高等学校 渡邊　大地 観点シート聖女・悪女の救済　～日野富子を再検証～

地歴
S924

室町期の貨幣 埼玉県立三郷工業技術高等学校 甲斐　正樹
室町時代のお金は信用されていたか
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地歴
S925

ドバイ 埼玉県立新座総合技術高等学校 松本　優介
白井　聡子 観点シート

なぜドバイはヒト・モノ・カネが集まる都市になったのか？
地歴

S926
秦の孝公 埼玉県立南稜高等学校 稲葉　和信

なぜ秦の孝公は法家を採用したのか
地歴

S927
キリスト教 清風学園 清風高等学校 吉田　翔大

キリスト教
地歴

S928
近代産業発展 鳥取県立鳥取緑風高等学校 長澤　一郎 観点シート

スライド国際関係の推移と近代産業の発展

【公民】
公民

S201
南北問題 埼玉県立越谷北高等学校 菅野　祥憲

「南北問題」「環境」―マレーシア・マハティール首相の手紙―
公民

S202
フリーター 埼玉県立狭山経済高等学校 木下　真介

今日の労働問題―なぜフリーターじゃいけないの―
公民

S203
政治哲学 埼玉県立戸田翔陽高等学校 倉成　恭代

初めての政治哲学―「自由」か「平等」か―
公民

S204
ブラック企業 埼玉県立富士見高等学校 水村　晃輔

労働基本法と労働 3法―ブラック企業とはどんな会社か―
公民

S301
尊属殺人 埼玉県立富士見高等学校 水村　晃輔

法の下の平等（尊属殺人重罰規定違憲判決）
公民

S302
日本の農業 埼玉県立戸田翔陽高等学校 倉成　恭代

これからの日本の農業
公民

S401
戦後民主化政策 埼玉県立吉川美南高等学校 福田　健一

戦後の日本経済の復興と民主化政策
公民

S501
仏陀と仏教 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 伊藤由樹子 アレンジブッダの世界観・人間観、教えの目的をもとに、ブッダとして悩める相談者へのアドバイスを考える

公民
S502

需要と供給 埼玉県立吹上秋桜高等学校 青木隆一郎
市場の均衡価格とは何か、グラフを書いて調べる

公民
S503

地域紛争 埼玉県立越ヶ谷高等学校 豊岡　寛行
三つの事例からわかる、地域紛争が発生・激化する要因はどのようなものか？

公民
S504

ペナルティ 埼玉県立富士見高等学校 佐藤亜矢香
ペナルティとは何か？

公民
S505

人権保障 埼玉県立吉川美南高等学校 福田　健一
日本国憲法の人権保障

公民
S506

憲法第 9条 埼玉県立所沢北高等学校 木下　真介
憲法９条の解釈変更で、何が、どう変わるのか

公民
S507

冷戦 埼玉県立八潮南高等学校 佐々木　崇
冷戦とは何か

公民
S508

政治体制 鳥取県立米子東高等学校 小笠原雅史
どの政治体制が最も国民の意見を政治に反映させやすい？

公民
S509

市場経済 鳥取県立米子東高等学校 小笠原雅史
市場経済のしくみ

公民
S601

資源 埼玉県立北本高等学校 菅野　祥憲
限りある資源を大切に使うために出来ることは何か

公民
S602

豊かな社会 埼玉県立浦和工業高等学校 吉村　辰志
企業が正規雇用労働者（正社員）を採用したがらない理由

公民
S603

人権 埼玉県立吉川美南高等学校 福田　健一
夫婦の姓について

公民
S604

情報 埼玉県立浦和高等学校 山中　　明
情報リテラシーとは

公民
S605

市場 埼玉県立吹上秋桜高等学校 青木隆一郎
経済成長のために、企業は財・サービスを「高く売るか」「安く売るか」

公民
S606

基地問題 埼玉県立吉川美南高等学校 藤原　雄太
沖縄に米軍基地がある理由と、問題点を考えよう

公民
S607

ODA 埼玉県立越ヶ谷高等学校 豊岡　寛行 アレンジ日本は今後、どのような ODA （政府開発援助）を行って行くべきか？
公民

S608
地方自治 埼玉県立川口青陵高等学校 矢野　武史

自分の住んでいる地域の「まちづくり」にどのように関われるか
公民

S609
市場経済 埼玉県立ふじみ野高等学校 岡部　裕樹

株式投資をしてみよう
公民

S610
市場の動き 埼玉県立蓮田松韻高等学校 谷川　宏平

なぜ、自由に経済活動をすると社会は豊かにならないのか
公民

S611
平和主義 川口市立川口総合高等学校 梅澤雄一郎

自衛隊について考える
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公民
S612

ブラック企業 埼玉県立児玉高等学校 高橋　克幸
ブラック企業とはどのような企業か

公民
S613

ブラック企業 埼玉県立三郷工業技術高等学校 井上　　肇
ブラック企業とはどのような企業か

公民
S614

政治参加 埼玉県立所沢北高等学校 木下　真介
若者の投票率を上げる政策提言を考えよう

公民
S615

尊属殺人 埼玉県立吉川美南高等学校 福田　健一
尊属殺人―自分が裁判員に選出されたならどのような理由でどのぐらいの量刑にするか―

公民
S701

自己実現 埼玉県立戸田翔陽高等学校 武井　寛太
ながらスマホするも個人の自由だ、これにどう反論する？

公民
S702

景気 埼玉県立三郷工業技術高等学校 甲斐　正樹
日本の景気はどうなっているか考えよう

公民
S703

出生前診断 埼玉県立川口北高等学校 辺田　洋文
あなたは（新型）出生前診断をどう考えますか？

公民
S704

まちづくり 埼玉県立川口青陵高等学校 矢野　武史
「魅力あるまち」にするための提案を考える

公民
S705

はたらくこと 埼玉県立蓮田松韻高等学校 谷川　宏平
なぜ人ははたらくのか？

公民
S706

成人年齢 埼玉県立ふじみ野高等学校 岡部　裕樹
大人は何歳からか

公民
S707

プラザ合意 埼玉県立川越高等学校 明戸　直紀
プラザ合意が 1980年代後半の日本経済にどのような影響を与えたか

公民
S708

同性婚 埼玉県立吉川美南高等学校 福田　健一
同性婚について考える

公民
S709

経済 埼玉県立浦和高等学校 山中　　明
望ましい経済のあり方とは

公民
S710

労働市場 埼玉県立鴻巣高等学校 金澤みなみ
労働市場における「三方よし」を実現できる政策を考えよう

公民
S711

選挙 埼玉県立不動岡高等学校 青木隆一郎
「主権者としてのあるべき姿」とは、どのようなものか？

公民
S712

バブル景気 埼玉県立川越高等学校 明戸　直紀
1980年後半の景気をなぜ「バブル」景気と呼ぶのか？

公民
S713

男女共同参画社会 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 伊藤由樹子
男女共同参画社会

公民
S714

主権者教育 埼玉県立川口青陵高等学校 加藤　幸平
なぜ、選挙権年齢を 18歳に引き下げたのか？

公民
S715

豊かさ 埼玉県立本庄高等学校 平岡　星児
「豊かさ」とは何か

公民
S801

パリ協定 埼玉県立川越初雁高等学校 佐藤美友貴
パリ協定から離脱を表明したトランプ米大統領に、意見・提案する

公民
S802

財政 埼玉県立川越高等学校 明戸　直紀
日本の大きな政府度は何％か

公民
S803

雇用と労働 埼玉県立ふじみ野高等学校 岡部　裕樹
日本の雇用システム―悩める大学 1年生にアドバイス―

公民
S804

社会保障 埼玉県立上尾高等学校 岡田　恵甫
教育格差を解消するためにはどのようなサポートが必要か

公民
S805

ミニョネット号事件 埼玉県立戸田翔陽高等学校 稲葉　和信
ミニョネット号事件において、あなたはどのような判決を下すか

公民
S806

原子力発電 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 吉田　大祐
原子力発電に賛成 or反対？

公民
S807

仏教 埼玉県立深谷第一高等学校 五月女雅司
仏教を開いたブッダの教えとはどのようなものか　～四法印から考える～

公民
S808

仏教 埼玉県立蓮田松韻高等学校 谷川　宏平
仏教の魅力とは？（日本で仏教が普及したのはなぜか）

公民
S809

刑事裁判 埼玉県立川越工業高等学校 持田　真人
裁判とは？ ～刑事裁判を通して学ぶ司法～

公民
S810

テロリズム 埼玉県立新座柳瀬高等学校 岩田　啓道
テロはなぜ起こり、防ぐためにはどうすればよいか

公民
S811

外交政策 埼玉県立浦和高等学校 山中　　明
現世代は過去の戦争にどう向き合うべきか？

公民
S812

企業の特質 埼玉県立三郷高等学校 橋本　　憲
4種の企業の中でどの企業で働いてみたいか

公民
S813

住民投票 埼玉県立八潮南高等学校 豊岡　寛行
住民投票に意味はあるのか？

公民
S814

行政の民主化 埼玉県立不動岡高等学校 青木隆一郎
肥大化が問題となっている官僚の権限と、行政が実施している「民主化」の施策
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公民
S815

民主政治 鳥取県立米子東高等学校 小笠原雅史
民主政治の成立

公民
S816

学問のすすめ 清風学園　清風高等学校 佐藤　俊史 記述例日本の近代化と西洋思想～福沢諭吉『学問のすすめ』
公民

S901
公正な裁判 埼玉県立大宮商業高等学校 木戸　　晃

どのような判決（有罪か無罪か）を下しますか
公民

S902
ベビーM事件 埼玉県立北本高等学校 由木　智子

誰を親と認めるか―ベビーM事件から考える―
公民

S903
立憲主義 埼玉県立川越初雁高等学校 佐藤美友貴

日本国憲法は、「誰」が守ることで、「何」を守るのか？
公民

S904
DHMO 埼玉県立狭山工業高等学校 三浦　公平 観点シート化学物質「DHMO」を規制するべきかどうか

公民
S905

難民 埼玉県立浦和西高等学校 松岡由美子
日本における難民申請者（庇護申請者）に対して、今後日本の高校生・大学生の役割は何ですか

公民
S906

死刑制度 埼玉県立ふじみ野高等学校 岡部　裕樹
被告を死刑にするかしないかを判断する

公民
S907

国際社会 埼玉県立新座柳瀬高等学校 岩田　啓道
インタビュー記事を読んでみての自分自身の意見を書こう

公民
S908

消費税 埼玉県立越ヶ谷高等学校 山田　一貴 観点シートなぜ消費税は 10%に引き上げられるのか？またその影響は？
公民

S909
消費税 埼玉県立所沢商業高等学校 大澤　　諒

このタイミングでの消費税増税は適切かどうか
公民

S910
高度経済成長 埼玉県立草加南高等学校 浜野　啓史

高度経済成長が、18年間続いた要因を探ろう！
公民

S911
価格変動 埼玉県立松山高等学校 大野　直知 観点シートトウモロコシ価格変動の要因を考えよう

公民
S912

環境問題 埼玉県立上尾高等学校 岡田　恵甫
上尾高校でみんなが分別した「プラごみ」はどうなるのか？

公民
S913

財政 埼玉県立浦和高等学校 山中　　明
「自助、共助、公助」の観点から、学費は誰がどの程度負担すべきものなのか、考える

公民
S914

裁判員制度 埼玉県立八潮南高等学校 豊岡　寛行
裁判員制度は必要か？

公民
S915

持続的発展 鳥取県立米子東高等学校 堀江　　駿 観点シート地域経済の持続的な発展
公民

S916
政治参加 鳥取県立米子西高等学校 柴田　親臣 観点シート世論形成と政治参加

【数学】
数学

S101
解と係数の関係 埼玉県立越谷北高等学校 癸生川　大 記述例解と係数の関係―式とグラフの関連―

数学
S102

極限 埼玉県立吉川高等学校 大久保貴章
x＝1と x→ 1はどう違う―「極限」とは何か―

数学
S103

理想の答案 埼玉県立浦和高等学校 野崎　亮太 アレンジ
記述例理想の答案

数学
S104

解法のコツ 埼玉県立浦和高等学校 山野井俊介 記述例逆向きにたどる―解法のコツをつかもう―
数学

S201
積分 埼玉県立越谷北高等学校 癸生川　大

積分と面積
数学

S202
ベクトル 埼玉県立越谷北高等学校 癸生川　大

数学Ⅱ「ベクトル」―導入・ベクトルはどう使えるか―
数学

S203
オイラー線 埼玉県立越ケ谷高等学校 結城　真央

オイラー線の証明
数学

S204
ノート術 埼玉県立浦和高等学校 野崎　亮太

ノートの役割を考えよう
数学

S205
二次方程式 埼玉県立吉川高等学校 大久保貴章

二次方程式のいろいろな解法
数学

S206
二次不等式 埼玉県立狭山緑陽高等学校 小柴　雄三

二次不等式の解法の仕組み
数学

S207
ベクトル 埼玉県立白岡高等学校 朝見　浩和

ベクトル―「中線定理」を証明する―
数学

S301
三角関数 埼玉県立庄和高等学校 佐々木優太 アレンジ三角関数のグラフを学ぶ

数学
S302

三角比 埼玉県立春日部高等学校 老川　由香 アレンジ三角比
数学

S303
答案 埼玉県立越谷北高等学校 癸生川　大

答案の書き方
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数学
S304

円環体 埼玉県立庄和高等学校 石垣　　優
積分の応用

数学
S305

対数 埼玉県立松山女子高等学校 高橋　裕樹
対数の性質

数学
S306

三角関数 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
三角関数

数学
S307

テスト問題 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹
テスト問題を作ろう

数学
S401

プレゼンテーション 埼玉県立浦和高等学校 野崎　亮太
微分法の方程式への応用

数学
S402

微分法 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
三角関数の極限を利用することで、三角関数の導関数を求める

数学
S403

集合 埼玉県立北本高等学校 田嶋　康志
集合と要素の個数

数学
S404

ベクトル方程式 さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大
位置ベクトル（ベクトル方程式の導入）

数学
S405

三角形の面積 埼玉県立庄和高等学校 石垣　　優
3辺の長さが分かっている三角形の面積を求める

数学
S406

測量 埼玉県立狭山緑陽高等学校 原　健太郎
見えない長さを測ってみよう

数学
S407

対数 埼玉県立大宮光陵高等学校 白石　紳一
話し合いを通して必要な対数関数の性質や底の変換公式などを適切に活用することができるか

数学
S408

正五角形 埼玉県立所沢高等学校 小柴　雄三
正五角形の作図

数学
S409

最短経路 埼玉県立新座総合技術高等学校 内海　大智
場合の数

数学
S410

積分法 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
与えられた媒介変数表示の関数を積分し、曲線の内側の面積を求める

数学
S411

具体的に考える 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹
不等式の証明

数学
S412

最大・最小 埼玉県立吉川美南高等学校 大久保貴章
2次関数の最大・最小

数学
S413

解と係数 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎
2次方程式（解と係数の関係）

数学
S414

関数 埼玉県立戸田翔陽高等学校 埜口　博司
関数

数学
S415

実験 埼玉県立松山高等学校 鯨井　智巳
実験の重要性を実感する

数学
S416

分析 埼玉県立進修館高等学校 丸木　和彦
データの分析

数学
S417

常用対数 埼玉県立松山高等学校 丹治　太郎
常用対数を用いて地震を考える

数学
S501

ω 埼玉県立川越初雁高等学校 山田　真司
高次方程式・ωの性質

数学
S502

図形と方程式 埼玉県立浦和高等学校 野崎　亮太
エキスパートの各技法の長所と短所をふまえて最大値だけでなく、値のとりうる範囲を考察する

数学
S503

相関係数 埼玉県立浦和高等学校 山野井俊介
最高気温とアイスクリームの売上の関係を考察する

数学
S504

最大・最小 埼玉県立上尾南高等学校 溝口　政紀
2次関数の最大・最小

数学
S505

鳩の巣原理 さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大
鳩の巣原理

数学
S506

2次関数 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
いろいろな条件が与えられたとき、それを満たす 2次関数を求める

数学
S507

場合の数 埼玉県立川口高等学校 府川　文武
場合の数

数学
S508

確率 埼玉県立大宮光陵高等学校 白石　紳一
n勝する反復モデルの説明

数学
S509

採点基準 埼玉県立庄和高等学校 中村　裕和
採点基準の作成

数学
S510

定積分と漸化式 埼玉県立熊谷高等学校 武正健太郎
定積分と漸化式

数学
S511

解と係数の関係 埼玉県立大宮高等学校 大久保貴章
解と係数の関係

数学
S512

三角比 埼玉県立桶川西高等学校 東條　　滋
三角比の利用
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数学
S513

高次方程式 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎
2次方程式（高次方程式）

数学
S514

三角比 埼玉県立吉川美南高等学校 杉田　俊光 アレンジ三角比
数学

S515
最大最小の応用 埼玉県立川口東高等学校 谷口　勇太

二次関数の最大最小の応用
数学

S516
2次不等式 埼玉県立幸手桜高等学校 廿樂　勝顯

2次不等式
数学

S517
三角関数 埼玉県立草加高等学校 奈良岡和樹

三角関数のグラフを書く
数学

S518
作図 埼玉県立上尾橘高等学校 原　　拓生

1本のリボンを 3等分する方法を考えよう！
数学

S519
平面ベクトル 埼玉県立不動岡高等学校 飯嶋　正徳

平面ベクトルにおける、三角形の内部の点の位置ベクトルによる表示
数学

S520
最大・最小 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹 アレンジ関数の最大・最小

数学
S521

最短経路 埼玉県立所沢北高等学校 谷　　俊介
最短経路

数学
S522

積分公式 埼玉県立松山高等学校 鯨井　智巳
積分公式を理解する

数学
S523

2次関数とグラフ 埼玉県立戸田翔陽高等学校 埜口　博司
2次関数とそのグラフ

数学
S524

パスカルの三角形 埼玉県立上尾高等学校 齋藤奈緒美
パスカルの三角形　二項定理

数学
S525

約数の和 埼玉県立大宮光陵高等学校 白石　紳一
約数の和の説明

数学
S526

組分け 埼玉県立大宮光陵高等学校 白石　紳一
組分け数の説明

数学
S527

方べきの定理 広島県立加計高等学校 澤田　英徳
方べきの定理

数学
S528

倍数判定 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 中田　靖直
倍数の判定―366は何の倍数か―

数学
S529

三角比 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 中田　靖直 アレンジ図形と計量　三角比の導入
数学

S530
命題 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 中田　靖直

命題と必要条件・十分条件
数学

S601
漸化式 埼玉県立川越初雁高等学校 山田　真司

漸化式
数学

S602
2次関数 埼玉県立北本高等学校 田嶋　康志

2次関数
数学

S603
数列 埼玉県立児玉高等学校 真下　広嗣

数列（等比数列）
数学

S604
2次関数 埼玉県立浦和工業高等学校 石塚　和成

2次関数のグラフ
数学

S605
確率 埼玉県立大宮高等学校 大久保貴章

自信をもって、正確に、すばやく…　確率を求めるためには？
数学

S606
2次不等式 埼玉県立上尾南高等学校 溝口　政紀

2次不等式
数学

S607
条件付き確率 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 加村　　孝

条件付き確率
数学

S608
図形と方程式 埼玉県立羽生高等学校 二瓶　　樹

3本の接線で囲まれた図形の面積を求める
数学

S609
三角関数 埼玉県立川越西高等学校 田島　雄太

三角関数のグラフを書く
数学

S610
集合 埼玉県立北本高等学校 根岸　佳史

ベン図を用いて 3つの集合に関する問題を解く
数学

S611
数列 川口市立県陽高等学校 平原　雄太

単利法の銀行 Aと複利法の銀行 Bのどちらに預金した方が得なのかを考える
数学

S612
三角関数 埼玉県立吉川美南高等学校 杉田　俊光

三角関数
数学

S613
微分法 埼玉県立浦和高等学校 木戸　俊吾

テストの復習を通し、「分解」「深化」「再構築」を、一人でできるようにする
数学

S614
図形と方程式 埼玉県立浦和高等学校 齊藤　教雄

図形と方程式
数学

S615
2次方程式 埼玉県立浦和高等学校 髙木　悠貴

2次方程式
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数学
S616

2次不等式 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎
2次不等式

数学
S617

三角比 埼玉県立狭山緑陽高等学校 原　健太郎
見えない長さを測ってみよう

数学
S618

分析 埼玉県立川越工業高等学校 高橋　弘樹
データの分析

数学
S619

確率 埼玉県立大宮光陵高等学校 白石　紳一 動画空間図形上を移動する点についての確率について、n回目と n＋ 1回目の関係を漸化式として表現する
数学

S620
2次方程式 埼玉県立皆野高等学校 菊田　大地

解き方の判別
数学

S621
正弦定理と余弦定理 埼玉県立越ヶ谷高等学校 尾澤里佳子

円に内接する四角形の 2辺の長さ・円の半径から、残りの 2辺の長さを求める
数学

S622
2次不等式 埼玉県立滑川総合高等学校 伊藤　弘樹

2次不等式
数学

S623
分析 埼玉県立熊谷女子高等学校 丸木　和彦

データの分析
数学

S624
場合の数 埼玉県立羽生第一高等学校 加藤　大貴

Aから Bまで行くとき、最短経路は何とおりあるか
数学

S625
集合と論証 埼玉県立羽生第一高等学校 坂庭　千絵

十分条件・必要条件・必要十分条件を求める。
数学

S626
三角関数 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 山田　菜苗

三角関数
数学

S627
場合分け さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大

「場合分け」について考える
数学

S628
2次関数 埼玉県立鴻巣女子高等学校 関和　茉莉

2次関数の最大値・最小値を求める
数学

S629
2次関数 埼玉県立鴻巣女子高等学校 東條　　滋

2次関数
数学

S630
複素数平面 埼玉県立所沢高等学校 小柴　雄三

複素数平面
数学

S631
接線の方程式 埼玉県立松伏高等学校 矢嶋　正悟

接点がわからない場合の接線の方程式を解く
数学

S632
図形と計量 埼玉県立松伏高等学校 篠田　　暁

三辺の長さがわかっている三角形の面積を求める
数学

S633
三角比 埼玉県立桶川西高等学校 松島　隼也

校舎の高さを求める
数学

S634
2次関数 埼玉県立幸手桜高等学校 廿樂　勝顯

2次関数
数学

S635
積分法 埼玉県立越谷東高等学校 佐藤　秀則

積分法
数学

S636
完全順列 埼玉県立越谷東高等学校 中島　幹夫

個数 5の場合の完全順列の総数を求めることを 3通りの方法で行う
数学

S637
ベクトル 埼玉県立上尾橘高等学校 原　　拓生

条件を満たした平面上の位置ベクトルを表す
数学

S638
順列 埼玉県立白岡高等学校 朝見　浩和

SENSEの 5文字すべてを並べてできる順列の総数を考える
数学

S639
視点を変える 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹

確率
数学

S640
三角関数 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭

三角関数の表を元にして、sinθ、cosθのグラフを書く
数学

S641
高次方程式 埼玉県立三郷高等学校 岩片　恭平

高次方程式
数学

S642
図形と計量 埼玉県立進修館高等学校 渡辺　直樹

座標平面を用いて三角比の値を求める
数学

S643
三角関数 埼玉県立富士見高等学校 森口　真靖

三角関数
数学

S644
不定積分 埼玉県立鳩山高等学校 中野　光太

不定積分
数学

S645
答案 埼玉県立不動岡高等学校 飯嶋　正徳

各自が解答した答案を用いて、それを相互に評価する
数学

S646
代表値 川口市立県陽高等学校 田村　亮輔

データの代表値
数学

S647
対数 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎

対数とは何か
数学

S701
見方を変える さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大

見方を変える
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数学
S702

1次不等式 埼玉県立川越初雁高等学校 山田　真司
連立不等式を、集合で学習した内容（共通部分）を使って解く

数学
S703

記述問題 埼玉県立川越高等学校 吉澤　　悟
記述問題を採点する

数学
S704

良い解答 埼玉県立不動岡高等学校 飯嶋　正徳
良い解答とはどんなものか

数学
S705

ねこうさ 埼玉県立大宮工業高等学校 大木　雄太 アレンジねこうさの定理
数学

S706
実数 埼玉県立大宮工業高等学校 大木　雄太

数字の分類
数学

S707
解と係数 埼玉県立鳩山高等学校 小木曽　匠

解と係数の関係
数学

S708
軌跡と領域 埼玉県立上尾南高等学校 溝口　政紀

軌跡と領域
数学

S709
三角比 埼玉県立秩父高等学校 田嶋　康志

円周率を計算しよう
数学

S710
数と式 埼玉県立羽生高等学校 東原　大地

数と式
数学

S711
乗法 埼玉県立羽生高等学校 二瓶　　樹

乗法公式をつくってみよう
数学

S712
数と式 川口市立県陽高等学校 田村　亮輔

連立不等式
数学

S713
無理数 川口市立県陽高等学校 長谷川　司

無理数（背理法での証明）
数学

S714
2次不等式 川口市立県陽高等学校 星野　翔吾

2次不等式
数学

S715
ベクトル 埼玉県立所沢高等学校 小柴　雄三

位置ベクトルとはなにか
数学

S716
2次関数 埼玉県立大宮工業高等学校 鈴木　　駿

2次関数
数学

S717
ベクトル 埼玉県立越ヶ谷高等学校 尾澤里佳子

ベクトル
数学

S718
因数分解 埼玉県立鳩山高等学校 小木曽　匠

因数分解
数学

S719
データの分析 埼玉県立日高高等学校 山岸　由実

データの分析
数学

S720
2次不等式 埼玉県立白岡高等学校 朝見　浩和

グラフと X軸と共有点の個数が 1個、0個のときの、2次不等式の問題
数学

S721
データの分析 埼玉県立熊谷女子高等学校 丸木　和彦

コンビニの売上に影響を与えている要因を解析しよう
数学

S722
期待値 埼玉県立三郷高等学校 岩片　恭平

福引きの賞金と期待値
数学

S723
集合と論証 埼玉県立羽生第一高等学校 坂庭　千絵

十分条件・必要条件・必要十分条件を求める
数学

S724
確率 埼玉県立羽生第一高等学校 長谷部福一

いろいろな確率
数学

S725
対数関数 埼玉県立羽生第一高等学校 高橋凜太朗

マグニチュードとエネルギーにはどのような関係があるか
数学

S726
順列組合せ 埼玉県立浦和第一女子高等学校 白石　紳一

組分け数の説明
数学

S727
図形と計量 埼玉県立ふじみ野高等学校 白石　浩隆

図形と計量
数学

S728
2進法 埼玉県立鳩山高等学校 中野　光太

2進法と 10進法
数学

S729
三角比と図形の計量 埼玉県立松伏高等学校 矢嶋　正悟

正弦定理・余弦定理の使い方
数学

S730
空間ベクトル 埼玉県立熊谷高等学校 武正健太郎

図形の条件を必要に応じてベクトルを用いて表す
数学

S731
2次関数 埼玉県立幸手桜高等学校 大澤　寛之

2次関数と x軸の位置関係
数学

S732
2次関数 埼玉県立幸手桜高等学校 廿樂　勝顯

よいノートのまとめ方とはどのようにすればよいか
数学

S733
図形と方程式 埼玉県立所沢北高等学校 佐藤　　智

図形と方程式
数学

S734
積分法 埼玉県立所沢北高等学校 谷　　俊介

積分法
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数学
S735

定義に戻る 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹
定義に戻って考える

数学
S736

2 次方程式 埼玉県立熊谷高等学校 原　　拓生
2 次方程式 解の配置

数学
S737

2 次不等式 埼玉県立川越工業高等学校 高橋　弘樹
2 次不等式

数学
S738

ベクトル 埼玉県立吉川美南高等学校 杉田　俊光
ベクトル

数学
S739

三角比 埼玉県立吉川美南高等学校 杉田　俊光 アレンジ三角比（直角三角形の辺と角）
数学

S740
三角関数 川口市立川口高等学校 池田　一樹

三角関数のグラフ
数学

S741
積分法 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭

与えられた媒介変数表示の関数を積分し、曲線の内側の面積を求める
数学

S742
三角比 埼玉県立草加南高等学校 竹内　智大

三角比
数学

S743
積分 高知県立高知南高等学校 高橋　竜二

数学Ⅱ「定積分」
数学

S744
三角比 鳥取県立八頭高等学校 西尾　哲夫

三角比の相互関係
数学

S801
2次不等式 埼玉県立川越高等学校 吉澤　　悟

2次不等式の解法
数学

S802
複素数の捉え方 さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大

複素数 z をどの形（4種類）で扱うかについて考える
数学

S803
握手問題 埼玉県立桶川高等学校 白石　紳一

Aさんの配偶者の握手数は何回か？
数学

S804
絶対値 埼玉県立大宮工業高等学校 大木　雄太

√5－3の絶対値が 3－√5 になる理由を説明せよ
数学

S805
整数の性質 埼玉県立川越高等学校 吉澤　　悟

最大公約数と最小公倍数の性質
数学

S806
反復試行の確率 川口市立県陽高等学校 和田　正明

イベントに 5回参加したとき，アイスがちょうど 3本もらえる確率を求めよ
数学

S807
等比数列 川口市立県陽高等学校 田村　亮輔

10万円を年利 5％の複利で預ける
数学

S808
分母の有理化 川口市立県陽高等学校 長谷川　司

1/（√3＋1）の分母を有理化する
数学

S809
整式の計算 埼玉県立羽生高等学校 二瓶　　樹

整式の計算をマスターしよう
数学

S810
指数の計算 埼玉県立羽生高等学校 東原　大地

指数法則の定着、活用
数学

S811
2次不等式 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 藤岡　琢也

2次関数グラフが x 軸の正の部分と異なる 2点で交わるとき、定数 m の値の範囲を求める
数学

S812
指数関数と対数関数 埼玉県立大宮工業高等学校 鈴木　　駿

「指数関数と対数関数」の単元を通して学んだこと
数学

S813
ベクトル 埼玉県立所沢北高等学校 櫻　　泰樹

単元「ベクトル」のテスト問題を作成する
数学

S814
確率漸化式 埼玉県立所沢北高等学校 谷　　俊介

隣接三項間の確率漸化式を作り、解く
数学

S815
場合の数 埼玉県立春日部女子高等学校 田村　悠人

3つの集合の要素の個数
数学

S816
モンティ・ホール問題 埼玉県立滑川総合高等学校 野口　弘輔

最初に選択しているドアをそのまま選ぶか？
数学

S817
数列 埼玉県立滑川総合高等学校 原中　祐明

動くフローチャートを用いて階段ののぼり方の総数を考える
数学

S818
2次不等式 埼玉県立上尾南高等学校 石神　将大

2次不等式の解法
数学

S819
2次不等式 埼玉県立上尾南高等学校 今野　恵介

2次不等式の解法
数学

S820
整数・データ分析 埼玉県立川口北高等学校 谷口　勇太

円周上隣り合う 3つの数の和の最大値を Xとおくとき、Xの最小値を求めよ
数学

S821
2次方程式 埼玉県立川口東高等学校 梅原　拓也

2次方程式の解を求める
数学

S822
2次関数のグラフ 埼玉県立川口東高等学校 三浦　将一

2次関数のグラフの頂点の座標を答えよ
数学

S823
理想の解答 埼玉県立秩父高等学校 田嶋　康志

採点者に伝わるような、理想の解答に必要な要素は何か
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数学
S824

2次関数の最小値 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
小針　雅弘

変化する定義域（a≦ x≦ a+2）において、2次関数の最小値を求める

数学
S825

指数関数 埼玉県立川越初雁高等学校 中村　憲昭
山田　崇史

指数関数のグラフを作成する
数学

S826
回転体の体積 埼玉県立羽生第一高等学校 高橋凜太朗

放物線と直線によって囲まれた図形を、直線 y=xのまわりに 1回転した回転体の体積
数学

S827
漸化式 埼玉県立羽生第一高等学校 長谷部福一

隣接 2項間漸化式で定められた数列の一般項
数学

S828
三角関数 埼玉県立富士見高等学校 五十嵐　海

三角関数を含む方程式を解く

数学
S829

場合の数と確率 埼玉県立富士見高等学校 並木　裕也
森口　真靖

あなたはこの宝くじを買いますか？
数学

S830
三角関数の相互関係 埼玉県立浦和高等学校 岡田　直也

cosθ=2/3のとき、sinθ、tanθの値を求めよ
数学

S831
理想の答案 川口市立川口高等学校 池田　一樹

「理想の答案」「模範答案」に求められる条件とは何か
数学

S832
指数方程式 埼玉県立幸手桜高等学校 大澤　寛之

指数方程式を解こう
数学

S833
2次不等式 埼玉県立幸手桜高等学校 廿樂　勝顯

2次不等式の解法の公式が、なぜその形になるのか
数学

S834
三角関数 埼玉県立庄和高等学校 中村　裕和

三角関数を含む方程式・不等式を解く際に注意することは何か
数学

S835
指数方程式と対数 埼玉県立川越工業高等学校 高橋　弘樹

1円が 10億円になるまでの日数
数学

S836
三角比 埼玉県立熊谷高等学校 長島　正剛

三角形の辺の長さが変化するとき最大角を求める
数学

S837
関数の最小値 埼玉県立南稜高等学校 高木　智行

指数関数を含む関数の最小値を求める
数学

S838
2次不等式 埼玉県立新座柳瀬高等学校 大島　一勲

2次不等式の解について説明する
数学

S839
約数と倍数 埼玉県立川越工業高等学校 小暮　秀成

スピログラフが描いた模様の特徴と歯車の関係
数学

S840
2次関数のグラフ 埼玉県立狭山緑陽高等学校 原　健太郎

「グラフの式あてゲーム」を通して 2次関数を考える
数学

S841
三角比の相互関係 埼玉県立新座総合技術高等学校 池川　慎吾

係数に三角比の値を含む 2次方程式が重解をもつ
数学

S842
2次曲線 埼玉県立浦和高等学校 木戸　俊吾

放物線・楕円・双曲線の接線
数学

S843
2次関数のグラフ 埼玉県立鴻巣女子高等学校 関和　茉莉

平方完成を行い、2次関数のグラフをかく
数学

S844
図形の性質 埼玉県立鴻巣女子高等学校 東條　　滋

内心・外心・重心の問題を解けるようになろう
数学

S845
三角比 埼玉県立三郷北高等学校 田中　祐一

ゴールを決めやすいコースはどれか
数学

S846
反復試行の確率 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎

4ゲーム目で Aの優勝が決まる確率を求めるときなぜこの式ではダメなのか
数学

S847
2次不等式 埼玉県立三郷高等学校 岩片　恭平

aの値で場合分けして 2次不等式を解く
数学

S848
定積分 埼玉県立熊谷高等学校 武正健太郎

三角関数の積分をどの方法（3種類）で行うか
数学

S849
領域 埼玉県立進修館高等学校 岡本　貴行

不等式（連立を含む）で表される領域を図示する
数学

S850
微分積分 鳥取県立鳥取西高等学校 中田　靖直

微分法と積分法
数学

S851
二次不等式 鳥取県立米子高等学校 倉光　博史

二次不等式
数学

S852
三角比 鳥取県立米子工業高等学校 門永　芳典

三角比（測量）
数学

S853
図形の性質 高知県立高知南高等学校 高橋　竜二

図形の性質
数学

S854
東大入試問題 清風学園　清風高等学校 川西　秀史

平成 29年度東京大学数学入試問題理系第 2問
数学

S855
期待値 清風学園　清風高等学校 榎本　和敏 記述例コンプリートガチャに必要な回数の期待値
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数学
S856

オイラー多面体定理 埼玉県立南稜高等学校 菅　　隆貴
面、辺、頂点の数を数え、オイラーの多面体定理が成立していることを確かめる

数学
S857

教科横断 鳥取県立鳥取工業高等学校 桒原　　崇
教科を横断した問いについて考える

数学
S901

2次関数のグラフ 埼玉県立狭山工業高等学校 陰山　慶太
２次関数のグラフを書く

数学
S902

有理化 埼玉県立大宮工業高等学校 大木　雄太
1/ √2－1が√2＋1と同じ値になる理由を説明せよ

数学
S903

シェリルの誕生日 埼玉県立大宮工業高等学校 大木　雄太
シェリルの誕生日

数学
S904

整数の性質 さいたま市立浦和高等学校 癸生川　大
素数 pを用いて p2+2pと表される素数をすべて求めよ

数学
S905

対数関数 埼玉県立桶川高等学校 白石　紳一
対数関数の定義からの微分

数学
S906

対称点の座標 埼玉県立大宮光陵高等学校 古澤　千晴
 ２直線の垂直条件を用いて、ある点の直線に関する対称点の座標を求める

数学
S907

場合の数 埼玉県立皆野高等学校 岸　　朋哉
場合の数で２つのものの組合せを 2人で数えて、一番少ない方法を調べる

数学
S908

最短経路 埼玉県立熊谷高等学校 原田　倫史
最短経路の数を求めよう

数学
S909

円周率 埼玉県立秩父高等学校 田嶋　康志
円周率を計算しよう

数学
S910

三角比 埼玉県立上尾南高等学校 今野　恵介
三角比を利用して、木の高さを求める

数学
S911

確率 埼玉県立上尾南高等学校 石神　将大
４人でじゃんけんをしたとき、あいこの確率は 1/3となるか

数学
S912

場合の数 埼玉県立新座総合技術高等学校 池川　慎吾
場合の数を求める際の様々な解法

数学
S913

余事象の確率 埼玉県立浦和高等学校 岡田　直也
余事象の確率

数学
S914

定積分 埼玉県立新座柳瀬高等学校 大島　一勲
公式の無い図の面積を求めるために、どのように考えたらより正確な面積を求めることができるか

数学
S915

群数列 埼玉県立越ヶ谷高等学校 尾澤里佳子
群数列の問題を作成する

数学
S916

不等式 埼玉県立川越女子高等学校 田口 　聡旬
不等式の証明

数学
S917

三角方程式 埼玉県立富士見高等学校 森口　真靖
三角方程式

数学
S918

2次関数 埼玉県立草加南高等学校 鈴木　悠太
解の符号の決定条件とは？

数学
S919

2次不等式 埼玉県立吉川美南高等学校 嶋村元太郎 観点シート２次不等式をどのように解くか
数学

S920
双曲線 埼玉県立幸手桜高等学校 大澤　寛之

２次曲線：双曲線の応用
数学

S921
判別式 埼玉県立幸手桜高等学校 廿樂　勝勲

判別式の表す意味
数学

S922
場合の数 埼玉県立鴻巣高等学校 髙村　健太

場合の数と確率
数学

S923
チェバ・メネラウス 埼玉県立庄和高等学校 中村　裕和

チェバ・メネラウスの定理の応用

数学
S924

余事象の確率 埼玉県立宮代高等学校 岩下　和尋
益田亜由実

余事象の確率
数学

S925
放物線 埼玉県立三郷工業技術高等学校 黒川　雅人

蹴り上げたボールが描く軌跡（放物線）の式を求める
数学

S926
数列 埼玉県立児玉高等学校 真下　広嗣

マイカーローンをどちらの銀行から借りるか
数学

S927
3次方程式 埼玉県立松山高等学校 德永　翔平 観点シート3次方程式の解の公式を示せ

数学
S928

データの分析 埼玉県立川越工業高等学校 高橋　弘樹
代表値の活用

数学
S929

作図 埼玉県立鴻巣女子高等学校 関和　茉莉
三角形の外心と内心の作図

数学
S930

三角関数 埼玉県立鴻巣女子高等学校 東條　　滋
三角関数のグラフ

数学
S931

角の二等分線 埼玉県立上尾高等学校 木村　文憲
角の二等分線の長さを求める問題で、一番よい解答はどれか？
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数学
S932

2次不等式 埼玉県立久喜工業高等学校 鈴木　宏昭
２次不等式を解こう

数学
S933

モンティホール問題 埼玉県立羽生第一高等学校 高橋凜太朗
モンティホール問題を解く

数学
S934

斜軸回転体 埼玉県立羽生第一高等学校 長谷部福一
斜軸回転体の体積

数学
S935

場合の数 高知県立高知南高等学校 高橋　竜二 記述例場合の数（重複組合せ）
数学

S936
絶対値 鳥取県立米子高等学校 倉光　博史

絶対値の方程式・不等式
数学

S937
二次関数の最大最小 鳥取県立米子高等学校 倉光　博史

2次関数の最大・最小
数学

S938
正多面体 鳥取県立鳥取西高等学校 西尾　哲夫 記述例図形の性質　正多面体

数学
S939

微分法 鳥取県立米子高等学校 倉光　博史
微分法

【理科】
理科

S101
遺伝子 埼玉県立越ヶ谷高等学校 下山　尚久 記述例遺伝子の組み換えと染色体地図

理科
S201

ろ過 埼玉県立草加西高等学校 前田　雄太
混合物の分離

理科
S202

エネルギー問題 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛
漆原　元博

日本のエネルギー政策はどうあるべきか
理科

S203
天秤 埼玉県立草加西高等学校 前田　雄太

天秤秤―軽い物質を測る―
理科

S204
酸塩基 埼玉県立皆野高等学校 下山　尚久 記述例紫キャベツで焼きそばを作ったら？―酸・塩基と中和―

理科
S205

状態変化 埼玉県立熊谷西高等学校 澤本　純一
状態変化とエネルギー

理科
S206

発芽 埼玉県立熊谷西高等学校 吉田　健二
種子の発芽とジベレリンのはたらき

理科
S207

物質量 埼玉県立草加西高等学校 前田　雄太ら アレンジ物質量
理科

S208
遺伝 埼玉県立松山女子高等学校 茂木　尚美

二遺伝子雑種の検定交雑
理科

S209
酸化 埼玉県立戸田翔陽高等学校 白石　佐利

酸化還元の定義
理科

S210
光合成 埼玉県立南稜高等学校 奥間　美穂 記述例葉が緑色に見えるのはなぜか―光合成と光の波長―

理科
S211

スペクトル 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太
有機化合物の構造決定

理科
S301

アボガドロ 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太
結晶格子とアボガドロ定数

理科
S302

ファージ 埼玉県立本庄高等学校 永井　良介
遺伝子の本体

理科
S303

個体数 埼玉県立川口東高等学校 大塚　一紀
井岡　亜弥

生物群集（被食者―捕食者の相互関係による個体数の変動）
理科

S304
定性分析 埼玉県立草加西高等学校 大谷　奈央

無機化学（金属陽イオンの分離）
理科

S305
体液濃度 埼玉県立庄和高等学校 木口　博史

体液の濃度調節
理科

S306
DNA複製 埼玉県立松山女子高等学校 神沢　隆男

DNA複製のしくみ
理科

S307
レアメタル 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

レアメタル・レアアースの必要性
理科

S308
魔法瓶 埼玉県立川越工業高等学校 前島　和明

熱とエネルギー
理科

S309
酸と塩基 埼玉県立川越初雁高等学校 井上　　尚

酸と塩基
理科

S310
遺伝情報 埼玉県立南稜高等学校 奥間　美穂

遺伝情報とその発現
理科

S311
治療選択 埼玉県立戸田翔陽高等学校 中村　悠哉

バイオテクノロジー
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理科
S401

原子量・物質量 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太
原子量・物質量

理科
S402

成分元素の確認 埼玉県立川越初雁高等学校 井上　　尚 アレンジ成分元素の確認
理科

S403
心臓 埼玉県立庄和高等学校 木口　博史

ヒトの心臓の構造と働き
理科

S404
神経系 埼玉県立川越女子高等学校 佐藤ひな子

神経系
理科

S405
コハク酸脱水素酵素 埼玉県立川越女子高等学校 高橋　一郎

コハク酸脱水素酵素
理科

S406
血液凝集 埼玉県立本庄高等学校 永井　良介

免疫のシステム
理科

S407
物質量 埼玉県立上尾高等学校 柿沼　孝司

物質量の理解

理科
S408

生体防御 埼玉県立川口東高等学校 井岡　亜弥
大塚　一紀

生体防御とタンパク質

理科
S409

腎臓 埼玉県立川口東高等学校 大塚　一紀
井岡　亜弥

体内環境と恒常性　体液の濃度調節―腎臓の働き―
理科

S410
加速度 埼玉県立戸田翔陽高等学校 佐藤　一星

地球の運動（力と加速度）
理科

S411
溶液の濃度 埼玉県立草加西高等学校 大谷　奈央

ヒトの等張液をショ糖液で作り、質量パーセント濃度を求めてみよう
理科

S412
血液型 埼玉県立草加西高等学校 山田沙央里

免疫
理科

S501
状態変化 埼玉県立川越初雁高等学校 井上　　尚

なぜドライアイスは、常温常圧では液体にならないのか？
理科

S502
化合物の同定 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

5種類の化合物の同定方法を導き出す
理科

S503
原子量・物質量 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太

原子量・物質量
理科

S504
プレート 埼玉県立皆野高等学校 下山　尚久

なぜ日本には火山や地震が多いのか、プレートという言葉を使って説明する
理科

S505
芳香族 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛 アレンジ

動画アニリン、フェノール、安息香酸の混合物において、それぞれの化合物を分離する方法を考える
理科

S506
酸素解離曲線 埼玉県立滑川総合高等学校 竹内　公彦

酸素解離曲線のグラフを理解する
理科

S507
酵素 埼玉県立北本高等学校 岡田　夕葵

おいしい「果物たっぷりぷるぷるゼリー」が食べたい！！
理科

S508
化学結合 埼玉県立北本高等学校 生井　貴皓

イオン結合、金属結合、共有結合で最も強い化学結合はどれか
理科

S509
植生 埼玉県立川越西高等学校 川島　宏志

白神山地の地理的特徴、植生を始めとする生態系、魚付き林について学ぶ
理科

S510
遺伝子組み換え 埼玉県立南稜高等学校 奥間　美穂

トウモロコシの遺伝子組み換え
理科

S511
生物群集 埼玉県立川越女子高等学校 佐藤ひな子

生物群集と生態系
理科

S512
エネルギー問題 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

今後期待される発電とは？？
理科

S513
腎臓 埼玉県立草加西高等学校 前田　雄太

2つの腎臓のうち、動脈から墨汁を入れたのは、Aと Bのどちらの腎臓か
理科

S514
物質量 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

物質量の求め方
理科

S515
視覚 埼玉県立草加西高等学校 山田沙央里

病院内の色は白を基調としているが、手術着のみ青や緑であるのはなぜか

理科
S516

遺伝子検査 埼玉県立川口東高等学校 大塚　一紀
中山由紀子

個人向け遺伝子検査について、広く一般市民が知っておかなければならないことは何か
理科

S517
細胞 埼玉県立吉川美南高等学校 工藤　弘晃

動物細胞と植物細胞の違いから、両者の異なる点を理解する
理科

S518
進化 埼玉県立吉川美南高等学校 米谷　祐太

哺乳類はどのような生物（動物群）から進化したか
理科

S519
生態系 埼玉県立本庄高等学校 永井　良介

生物多様性と生態系
理科

S520
心臓 埼玉県立上尾高等学校 比留間葉月

心臓の自動性について学習する
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理科
S521

pH 埼玉県立松伏高等学校 山田　　朗
レモンティーの色はなぜ薄い？？

理科
S522

遺伝子検査 埼玉県立戸田翔陽高等学校 山上　真吾
「遺伝子検査」のメリットとデメリット

理科
S601

糖質 埼玉県立川越工業高等学校 井山　朗典
炭水化物（糖質）を取ることの是非

理科
S602

体内環境 埼玉県立草加西高等学校 中島　雄平
ヒトの体内で血液が流れる経路

理科
S603

遺伝 埼玉県立戸田翔陽高等学校 山上　真吾
DNAの複製様式

理科
S604

遺伝子 埼玉県立草加西高等学校 亀井　　学
遺伝子の本体が DNAであることを説明する

理科
S605

熱とエネルギー 埼玉県立浦和第一女子高等学校 杉澤健太郎
熱とエネルギー

理科
S606

遺伝子組換 川口市立県陽高等学校 森永　真弘
遺伝子組換え食品は必要か、不要か

理科
S607

光 埼玉県立吉川美南高等学校 工藤　弘晃
映画などが 3Dに見えるのはなぜ？

理科
S608

酵素 埼玉県立吉川美南高等学校 米谷　祐太
生マイタケ入り茶碗蒸しがうまく固まらないのはなぜか？

理科
S609

免疫 埼玉県立川越女子高等学校 川島　宏志
免疫システムの概要について理解し説明する

理科
S610

免疫 埼玉県立南稜高等学校 奥間　美穂
免疫システムを理解し、説明する

理科
S611

物質量 埼玉県立南稜高等学校 村上　　健
物質量、構成粒子の数、質量の関係を理解し、例題を解く

理科
S612

個体群 埼玉県立上尾高等学校 新井　義弘
働きアリが子孫を残さない利点は何か

理科
S613

カーリング 埼玉県立川越工業高等学校 前島　和明
カーリングストーンが的の中心で止まるための計算を行う

理科
S614

バイオーム 埼玉県立川口東高等学校
大塚　一紀
定清由紀子
吉田　昌弘 アレンジ

沖縄ではどのようなバイオームが成立するか、グラフを用いて説明する
理科

S615
光合成 埼玉県立越ヶ谷高等学校 髙橋　　靖

植物はなぜ酸素をつくるのか
理科

S616
腎臓 埼玉県立滑川総合高等学校 安齋　由佳

尿のでき方を説明しながら、生成した限尿量を求める
理科

S617
獲得免疫 埼玉県立本庄高等学校 永井　良介

体液性免疫、細胞性免疫とはどのようなしくみの免疫か
理科

S618
遺伝子 埼玉県立羽生第一高等学校 中村　悠哉

DNAの抽出
理科

S619
物質量と化学変化 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 大野　　瞬

10分間のグルコースの消費量と生成した二酸化炭素量を求める
理科

S620
熱 埼玉県立白岡高等学校 根岸　佑樹

熱の実験をする際に注意すべき点は何か。正しい値とは何か
理科

S621
エネルギー問題 埼玉県立浦和工業高等学校 幸島　大資

今後最も必要とされる発電方式はどれか？
理科

S622
酸と塩基 埼玉県立進修館高等学校 岡田　浩然

未知の溶液の正体を特定する。
理科

S623
遺伝子 埼玉県立新座総合技術高等学校 渡邉　　司

遺伝子を利用した技術であるバイオテクノロジーとの付き合い方
理科

S624
万有引力 埼玉県立熊谷高等学校 漆原　元博

「万有引力の法則」を確認し、重力の大きさについて考える
理科

S625
酸と塩基 埼玉県立上尾橘高等学校 中里　龍介

群馬県の湯川に石灰（炭酸カルシウム）を投入する理由を考えよう
理科

S626
免疫 埼玉県立日高高等学校 古山　敦大

免疫応答の異常による病気
理科

S627
刺激 埼玉県立富士見高等学校 長谷川　翠

筋肉が縮む仕組みを解明する
理科

S628
免疫 埼玉県立松山高等学校 田中　暁子

予防接種はなぜ有効か
理科

S629
進化 埼玉県立所沢西高等学校 佐藤ひな子

病院では、なぜさまざまな抗生剤に対する薬剤耐性菌が頻繁に出現するのか
理科

S630
遺伝子 埼玉県立所沢西高等学校 松浦　孝則

遺伝子とその働きを理解する
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理科
S631

微生物 埼玉県立浦和高等学校 松本　　浩
微生物を使った下水処理の方法を理解する

理科
S632

バイオーム 青森県立黒石高等学校 佐々木昌生
生物の多様性とバイオーム

理科
S633

生物 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 廣山　直貴
ヒト（ホモ・サピエンス）はなぜ生物といえるのか？

理科
S634

浸透圧 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 廣山　直貴
ウミガメは産卵のときになぜ涙のようなものを流す？

理科
S635

酵素 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 廣山　直貴
パイナップル入りゼリーの謎

理科
S701

電子配置 埼玉県立北本高等学校 吉村　彩香
原子の電子配置モデルを作成しよう

理科
S702

力の運動と法則 埼玉県立浦和工業高等学校 幸島　大資
『重力』『水力』『電力』のうち、力学的な「力」でないものを選びなさい

理科
S703

バイオテクノロジー 埼玉県立戸田翔陽高等学校 山上　真吾
大腸菌にヒトのインスリンを作らせるには？

理科
S704

分子模型 埼玉県立草加西高等学校 亀井　　学
中島　雄平

分子模型の図を、実際に作成する
理科

S705
有性生殖 川口市立県陽高等学校 山本　美和

有性生殖と無性生殖、どちらが環境の変化に適応できるか？
理科

S706
遺伝 埼玉県立南稜高等学校 村上　　健

人工mRNAによる遺伝暗号解読実験からアミノ酸を指定する塩基配列を決定する
理科

S707
洗剤 埼玉県立白岡高等学校 根岸　佑樹

洗剤が汚れを落とすメカニズムは？
理科

S708
炭化水素 埼玉県立熊谷女子高等学校 小林　玲子

炭化水素の性質や構造を考えてみよう
理科

S709
運動 埼玉県立川口東高等学校 大塚　一紀

「2つの物体の運動」に関する基本問題を解く

理科
S710

遺伝 埼玉県立川口東高等学校 定清由紀子
大塚　一紀

大腸菌を使った遺伝子組換え実験のまとめとして活動を行う
理科

S711
体温調節 埼玉県立富士見高等学校 長谷川　翠

体温上昇時に体温を下げるしくみの解明
理科

S712
体内環境 埼玉県立浦和第一女子高等学校 吉田　絢香

魚類はどのような物質で窒素を排出しているか
理科

S713
生殖と発生 埼玉県立坂戸西高等学校 窪田　美樹

iPS細胞の研究を進めるべきだと思うか
理科

S714
筋肉 埼玉県立蕨高等学校 奥間　美穂

筋肉の収縮、弛緩はどのようなしくみでおこっているのか
理科

S715
生物の多様性 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

環境問題と生物多様性の関係を考察する
理科

S716
物質量計算 埼玉県立上尾高等学校 新井　優太

自分なりのmol計算法を身につけよう
理科

S717
酸化還元 埼玉県立所沢北高等学校 渡邉　祐太

発酵におけるピルビン酸代謝の意義を考えよう

理科
S718

良い説明 埼玉県立皆野高等学校 下山　尚久
篠崎　祐介

よりわかりやすい説明文を書けるようになる
理科

S719
波動と音 埼玉県立吉川美南高等学校 工藤　弘晃

ギターの弦を用いて、固有振動と物理量の関係性について身に付ける
理科

S720
プレート 埼玉県立吉川美南高等学校 米谷　祐太

伊豆諸島はどこにあるか、地図に描いてみよう
理科

S721
力と運動の法則 埼玉県立新座総合技術高等学校 岡田　成司

水を入れたコップの実験
理科

S722
化学反応式 埼玉県立浦和高等学校 安藤　一博

化学反応式と物質量の量的関係についての関係を考える
理科

S723
糖類 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太

単糖類の構造
理科

S724
VSEPR則 岡山県立倉敷南高等学校 奈須　遼渡

共有結合と分子構造
理科

S725
酸と塩基 高知県立高知南高等学校 池川　潤也

化学基礎「酸・塩基」
理科

S726
免疫 高知県立高知南高等学校 井上　大地

生物基礎「免疫」
理科

S727
酸素解離曲線 青森県立三沢商業高等学校 髙坂　香子

生物の体内環境とその維持
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理科
S801

物質の三態 埼玉県立北本高等学校 吉村　彩香
水の加熱時間と温度のグラフで温度が変化しない部分がある理由

理科
S802

ミランコビッチサイクル 埼玉県立松山女子高等学校 是永　　浩
第四紀の氷期―間氷期サイクルがなぜ起きたのか

理科
S803

タンパク質の合成 埼玉県立戸田翔陽高等学校 山上　真吾
転写と翻訳の仕組み、遺伝子の突然変異

理科
S804

ドップラー効果・うなり 川口市立県陽高等学校 星野　裕紀
ドップラー効果、うなりの原理

理科
S805

台風 川口市立県陽高等学校 森永　真弘
台風が日本に来る理由

理科
S806

生態系 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛
将来の沖縄の生態系

理科
S807

浮力 埼玉県立所沢北高等学校 小林　浩太
王冠に銀が混ざっていることを証明しよう

理科
S808

動物の反応と行動 埼玉県立所沢北高等学校 渡邉　祐太
ニューロンの興奮の伝導

理科
S809

電池と電気分解 埼玉県立春日部女子高等学校 迎　　洋介
マンガン電池・ダニエル電池・ボルタ電池・鉛蓄電池の反応の仕組み

理科
S810

脂肪族炭化水素 埼玉県立上尾高等学校 新井　優太
アセチレンを激しく燃やそう

理科
S811

生物群集と生態系 埼玉県立川越女子高等学校 川島　宏志
個体群内の個体間の関係（群れ、縄張り、動物の社会性）

理科
S812

仕事と仕事率 埼玉県立深谷第一高等学校 上吹越直也
質量 500kgの物体を 1.0m高い位置に移動させる方法を考えよう

理科
S813

脳死と臓器移植 埼玉県立川口東高等学校 定清由紀子
家族が脳死になったとき、臓器提供を認めますか？

理科
S814

体液 埼玉県立川口北高等学校 本郷　　敦
ヘモグロビンの酸素解離曲線

理科
S815

地震 埼玉県立富士見高等学校 長谷川　翠
首都直下地震と南海トラフ地震、緊急地震速報が発表される可能性が高いのは

理科
S816

酸と塩基 埼玉県立川越南高等学校 井上　　尚
長時間放置した水の性質は「何」性を示すか

理科
S817

さびのしくみと予防 埼玉県立浦和高等学校 萩原　紘平
金属のさびと、さびの仕組みを理解する

理科
S818

中和反応 埼玉県立川越南高等学校 藤元　琢也
中和反応（酸と塩基の反応）

理科
S819

熱とエネルギー 埼玉県立三郷工業技術高等学校 相馬　宣之
ドライアイスはどのようにしたら液体になるのか

理科
S820

電気分解 川口市立川口高等学校 盛山　哲志
電気分解とファラデーの法則

理科
S821

窒素化合物の排出 埼玉県立川口高等学校 黒澤　　望
鳥のフン（尿）はどうして白いのか？～排出物に尿酸をえらんだワケ～

理科
S822

物質量と化学反応式 埼玉県立南稜高等学校 岩﨑　　翔
質量パーセント濃度が分かっている水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度

理科
S823

化学反応式 埼玉県立狭山経済高等学校 小野寺瑛宣
化学反応式を自分で作れるようにしよう

理科
S824

界面活性剤 埼玉県立白岡高等学校 根岸　佑樹
洗剤が汚れを落とすメカニズムは？

理科
S825

興奮の伝導 埼玉県立本庄高等学校 永井　良介
興奮の起こるしくみと、興奮がニューロン内で伝えられるしくみ

理科
S826

体内環境の維持 埼玉県立新座総合技術高等学校 渡邉　　司
血糖値の調節のしくみを理解しよう

理科
S827

沖縄のバイオーム 埼玉県立蕨高等学校 大塚　一紀
沖縄ではどのようなバイオームが成立するか

理科
S828

出生前診断 埼玉県立蕨高等学校 奥間　美穂
出生前診断を受けますか？受けませんか？

理科
S829

体内環境と恒常性 埼玉県立三郷北高等学校 寺山　彩華
お酒に弱い人と強い人は何が違うのだろう？

理科
S830

糖類 埼玉県立浦和高等学校 野澤　優太
分子模型を使い、二糖類を作り、その構造と性質を理解する

理科
S831

アルコールとエーテル 埼玉県立吉川美南高等学校 米谷　祐太
エタノールの酸化過程、なぜ二日酔いになるのか

理科
S832

化学反応式 高知県立高知南高等学校 池川　潤也
物質量と化学反応式

理科
S833

腎臓 鳥取県立境高等学校 長谷川啓一
腎臓の再吸収に関する計算問題
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理科
S901

体温の調節 川口市立高等学校 米谷　祐太
かぜの症状はどのようにして生じるか

理科
S902

イオン 埼玉県立寄居城北高等学校 長沢　博貴
どうしてMgのイオンはMg2＋なのか？

理科
S903

化学結合 埼玉県立大宮商業高等学校 小林　憲治
複数の物質を実験によって特定しよう

理科
S904

モル濃度 埼玉県立春日部女子高等学校 伊原　美咲
どのようにすれば甘じょっぱい水溶液を作ることができるか？

理科
S905

体内環境 埼玉県立皆野高等学校 岡部　優也
熱中症の予防には、水よりもスポーツドリンクの方が適している理由を説明する

理科
S906

造山運動 埼玉県立皆野高等学校 矢萩　彩恵
秩父地域の山がどうやって出来上がったか説明する

理科
S907

女性ホルモン 埼玉県立滑川総合高等学校 竹内　公彦
女性ホルモンから心の変化とよりよい人間関係の構築を考える

理科
S908

金属イオン 埼玉県立久喜北陽高等学校 熊谷　　澪
水溶液に入っている金属イオンはなにか

理科
S909

体液の濃度 埼玉県立浦和西高等学校 上野　通宗
体液の濃度変化が細胞（赤血球）に与える影響

理科
S910

アオカビ 埼玉県立吉川美南高等学校 黒岩　寛貴
アオカビチーズはなぜ食べられる

理科
S911

モル濃度 埼玉県立川越総合高等学校 生田　　純
molの使い方をマスターしよう！

理科
S912

遺伝情報の発現 埼玉県立川口東高等学校 関根　里恵
鎌状赤血球貧血症の病気のメカニズムを解明せよ！

理科
S913

植生 埼玉県立浦和高等学校 萩原　紘平
植生の遷移

理科
S914

化学変化 埼玉県立熊谷工業高等学校 尾関由希子
同じ質量の物質を反応させたのに、発生する気体の体積が違うのはなぜか？

理科
S915

獲得免疫 埼玉県立川越女子高等学校 戸松　遥美
「がん免疫療法」とは何か

理科
S916

物質量 埼玉県立栗橋北彩高等学校 蓑島　裕介
「宇宙にある星の数」と「ペットボトルの中に入っている水分子の数」　どちらが多いだろうか？

理科
S917

力学的エネルギー 埼玉県立白岡高等学校 根岸　佑樹
仕事と力学的エネルギー

理科
S918

刺激 埼玉県立熊谷商業高等学校 角田　薫子
ギムネマ茶による甘味が阻害される作用はどのようにして起こったのか

理科
S919

インフルエンザ 川口市立高等学校 花崎　香理
インフルエンザのワクチンを打った時、体の中でどのようなことが起きているのだろうか？

理科
S920

糸球体 埼玉県立川口高等学校 黒澤　　望
糸球体をさがし出せ！

理科
S921

化学結合 埼玉県立児玉高等学校 永井　良介
化学結合と物質の分類

理科
S922

ヒト 埼玉県立松山高等学校 佐尾賢太郎
ヒトとはどんな生き物だろう？

理科
S923

ストロー笛 埼玉県立熊谷工業高等学校 田中　康博
ストロー笛を吹いてドレミファソラシドの音を出すには

理科
S924

K/Pg境界絶滅 埼玉県立松伏高等学校 森田めぐみ
隕石衝突後の地球 ･･･ 生き物の生死を分けたものは？

理科
S925

足跡化石 埼玉県立松山女子高等学校 是永　　浩
恐竜の足跡化石から生きていた恐竜の復元図を描く

理科
S926

共生説 川口市立高等学校 堀　　公彦
細胞共生説

理科
S927

熱力学 清風学園 清風高等学校 木田　　忍
熱力学

理科
S928

モル濃度 高知県立高知南高等学校 池川　潤也
モル濃度

理科
S929

体液濃度 鳥取県立米子高等学校 岩﨑　美子
体液濃度の調節

【保健体育】
保体

S301
サッカー 埼玉県立本庄高等学校 小茂田佳郁

サッカー
保体

S302
エイズ 埼玉県立川越初雁高等学校 竹内　佑樹

エイズとその予防
保体

S303
創作ダンス 埼玉県立戸田翔陽高等学校 稲垣　　夏

創作ダンス
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保体
S401

食事 埼玉県立浦和高等学校 齋藤　優気 アレンジ健康的な食生活を送るためのポイントは？
保体

S402
大気汚染 埼玉県立川越初雁高等学校 竹内　佑樹

大気汚染と健康
保体

S403
喫煙 埼玉県立浦和高等学校 齋藤　優気

より効果的なタバコの警告表示を作成しよう！
保体

S404
応急手当 埼玉県立浦和西高等学校 小林　　学
なぜ心肺蘇生法の手順は C （胸骨圧迫）→ A・B （気道確保・人工呼吸）→ D （AED）なのか

保体
S405

サッカー 埼玉県立児玉高等学校 渡　　翔太
相手チームからどのようにしてボールを奪うのか？

保体
S406

交通事故 埼玉県立新座総合技術高等学校 中島　　悠
この図の中に交通事故が起こる可能性はいくつあるか

保体
S407

新聞作成 埼玉県立大宮高等学校 塩原　克幸
平成 25年を振り返る新聞つくり

保体
S501

危険ドラッグ 埼玉県立川越工業高等学校 高野　大樹
「危険ドラッグ」の別名を考えよう

保体
S502

医薬品 埼玉県立川越初雁高等学校 竹内　佑樹
医薬品ってどんなもの？使用するとき気をつけなければいけないことは？

保体
S503

結婚 埼玉県立浦和高等学校 齋藤　優気 記述例「結婚適齢期」は何歳ごろ？
保体

S504
オリンピック 埼玉県立浦和高等学校 齋藤　優気 記述例オリンピックは 100年後も開催されているか？

保体
S505

柔道 埼玉県立大宮高等学校 塩原　克幸
大腰への技の入り方を考える

保体
S506

サッカー 埼玉県立川口北高等学校 平賀　誠司
サッカーにおけるゴールへ導く過程を学ぶ

保体
S507

バスケットボール 埼玉県立川越西高等学校 荒木　崇斗
バスケットボール

保体
S508

年金 埼玉県立羽生高等学校 福島　直史
年金を払う？それとも貯蓄する？

保体
S601

バレーボール 埼玉県立羽生高等学校 福島　直史
「3段攻撃」を使い、得点せよ！

保体
S602

持久走 埼玉県立北本高等学校 袖山　和博
「走りやすい」ってなんだろう？

保体
S603

応急手当 川口市立県陽高等学校 雪山　元貴
なぜ応急手当が必要なのか？

保体
S604

自己実現 埼玉県立新座総合技術高等学校 松村　　健
自己実現をする上で、心技体の 3要素で大切なものは？

保体
S605

労働と健康 埼玉県立川越初雁高等学校 竹内　佑樹
現代の労働による健康問題を解決するために、政治家にアドバイスをしよう

保体
S606

サッカー 埼玉県立川越初雁高等学校 相馬　貴彦
自分たちのチームに適したシステムを選び、効果的に試合を行う

保体
S607

柔道 埼玉県立日高高等学校 新井　卓也
「大腰」を完成させよう

保体
S608

心肺蘇生 埼玉県立川越工業高等学校 高野　大樹
「倒れている人を発見！」どうしてすぐに心肺蘇生することが必要なのか？

保体
S701

ポイ捨て対策 川口市立県陽高等学校 雪山　元貴
ゴミのポイ捨てをなくすために何ができるだろうか？

保体
S702

マット運動 川口市立県陽高等学校 野地　貴史
自分の演技にオリジナリティをだそう

保体
S703

飲酒 埼玉県立川越工業高等学校 高野　大樹
未成年の飲酒をなくすためにどのような方法があるだろう？

保体
S704

短距離走 埼玉県立川越工業高等学校 高野　大樹
速く走るための動き方を身につけよう！～感覚マップの作成～

保体
S705

感染症 埼玉県立三郷工業技術高等学校 前田　美穂
感染症から身を守れ！

保体
S706

ゴール型サッカー 埼玉県立川越女子高等学校 渡邉　達也
ボールを持たないとき、どんな動きをすればディフェンスを突破しやすくなるか

保体
S707

バレーボール 埼玉県立吉川美南高等学校 多田羅　亮
試合の最初のポジション及び、交代を決めよう

保体
S708

バドミントン 埼玉県立日高高等学校 新井　卓也
日高高校公認ダブルスマスター検定 5級を取得しよう

保体
S709

体操競技 埼玉県立狭山緑陽高等学校 江﨑　真奈
団体優勝を目指そう！

保体
S710

大気汚染 埼玉県立小鹿野高等学校 半澤　成泰
大気汚染から地球を守ろう！
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保体
S711

ストレス 埼玉県立皆野高等学校 高山　智裕
ストレスをコントロールしよう！

保体
S712

ラグビー 埼玉県立熊谷高等学校 梨本　雄大
1対 1の対人スキルを身につけ、トライをとろう！

保体
S713

飲酒 埼玉県立新座総合技術高等学校 松村　　健
飲酒は何歳から可能にすべきか？

保体
S801

喫煙と健康 川口市立県陽高等学校 山田　健吾
受動喫煙の被害をなくせ！どのような対策をするべきか

保体
S802

テニス 川口市立県陽高等学校 山田　　学
相手コートに思い通りに返球しよう

保体
S803

医療サービス 川口市立県陽高等学校 雪山　元貴
診療所と病院のどちらに行くのが良いでしょうか

保体
S804

ソフトボール 埼玉県立羽生高等学校 福島　直史
ゴロを捕球せよ

保体
S805

高齢者 埼玉県立川越工業高等学校 高野　大樹
100歳時代の到来を「希望ある未来」にするために

保体
S806

コーピング 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 金盛　大和
多様なストレスへの対処方法を身につけよう

保体
S807

健康づくり 埼玉県立庄和高等学校 鈴木貫太郎
春日部市「健康でイキイキプロジェクト 2060」

保体
S808

高齢者 埼玉県立皆野高等学校 髙山　智裕
高齢者がより暮らしやすい街にするための方策

保体
S809

ソフトボール 埼玉県立常盤高等学校 髙見　裕尚
強い打球を打とう

保体
S810

薬物乱用根絶 埼玉県立上尾南高等学校 戸井田　健
薬物乱用の根絶に向けてのスローガンを考えよう

保体
S811

バレーボール 埼玉県立川越女子高等学校 渡邉　達也
ライト後方からレフトを狙って二段トスを上げよう

保体
S812

食後に走る 埼玉県立日高高等学校 新井　卓也
食後に走るとわき腹が痛くなるのはなぜか

保体
S813

バドミントン 埼玉県立川越初雁高等学校 相馬　貴彦
オーバーヘッドストロークでの打ち分けのポイント

保体
S814

ハードル走 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 大原　一成
滑らかな 3歩のリズムでハードルを走破せよ

保体
S815

バスケットボール 埼玉県立熊谷高等学校 梨本　雄太
シュートの成功率を上げよう

保体
S816

バスケ速攻 埼玉県立川越工業高等学校 篠塚　宗明
バスケットボールの試合のスピード感をあげるには

保体
S817

サッカー 埼玉県立新座総合技術高等学校 松村　　健
パス vsドリブル　どっちのチームが強い？

保体
S818

バドミントン 埼玉県立吉川美南高等学校 多田羅　亮
山田　　亘

作戦を立ててシングルスのゲームをしよう
保体

S819
バレーボール 埼玉県立鴻巣女子高等学校 増子　友紀

レシーブ時の「最初の立ち位置」と、ボールを拾うための「動き」を考えよう
保体

S820
エイズ 川口市立川口総合高等学校 奥谷　知代

エイズの社会的対策
保体

S821
喫煙と健康 埼玉県立進修館高等学校 関口　　衛

喫煙者が禁煙を決意するセリフを考えよう
保体

S901
ソフトテニス 埼玉県立吉川美南高等学校 多田羅　亮

相手コートに打つショットを考えよう！ ～2W1H （when,where,how）～
保体

S902
リレー 埼玉県立幸手桜高等学校 藤井　教貴

ロスの少ないバトンパスを行う方法を考える
保体

S903
地球温暖化 川口市立高等学校 千島　美穂

地球温暖化の影響
保体

S904
働き方改革 埼玉県立久喜高等学校 若嶋　　瑛

なぜ、働き方改革は実施されたのか？
保体

S905
食生活 埼玉県立皆野高等学校 高山　智裕

「食生活改善アドバイザー」になろう！！
保体

S906
長距離走 埼玉県立羽生高等学校 福島　直史

自分専用の長距離走マップを作る
保体

S907
受け身 埼玉県立南稜高等学校 小川　　駿

前回り受け身をマスターする
保体

S908
倒立 埼玉県立鴻巣女子高等学校 安座間志保子 観点シートなるべく補助に負荷のかからない倒立を 5秒キープしよう！！

保体
S909

ストレス 埼玉県立吉川美南高等学校 牧　　香織
ストレス社会で生きていく為には？
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保体
S910

三段跳び 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 大原　一成
三段跳びのコツを身に付けよう！

保体
S911

サッカー 埼玉県立常盤高等学校 高見　裕尚
サッカーを楽しむための基礎を身につけよう！

保体
S912

生活習慣病 清風学園 清風高等学校 吉田　和史
生活習慣病とその予防

保体
S913

医薬品 高知県立高知南高等学校 長野いづみ
『安全な医薬品』とはどんな医薬品か？

【音楽】
音楽

S501
沖縄民謡 埼玉県立松伏高等学校 阿部　優太

沖縄民謡『てぃんさぐぬ花』を扱い、「民謡にふさわしい歌い方」を考える
音楽

S502
沖縄音楽 埼玉県立松伏高等学校 荒井　美里

沖縄音楽を形づくっているものはなにか
音楽

S601
創作 埼玉県立川口東高等学校 荒舩　睦美

俳句に旋律と和音をつけて、歌をつくる
音楽

S602
器楽 埼玉県立桶川西高等学校 戸谷　香里

ピアノアンサンブルでオリジナル演奏をしよう！
音楽

S603
歌唱 埼玉県立松伏高等学校 阿部　優太

合唱曲の表現の工夫をしてみよう
音楽

S604
鑑賞 埼玉県立松伏高等学校 荒井　美里 アレンジ＂第九＂の魅力を探る

音楽
S701

歌唱 川口市立県陽高等学校 小池千栄子
合唱曲「群青」の歌詞の意味を理解して表現しよう

音楽
S702

新曲視唱 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 矢澤　知実
リズム譜とメロディー譜を正確に視唱するには

音楽
S801

合唱 川口市立県陽高等学校 小池千栄子
「いざたて戦人よ」歌詞の意味や歴史的背景を理解して豊かな合唱を目指す

音楽
S802

歌唱 埼玉県立越谷西高等学校 岡田　崇利
「翼をください」二重唱を通じてアンサンブルを楽しむ

音楽
S803

鑑賞（オペラ） 埼玉県立幸手桜高等学校 蓮　大二郎
オペラとは何かを説明できるようにする

音楽
S804

歌唱 埼玉県立草加南高等学校 中西　一恵
「さとうきび畑」曲に込められた思いを表現する

音楽
S805

合唱 鳥取県立鳥取西高等学校 尾方　寛子
合唱曲の表現を工夫しよう

音楽
S901

西洋音楽史 川口市立高等学校 小池千栄子
古典派の特徴である「交響曲」「ソナタ形式」「ピアノ」と音楽との関連をはかろう

音楽
S902

発想記号 dolce 埼玉県立岩槻北陵高等学校 鈴木　大樹 
相手に伝わるような dolceで Caro mio ben を演奏する

音楽
S903

鑑賞 埼玉県立越谷総合技術高等学校 小野寺　賢
楽曲を鑑賞しあらすじを想像する

【美術】
美術

S101
鑑賞の心得 埼玉県立大宮光陵高等学校 高濱　　均 記述例『鑑賞の心得』をつくろう

美術
S102

日本の美術 埼玉県立大宮光陵高等学校 岩﨑　浩之 記述例私たちは日本の美術を知っているか
美術

S201
デッサン 埼玉県立大宮光陵高等学校 岩﨑　浩之 記述例「空間」の表現方法

美術
S202

抽象 埼玉県立大宮光陵高等学校 高濱　　均
抽象なんか怖くない（西洋美術史）

美術
S203

ビジュアルブック 埼玉県立富士見高等学校 矢嶋　　渉
修学旅行のビジュアルブック

美術
S204

家紋 埼玉県立浦和第一女子高等学校 城所佳葉子
「家紋」のデザイン

美術
S205

パッケージ 埼玉県立越谷東高等学校 工藤久仁子
パッケージデザインについて考えよう

美術
S301

景観 埼玉県立浦和第一女子高等学校 城所佳葉子
景観とデザイン

美術
S302

テキスト 埼玉県立大宮光陵高等学校 岩﨑　浩之
作品鑑賞とテキスト

美術
S303

カミサマ 埼玉県立富士見高等学校 矢嶋　　渉
現代のカミサマを創ろう
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美術
S304

中世美術 埼玉県立大宮光陵高等学校 高濱　　均
へたくそが魅力（中世の美術）

美術
S305

創造とは 埼玉県立大宮光陵高等学校 柿﨑　幸裕
美術鑑賞

美術
S401

孔版 埼玉県立狭山緑陽高等学校 半山　修平
孔版について学ぼう

美術
S402

宗教絵画 埼玉県立浦和第一女子高等学校 城所佳葉子
鑑賞

美術
S403

ルネサンス 埼玉県立大宮光陵高等学校 柿﨑　幸裕
初期ルネサンスの革命

美術
S404

庭をデザインしよう 埼玉県立富士見高等学校 矢嶋　　渉
庭をデザインしよう！～おもてなしの庭～

美術
S405

シュルレアリスム 埼玉県立大宮光陵高等学校 岩﨑　浩之
「シュルレアルスムとは何か」シュルレアリスムについての考察

美術
S501

シュルレアリスム 埼玉県立浦和第一女子高等学校 城所佳葉子
シュルレアリスムの鑑賞

美術
S502

マスコット 埼玉県立南稜高等学校 矢嶋　　渉
南稜高校マスコットキャラクターのデザイン（鑑賞＋表現）

美術
S503

バロック美術 埼玉県立大宮光陵高等学校 柿﨑　幸裕
バロック美術

美術
S504

絵文字 埼玉県立狭山緑陽高等学校 半山　修平
SNSで使用する、絵文字（スタンプ）の制作

美術
S601

アニメーション 埼玉県立越谷東高等学校 甲斐　未樹
転ぶ～立ち上がるまでの動きのカットを描いてみよう

美術
S602

色彩 埼玉県立吹上秋桜高等学校 都築　　藍
日本を感じる美しい配色

美術
S603

デザイン 埼玉県立狭山緑陽高等学校 半山　修平
2020年 東京オリンピックの「エンブレム」をデザインしよう

美術
S604

マスコット 川口市立県陽高等学校 浴本　　徹
新校のマスコットを創造しよう

美術
S701

鑑賞 川口市立県陽高等学校 浴本　　徹
『受胎告知』に何の意味が込められたかを考える

美術
S702

抽象 埼玉県立富士見高等学校 坂本美沙紀
抽象について考え、制作のイメージを深めよう

美術
S703

道具箱 埼玉県立浦和高等学校 原島　秀行
道具箱を手道具のみで制作する

美術
S704

ユニバーサルデザイン 埼玉県立所沢北高等学校 半山　修平
住みよいまちづくりを考える

美術
S801

キャラクターデザイン 川口市立県陽高等学校 浴本　　徹
独創的な新川口市立高等学校マスコットを創造しよう

美術
S802

フィギュア制作 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 栗原　大樹
直立するキャラクターを粘土で制作する

美術
S803

油絵 埼玉県立所沢北高等学校 半山　修平
グループでモチーフの「リンゴ」を油絵具で表現する

美術
S804

写真 埼玉県立本庄高等学校 中嶋　正明
映像メディア表現～この写真、どう撮る？～

美術
S805

似顔絵 埼玉県立吉川美南高等学校 片岡　知紗
似顔絵のプレゼント

美術
S806

金属工芸 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 塚本あずさ
4つの透かしの図案化ができるようになる

美術
S807

アニメーション 埼玉県立吹上秋桜高等学校 都築　　藍
アニメーションでボールをいきいきと動かそう

美工
S901

片切り彫り 埼玉県立越生高等学校 外谷　霞奈 観点シート木彫小箱の制作～片切り彫りを習得しよう～
美工

S902
浮世絵 埼玉県立朝霞高等学校 示野　充彦

なぜ、浮世絵は「絵師・彫師・摺師」に分業したのか？
美工

S903
木彫 埼玉県立幸手桜高等学校 酒井みのり

木彫で「生き物」をつくる

【書道】
書道

S301
倣書 埼玉県立大宮光陵高等学校 宮島　恭子

倣書の学習
書道

S401
顔真卿 埼玉県立熊谷西高等学校 初雁　澄夫

顔真卿「顔氏家廟碑」の臨書と倣書
書道

S402
五書体 埼玉県立白岡高等学校 渋谷　亜弓

五書体の特徴を理解
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書道
S501

仮名の学習 埼玉県立児玉高等学校 品川　愛郁
平安時代の文字を解読しよう！（高野切第三種の和歌一首を読む）

書道
S502

楷法 埼玉県立白岡高等学校 渋谷　亜弓
楷法の極則を極めよう！！～字が絶対上手くなる、余白美の法則を探る～

書道
S601

行書 埼玉県立鴻巣女子高等学校 鈴木　君枝
「蘭亭序」とはどのような作品か？

書道
S602

仮名 埼玉県立児玉高等学校 品川　愛郁
仮名とは？

書道
S603

漢字仮名 埼玉県立越谷西高等学校 角田ともみ
漢字仮名交じりの書の作品を鑑賞しよう

書道
S604

点画 埼玉県立白岡高等学校 渋谷　亜弓
「孫秋生造像記」の点画を究めよう！！　～三角形の書き方をマスターする～

書道
S701

九成宮醴泉銘 埼玉県立北本高等学校 高橋　沙絵
『孔子廟堂碑』と『九成宮醴泉銘』の書風の違いを書き分けよう！

書道
S702

北魏の書 埼玉県立北本高等学校 高橋　沙絵
『牛橛造像記』と『鄭羲下碑』の書風の違いを表現してみよう

書道
S703

校内ポスター 川口市立県陽高等学校 川野　嘉一
校内に掲示するポスターを作成しよう

書道
S704

半切臨書作品 埼玉県立鴻巣女子高等学校 鈴木　君枝
半切臨書作品の作り方のコツとは？

書道
S705

風信帖 埼玉県立白岡高等学校 渋谷　亜弓
空海『風信帖』を解明せよ！

書道
S706

仮名 埼玉県立熊谷女子高等学校 眞下　愛郁
読めない仮名の正体を突き止めよう！

書道
S801

校歌 埼玉県立北本高等学校 高橋　沙絵
校歌を書く！～変化と統一を求めて！～

書道
S802

蘭亭序 埼玉県立越谷北高等学校 倉澤　沙綾
『蘭亭序』の「茂林」を正確に臨書しよう！

書道
S803

漢字仮名交じり 川口市立県陽高等学校 川野　嘉一
創作　平和学習

書道
S804

平仮名 埼玉県立羽生高等学校 青木　辰樹
自分なりの学習目標を定める

書道
S805

篆刻 埼玉県立白岡高等学校 渋谷　亜弓
篆刻・輪郭表現を考えよう！

書道
S806

蓬萊切 埼玉県立鴻巣女子高等学校 鈴木　君枝
蓬萊切を鑑賞し、分析しよう

書道
S807

孔子廟堂碑 川口市立川口総合高等学校 大野絵美子
孔子廟堂碑を半切に上手く書くためには？

書道
S901

古典臨書 埼玉県立上尾南高等学校 中村　桃子
なぜ空海は字がうまいのか？

書道
S902

蘭亭序 川口市立高等学校 大野絵美子
あなたが感じた蘭亭序とは…？

書道
S903

隷書の運筆 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 吉岡莉奈子
隷書を書くときの運筆ポイントは何だろう？

書道
S904

拓本 埼玉県立久喜高等学校 竹内　　直
教科書に掲載してある作品の写真は、なぜ文字の色が白色（茶色）で文字の周りが黒色なのか？

【外国語】
英語

S101
関係代名詞 埼玉県立越ヶ谷高等学校 平山　　努 記述例『who/whom/which/whose/that』ってどんな言葉？

英語
S102

一日 3食 埼玉県立春日部女子高等学校 安田やよい 記述例人間が 1日 3食食べるのはなぜ？―英文を読んで考えよう―
英語

S103
カレンダー 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子 記述例カレンダーはなぜ必要か？―英文を読んで考えよう―

英語
S104

健康 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
小河　園子

健康を保つためには？―英文を読んで考えよう―
英語

S105
宝探し 埼玉県立春日部女子高等学校 安田やよい

ジミーの宝探し
英語

S106
未来の車 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子 アレンジ未来の車はどんなものになるか

英語
S201

ing 埼玉県立松山女子高等学校 中山　厚志 記述例3つの「ing」
英語

S202
免許 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子

「免許を持っていない友人に自動車を貸してくれと頼まれたら」
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英語
S203

説明 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
納得できる説明

英語
S204

the last leaf 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 小澤　祐介
The Last Leaf

英語
S205

book review 埼玉県立春日部女子高等学校 安田やよい
How to Write a Book Review

英語
S206

mermaid balloon 埼玉県立庄和高等学校 横田　純一
ジグソーリーディング―mermaid balloon―

英語
S207

比較 埼玉県立松山女子高等学校 中山　厚志
「比較」―どのレストランでランチする？―

英語
S208

クローン 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子
「クローン技術」

英語
S301

mTrac 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子
デジタル・プロバイド

英語
S302

裁判 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
ホット・コーヒー裁判

英語
S303

ファッション 埼玉県立本庄高等学校 中山　厚志
Fashion-Reflection of the Times

英語
S304

ストラテジー 埼玉県立本庄高等学校 平井　利久
ONE STEP BEYOND

英語
S305

前置詞 埼玉県立春日部女子高等学校 安田やよい
前置詞のイメージ

英語
S306

大峰山 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝
Gender Issues:Women are not allowed to climb Mt.Omine.

英語
S307

動名詞 埼玉県立和光国際高等学校 瀧嶋　明康
動名詞の性質

英語
S308

大陸移動説 埼玉県立川口東高等学校 大西めぐみ
The Continents Move!

英語
S309

絵課題 埼玉県立庄和高等学校 横田　純一
The Red Winter Camellia Bush

英語
S310

道案内 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 笹田　直孝
基本的会話表現の習得と発展

英語
S311

インド社会 埼玉県立北本高等学校 江森　潤子
英語演習

英語
S312

E-mail 埼玉県立北本高等学校 白根　裕志
E-mail

英語
S313

つる植物 埼玉県立戸田翔陽高等学校 前橋　俊輔
SensitivePlants Section1

英語
S314

チャリティ 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 阿部由香梨
Whatʼs the better charity?

英語
S401

源氏物語 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
源氏物語の英訳を読み比べる

英語
S402

Make a Wish 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子
“Make-A-Wish”の意味を考える

英語
S403

Food Shortage 埼玉県立北本高等学校 江森　潤子
READING15 Food Shortage：What do you think?

英語
S404

Scary Story 埼玉県立庄和高等学校 横田　純一
ジグソー・リーディング

英語
S405

Summary 埼玉県立滑川総合高等学校 新井　大翼
Lesson5の Summary作成

英語
S406

南アフリカ 埼玉県立春日部女子高等学校 江森　和也
Lesson 7 Part 2～4　及び Part 1

英語
S407

動物共生 埼玉県立春日部女子高等学校 安田やよい
* Human and Animal a loving bond

英語
S408

環境問題 埼玉県立本庄高等学校 中山　厚志
Lesson 5 Part 3 ～ 4

英語
S409

遺伝子組み換え 埼玉県立和光国際高等学校 浅見　伸裕
The Controversy of Genetic Engineering

英語
S410

Hikikomori 埼玉県立和光国際高等学校 瀧嶋　明康
BBC News Magazineより Hikikomori

英語
S411

地産地消 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝
Global Warming

英語
S412

旅行場所 埼玉県立常盤高等学校 庄子　　学
旅行場所の推薦

英語
S413

happy life 埼玉県立富士見高等学校 中島　大気
What is your happy life? ―幸せな人生って何だろう？―
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英語
S414

対比構造 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 笹田　直孝
Black tea and Green Tea

英語
S415

カワイイ文化 埼玉県立吉川美南高等学校 桝　　琢磨
マンガ『ONE PIECE』

英語
S416

日本文化 埼玉県立川口東高等学校 大西めぐみ
日本文化（浴衣）を紹介しよう

英語
S417

現在完了 埼玉県立戸田翔陽高等学校 篠原　紀子
Lesson5 Part1

英語
S418

travel 埼玉県立三郷高等学校 宇野　明美
travel

英語
S419

教育制度 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 阿部由香梨
理想の教育制度

英語
S501

単語 埼玉県立越谷北高等学校 髙藤　麻子
言葉遣いから筆者の視点・姿勢を理解し、意見を書く

英語
S502

世界遺産 埼玉県立北本高等学校 江森　潤子
Lesson4 Mont-Saint-Michel

英語
S503

選択的交配 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子
選択的交配（Selective Breeding）はどこまで許されるのか？

英語
S504

誤問訂正 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
Common errors in writing English sentences

英語
S505

論理的読解 埼玉県立熊谷高等学校 野澤　澄子
論理的な説明文を読み解く

英語
S506

環境問題 埼玉県立上尾南高等学校 中山　厚志
Costa Rica

英語
S507

We Are the World 埼玉県立川口高等学校 巻島　俊雄
“We Are the World” の歌詞が意味するものは何か

英語
S508

マダガスカル 埼玉県立北本高等学校 江森　潤子
Do you think that they can make more money from tourism?

英語
S509

Food Waste 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝
Elisabeth Kress

Food Waste
英語

S510
水問題 埼玉県立川越女子高等学校 高沖　理恵

水の分配を公平にするために国や国際組織は何をすべきか
英語

S511
比較 埼玉県立川越女子高等学校 高沖　理恵

比較
英語

S512
要約 埼玉県立狭山経済高等学校 木下　樹理

Owen and Mzee : An Amazing Friendship
英語

S513
can 埼玉県立川越初雁高等学校 小野　春香

いろいろな “can” の意味を知ろう
英語

S514
Helping Others 埼玉県立和光国際高等学校 瀧嶋　明康

Helping Others

英語
S515

kaiten-sushi 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝
Elisabeth Kress

Kaiten-sushi
英語

S516
100人村 埼玉県立松伏高等学校 若林久美子

「世界が 100人の村だったら」を題材に世界の現状と自分にできる取り組みを考える
英語

S517
睡眠 埼玉県立春日部女子高等学校 江森　和也

Lesson 7 Why Are You Sleepy

英語
S518

Education 埼玉県立春日部女子高等学校
安田やよい
Emilie Omi

Wendy　
Hemstock

Education
英語

S519
あかずきん 埼玉県立庄和高等学校 横田　純一

3つのストーリーの内容を組み合わせて、「赤ずきん」のストーリーの謎を解く
英語

S520
ギャツビー 埼玉県立川口青陵高等学校 當津　宏昭

『The Great Gatsby』 のストーリーを、各登場人物たちのセリフから予想してみよう
英語

S521
英作文 埼玉県立越谷東高等学校 増田　　彬

4コママンガの 4コマ目を考えて、英文でその内容を書く
英語

S522
絵本 埼玉県立越ヶ谷高等学校 飯田　勇人

What happened to the boy and the tree at the end?物語の結末を予想してみよう
英語

S523
動名詞 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 笹田　直孝

Iceland
英語

S524
海外旅行 埼玉県立桶川西高等学校 山田翔一郎

Misaのニーズに合う旅行地を推薦する
英語

S525
iPS細胞 埼玉県立熊谷女子高等学校 諏訪　教恵

How can we use iPS cells in the future?

247

第 3章　データ編



英語
S526

豊かさ 埼玉県立富士見高等学校 中島　大気
Is Japan a rich country?

英語
S527

物語 埼玉県立川口東高等学校 眞保　有偉
物語の全体像をつかむ

英語
S528

ファッション 埼玉県立岩槻高等学校 水石佐和子
Speaking of Fashion

英語
S529

スキット 埼玉県立本庄高等学校 飯森　達也
「私が～したときには、もう（まだ）……」（過去完了形）の文を核としたスキット作り

英語
S530

ことばの力 埼玉県立深谷第一高等学校 嶋田　容子
オバマ大統領が三宅一生氏に与えたことばの力

英語
S531

小笠原 埼玉県立常盤高等学校 庄子　　学
小笠原に行く ALTに小笠原の情報を紹介しよう

英語
S601

LINE Music 埼玉県立北本高等学校 江森　潤子
Do you think that LINE Music will be successful in Japan?

英語
S602

チチカカ湖 埼玉県立川口高等学校 巻島　俊雄
チチカカ湖におけるもう一つの不思議についてまとめよう

英語
S603

手向けられた花 埼玉県立上尾南高等学校 橋本　和明
ハワードが“But nothing was more beautiful than the flowers.” と言ったのはなぜか

英語
S604

Make a Wish 埼玉県立春日部女子高等学校
安田やよい
Emilie Omi

Wendy　
Hempstock

Make a Wish Foundationの活動と恩恵を社会に広げて行く方法を考える
英語

S605
フォント 埼玉県立春日部女子高等学校 江森　和也

「作者の言いたいこと」を掴み、要約する
英語

S606
睡眠時間 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝

人間の睡眠時間を規定している要因は何か
英語

S607
Short Stories 埼玉県立北本高等学校 永井　直樹

そのケチな男は、本物のお金を支払わなければならないと思いますか
英語

S608
環境問題 川口市立県陽高等学校 鶴田　京子

レジ袋を禁止すべきか
英語

S609
発展途上国支援 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子

Which project should get priority? Why?
英語

S610
和歌の英訳 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史

和歌の英訳を味わう
英語

S611
フードマイル 埼玉県立越谷西高等学校 工藤　恭右

フードマイル運動に賛成か反対か、それはなぜか？
英語

S612
旅行 埼玉県立岩槻高等学校 水石佐和子

旅行者として、どのようなことに配慮して旅行を楽しむか
英語

S613
数字 埼玉県立狭山緑陽高等学校 佐藤　　勉

英語で数字を表現する
英語

S614
手助け 埼玉県立川越女子高等学校 高沖　理恵

Why is “helping” others not easy?
英語

S615
ゴリラ 埼玉県立南稜高等学校 木村　哲郎

ゴリラの現状を考え、人間に対してのメッセージを作る
英語

S616
マリア 埼玉県立熊谷西高等学校 加藤美沙季

自分がマリアならどうしたか
英語

S617
エネルギー問題 埼玉県立川越西高等学校 本橋　明子

エネルギー問題
英語

S618
食事 埼玉県立坂戸高等学校 新井友加里

和食、イタリアン、中華のうち、どのレストランで食事をとるか
英語

S619
嘘 埼玉県立越ヶ谷高等学校 郷司　雅子

嘘をついた人の気持ちを読み取る
英語

S620
絵本 埼玉県立越ヶ谷高等学校 飯田　勇人

What did it learn at the end? ―しあわせとはなにか考えてみよう
英語

S621
分詞 埼玉県立熊谷女子高等学校 岩根　広輝

分詞や知覚動詞、使役動詞を使った文を含む物語を作る
英語

S622
受動態 埼玉県立川口青陵高等学校 三沢　　渉

三つの受動態において、使われる異なる前置詞の用法を、帰納的推測から習得させる
英語

S623
ギャツビー 埼玉県立川口青陵高等学校 當津　宏昭

Is Nick a good person or not? －ニックは良い人か否か―
英語

S624
世界遺産 埼玉県立ふじみ野高等学校 増田　　彬

日本の世界自然遺産を英語で紹介する
英語

S625
旅行場所 埼玉県立羽生第一高等学校 棚澤　美穂

旅行場所としてもっとも良いと思われる場所を選択する
英語

S626
後置修飾 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 井田　絢子

後置修飾の構造の英文で表現する
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英語
S627

いじめ問題 埼玉県立本庄高等学校 飯森　達也
「いじめ」について考える

英語
S628

フードロス 埼玉県立所沢高等学校 森　みのり
Food lossの削減に向けて、①消費者として ② 販売者として できることはなんだろうか

英語
S629

人生 埼玉県立越谷北高等学校 塩野谷　淳 アレンジスクルージの人生から、自分がどのよう生きていくべきか考察する
英語

S630
三浦雄一郎 埼玉県立桶川西高等学校 山田翔一郎

三浦の偉業から学んだことを英語で考え、英語で発表する
英語

S631
友情 埼玉県立狭山経済高等学校 松丸　侑里

2匹の動物の友情についての物語を読み、てその内容を時系列に並べる
英語

S632
過去完了形 埼玉県立狭山経済高等学校 相澤　　茂

過去完了形を使った英文を作成する
英語

S633
後置修飾 埼玉県立大宮工業高等学校 駒谷　健介

後置修飾
英語

S634
フードマイル 埼玉県立越谷西高等学校 小倉　加有

フードマイル運動に賛成か反対か？
英語

S635
川越 埼玉県立川越初雁高等学校 小野　春香

ALTに英語で、川越にあるものについての情報を伝える
英語

S636
セサミストリート 埼玉県立深谷第一高等学校 土屋　実加

セサミストリートが 140カ国で放映され続けているのはなぜか
英語

S637
デート 埼玉県立富士見高等学校 中島　大気

情報を正しく理解し、目的に最適な場所を選ぶ
英語

S638
小笠原 埼玉県立常盤高等学校 庄子　　学

地理的情報、生態系についての文から、小笠原に行きたいか考える
英語

S701
動詞 さいたま市立浦和高等学校 大江　裕子

運転をしたがる運転免許証を持っていない友人への対応を考える
英語

S702
バオバブ 埼玉県立上尾南高等学校 橋本　和明

本校でバオバブを育てるにはどうしたらよいか
英語

S703
色 埼玉県立和光国際高等学校 三沢　　渉

色がどんな心理的影響を与えるか
英語

S704
循環型社会 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝

循環型社会における望ましい循環とはどのようなものか
英語

S705
ポケモン GO 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝

ポケモン GOの流行は長続きするか
英語

S706
アメリカ音楽 埼玉県立滑川総合高等学校 羽田　知香

ブルース、ジャズ、ヒップホップの生まれた背景の特徴や共通点とは
英語

S707
クロワッサン 埼玉県立大宮光陵高等学校 日高　　康

クロワッサン発祥の謎
英語

S708
進路選択 川口市立県陽高等学校 鶴田　京子

進路選択のアドバイス
英語

S709
沖縄 埼玉県立所沢高等学校 森　みのり

沖縄文化の独自性
英語

S710
赤ちゃん 埼玉県立越谷西高等学校 工藤　恭右

なぜ赤ちゃんはかわいいのか
英語

S711
自動車 埼玉県立常盤高等学校 庄子　　学

自動車を持つ是非を友人にアドバイスする
英語

S712
電子書籍 埼玉県立川越女子高等学校 高沖　理恵

電子書籍を普及させるには何が必要か
英語

S713
Irena Sendler 埼玉県立越ヶ谷高等学校 郷司　雅子

Irena Sendlerに宛てた手紙を書く
英語

S714
ウルル 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大槻　幸脩

オーストラリア政府は観光客がウルルに登ることを許可するべきか？
英語

S715
絵本 埼玉県立越ヶ谷高等学校 飯田　勇人

なにかいいことをおもいついたとき、どうする？
英語

S716
ラーメン 埼玉県立日高高等学校 平岩　史子

ラーメンの魅力
英語

S717
修学旅行 埼玉県立富士見高等学校 中島　大気

イギリス人へ日本での修学旅行のアドバイスを考える
英語

S718
選挙 埼玉県立羽生第一高等学校 棚澤　美穂

日本は投票を義務制にすべきか
英語

S719
女性の社会進出 埼玉県立浦和第一女子高等学校 杉山　理志

女性の社会進出
英語

S720
色彩 埼玉県立川口高等学校 神谷　俊徳

色彩の心理的効果とは
英語

S721
医療 埼玉県立坂戸西高等学校 関根　菜摘

酸素を切るか、切らないかの決断
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英語
S722

家 埼玉県立北本高等学校 永井　直樹
彼にぴったりの家はどれか？

英語
S723

東京オリンピック 埼玉県立ふじみ野高等学校 増田　　彬
東京オリンピックを見に来る外国人に、見学のアドバイスをする

英語
S724

絵本 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 山形　　風
絵本の内容を完成させよう

英語
S725

ロボット 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 末松　　洋
物語の内容を英語でまとめよう

英語
S726

買い物 埼玉県立岩槻高等学校 水石佐和子
賢い消費者になるためには何が必要か

英語
S727

ロボット 埼玉県立熊谷高等学校 山田翔一郎
ロボット化の時代を生き抜くために必要な能力・技能とは

英語
S728

買い物 埼玉県立熊谷高等学校 山田翔一郎
賢い消費者になるためには何が必要か

英語
S729

ガリバー 埼玉県立松山高等学校 嶌田　矩晃
ガリバーの航海

英語
S730

アンジェラ・アキ 埼玉県立松伏高等学校 曾田　磨己
アンジェラ・アキの歌の魅力

英語
S731

リーダー 埼玉県立浦和高等学校 新井　大翼
優れたリーダーに必要な要素とは？

英語
S732

源氏物語 埼玉県立浦和高等学校 池野　智史
源氏物語の英訳を読み比べる

英語
S733

買い物 川口市立川口高等学校 中川久美子
賢い消費者になるためには何が必要か

英語
S734

サンゴ 埼玉県立川越総合高等学校 小泉　庄司
沖縄のサンゴを守るためにするべきこと

英語
S735

脳 埼玉県立岩槻高等学校 久保由美子
脳をはたらきを活発にするには

英語
S736

冬休み 青森県立三沢商業高等学校 志田　晶子
コール先生の冬休み

英語
S801

要約 さいたま市立浦和高等学校 大江　裕子
文章を 100字で要約する

英語
S802

AIとの共存 埼玉県立浦和高等学校 小河　園子 動画In order to coexist with AI technology, what should/shouldn't human beings do?
英語

S803
ホームステイ 埼玉県立草加西高等学校 郷司　雅子

Was it good or bad for Takuya to stay in Canada? Why do you think so?
英語

S804
小笠原諸島 川口市立県陽高等学校 鶴田　京子

What is the necessary point to tell about the Ogasawara Islands?
英語

S805
自由貿易 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝 アレンジIs Free Trade the Best Trade?

英語
S806

国際語 埼玉県立戸田翔陽高等学校 平野　佑樹
国際語としての英語の役割を説明しよう

英語
S807

オーストラリア 川口市立県陽高等学校 那須川千晶
旅行客に旅行プランを提案

英語
S808

ALT紹介 川口市立県陽高等学校 治野　梨沙
Letʼs introduce your ALT.

英語
S809

エコキャップ 埼玉県立ふじみ野高等学校 土屋　知徳
エコキャップ運動ポスターを作ろう

英語
S810

選挙制度 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 末松　　洋
英語でまとめる、表現する

英語
S811

ゲリラガーデナー 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 山形　　風
Do you agree with guerrilla gardening?

英語
S812

後置修飾 川口市立県陽高等学校 田宮　若奈
三種類の後置修飾の使い方

英語
S813

オリンピック 埼玉県立皆野高等学校 藤原　裕人
「サーフィン」はオリンピックに適切な競技か

英語
S814

宇宙ゴミ 埼玉県立熊谷西高等学校 加藤美沙季
Which “pollution issue” would you solve at first if you were a politician?

英語
S815

宇宙ゴミ 埼玉県立所沢北高等学校 小泉　庄司
What would your life be like if all the satellites stopped working?

英語
S816

バイリンガリズム 埼玉県立所沢高等学校 森　みのり
Which language do you think is best to add in signs?

英語
S817

和食 埼玉県立大宮光陵高等学校 小林　智行
Choose one section after listening to each presenter and talk about the reason.

英語
S818

要約 埼玉県立大宮光陵高等学校 宍戸　惣亮
Try to guess what the story of Lesson7 is and make summary.
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英語
S819

平和学習 埼玉県立上尾南高等学校 橋本　和明
What is important for us when we think about the news? （少年のガマ荒らし事件）

英語
S820

恋 埼玉県立越谷西高等学校 工藤　恭右
なぜ人は恋をするのか

英語
S821

法隆寺 埼玉県立川口東高等学校 眞保　有偉
五重塔は何故地震でも倒壊しないのか

英語
S822

Japan Expo 埼玉県立日高高等学校 佐々木勇樹
Letʼs make a poster of Japan Expo 2018.

英語
S823

屋久島 埼玉県立桶川高等学校 千野あづさ
屋久島を効果的に紹介するポスターを作成する

英語
S824

浮世絵 埼玉県立児玉白楊高等学校 荒木　　明
日本の伝統文化について考える

英語
S825

日本紹介 埼玉県立羽生第一高等学校 木村　有花
Where should Micah go?　ALTに日本を紹介する

英語
S826

書籍 埼玉県立羽生第一高等学校 棚澤　美穂
電子書籍と紙の書籍のどちらが良いか？

英語
S827

マラソン大会 埼玉県立富士見高等学校 長谷部尚子
マラソン大会の企画、プレゼン

英語
S828

使役動詞 埼玉県立富士見高等学校 古屋　雅大
make, have, letの意味合いの違い

英語
S829

絵本を読む 埼玉県立越ヶ谷高等学校 飯田　勇人
What is “being happy”?　―しあわせとはなにか？―

英語
S830

論理的説明 埼玉県立越ヶ谷高等学校 大槻　幸脩
Whose is the Rosetta Stone?―ロゼッタストーンは誰のものか

英語
S831

新型言語 埼玉県立草加南高等学校 豊田　匡彬
新型言語についてどう考えるか

英語
S832

ハロウィーン 埼玉県立川口高等学校 巻島　俊雄
Make up some rules for Kawaguchi Halloween Festival.

英語
S833

バイオミミクリー 埼玉県立熊谷高等学校 加藤　大樹
Design a new sustainable Kumagaya Boys High School building.

英語
S834

自然保護 埼玉県立熊谷高等学校 山田翔一郎
ルーツアンドシューツに参加するための申請書を書く

英語
S835

自分の意見を持つ 埼玉県立松山高等学校 嶌田　矩晃
Which dog do you want to have?  Why?

英語
S836

友情 川口市立川口総合高等学校 池田　貴洋
What is your ideal friend like? （理想の友達像は？）

英語
S837

進路 埼玉県立吉川美南高等学校 阿部　　岳
What is important for career?

英語
S838

リーダーの資質 埼玉県立浦和高等学校 新井　大翼
What do the good leaders do?

英語
S839

関係代名詞 埼玉県立吉川美南高等学校 伊藤美帆子
世界遺産に関する資料を読み、概要を紹介しよう

英語
S840

スピーキング力 埼玉県立浦和高等学校 大澤　　海
How can you improve your English speaking skills?

英語
S841

リスニング・リーディング 川口市立川口総合高等学校 橋本　明里
日本の祝日（休暇）について説明しよう

英語
S842

物語 埼玉県立草加西高等学校 郷司　雅子
When they met again, what did they say to each other?

英語
S843

スピーチ 埼玉県立飯能南高等学校 中川未知基
Role Play （Joseph & Deborah）

英語
S844

時事問題 埼玉県立熊谷高等学校 野澤　澄子
What is the key to success in the future? 　Why?

英語
S845

受動態 埼玉県立秩父農工科学高等学校 袴田奈々子
選んだ国を紹介するポスターを作ろう

英語
S846

動詞の話法 清風学園　清風高等学校 西村　浩一
英作文時の動詞を決める（話法）

英語
S847

前置詞 清風学園　清風高等学校 儀満　光治
Whatʼs the image of “on” “in” “at”?

英語
S901

理想の建物 埼玉県立川越初雁高等学校 山口　あき
What is your ideal building in Ichibangai？

英語
S902

循環型社会 埼玉県立和光国際高等学校 山崎　　勝
What does environmentally friendly mean?

英語
S903

はやぶさ 埼玉県立戸田翔陽高等学校 平野　佑樹
Lesson 7 The Hayabusa Project

英語
S904

エッセイ 埼玉県立松山女子高等学校 森田　篤
Lesson 5 Running a Business for the Poor
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英語
S905

iPhone 埼玉県立皆野高等学校 藤原　裕人
これからも iPhoneは流行し続けるか、それはなぜか

英語
S906

電子書籍と紙書籍 埼玉県立川口東高等学校 徳武　知征
Digital Books vs Printed Books

英語
S907

未来の英語 埼玉県立川口東高等学校 眞保　有偉
未来の英語を予想してみよう

英語
S908

クリスマス 埼玉県立ふじみ野高等学校 土屋　知徳
日本人はクリスマスを祝ってもよいのか？

英語
S909

愛 埼玉県立越ヶ谷高等学校 飯田　勇人
What is love?　―愛とはなにか？―

英語
S910

横浜旅行 埼玉県立富士見高等学校 長谷部尚子
旅行の目的やコストを考えながら横浜旅行を計画する

英語
S911

受動態 埼玉県立栗橋北彩高等学校 氏家　香織
受動態による表現

英語
S912

神経衰弱 埼玉県立朝霞高等学校 浜田　暢康
町の一部を表す英語を用いた神経衰弱

英語
S913

関係代名詞 川口市立高等学校 芝﨑　真里
提示された絵を見て、関係代名詞の英文を作れるようになろう

英語
S914

ロボット 埼玉県立庄和高等学校 志賀　卓也
ロボットは人間を幸せにするか

英語
S915

ラジー賞 埼玉県立越谷総合技術高等学校 齋藤　純一
ラジー賞の受賞式に出席した Halle Berryがなぜ喝采を浴びたのか。

英語
S916

国際協力 埼玉県立川口高等学校 巻島　俊雄
What is the real international cooperation?

英語
S917

ユニバーサルデザイン 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 関　　啓介
Why is universal design important for everyone?

英語
S918

フランス 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 末松　　洋 観点シートLesson 7 “The France Okaeshi Project”
英語

S919
入試問題 埼玉県立松山高等学校 嶌田　矩晃

入試問題の解答を完成させる
英語

S920
旅行先の提案 埼玉県立羽生第一高等学校 新堀　有花

Where should Ms. Nakazato go?
英語

S921
江戸時代 埼玉県立岩槻高等学校 水石佐和子 観点シートWhat are the necessary things to achieve a sustainable society?

英語
S922

情景描写 埼玉県立飯能南高等学校 中川未知基
写真の情景描写

【家庭】
家庭

S201
中華 埼玉県立越谷総合技術高等学校 白井里佳子

中国料理の食文化
家庭

S202
子育て 埼玉県立浦和高等学校 山盛　敦子

子育ては誰がするのか
家庭

S203
遊びの意義 埼玉県立川口青陵高等学校 佐藤　美穂

遊びの意義
家庭

S301
炭水化物 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 山田祐里子

なぜ肥満になるのか
家庭

S302
袋づくり 埼玉県立三郷高等学校 横張亜希子

衣生活を営む
家庭

S303
お弁当 埼玉県立川口東高等学校 白井里佳子

献立作成

家庭
S304

住生活 埼玉県立越谷北高等学校
小久保聡子
吉田　麻子
菅野　祥憲

住生活をつくる
家庭

S305
衣類表示 埼玉県立児玉高等学校 高橋　直子

衣生活をつくる
家庭

S401
コラーゲン飲料 埼玉県立児玉高等学校 高橋　直子

食生活をつくる
家庭

S402
かりゆしウエア 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩

気候に合った衣服の素材とデザイン
家庭

S403
沖縄の食文化 埼玉県立新座総合技術高等学校 小久保聡子

沖縄の食文化
家庭

S404
沖縄の家 埼玉県立新座総合技術高等学校 宮部　節子 アレンジ人間らしく住むために住まいの文化を考えよう

家庭
S405

カツ 埼玉県立ふじみ野高等学校 新井奈緒子 アレンジ栄養と献立
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家庭
S406

未来の環境 埼玉県立三郷高等学校 横張亜希子
服育をとおして、未来の環境のために自分たちができることを考える

家庭
S407

読み聞かせ 埼玉県立浦和高等学校 山盛　敦子
「読み聞かせ」が子どもの成長に高い効果をもたらしているのはなぜか

家庭
S501

読み聞かせ 埼玉県立大宮光陵高等学校 池垣　陽子
「読み聞かせ」が子どもの成長に高い効果をもたらしているのはなぜか

家庭
S502

コラーゲン飲料 埼玉県立大宮光陵高等学校 池垣　陽子
「コラーゲン飲料」の摂取は肌によい効果を与えるか

家庭
S503

クリスマス料理 埼玉県立坂戸西高等学校 飯塚　正美
素敵なクリスマス料理を作ろう！

家庭
S504

沖縄料理 埼玉県立新座総合技術高等学校 宮部　節子
「家族に食べさせたい沖縄料理」―メインディッシュは何にする？―

家庭
S505

ケーキ 埼玉県立新座総合技術高等学校 小久保聡子
担任の先生にぴったりの「新作ケーキ」を考える

家庭
S506

ライフステージ 埼玉県立富士見高等学校 森田百合哉
家族のライフステージ（子育て期）のニーズにあった物件を選ぶ

家庭
S507

洗濯 埼玉県立戸田翔陽高等学校 佐藤　寛子
校服のピンクのシャツにカレーうどんのしみをつけてしまったら？

家庭
S601

子どもの遊び 埼玉県立羽生高等学校 福嶋　慶子
「模倣遊び」は子どもにとってどんな意味を持つものか

家庭
S602

おむつ替え 埼玉県立鴻巣女子高等学校 須田　敦子
おむつ替えの方法やポイントを考える

家庭
S603

沖縄料理 埼玉県立新座総合技術高等学校 宮部　節子
松本　優介

家族に食べさせたい沖縄料理
家庭

S604
支払い方法 埼玉県立坂戸西高等学校 飯塚　正美

多様な支払い方法を理解する
家庭

S605
調理 埼玉県立新座総合技術高等学校 小久保聡子

作業表を書いて調理してみよう
家庭

S606
衣生活 埼玉県立春日部高等学校 平岩　浩子

取扱絵表示の根拠を考える

家庭
S607

食生活 埼玉県立浦和高等学校 白井里佳子
金毛利加代子

センター試験 1日目のお弁当を考えよう
家庭

S701
家族 埼玉県立春日部高等学校 平岩　浩子

「家族」の定義を考える
家庭

S702
沖縄料理 埼玉県立新座総合技術高等学校 宮部　節子

家族に食べさせたい沖縄料理
家庭

S703
発達 埼玉県立鴻巣女子高等学校 須田　敦子

2人の子どもの年齢を推測し、発達の違いを説明しよう
家庭

S704
スカート 埼玉県立鴻巣女子高等学校 茂木　綾乃

基本的なスカートのパターンを理解する
家庭

S705
ロールケーキ 埼玉県立川越初雁高等学校 飯塚　正美

おいしいロールケーキを作ろう
家庭

S706
共生社会 埼玉県立浦和高等学校 金毛利加代子

共生社会における男性の生き方・女性の生き方
家庭

S801
食生活 埼玉県立浦和高等学校 金毛利加代子

持続可能な食生活を営むためにはどうすればよいのか
家庭

S802
健康的な食生活 埼玉県立川越初雁高等学校 飯塚　正美

食事のバランスを考えて健康的な体を作ろう！
家庭

S803
ヒートテック 埼玉県立吉川美南高等学校 小庄司和紗

ヒートテックを着ると温かいのはなぜか？
家庭

S804
子育て支援 埼玉県立鴻巣女子高等学校 須田　敦子

「鴻女子育て支援センター」の活動を考えよう
家庭

S805
洗濯 埼玉県立春日部高等学校 平岩　浩子

春高体育着の汚れを落とそう！
家庭

S806
住環境 埼玉県立鴻巣女子高等学校 茂木　綾乃

住みやすいまちってどんなまち？
家庭

S901
新型栄養失調 川口市立高等学校 関　美奈子

さらば、日本人の新型栄養失調、カルシウム・鉄不足救出作戦！
家庭

S902
カルシウム 埼玉県立吉川美南高等学校 中澤　洋子

必要なカルシウムを十分に摂取できる食事を考えよう
家庭

S903
献立設計 埼玉県立浦和高等学校 金毛利加代子

骨の健康を維持していくための献立設計
家庭

S904
献立設計 埼玉県立鴻巣女子高等学校 大平　慧美

健康で丈夫な骨をつくるために最適な献立を考えよう
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【情報】
情報

S301
情報モラル 埼玉県立川越初雁高等学校 岡本　敏明

インターネットの特徴ってなんだろう？
情報

S401
ネット炎上 埼玉県立川越初雁高等学校 岡本　敏明

情報モラル
情報

S402
著作権 埼玉県立熊谷西高等学校 石川　智洋

知的財産権（著作物の種類、権利）にはどのようなものがあるのか
情報

S403
情報モラル 埼玉県立蓮田松韻高等学校 安倍　孝司

Twitterなどの SNSで発言や写真を投稿するときに、どんなことに心がけたらよいか
情報

S404
情報の読み取り 埼玉県立川越初雁高等学校 岡本　敏明

情報を読み取る力を身に付けよう

情報
S405

知的財産権 埼玉県立所沢北高等学校 北澤　綾香
宮野　善也

知的財産権は何のために、誰のためにあるのか
情報

S406
SNS 埼玉県立戸田翔陽高等学校 岩本　太一

SNSの正しい使い方（注意点・利点）とはどのようなものか
情報

S407
スマートフォン 埼玉県立新座柳瀬高等学校 澤畑　信行

スマートフォンウィルス対策
情報

S408
著作権 埼玉県立不動岡高等学校 坪井　啓明

著作権
情報

S501
著作権 埼玉県立川越初雁高等学校 岡本　敏明
著作権ってどのくらい厳しく決めるのが、作り手側・利用者側にとってちょうどよいですか？

情報
S502

情報化 埼玉県立浦和第一女子高等学校 大塚　幸誠 生徒記述情報化が社会に及ぼす影響

情報
S503

CM 埼玉県立川越初雁高等学校
岡本　敏明
山田　真司
山口　　亮

CMでは、商品の特徴を伝えるためにどのような工夫がされていますか？
情報

S504
プレゼンテーション 埼玉県立蓮田松韻高等学校 安倍　孝司

メッセージ（情報）が相手に届くプレゼンテーションをするにはどんなことを心がけたらよいか
情報

S505
コバトン 埼玉県立新座柳瀬高等学校 澤畑　信行

文書作成ソフトを使ってコバトンを描こう
情報

S506
Web ページ 埼玉県立戸田翔陽高等学校 小堀　翔太

Z県のWeb ページをより良いページにするには何を改善すればよいか？
情報

S507
コピペ 埼玉県立不動岡高等学校 坪井　啓明

なぜコピペをしてはいけないのか
情報

S601
情報モラル 埼玉県立浦和第一女子高等学校 大塚　幸誠

コピー&ペーストはだめなの？
情報

S602
プレゼンテーション 埼玉県立蓮田松韻高等学校 安倍　孝司

メッセージ（情報）が相手に届くプレゼンテーションとは
情報

S603
著作権 埼玉県立不動岡高等学校 坪井　啓明

Webページ作成において心がけること
情報

S604
アルゴリズム 埼玉県立川越初雁高等学校 岡本　敏明

「並べ替え」のアルゴリズムの特徴を考えてみよう
情報

S605
個人情報 鳥取県立米子高等学校 佐々木章人

ポイントカードの個人情報
情報

S606
プレゼンテーション 鳥取県立米子高等学校 佐々木章人

効果的なプレゼンテーションスライドとは
情報

S607
SNS 川口市立県陽高等学校 秋山　陽祐

SNSの有効な活用方法を考える

情報
S701

マスメディア 埼玉県立大宮光陵高等学校 細田　拓哉
赤沼　佳幸

マスメディアの「情報」を考える
情報

S702
個人情報 埼玉県立不動岡高等学校 坪井　啓明

SNSでの個人情報について
情報

S703
シミュレーション 埼玉県立川越南高等学校 春日井　優

窓口の数の違いにより、待ち行列はどのような変化が見られるか
情報

S704
SNS 埼玉県立川口高等学校 安倍　孝司 アレンジSNSで発言や写真を投稿するときにどんなことを心がけたらよいか

情報
S705

プレゼンテーション 埼玉県立桶川西高等学校 大場　拓八
相手に「伝わる」プレゼンテーションを行うにはどうしたらよいか

情報
S801

ポスター 埼玉県立寄居城北高等学校 井上　辰夫
文化祭ポスター制作に大切なこと

情報
S802

デザイン 埼玉県立滑川総合高等学校 天井　崇人
このデザインで許される？

情報
S803

パスワード 埼玉県立坂戸西高等学校 髙野　将弘
A子のパスワードを作ろう！
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情報
S804

人工知能 埼玉県立川越南高等学校 春日井　優
人工知能を支える技術の進展により、社会はどのような変化をし、人間はどのような役割を果すか

情報
S805

グラフの表現 埼玉県立越生高等学校 矢島　幸子
情報が持つ表現の違いを理解する

情報
S806

プレゼンテーション 埼玉県立桶川西高等学校 大場　拓八
相手に「伝わる」プレゼンテーションを行うにはどうしたらよいか

情報
S807

ディジタル表現 埼玉県立越生高等学校 矢島　幸子
ディスプレイと プリンタ出力って、同じ色？ どう違う？

情報
S901

メディア 埼玉県立妻沼高等学校 坪井　啓明
災害時（大地震を想定）に、あなたが信頼できると思うメディアはどれか、理由とともに答えよ

情報
S902

警告画面 埼玉県立浦和第一女子高等学校 富田　　平
ウェブページ閲覧時に表示される（ことがある）偽の警告画面を作ってみよう

情報
S903

年賀状 埼玉県立寄居城北高等学校 井上　辰夫
年賀状のデザインコンセプト

情報
S904

AI技術 埼玉県立浦和北高等学校 岡村起代之
作って学ぶ AI技術のしくみ

情報
S905

情報機器 川口市立高等学校 羽二生　篤
情報機器を通じた危険性の原因とその対策

情報
S906

デザイン 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 森本　研吾
造形要素の構成

情報
S907

情報セキュリティ 鳥取県立鳥取湖陵高等学校 森本　研吾
情報セキュリティ

情報
S908

プログラミング 鳥取県立鳥取工業高等学校 遠藤　健司 記述例プログラミング　配列

【農業】
農業

S301
鶏の孵化 埼玉県立川越総合高等学校 池田　裕明

鶏の孵化実験
農業

S302
樹木鑑定 埼玉県立熊谷農業高等学校 田村　智美

葉の形から樹木をあてよう
農業

S303
豆腐 埼玉県立杉戸農業高等学校 鈴木　美保

大豆の加工
農業

S401
容器栽培 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 瀬山　太郎

容器栽培を成功させるには、どのようなポイントがあるか
農業

S402
色彩 埼玉県立熊谷農業高等学校 安達美由紀

アレンジを飾ろう！！ ～効果的な配色を追求せよ！～
農業

S403
アルコール発酵 埼玉県立いずみ高等学校 谷　　貴美

酵母を用いて効率よくアルコール発酵をさせるためには、どの様な環境条件にする必要があるか
農業

S501
ナシ 埼玉県立杉戸農業高等学校 榎本　友介

収穫適期のナシはどれだろう？
農業

S502
リサイクル 埼玉県立熊谷農業高等学校 久保　達也

PETボトルが良く使われる理由
農業

S503
紅葉 埼玉県立いずみ高等学校 栁瀬　一樹

なぜ、紅葉はおきるのか？
農業

S504
イネ 埼玉県立熊谷農業高等学校 村岡　春貴

自分たちがイネを栽培した水田から、茶碗何杯分のお米が収穫できたのだろう
農業

S505
地域との関わり 埼玉県立羽生実業高等学校 三澤　賢一

農産物を通して地域の方々と交流したことで感じたことは何か
農業

S601
野菜栽培 埼玉県立羽生実業高等学校 石田　大介

秋冬野菜を自らの手で栽培、収穫を目指す
農業

S602
樹木 埼玉県立いずみ高等学校 栁瀬　一樹

ヒマラヤスギにつく害虫の駆除
農業

S603
酵母 埼玉県立いずみ高等学校 谷　　貴美

パンを膨らませる条件
農業

S604
野菜 埼玉県立羽生実業高等学校 矢島　英和

野菜の種類における分類方法
農業

S605
みそ 埼玉県立杉戸農業高等学校 髙野　知恵

大豆はなぜ みそ になったのか？
農業

S606
グリーンライフ 埼玉県立羽生実業高等学校 三澤　賢一

地域の人々と交流するには？
農業

S607
遺伝子組換 埼玉県立川越総合高等学校 齋藤　英樹

遺伝子組み換えをさせるためには、どの様な条件を必要とするか
農業

S608
キウイフルーツ 埼玉県立川越総合高等学校 田中　秀幸

キウイフルーツの栽培
農業

S609
ナシ 埼玉県立杉戸農業高等学校 榎本　友介

主枝の先端はどう処理するのか？
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農業
S701

巨峰 埼玉県立杉戸農業高等学校 榎本　友介
有核「巨峰」の花穂へ「房づくり」を行う

農業
S702

秋冬野菜 埼玉県立羽生実業高等学校 石田　大介
秋冬野菜を自らの手で栽培、収穫を目指す

農業
S703

茶庭 埼玉県立熊谷農業高等学校 宮﨑　由実
茶庭をデザインしてみよう！

農業
S704

水準測量 埼玉県立杉戸農業高等学校 中村　　誠
斜面の距離と勾配を求めるにはどのような方法があるか考えてみよう

農業
S705

苗 埼玉県立羽生実業高等学校 矢島　英和
良い苗の条件には何が必要か

農業
S706

キウイフルーツ 埼玉県立川越総合高等学校 田中　秀幸
キウイフルーツをおいしく食べられるようにする方法は？

農業
S707

微生物 埼玉県立いずみ高等学校 谷　　貴美
微生物利用

農業
S801

巨峰 埼玉県立杉戸農業高等学校 榎本　友介
有核＇巨峰＇の「房づくり」

農業
S802

動物 埼玉県立熊谷農業高等学校 嶋田　翔太
消化吸収に必要な器官は何か

農業
S803

栽培技術 埼玉県立いずみ高等学校 飯村　有貴
露地栽培・施設栽培・抑制栽培のうちどの栽培方法を取り入れるか

農業
S804

農業と環境 埼玉県立児玉白楊高等学校 岩﨑　保典
農業を始めるならトマトかきゅうりのどちらの作物を栽培し、熊谷、沼田、水戸のどこで始めるか

農業
S805

肥料 埼玉県立川越総合高等学校 安藤　智哉
各肥料の特性を踏まえたうえで、作物を育てるうえでどのように肥料を施すべきか

農業
S806

庭園 埼玉県立杉戸農業高等学校 宮澤明日香
住宅庭園の構成を学ぶ

農業
S807

圃場 埼玉県立羽生実業高等学校 吉澤　冬弥
圃場を整地するためにはどのような農具を使用し、どのような作業が必要か

農業
S901

摘粒 埼玉県立杉戸農業高等学校 榎本　友介
有核＇巨峰＇の果穂の「摘粒」

農業
S902

町おこし 埼玉県立羽生実業高等学校 内木　雄飛
羽生市の町おこし案を考えよう

農業
S903

味噌の色 埼玉県立いずみ高等学校 谷　　貴美
宮﨑　由実

味噌の色はどうして違うのだろうか？
農業

S904
園芸 埼玉県立川越総合高等学校 橋口あゆみ

ベランダで楽しむ園芸生活！
農業

S905
コンタミ 埼玉県立児玉白楊高等学校 本田　知大

コンタミを出さないためにはどうすればいいか
農業

S906
消化吸収 埼玉県立熊谷農業高等学校 嶋田　翔太

動物の消化吸収はどのような器官が関わりどのように行われているか
農業

S907
茎頂培養技術 埼玉県立杉戸農業高等学校 笹原　　誠

なぜ茎頂培養技術が必要なのか
農業

S908
強力粉 埼玉県立羽生実業高等学校 吉澤　冬弥 観点シートパンの製造に必要な強力粉は Aと Bどちらの粉か？

農業
S909

ビニールハウス 埼玉県立秩父農工科学高等学校 櫻井　拓也
２学期の授業では何故、ビニールハウス内で栽培を使用したのか

農業
S910

経済効果 埼玉県立杉戸農業高等学校 君島　　光
牛乳加工による経済効果について

【工業】
工業

S301
壁の色 埼玉県立川越工業高等学校 秋庭　英雄 アレンジ手術室の壁は何色か

工業
S302

未来 埼玉県立川越工業高等学校 田中　　麗
未来のデザインはどうなるか

工業
S303

環境問題 埼玉県立川越工業高等学校 大沼　潤一
地球環境問題

工業
S304

管路の圧力 埼玉県立川越工業高等学校 安田　直弘
管路におけるエネルギー損失

工業
S401

集合住宅 埼玉県立春日部工業高等学校 大橋　　亨
集合住宅の計画

工業
S402

炭素鋼 埼玉県立久喜工業高等学校 秋山　淳弥
炭素鋼の種類と用途

工業
S403

仮想記憶 埼玉県立新座総合技術高等学校 横田　一弘
仮想記憶（ページング方式）
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工業
S404

C言語 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
C言語で文字を動かす

工業
S405

酸と塩基 埼玉県立久喜工業高等学校 古井　秀明
酸と塩基

工業
S406

元素分析 埼玉県立久喜工業高等学校 大沼　潤一
有機化合物

工業
S501

気体の法則 埼玉県立久喜工業高等学校 大沼　潤一
気体の圧力、体積、温度の関係

工業
S502

設計 埼玉県立春日部工業高等学校 大橋　　亨
設計競技入賞作品に学ぶ

工業
S503

コンクリート 埼玉県立大宮工業高等学校 前島　　奨
築 30年の校舎壁面のコンクリートが剥離した原因と防止策について考える

工業
S504

無印 埼玉県立新座総合技術高等学校 秋庭　英雄
無印のデザイン

工業
S505

パッケージの配色 埼玉県立新座総合技術高等学校 坂田　希究
新発売「コカ ･コーラ エナジーイン」、パッケージの配色を考えよう

工業
S506

ファイル処理 埼玉県立新座総合技術高等学校 横田　一弘
ファイル処理

工業
S507

落下運動 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
ボールの落下運動をシミュレーションする

工業
S508

安全作業 埼玉県立久喜工業高等学校 秋山　淳弥
実習で安全作業をおこなうための心構えにはどんなことが考えられるか

工業
S509

集合住宅 埼玉県立大宮工業高等学校 折原　弘義
高さ、通路形式、住戸の形式による分類をもとに、集合住宅を考え出す

工業
S601

力 埼玉県立川越工業高等学校 知念　順治
力のモーメント

工業
S602

PCプログラム 埼玉県立浦和工業高等学校 新井　智也
早押し検知装置を設計する

工業
S603

集合住宅 埼玉県立春日部工業高等学校 折原　弘義
集合住宅の種類

工業
S604

著作権 埼玉県立新座総合技術高等学校 秋庭　英雄
コバトンを使用する際に関係する著作権上の権利について

工業
S605

著作権 埼玉県立久喜工業高等学校 古井　秀明
埼玉県の新マスコット「さいたまっち」のイラストの使用方法

工業
S606

配置兼平面図 埼玉県立大宮工業高等学校 前島　　奨
配置兼平面図の検討

工業
S607

有機化学 埼玉県立川越工業高等学校 雨貝　健一
ニトロベンゼンのニトロ化で、オルト・パラ配向体が得られにくいのはなぜか

工業
S608

コンクリート 埼玉県立川越工業高等学校 小板橋駿介
築 30年の壁面コンクリートが剥離した原因を考えなさい

工業
S609

ポスター 埼玉県立川越工業高等学校 相澤　玲子
ポスターを制作する際に気を付けること何か？

工業
S610

中和滴定 埼玉県立川越工業高等学校 田中　　類
食酢中に含まれる酢酸の濃度を求める

工業
S611

プランニング 埼玉県立大宮工業高等学校 大橋　　亨
平屋建専用住宅の設計をする

工業
S612

日程計画 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
カレー作りの工程図（PERT図）を作成する

工業
S613

Webシステム 埼玉県立新座総合技術高等学校 横田　一弘
Webページを公開する

工業
S614

マーケティング 埼玉県立新座総合技術高等学校 坂田　希究
なぜ「iWatch」じゃなくて「Apple Watch」？

工業
S615

炭素鋼 埼玉県立久喜工業高等学校 秋山　淳弥
炭素鋼の種類と用途

工業
S616

プログラミング 埼玉県立三郷工業技術高等学校 菊地　優太
村石　　亘

「10進数→ 2進数の変換を行うアルゴリズム」を読み解く
工業

S617
ユニバーサルデザイン 埼玉県立春日部工業高等学校 後藤　正憲

既存住宅の動線計画のユニバーサルデザイン化を考える
工業

S701
はんだ付け 埼玉県立新座総合技術高等学校 横田　一弘

理想的なはんだ付けとは
工業

S702
オームの法則 埼玉県立三郷工業技術高等学校 田代めぐみ

オームの法則を用いた電気回路の計算を理解する
工業

S703
ソートアルゴリズム 埼玉県立三郷工業技術高等学校 渡邉　隼也

データ群に対して、最も適切なソート方法を選ぶ
工業

S704
炭素鋼 埼玉県立三郷工業技術高等学校 飯田　佳未

自動車に最も多く使用されている炭素鋼について学ぶ

257

第 3章　データ編



工業
S705

歯車 埼玉県立川口工業高等学校 金田　政夫
ギヤ比と周速度を用いて自転車の速度を計算する

工業
S706

プログラム開発 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
基本的なプログラムの開発手順を考える

工業
S707

曲げ応力と断面係数 埼玉県立川越工業高等学校 知念　順治
曲げ応力と断面係数

工業
S708

集合住宅 埼玉県立川越工業高等学校 小板橋駿介
川越の街並みを考慮した集合住宅の計画

工業
S709

ユニバーサルデザイン 埼玉県立大宮工業高等学校 大橋　　亨
ユニバーサルデザインを学ぼう

工業
S710

マーケティング 埼玉県立新座総合技術高等学校 坂田　希究
iPhoneは、そろそろ Apple Phoneへ改名されると思いますか？

工業
S711

アール・ヌーヴォー 埼玉県立新座総合技術高等学校 秋庭　英雄
「アール・ヌーヴォー」とは何か

工業
S712

陽イオン 埼玉県立久喜工業高等学校 谷口　貴信
未知試料から、1属陽イオンである「銀イオン（Ag+）」を検出させる

工業
S713

気体 埼玉県立久喜工業高等学校 竹田　幸徳
熱気球はなぜ飛ぶことができるのか

工業
S714

ユニバーサルデザイン 埼玉県立春日部工業高等学校 後藤　正憲
案内図をカラーユニバーサルデザインで分かりやすくしよう

工業
S715

酸化数 埼玉県立久喜工業高等学校 眞中　敦史
各元素の（　）内の数値にはどのような法則があるか

工業
S716

建築物 埼玉県立春日部工業高等学校 折原　弘義
文化祭で使用するステージをつくろう

工業
S801

選択処理 埼玉県立浦和工業高等学校 菊地　優太
switch文と if文をどう使い分けるか？

工業
S802

結露 埼玉県立大宮工業高等学校 大橋　　亨
結露はなぜ発生し、結露を防止するために役立つ材料等は何か

工業
S803

流体機械 埼玉県立久喜工業高等学校 竹野和花子
コーンスープ缶のコーンを、最後の一粒まで飲み干せる新しい缶を考えよう

工業
S804

プログラム 埼玉県立久喜工業高等学校 田口　　寛
金種分けのプログラムを作成しよう！

工業
S805

発想法 埼玉県立新座総合技術高等学校 秋庭　英雄
「新しいアイデアが次々に思いつく方法」とはどんな方法か

工業
S806

プレゼンテーション 埼玉県立新座総合技術高等学校 坂田　希究
AppleWatchが「格好良い」と思われるのは何故だろう

工業
S807

データベース 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
データベース表について、IE表記法を用いて ER図を描く

工業
S808

コンデンサ 埼玉県立秩父農工科学高等学校 斎藤　晴樹
コンデンサの直並列回路の計算

工業
S901

セグメンテーション 埼玉県立新座総合技術高等学校 坂田　希究
中庭にもっと人を呼び込むための「新しい使い方」を考える

工業
S902

デザイン戦略 埼玉県立新座総合技術高等学校 秋庭　英雄
「商店街の魚屋さん」の売り上げを倍増させるにはどんな工夫をしたら良いか

工業
S903

熱 埼玉県立浦和工業高等学校 井野　靖弘
浦和工業高校の正門を涼しくしよう

工業
S904

DFDの作成 埼玉県立浦和工業高等学校 中村　政和
U工業高校の図書館システムを例に、要求定義書を示し、そのシステムの DFDを作成する

工業
S905

防災対策 埼玉県立熊谷工業高等学校 宮本　　順
河川における防災対策を考えよう！

工業
S906

熱機関 埼玉県立久喜工業高等学校 竹野和花子
修学旅行で九州に行くとき、熱機関の性能や特徴から、どの熱機関を利用すると最も魅力ある旅行となるか

工業
S907

アラゴの円盤 埼玉県立秩父農工科学高等学校 斎藤　晴樹
水上のアルミニウム円盤を動かそう

【商業】
商業

S301
小売業 埼玉県立幸手商業高等学校 辻本　秀樹

企業活動とマーケティング
商業

S302
簿記の基礎 埼玉県立幸手商業高等学校 坂本　順一

簿記の基礎
商業

S303
資金 埼玉県立蓮田松韻高等学校 白井　智也

ビジネスと流通活動
商業

S401
非正規雇用 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅

「ワーキング・プア」の現状をふまえて、非正社員の雇用問題を考えてみよう！
商業

S402
主要簿と補助簿 埼玉県立戸田翔陽高等学校 菊池　雅明

総勘定元帳・売上帳・売掛金元帳
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商業
S403

伝票 埼玉県立幸手商業高等学校 坂本　順一
伝票制とは何か理解せよ！

商業
S404

手形 埼玉県立三郷高等学校 千田　祐平
手形の取引（為替手形）

商業
S405

手形取引 埼玉県立蓮田松韻高等学校 白井　智也
現金取引以外の取引は必要ですか？

商業
S406

グラフ 埼玉県立八潮南高等学校 村井　紳哉 アレンジグラフの特徴
商業

S501
利益 埼玉県立八潮南高等学校 森田　義大

利益の飛躍的増加の原因をさぐれ！
商業

S502
企業サービス 埼玉県立蓮田松韻高等学校 白井　智也

30年後企業はどのような商品・サービスを提供していますか
商業

S503
為替 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅

為替手形取引
商業

S504
固定資産 埼玉県立三郷高等学校 髙橋　和恵

固定資産取引の仕訳
商業

S601
雇用 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅

わが国の雇用の特徴とその問題点について考察する
商業

S602
雇用 埼玉県立八潮南高等学校 宮嶋　陽子

雇用される立場から求人内容を考察する
商業

S603
CVP分析 埼玉県立八潮南高等学校 森田　義大

直接原価計算（CVP分析）を理解する
商業

S604
小切手 埼玉県立羽生実業高等学校 瀬野　英明

小切手の仕組みを学ぶ
商業

S701
企業 埼玉県立八潮南高等学校 本間　幸太

どのような企業が成長していけるのか
商業

S702
社債 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 関　三重子

社債に関する問題を、チームで解いてみよう！
商業

S703
グラフ 川口市立県陽高等学校 五十嵐由子

伝えたいところを強く訴求できるグラフのデザインについて話し合おう
商業

S704
株式会社 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅

株式会社で一番権力を持っているのは誰か？
商業

S801
表の活用 川口市立県陽高等学校 池田　晴香

製菓工場の 2018年製造計画を立てよう！
商業

S802
コミュニケーション 埼玉県立皆野高等学校 千島　拓実

社員同士のコミュニケーションが大切な理由を説明する
商業

S803
補助簿 埼玉県立日高高等学校 羽倉　健二

補助簿の役割と主要簿との関係
商業

S804
標準原価計算 埼玉県立所沢商業高等学校 片桐　優輝

効率的な製造原価を考えよう！
商業

S805
代金決済 埼玉県立所沢商業高等学校 小島　直記

代金決済のキャッシュレス化
商業

S806
資産と負債 埼玉県立幸手桜高等学校 鵜飼友理子
なぜ「前払金」「未収金」は資産に分類され、「前受金」「未払金」は負債に分類されるのか？

商業
S807

キャッシュフロー 埼玉県立狭山経済高等学校 堀口　　純
会社の不正を暴け

商業
S808

企業の目標 埼玉県立吉川美南高等学校 権藤　正則
企業は何を第一にするべきなのか

商業
S809

労働と生活 埼玉県立吉川美南高等学校 佐藤　侑大
日本人男性は、もっと家族との時間を大切にするべきか？

商業
S810

決算 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅
美南さんの作った貸借対照表と損益計算書は、なぜ間違ってしまったのだろうか？

商業
S811

ビジネスの役割 埼玉県立八潮南高等学校 村田　千尋
あのテーマパークをとおして、ビジネスの役割を知ろう！

商業
S901

情報モラル 埼玉県立皆野高等学校 千島　拓実
会社の重要な情報を守るための、具体的な対策を考える

商業
S902

価格戦略 埼玉県立吉川美南高等学校 権藤　正則
価格戦略の決定

商業
S903

非正規雇用 埼玉県立吉川美南高等学校 佐藤　侑大
日本の労働問題考えてみよう！　～非正規雇用問題を考えよう～

商業
S904

為替手形 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 関　三重子
為替手形のしくみを理解しよう！

商業
S905

オブジェクト指向 埼玉県立岩槻商業高等学校 德江　基季
オブジェクト指向プログラミング

商業
S906

資金調達 埼玉県立所沢商業高等学校 片桐　優輝
資金調達の方法を学び、選択する
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商業
S907

労働環境 埼玉県立吉川美南高等学校 松本　泰雅
労働に関する様々な法律が大きく変わることになった理由や背景を説明する

商業
S908

原価計算 埼玉県立幸手桜高等学校 鵜飼友理子
原価計算の種類には何があるだろう？

商業
S909

3伝票制 埼玉県立幸手桜高等学校 岡田　将昇
3伝票制の理解・仕訳集計表による総勘定元帳への合計転記

商業
S910

採用 埼玉県立八潮南高等学校 親里麻衣子
村田　千尋 アレンジ

あなたが社長なら、どの人を採用したいですか？？
商業

S911
2進数 埼玉県立熊谷商業高等学校 髙橋　和恵

2進数の表記の仕方
商業

S912
財務諸表 埼玉県立大宮商業高等学校 馬場　義敬

利害関係者として、どちらの企業が良いか判断できるようにしよう

【看護】
看護

S401
がん 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子

乳がん患者が社会復帰するにあたって、どのような援助（声かけ）が必要か
看護

S402
精神看護 埼玉県立常盤高等学校 守屋　有紀

地域精神保健活動、在宅療養者　症状・状態別の看護
看護

S403
血液凝集 埼玉県立常盤高等学校 伊藤　玲子

疾病の成り立ちと回復の促進
看護

S404
高齢者 埼玉県立常盤高等学校 松村　理恵 アレンジ高齢者のフィジカルアセスメント

看護
S501

加齢 埼玉県立常盤高等学校 松村　理恵
高齢者の加齢による変化と日常生活の支障・疾病に及ぼす影響

看護
S502

与薬 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
ベッドに落とした薬を患者さんが「飲ませて」と言った時、看護師はどうすべきか？

看護
S503

出生前診断 埼玉県立常盤高等学校 松尾　直美
出生前診断

看護
S504

大腸がん 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
大腸がん検診である「便潜血反応検査」は、なぜ大切なのか

看護
S505

結核 埼玉県立常盤高等学校 中澤　瑞果
結核患者の日常生活から問題点を探り、解決策を考える

看護
S601

結核 埼玉県立常盤高等学校 中澤　瑞果
結核患者の服薬指導を考える

看護
S602

移乗・移送 埼玉県立常盤高等学校 大川　尚子
体位の変換と移動

看護
S603

精神看護 埼玉県立常盤高等学校 伊藤　玲子
地域での精神看護

看護
S604

経過別看護 埼玉県立常盤高等学校 佐々木あゆみ
経過別看護

看護
S605

車椅子移乗 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
片麻痺患者の車いす移乗援助

看護
S606

思春期・青年期 埼玉県立常盤高等学校 守屋　有紀
不登校のクラスメイトの事で悩んでいる友人へのアドバイス

看護
S701

精神看護 埼玉県立常盤高等学校 伊藤　玲子
地域における精神障害者とその家族への支援について考える

看護
S702

足浴 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
座位での足浴について、援助の目的を達成するための技術を考える

看護
S801

情報モラル 埼玉県立常盤高等学校 荒井すみれ
看護学生として、患者の関わる情報を保護するにはどのような態度が求められるか

看護
S802

チームの在り方 埼玉県立常盤高等学校 中澤　瑞果
医療チームカンファレンス時に看護チームとしてどんな提案をしますか？

看護
S803

人体と栄養 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
肥満を気にしているさくらさんは、昼食にステーキをおいしく安心して食べることができるのか？

看護
S804

セクシャリティ 埼玉県立常盤高等学校 牛坂　留都
LGBTIに対応した学校や病院のあり方

看護
S901

手順書 埼玉県立常盤高等学校 中澤　瑞果
根拠をもとにした手順書で技術を見直して、技術を向上させよう

看護
S902

避難所 埼玉県立常盤高等学校 牛坂　留都
持続可能な避難所を考える

看護
S903

足浴 埼玉県立常盤高等学校 髙木　邦子
山下　実江

座位を保持し、気持ちよく安全に足浴を受けてもらおう
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【福祉】
福祉

S401
ヒヤリ・ハット 埼玉県立誠和福祉高等学校 相馬　有希

川村まな美
リスクマネジメント

福祉
S402

少子化 埼玉県立誠和福祉高等学校 新井　理沙
「少子化」の問題点・解決策

福祉
S501

介護計画 埼玉県立誠和福祉高等学校
井田　晶子
川村まな美
池田　　温
新井　理沙

介護計画におけるアセスメントについて
福祉

S502
生活保護 埼玉県立滑川総合高等学校 安松　耕司

生活保護の原理・原則、保護の種類について

福祉
S503

家族介護 埼玉県立小鹿野高等学校 霞　　崇之
山村　瑠子

Aさん家族が在宅生活をより幸せに送れるよう、アセスメントをしてみよう
福祉

S504
障害者福祉 埼玉県立戸田翔陽高等学校 栗原真理江

分野別の障害者支援策を考える
福祉

S601
事故予防対策 埼玉県立小鹿野高等学校 伊藤なおみ

事故の状況や職員の行動を分析し、改善策を導き出す
福祉

S602
障害者福祉 埼玉県立誠和福祉高等学校 新井　理沙

障害者総合支援法とはどんな法律であるか
福祉

S603
介護 埼玉県立誠和福祉高等学校 山沢真理子

良い介護とは何か
福祉

S701
認知症 埼玉県立誠和福祉高等学校 北出　拓也

認知症のある方とのコミュニケーション
福祉

S702
食事の介護 埼玉県立誠和福祉高等学校 中嶋　芳乃

右麻痺の方が安全に、美味しく、楽しく食事ができるように介助方法について考える
福祉

S801
着脱介護 埼玉県立誠和福祉高等学校 新井　理沙

着脱介護に必要となる、ポイント 3点について実践を通して学ぶ
福祉

S802
認知症 埼玉県立誠和福祉高等学校 北出　拓也 アレンジ認知症の方とのコミュニケーションを考えてみよう

福祉
S803

観察 埼玉県立誠和福祉高等学校 熊木　美祥
3つの視点から利用者の様子・状態を観察する

福祉
S804

生活保護 埼玉県立誠和福祉高等学校 梁瀬　　顕
生活保護制度を受給できる条件を説明できるようにしよう

福祉
S805

現場実習 埼玉県立誠和福祉高等学校 山沢真理子
3年次の介護実習の課題を考える

福祉
S901

移乗介護 埼玉県立誠和福祉高等学校 山沢真理子
髙木　邦子

片麻痺利用者の車いすへの移乗介護

【教科連携】
連携

S201
pH 埼玉県立上尾鷹の台高等学校 若林　　剛

荒田　啓嗣
pHの公式

連携
S301

確率 埼玉県立川越女子高等学校 中村　洋子
佐藤ひな子

場合の数と確率

連携
S302

免疫 埼玉県立川越女子高等学校 佐藤ひな子
中村　洋子

免疫・遺伝・バイオテクノロジー

連携
S303

キウイ 埼玉県立皆野高等学校／皆野町立国神小学校 下山　尚久
宮原　　孝

1本だけのキウイフルーツの木に実がならなかったのはなぜか

連携
S401

鹿児島 埼玉県立川越初雁高等学校
渡邊　大地
竹内　祐樹
井上　　尚

鹿児島の天気予報の中から、関東にはない情報（風向き）を見つけ、その理由を考える

連携
S402

動物と植物 埼玉県立吉川美南高等学校 小林　建仁
藤井　嘉子

動物細胞や植物細胞に特有の微細構造（細胞小器官）を理解する（ミクロな視点）
それぞれに特有の微細構造と動物らしさ・植物らしさの関係を考察する（マクロな視点）

連携
S501

服装 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅

大事なシチュエーションの食事会に着ていく服は、どれがいいか？
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連携
S601

ジェットコースター 埼玉県立所沢北高等学校
佐藤　　智
熊本　晃典
矢澤　直樹

ジェットコースターに乗っている人がもっとも怖いと思う場所を決める

連携
S701

食生活 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅

メタボパパの元気がでる弁当を考える

連携
S702

マイナス金利 埼玉県立越ヶ谷高等学校 尾澤里佳子
豊岡　寛之

マイナス金利の狙いとは？

連携
S801

メタボパパ 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅 アレンジ

最近疲れぎみのメタボパパにお弁当を作った。メタボパパのために作られたお弁当はどれか

連携
S802

共働き世帯 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅 アレンジ

共働き世帯の家事労働は、誰がやり、どのように工夫するのがよいか

連携
S803

電気回路と複素数 埼玉県立越ヶ谷高等学校
尾澤里佳子
湯口　秀敏
下平　正一 アレンジ

物理の事象をもとに微分したものを複素数平面上で捉える
連携

S901
イスラーム金融 埼玉県立鴻巣高等学校 金澤みなみ

あなたの生きる地域・社会でのイスラーム金融の未来予想図を描こう！

連携
S902

和歌の表現 埼玉県立北本高等学校 直井　桃子
高橋　沙絵

「わが庵は　都のたつみ　しかぞすむ　世をうぢ山と　人はいふなり」の和歌を理解し、表現してみよう

連携
S903

カンカラ三線 埼玉県立川口東高等学校
阿部　優太
井堀　雅大
八鍬　治壽

カンカラ三線を演奏するにあたって、どんな心を込めたいか

連携
S904

沖縄の屋根 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅 アレンジ

沖縄の屋根には水不足対策に貯水タンクがあるが、降水量が多い沖縄でなぜ水不足の対策が必要なのか？
連携

S905
ダークマター 東京大学 CoREF アレンジ宇宙の謎に迫る（CoREF× Kavli IPMU 「知の協創 実践学講座」の中での実践）

連携
S906

Heredity Cebu City National Science High School Bonnie James 
A. Saclolo G10 Science

The process of protein synthesis

連携
S907

Science Research Cebu City National Science High School Mary Ann D. 
Bacalso G10 Science 

Research IVChoosing a good research topic

連携
S908

Polynomial Function Cebu City National Science High School  JenniferT. 
Geralde G10 

MathematicsIdentifing the graph of polynomial functions

連携
S909

Functions Mandaue City Comprehensive National High School Rosalie S. 
Espinosa G11 General 

MathematicsComposition of functions

【総合的な学習の時間】
総学

S301
アンドロイド 埼玉県立大宮高等学校 畑　　文子

コミュニケーションの未来を考える
総学

S302
将来の自分 埼玉県立浦和高等学校 山盛　敦子

将来の自分を考える
総学

S501
スポーツ食 埼玉県立熊谷高等学校 梨本　雄太

体を強く大きくするための食事のとり方

総学
S601

沖縄 埼玉県立入間向陽高等学校 伊藤　　彩
関根　和毅

沖縄の暮らしと社会から学ぶ、これからの私たち
総学

S801
難民 川口市立県陽高等学校 古山　三保

難民の人たちの望み、必要なことは何か

総学
S901

平和学習 埼玉県立越谷総合技術高等学校
横田　一弘
篠原　壽瑛
齋藤　純一

なぜ貞子が平和へのシンボルとなり得たのか

総学
S902

沖縄平和学習 清風学園 清風高等学校
佐藤　俊史
奈良﨑友翔
森田　一義

修学旅行のテーマづくり（平和学習）
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研究推進員・開発員一覧

（1）平成 30年度「新しい学びプロジェクト」研究推進員等は以下の 657名である。
北海道　東神楽町

所属 氏　　名 教科 役職
東聖小学校 鏡　　雄介 国語 研
東聖小学校 長嶋　祐介 社会 研
東聖小学校 小松　悠哉 社会 研
東聖小学校 阿部　遥香 算数・数学 研
忠栄小学校 池田　謙治 算数・数学 研
東神楽中学校 大石　彩佳 英語 研
東神楽小学校 十河　俊輔 その他 研
東神楽中学校 速水　徹也 その他 研
東神楽中学校 稲葉　夏己 その他 研
東神楽小学校 土崎　　健 国語 サ
東神楽小学校 五十嵐香澄 国語 サ
志比内小学校 岸　　美香 国語 サ
東神楽中学校 花田裕美子 国語 サ
東神楽中学校 則末　俊介 国語 サ
東神楽小学校 富岡　雅人 社会 サ
東聖小学校 加藤　　孝 社会 サ
東聖小学校 井谷　泰成 社会 サ
志比内小学校 原田　　康 社会 サ
東神楽中学校 山邉慎太郎 社会 サ
東神楽中学校 神野　琢雄 社会 サ
東神楽小学校 成田　　翔 算数・数学 サ
東聖小学校 久保田正樹 算数・数学 サ
忠栄小学校 竹谷　希保 算数・数学 サ
忠栄小学校 田島　誠之 算数・数学 サ
志比内小学校 石坂　優樹 算数・数学 サ
志比内小学校 山田千代美 算数・数学 サ
東神楽中学校 上原　るみ 算数・数学 サ
東神楽中学校 干場　基貴 算数・数学 サ
東神楽小学校 石坂　　剛 理科 サ
東神楽中学校 今野行太郎 理科 サ
東神楽中学校 千葉　　政 理科 サ
東神楽小学校 高野　拓実 その他 サ
東聖小学校 小野　茂樹 その他 サ
東聖小学校 増谷　　徹 その他 サ
東聖小学校 黒谷　陽子 その他 サ
東聖小学校 佐々木宏子 その他 サ
忠栄小学校 吉澤　重光 その他 サ
忠栄小学校 山下　礼子 その他 サ
志比内小学校 岩城香緒里 その他 サ
東神楽中学校 高木　　司 その他 サ
東神楽中学校 中村　公暢 その他 サ
東神楽中学校 後藤　晃仁 その他 サ
東神楽町教育委員会 金谷　　昭 その他 サ
東神楽町教育委員会 石山　　輝 その他 サ

北海道　様似町
所属 氏　　名 教科 役職

様似小学校 江端美代子 算数・数学 サ
様似中学校 鳥潟　　直 算数・数学 サ

福島県　伊達市
所属 氏　　名 教科 役職

伊達市立梁川小学校 川村　国央 社会 研
埼玉県

所属 氏　　名 教科 役職
越谷市立桜井小学校 江森　　友 国語 研
熊谷市立富士見中学校 小澤　健悟 社会 研
越谷市立桜井小学校 八田　正登 算数・数学 研
久喜市立江面第二小学校 松本　千春 理科 研
越谷市立桜井小学校 羽鳥　香織 理科 研
春日部市立幸松小学校 佐藤　真晴 理科 研

川口市立上青木南小学校 関根久美子 国語 サ
熊谷市立大里中学校 牛込　孝憲 国語 サ
熊谷市立富士見中学校 鴻野　光伸 国語 サ
川越市立川越第一中学校 酒井　淳市 国語 サ
川越市立川越第一中学校 菊池　桂子 国語 サ
川越市立川越第一中学校 石垣　信晴 国語 サ
川越市立川越第一中学校 木村　宏輝 国語 サ
川口市立芝西中学校 石黒　文規 国語 サ
熊谷市立大里中学校 小林　大輝 社会 サ
川越市立川越第一中学校 鈴木　　朗 社会 サ
川越市立川越第一中学校 中井　　享 社会 サ
川越市立川越第一中学校 寺田純一郎 社会 サ
川越市立川越第一中学校 中島　裕子 社会 サ
三郷市立栄中学校 佐々木　譲 社会 サ
川口市教育委員会 中山　直紀 算数・数学 サ
伊奈町立伊奈中学校 奥田　勇司 算数・数学 サ
熊谷市立大里中学校 吉田　泰雅 算数・数学 サ
熊谷市立大里中学校 亀山　洋介 算数・数学 サ
熊谷市立富士見中学校 飛田　克太 算数・数学 サ
朝霞市立朝霞第二小学校 加藤　美幸 算数・数学 サ
川越市立川越第一中学校 鈴木　清訓 算数・数学 サ
川越市立川越第一中学校 金子　貴徳 算数・数学 サ
川越市立川越第一中学校 倉石　朋美 算数・数学 サ
川越市立川越第一中学校 大塚　浩之 算数・数学 サ
吉川市立中央中学校 石合　雅徳 算数・数学 サ
三郷市立栄中学校 髙橋　恒太 算数・数学 サ
川口市立戸塚中学校 清田　恵理 算数・数学 サ
川口市立戸塚中学校 岩田　航一 算数・数学 サ
熊谷市立大里中学校 大島　　徹 理科 サ
熊谷市立大里中学校 森　　香明 理科 サ
熊谷市立大里中学校 中里　絢乃 理科 サ
熊谷市立大里中学校 片桐　涼太 理科 サ
熊谷市立富士見中学校 菊池滝太郎 理科 サ
川越市立川越第一中学校 三角　敏昭 理科 サ
川越市立川越第一中学校 山嵜　健矢 理科 サ
川越市立川越第一中学校 山根　礼衣 理科 サ
川越市立川越第一中学校 岩田　知子 理科 サ
川口市立戸塚中学校 市川　真志 理科 サ
川口市立戸塚中学校 宇賀田恵亮 理科 サ
熊谷市立大里中学校 栗原美世子 英語 サ
熊谷市立富士見中学校 相川真奈美 英語 サ
川越市立川越第一中学校 浅野　　聡 英語 サ
川越市立川越第一中学校 小柴　　瞳 英語 サ
川越市立川越第一中学校 今伊　真弓 英語 サ
川越市立川越第一中学校 新井　智久 英語 サ
川越市立川越第一中学校 押野　智也 英語 サ
川口市教育委員会 高村　周作 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 己谷　麻未 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 関田　知華 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 加藤　順子 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 枝本　　翔 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 土屋　隆太 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 岩上　　航 その他 サ
久喜市立江面第二小学校 岡安　　隆 その他 サ
越谷市立桜井小学校 杉本　　功 その他 サ
熊谷市立富士見中学校 加松　　浩 その他 サ
熊谷市立富士見中学校 山下　雅敬 その他 サ
川越市立川越第一中学校 小林　　真 その他 サ
川越市立川越第一中学校 塩澤　八雲 その他 サ
川越市立川越第一中学校 田中　浩子 その他 サ
川越市立川越第一中学校 福島　聡太 その他 サ

川越市立川越第一中学校 織田　光代 その他 サ
川越市立川越第一中学校 大谷　　憲 その他 サ
川越市立川越第一中学校 日山しのぶ その他 サ
川越市立川越第一中学校 齊木　直子 その他 サ
狭山市立堀兼小学校 福島　一章 その他 サ

埼玉県　戸田市
所属 氏　　名 教科 役職

戸田東小学校 岡田　恵美 国語 研
戸田南小学校 伊波　大夢 社会 研
美谷本小学校 菊地奈津子 算数・数学 研
戸田第二小学校 鈴木　　圭 理科 研
芦原小学校 杉﨑　美和 英語 研
戸田東小学校 鈴木　理紗 国語 サ
戸田東小学校 本田奈保子 国語 サ
戸田東中学校 髙橋　清香 国語 サ
戸田東中学校 多田　　悟 社会 サ
戸田中学校 水村　友音 社会 サ
戸田市教育委員会 新井　宏和 算数・数学 サ
芦原小学校 小谷野恵輔 算数・数学 サ
喜沢中学校 播磨　将太 算数・数学 サ
戸田第一小学校 福田佳奈子 算数・数学 サ
戸田第一小学校 小村　哲也 算数・数学 サ
戸田第二小学校 佐々木裕介 算数・数学 サ
戸田第二小学校 堀越　珠未 算数・数学 サ
戸田第二小学校 堀　　恵子 算数・数学 サ
戸田東小学校 佐藤　正基 算数・数学 サ
戸田東中学校 鈴木　　裕 算数・数学 サ
新曽小学校 髙木　寛子 算数・数学 サ
新曽北小学校 丸山　真弓 算数・数学 サ
美谷本小学校 森　　亮輔 算数・数学 サ
美谷本小学校 篠崎　　涼 算数・数学 サ
戸田中学校 遊間　大陽 理科 サ
新曽中学校 越湖　貴久 理科 サ
戸田東小学校 髙橋　健太 英語 サ
芦原小学校 塩野谷麻衣 英語 サ
戸田第二小学校 高橋　杏奈 英語 サ
戸田東小学校 高橋　健太 英語 サ
戸田東中学校 藤田保奈美 英語 サ
戸田東中学校 阿部　悠希 英語 サ
戸田第二小学校 片野　沙綾 英語 サ
美笹中学校 山本　隆裕 英語 サ
美谷本小学校 加藤　貴嗣 その他 サ
喜沢小学校 小林　　湧 その他 サ
戸田東小学校 勝俣　武俊 その他 サ
戸田東中学校 小田慎一郎 その他 サ
戸田第二小学校 七木田君恵 その他 サ
喜沢中学校 八ッ井健司 その他 サ
笹目中学校 小松　裕人 その他 サ
笹目小学校 佐藤　勇仁 その他 サ
芦原小学校 才田　真弘 その他 サ
戸田南小学校 小久保憲次郎 その他 サ
戸田第二小学校 野島　英樹 その他 サ
戸田第二小学校 中里　直之 その他 サ
笹目東小学校 山崎　　真 その他 サ
笹目東小学校 寺内　拓哉 その他 サ
戸田第一小学校 込田　　祥 その他 サ
喜沢中学校 川口　正成 その他 サ
戸田南小学校 興津　直弥 その他 サ
芦原小学校 栗本　健太 その他 サ
笹目東小学校 野口　修男 その他 サ
笹目小学校 黒﨑　正彦 その他 サ
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戸田東中学校 真島　清貴 その他 サ
戸田第二小学校 池邊　　寛 その他 サ
戸田市教育委員会 布瀬川裕貴 その他 サ
笹目小学校 三ツ木真潮 その他 サ
戸田第二小学校 笠原　三義 その他 サ
戸田第二小学校 狗飼　英典 その他 サ
戸田第二小学校 堀　芙美子 その他 サ
戸田第二小学校 花野　嘉則 その他 サ
戸田第二小学校 中村　香薫 その他 サ
戸田南小学校 神田　聡美 その他 サ
芦原小学校 前田　桃子 その他 サ
美女木小学校 間中千恵子 その他 サ
笹目小学校 下野　志保 その他 サ
戸田第二小学校 村木　理美 その他 サ
戸田第二小学校 青木　聡子 その他 サ
美谷本小学校 越　吏泳子 その他 サ
戸田東小学校 小梨　貴弘 その他 サ
新曽小学校 野口　恵理 その他 サ
美女木小学校 荒木　哲弥 その他 サ
笹目東小学校 肥後漱一郎 その他 サ
戸田東小学校 押山　洋平 その他 サ
戸田東小学校 栗原　　央 その他 サ
戸田第二小学校 前田　　健 その他 サ
芦原小学校 瀧川　　翔 その他 サ
喜沢中学校 佐藤　遥太 その他 サ
戸田東中学校 伴　　真人 その他 サ
戸田南小学校 江口　太陽 その他 サ
戸田東中学校 藤田実緒子 その他 サ
新曽北小学校 荒川　祥輝 その他 サ
新曽北小学校 永尾　　光 その他 サ
新曽北小学校 長谷川　駿 その他 サ
戸田第二小学校 本田　達哉 その他 サ
戸田第一小学校 佐々木大輔 その他 サ
笹目中学校 根本　達也 その他 サ
笹目東小学校 森下　佳菜 その他 サ
喜沢小学校 今泉歩惟香 その他 サ
美女木小学校 山口　直也 その他 サ
新曽小学校 吉村北久斗 その他 サ
美谷本小学校 山田　美弥 その他 サ
笹目東小学校 古谷早希絵 その他 サ
芦原小学校 梶原　香理 その他 サ
笹目東小学校 大森　忠義 その他 サ
戸田東小学校 阿部穂乃花 その他 サ
戸田東小学校 薄井　美里 その他 サ
新曽北小学校 金澤　真子 その他 サ
新曽北小学校 田中　　望 その他 サ
笹目中学校 桒原　隼一 その他 サ
美谷本小学校 増田　　萌 その他 サ
笹目小学校 鴻巣　彩香 その他 サ
美女木小学校 渡邉さや香 その他 サ
戸田南小学校 山﨑　由香 その他 サ
戸田東小学校 下山　優茉 その他 サ
戸田第一小学校 仲尾次明美 その他 サ
戸田第一小学校 松木恵美子 その他 サ
戸田第一小学校 佐久間藍花 その他 サ
戸田第一小学校 井上　博之 その他 サ
笹目中学校 中里　志穏 その他 サ
笹目東小学校 松原　　恵 その他 サ
美女木小学校 佐々木潤子 その他 サ
喜沢中学校 山岸　祐太 その他 サ
喜沢小学校 岡田　悦子 その他 サ
戸田第二小学校 松澤実代子 その他 サ
戸田第二小学校 此崎　　彬 その他 サ
喜沢小学校 三上　侑香 その他 サ
戸田第一小学校 金丸　康一 その他 サ
戸田第二小学校 佐藤　　護 その他 サ

東京都市大学等々力中学校・高等学校
所属 氏　　名 教科 役職

東京都市大学等々力中学校・高等学校 飯田　公彦 社会 研
東京都市大学等々力中学校・高等学校 岩城　裕亮 社会 研
東京都市大学等々力中学校・高等学校 桒原規益子 国語 サ
東京都市大学等々力中学校・高等学校 樋口　久仁 国語 サ

文化学園長野中学・高等学校
所属 氏　　名 教科 役職

文化学園長野中学・高等学校 倉島　克実 国語 サ
文化学園長野中学・高等学校 中村　祐貴 国語 サ
文化学園長野中学・高等学校 長野　　真 社会 サ
文化学園長野中学・高等学校 北村　栄吉 算数・数学 サ
文化学園長野中学・高等学校 前山まどか 算数・数学 サ
文化学園長野中学・高等学校 倉島　大飛 算数・数学 サ
文化学園長野中学・高等学校 五味　龍作 理科 サ
文化学園長野中学・高等学校 長田　里恵 英語 サ
文化学園長野中学・高等学校 小山　千絵 英語 サ
京都市立中学校新しい学びプロジェクト研究協議会

所属 氏　　名 教科 役職
旭丘中学校 細井　悠一 国語 研
京都市立嵯峨中学校 谷口　理咲 国語 研
京都市立向島東中学校 藤木　美輝 国語 研
京都市立藤森中学校 芦田　美香 国語 研
加茂川中学校 小橋　貴弘 社会 研
京都市立向島東中学校 佐々木浩太朗 社会 研
旭丘中学校 中島　朋哉 算数・数学 研
京都市立中京中学校 田中　淳一 算数・数学 研
京都市立嵯峨中学校 大野未映子 算数・数学 研
京都市立向島東中学校 原田　耕平 算数・数学 研
加茂川中学校 小山　正直 理科 研
京都市立向島東中学校 廣川　崇弘 理科 研
加茂川中学校 太田　　勝 国語 サ
京都市教育委員会 立垣　典子 国語 サ
京都市立中京中学校 蒲田　　悟 算数・数学 サ
京都市教育委員会 野村　昌孝 算数・数学 サ
京都市教育委員会 畑中　一良 算数・数学 サ
京都市立朱雀第六小学校 松岡　　進 理科 サ
京都市立向島東中学校 中村　祐之 英語 サ
旭丘中学校 弓場　宏純 その他 サ
京都市立嵯峨中学校 小滝　俊則 その他 サ
京都市立向島東中学校 逆水　由紀 その他 サ
京都市立桂中学校 島　さやか その他 サ

和歌山県　有田川町
所属 氏　　名 教科 役職

田殿小学校 生駒　真次 社会 研
御霊小学校 西川　恭矢 社会 研
御霊小学校 宮井　健作 社会 研
吉備中学校 宮本　　綾 算数・数学 研
石垣中学校 上道　賢太 算数・数学 研
石垣中学校 一角　憲宏 理科 研
八幡中学校 面矢　和弥 社会 サ

和歌山県　湯浅町
所属 氏　　名 教科 役職

湯浅中学校 福田　真紀 国語 サ
湯浅中学校 江川　侑也 国語 サ
湯浅小学校 生田　　敦 社会 サ
湯浅小学校 小原　朋紀 社会 サ
湯浅小学校 岩﨑　直輝 社会 サ
湯浅小学校 岡本　麻美 社会 サ
湯浅小学校 南　　紳也 算数・数学 サ
湯浅中学校 丸谷　健太 理科 サ
湯浅中学校 蛇渕　泰平 理科 サ

清風学園　清風中学校高等学校
所属 氏　　名 教科 役職

清風中学校高等学校 臼井　　誠 国語 研
清風中学校高等学校 吉田　　正 国語 研

清風中学校高等学校 稲原　　彰 国語 研
清風中学校高等学校 安野　　学 国語 研
清風中学校高等学校 野田あゆみ 国語 研
清風中学校高等学校 鎌田　隆 社会 研
清風中学校高等学校 佐藤　俊史 社会 研
清風中学校高等学校 川合　　暢 算数・数学 研
清風中学校高等学校 筒井　博也 理科 研
清風中学校高等学校 坂本　一之 英語 研
清風中学校高等学校 森田　一義 英語 研
清風中学校高等学校 橋口　丈志 国語 サ
清風中学校高等学校 原田　　晃 国語 サ
清風中学校高等学校 平岡　宏一 社会 サ
清風中学校高等学校 佐藤　和彦 社会 サ
清風中学校高等学校 植木　久雄 算数・数学 サ
清風中学校高等学校 川西　秀史 算数・数学 サ
清風中学校高等学校 吉栖　　護 算数・数学 サ
清風中学校高等学校 山田　裕之 理科 サ
清風中学校高等学校 松下　賢治 英語 サ
清風中学校高等学校 山田　昌吾 英語 サ
清風中学校高等学校 森田　一彦 英語 サ
清風中学校高等学校 竹田　裕彦 英語 サ
清風中学校高等学校 澤　　賢一 その他 サ
清風中学校高等学校 吉田　和史 その他 サ

鳥取県日南町立日南中学校　
所属 氏　　名 教科 役職

島根県　津和野町
所属 氏　　名 教科 役職

津和野中学校 佐々木紹夫 算数・数学 研
日原中学校 石田　康行 算数・数学 研

島根県　浜田市
所属 氏　　名 教科 役職

旭中学校 清本　　忍 社会 研
金城中学校 勝部　厚志 算数・数学 研
旭中学校 片寄　泰史 国語 サ
旭中学校 坂本　有美 国語 サ
金城中学校 永安　裕子 国語 サ
金城中学校 山本　浩樹 社会 サ
旭中学校 植田　　斉 算数・数学 サ
金城中学校 阿部　哲彦 算数・数学 サ
金城中学校 新井　雅史 算数・数学 サ
旭中学校 小田　貴司 理科 サ
金城中学校 上部　　徹 理科 サ
金城中学校 大垰ひろみ 理科 サ
旭中学校 大脇　優子 英語 サ
金城中学校 島津　理恵 英語 サ
旭中学校 大﨑　正和 その他 サ
旭中学校 領家早予子 その他 サ
旭中学校 太田志名子 その他 サ
金城中学校 米花　良枝 その他 サ
金城中学校 小加本裕真 その他 サ
金城中学校 白瀬富士江 その他 サ
金城中学校 佐々木千桂 その他 サ
金城中学校 山田　耀司 その他

広島県　安芸太田町
所属 氏　　名 教科 役職

加計中学校 吉田　朋子 国語 研
加計中学校 岡崎　英雄 社会 研
加計小学校 大前　美果 算数・数学 研
筒賀小学校 河本　聖志 算数・数学 研
上殿小学校 大久保　優 算数・数学 研
戸河内小学校 片桐　克敏 算数・数学 研
戸河内小学校 中村可南子 算数・数学 研
加計小学校 清住　秀久 理科 研
加計中学校 原田　優次 理科 研
安芸太田中学校 五島　暁人 理科 研
加計小学校 有森　英一 英語 研
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安芸太田中学校 山根　　泉 国語 サ
安芸太田中学校 二宮　憲佑 社会 サ
安芸太田中学校 山縣　恭治 社会 サ
加計小学校 細川　隆典 算数・数学 サ
加計小学校 佐々木滝子 算数・数学 サ
加計小学校 滑　　祐斗 算数・数学 サ
加計小学校 田尾佐智恵 算数・数学 サ
加計小学校 中村　俊裕 算数・数学 サ
加計小学校 福島布美子 算数・数学 サ
筒賀小学校 田村　麗子 算数・数学 サ

筒賀小学校 西廣　直明 算数・数学 サ
上殿小学校 新宅裕美子 算数・数学 サ
戸河内小学校 俵屋由紀恵 算数・数学 サ
戸河内小学校 佐々木結唯 算数・数学 サ
加計中学校 住岡　美穂 算数・数学 サ
加計中学校 石井　芳直 算数・数学 サ
加計中学校 近藤　　毅 算数・数学 サ
安芸太田中学校 丸山　　智 算数・数学 サ
安芸太田中学校 田邊　　臣 算数・数学 サ
安芸太田中学校 沖本　直樹 理科 サ
加計中学校 小笠原督子 英語 サ
加計中学校 橋奥　夏弥 英語 サ
安芸太田中学校 丸山　香織 英語 サ
安芸太田中学校 沖田　有香 英語 サ
加計小学校 林　　文麿 その他 サ
加計小学校 佐々木仁美 その他 サ
筒賀小学校 津田　𣳾成 その他 サ
筒賀小学校 沖田　敬治 その他 サ
上殿小学校 栗栖さゆり その他 サ
上殿小学校 佐々木義孝 その他 サ
戸河内小学校 大下　敏弘 その他 サ
戸河内小学校 野川　智毅 その他 サ
加計中学校 羽村　昭彦 その他 サ
加計中学校 出張　幸雄 その他 サ
加計中学校 合原　幸香 その他 サ
加計中学校 佐々木恭彦 その他 サ
加計中学校 和田　　伴 その他 サ
安芸太田中学校 金田　順史 その他 サ
安芸太田中学校 末本　星子 その他 サ
安芸太田中学校 清水　裕之 その他 サ
安芸太田中学校 武山　亮子 その他 サ
安芸太田中学校 永井　孝直 その他 サ
安芸太田中学校 堀辺　大気 その他 サ

せらにし教育研究会
所属 氏　　名 教科 役職

せらにし小学校 山﨑　朋恵 算数・数学 研
世羅西中学校 佐伯　華彦 理科 研
世羅西中学校 藤原　康治 国語 サ
世羅西中学校 金末　宣子 社会 サ
世羅西中学校 隠地　純子 算数・数学 サ
せらにし小学校 中野　智美 算数・数学 サ
せらにし小学校 井上さやか 算数・数学 サ
せらにし小学校 下井ひろみ 算数・数学 サ
せらにし小学校 東　　博晃 算数・数学 サ
せらにし小学校 田丸　英子 算数・数学 サ
せらにし小学校 小林あかね 算数・数学 サ
せらにし小学校 上保　龍治 算数・数学 サ
せらにし小学校 村田　　晃 算数・数学 サ
せらにし小学校 上久保京子 算数・数学 サ
せらにし小学校 見藤　孝二 算数・数学 サ
世羅西中学校 中和　洋之 理科 サ
世羅西中学校 村上　奈央 理科 サ
せらにし小学校 栗原　英樹 理科 サ
せらにし小学校 荒谷みどり 理科 サ
世羅西中学校 川﨑とも子 英語 サ

世羅西中学校 鈴木　千晶 その他 サ
世羅西中学校 芦田竜太郎 その他 サ
世羅西中学校 谷川　哲也 その他 サ
ひろしま新しい学びプロジェクト研究協議会
所属 氏　　名 教科 役職

呉市立倉橋中学校 宮岡　英明 算数・数学 研
北広島町立大朝中学校 井丸　　尚 算数・数学 研
三次市立三次中学校 中村　拓哉 理科 研
三原市立第四中学校 助光　達也 国語 サ
呉市立倉橋中学校 堀内　愛実 国語 サ
北広島町立大朝中学校 三田　直子 社会 サ
なし 信廣　正夫 算数・数学 サ
尾道市立向東小学校 田野　賢一 算数・数学 サ
世羅町立甲山中学校 津森　佑平 算数・数学 サ
呉市立下蒲刈中学校 林　　晃也 算数・数学 サ
山口県新しい学びプロジェクト研究協議会
所属 氏　　名 教科 役職

美祢市立厚保中学校 松本恵理子 国語 研
萩市立萩東中学校 西村　和子 国語 研
山陽小野田市立高千帆中学校 植野健二朗 社会 研
防府市立華西中学校 大沢圭一郎 社会 研
防府市立華陽中学校 竹本　賢之 算数・数学 研
防府市立桑山中学校 田浦　禎士 理科 研
防府市立華西中学校 安尾　民江 国語 サ
防府市立華西中学校 松本　眞明 国語 サ
防府市立牟礼中学校 藤井　節子 国語 サ
美祢市立厚保中学校 柳　　　美湖 国語 サ
岩国市立岩国西中学校 三坂　由枝 国語 サ
岩国市立麻里布中学校 豊田　裕之 社会 サ
岩国市立美和中学校 加藤　浩久 社会 サ
防府市立華西中学校 村川　奈苗 社会 サ
美祢市立厚保中学校 留奥　和也 社会 サ
岩国市立岩国西中学校 山本　浩二 社会 サ
岩国市立岩国西中学校 奥原栄一郎 社会 サ
萩市立田万川中学校 幸田　洋一 算数・数学 サ
美祢市立厚保中学校 伊藤　　　慧 算数・数学 サ
岩国市立岩国西中学校 濱田　匡弘 算数・数学 サ
岩国市立岩国西中学校 山野　篤城 算数・数学 サ
なし 藤井　剛正 理科 サ
岩国市立玖珂中学校 柴田佐和子 理科 サ
萩市立三見中学校 松岡　美鈴 理科 サ
萩市立萩東中学校 成松　裕昭 理科 サ
防府市立華西中学校 小林　玲子 理科 サ
美祢市立厚保中学校 野間勇一郎 理科 サ
岩国市立玖珂中学校 米屋　好恵 英語 サ
防府市立華西中学校 中村　玲子 英語 サ
美祢市立厚保中学校 渡　　千鶴 英語 サ
岩国市立岩国西中学校 宮田　琴乃 英語 サ
萩市立旭中学校 宇田　　仁 その他 サ
萩市教育委員会 蒲　　　勉 その他 サ
防府市立華西中学校 田村　義明 その他 サ
防府市立華西中学校 佐藤　昭子 その他 サ
美祢市立厚保中学校 西村麻衣子 その他 サ
美祢市立厚保中学校 吹上　智幸 その他 サ
美祢市立厚保中学校 稲子田靖之 その他 サ

高知県教育センター
所属 氏　　名 教科 役職

高知南高等学校 大菊　　賢 国語 研
高知南中学校 久万　真央 国語 研
高知南中学校 上岡　涼太 社会 研
高知南高等学校 高橋　竜二 算数・数学 研
高知南高等学校 竹島　洋文 理科 研
高知南高等学校 池川　潤也 理科 研
高知南高等学校 井上　大地 理科 研
高知南中学校 大石　公美 英語 研
高知南中学校 岡本　有生 算数・数学 サ

高知南高等学校 岡田　圭司 理科 サ
高知南高等学校 長野いづみ その他 サ
高知南中学校 別役　祐司 その他 サ

福岡県　飯塚市
所属 氏　　名 教科 役職

飯塚東小学校 平井　文子 国語 研
片島小学校 髙野　裕美 国語 研
上穂波小学校 田中　典子 国語 研
鯰田小学校 林田　　渉 社会 研
飯塚東小学校 中園佳代子 社会 研
飯塚小学校 古賀　太祐 社会 研
飯塚小学校 桑岡　貴志 社会 研
頴田小学校 児玉　正昌 社会 研
頴田小学校 野崎　湧雅 社会 研
頴田中学校 石川　直也 社会 研
飯塚小学校 井上　修男 算数・数学 研
飯塚小学校 名富　朋美 算数・数学 研
片島小学校 井上　久美 算数・数学 研
片島小学校 竹田　大地 算数・数学 研
上穂波小学校 水谷　隆之 算数・数学 研
上穂波小学校 山田　光祐 算数・数学 研
椋本小学校 松本　智美 算数・数学 研
飯塚第一中学校 桑岡　健治 算数・数学 研
頴田中学校 川野　清三 算数・数学 研
穂波東中学校 芝田　博志 算数・数学 研
庄内中学校 服部　佳祐 算数・数学 研
鯰田小学校 三浦　由梨 理科 研
飯塚東小学校 金城　太郎 理科 研
飯塚東小学校 大隈　美央 理科 研
菰田小学校 森方　辰史 理科 研
菰田小学校 安永　昌広 理科 研
穂波東小学校 溝端　真奈 理科 研
飯塚第二中学校 大丸　公平 理科 研
頴田中学校 大津　健志 理科 研
菰田小学校 栗原　美紀 英語 研
頴田中学校 大津　リサ 英語 研
穂波東中学校 田中　啓子 英語 研
飯塚第一中学校 安河内　隆 その他 研
筑穂中学校 堤　千江子 その他 研
鯰田小学校 瓜生　素子 国語 サ
鯰田小学校 吉村夕生那 国語 サ
飯塚東小学校 大谷しのぶ 国語 サ
飯塚東小学校 足立　恭子 国語 サ
飯塚東小学校 堤　　早雪 国語 サ
飯塚東小学校 有本　千絵 国語 サ
菰田小学校 福間由美子 国語 サ
飯塚小学校 馬場　敬子 国語 サ
飯塚小学校 石川　和佳 国語 サ
片島小学校 大庭　美佳 国語 サ
頴田小学校 田中　時代 国語 サ
頴田小学校 岡松　純子 国語 サ
穂波東小学校 篠﨑　寛之 国語 サ
若菜小学校 出嶋　浩二 国語 サ
若菜小学校 辰田　駿介 国語 サ
若菜小学校 遠藤　彰人 国語 サ
椋本小学校 入江　慶子 国語 サ
飯塚第一中学校 秋山　知子 国語 サ
飯塚第二中学校 北川　清徳 国語 サ
飯塚第二中学校 竹下　　巖 国語 サ
飯塚第二中学校 井嶋　大輔 国語 サ
頴田中学校 合澤　博之 国語 サ
頴田中学校 堤　　亨子 国語 サ
頴田中学校 山本　章恵 国語 サ
穂波東中学校 清水さおり 国語 サ
鯰田小学校 福間　啓輔 社会 サ
鯰田小学校 岡松　浩平 社会 サ

265

研究推進員・開発員一覧



飯塚東小学校 白土亜矢子 社会 サ
飯塚東小学校 簑原　文江 社会 サ
菰田小学校 松尾　史朗 社会 サ
菰田小学校 篠原　　彰 社会 サ
頴田小学校 永水　徳之 社会 サ
飯塚第一中学校 東　　弘平 社会 サ
飯塚第二中学校 坂口　靖子 社会 サ
飯塚第二中学校 吉冨　英夫 社会 サ
頴田中学校 梶栗　浩司 社会 サ
頴田中学校 福田　康彦 社会 サ
穂波東中学校 仲上　佳男 社会 サ
鯰田小学校 谷口　邦子 算数・数学 サ
鯰田小学校 中野洸二朗 算数・数学 サ
鯰田小学校 野々上　禎 算数・数学 サ
鯰田小学校 松本　佐織 算数・数学 サ
鯰田小学校 松本　誠之 算数・数学 サ
飯塚東小学校 後藤　恭也 算数・数学 サ
飯塚東小学校 今増　由美 算数・数学 サ
飯塚東小学校 岩本　浩輝 算数・数学 サ
飯塚東小学校 渡邊　貴治 算数・数学 サ
飯塚東小学校 梶原美由紀 算数・数学 サ
菰田小学校 大塚　亜衣 算数・数学 サ
飯塚小学校 池田　緩菜 算数・数学 サ
飯塚小学校 野田　利恵 算数・数学 サ
飯塚小学校 手嶋　秀子 算数・数学 サ
飯塚小学校 小林　共子 算数・数学 サ
飯塚小学校 石橋　智子 算数・数学 サ
飯塚小学校 末次　一惠 算数・数学 サ
片島小学校 海老原聖菜 算数・数学 サ
頴田小学校 岸　　昌幸 算数・数学 サ
頴田小学校 諸見里明美 算数・数学 サ
頴田小学校 杉本　伊織 算数・数学 サ
頴田小学校 滝本　有希 算数・数学 サ
頴田小学校 成瀬　隆臣 算数・数学 サ
頴田小学校 北村嘉乃子 算数・数学 サ
椋本小学校 古野久美子 算数・数学 サ
飯塚第二中学校 大戸　小夏 算数・数学 サ
頴田中学校 橋爪　英雄 算数・数学 サ
頴田中学校 道﨑亜希奈 算数・数学 サ
頴田中学校 髙鍋　直美 算数・数学 サ
穂波東中学校 田端　紗良 算数・数学 サ
穂波西中学校 平山　貴博 算数・数学 サ
鯰田小学校 森山　志織 理科 サ
鯰田小学校 城戸　千秋 理科 サ
飯塚東小学校 宮本　義信 理科 サ
菰田小学校 石井　幸子 理科 サ
飯塚小学校 野畠　剛文 理科 サ
飯塚小学校 植　　聡広 理科 サ
若菜小学校 奈良迫優大 理科 サ
飯塚第一中学校 宮本　厚司 理科 サ
飯塚第一中学校 塩見　祐樹 理科 サ
頴田中学校 小田　貴之 理科 サ
穂波東中学校 大里　厚子 理科 サ
鯰田小学校 松尾多輝子 英語 サ
飯塚東小学校 手嶋　展子 英語 サ
頴田小学校 廣方　美央 英語 サ
穂波東小学校 古野久美子 英語 サ
飯塚第一中学校 平田　　恵 英語 サ
飯塚第一中学校 松崎　　綾 英語 サ
飯塚第二中学校 今中　直子 英語 サ
飯塚第二中学校 吉村　由希 英語 サ
頴田中学校 村松　良介 英語 サ
頴田中学校 福山　富美 英語 サ
穂波東中学校 髙宮　和美 英語 サ
穂波東中学校 花田　典子 英語 サ
鯰田小学校 岩本真由美 その他 サ

飯塚東小学校 末永喜美子 その他 サ
飯塚東小学校 森尾　　武 その他 サ
飯塚東小学校 増永　純女 その他 サ
飯塚東小学校 梶山　智恵 その他 サ
飯塚東小学校 大場　輝美 その他 サ
飯塚東小学校 原　千重子 その他 サ
飯塚東小学校 松浦　香織 その他 サ
飯塚東小学校 西脇　美穂 その他 サ
菰田小学校 古賀　智子 その他 サ
菰田小学校 田中　洋子 その他 サ
飯塚小学校 酒井　一志 その他 サ
頴田小学校 猿渡　和則 その他 サ
頴田小学校 行徳　弘美 その他 サ
頴田小学校 花村　栄子 その他 サ
頴田小学校 西森千香子 その他 サ
頴田小学校 末松　恵美 その他 サ
頴田小学校 野見山三由紀 その他 サ
上穂波小学校 平山　直詞 その他 サ
上穂波小学校 花元　昌一 その他 サ
椋本小学校 山本　　繁 その他 サ
椋本小学校 荷宮　和子 その他 サ
椋本小学校 高熊　　亮 その他 サ
飯塚第二中学校 福山　晃匡 その他 サ
頴田中学校 都積　友紀 その他 サ
頴田中学校 安藤　千晴 その他 サ
頴田中学校 清水　国弘 その他 サ
頴田中学校 井上　穗栄 その他 サ
頴田中学校 合原　広美 その他 サ
穂波東中学校 松尾聖奈子 その他 サ
穂波東中学校 松永登代子 その他 サ
穂波東中学校 山路　哲矢 その他 サ
穂波東中学校 内田　直美 その他 サ

大分県　竹田市
所属 氏　　名 教科 役職

直入小学校 田上　有紀 国語 研
竹田南部中学校 坂本佐知子 国語 研
竹田南部中学校 多田　智哉 算数・数学 研
荻小学校 和田　一枝 算数・数学 研
久住小学校 安東紀代美 算数・数学 研
直入中学校 梶原　裕樹 理科 研
南部小学校 深田　由美 理科 研
直入小学校 河村　由紀 国語 サ
直入小学校 甲斐　淳子 国語 サ
直入中学校 三浦　祐一 社会 サ
竹田南部中学校 河野　桂志 社会 サ
南部小学校 田仲　里栄 算数・数学 サ
竹田市教育委員会 安東　大暁 算数・数学 サ
竹田南部中学校 渡部公比古 理科 サ
竹田市教育委員会 菅　　浩三 理科 サ
直入中学校 瀧田　好恵 なし サ
竹田南部中学校 佐藤　慎司 なし サ
竹田市教育委員会 渡邊　幸美 英語 サ

大分県　九重町
所属 氏　　名 教科 役職

南山田小学校 柴田美穂子 国語 研
淮園小学校 恒任　珠美 国語 研
ここのえ緑陽中学校 垣迫　真未 理科 研
ここのえ緑陽中学校 長野　有里 国語 サ
野上小学校 池部　聖崇 国語 サ
野矢小学校 篠田　早紀 国語 サ
飯田小学校 小斉平真理子 国語 サ
淮園小学校 甲斐　　忍 国語 サ
南山田小学校 岩下　佳子 国語 サ
ここのえ緑陽中学校 中島　大介 社会 サ
淮園小学校 松本　俊一 社会 サ
淮園小学校 小西　尚史 社会 サ

南山田小学校 藤野　知恵 社会 サ
ここのえ緑陽中学校 横山　恭一 算数・数学 サ
ここのえ緑陽中学校 和田　まい 算数・数学 サ
東飯田小学校 大津　友香 算数・数学 サ
東飯田小学校 髙橋　奈央 算数・数学 サ
野上小学校 外山　裕三 算数・数学 サ
野上小学校 佐藤奈留美 算数・数学 サ
飯田小学校 梶原　哲哉 算数・数学 サ
淮園小学校 末廣　健太 算数・数学 サ
ここのえ緑陽中学校 湯浅　　優 理科 サ
淮園小学校 秋吉　正起 理科 サ

大分県　豊後高田市
所属 氏　　名 教科 役職

高田中学校 財前由紀子 国語 研
高田小学校 伊藤　　竣 国語 サ
高田小学校 葛城菜々美 国語 サ
高田小学校 安藤　絵里 国語 サ
高田小学校 井嶌　裕一 国語 サ
高田小学校 春岡　和子 国語 サ
高田小学校 河野めぐみ 国語 サ
高田小学校 時枝由美子 国語 サ
高田小学校 七森　桂代 国語 サ
高田小学校 首藤　麻衣 国語 サ
高田小学校 佐保　公啓 国語 サ
戴星学園 御幡奈保美 国語 サ
戴星学園 安東　容子 国語 サ
戴星学園 甲斐　綾菜 国語 サ
高田小学校 松本　晴美 社会 サ
呉崎小学校 都甲　正美 社会 サ
呉崎小学校 松本　直美 社会 サ
呉崎小学校 吉村　美佳 社会 サ
戴星学園 安藤まち子 社会 サ
戴星学園 豊田　勇貴 社会 サ
高田小学校 安藤　正一 算数・数学 サ
高田小学校 松成　富義 算数・数学 サ
高田小学校 財前　　剛 算数・数学 サ
高田小学校 白川　尚伸 算数・数学 サ
高田小学校 坂本　壮平 算数・数学 サ
高田小学校 村上真理子 算数・数学 サ
高田小学校 首藤　智子 算数・数学 サ
高田小学校 角　知佐子 算数・数学 サ
田染小学校 旦部　芳史 算数・数学 サ
戴星学園 吉村　郁子 算数・数学 サ
戴星学園 藤重　博明 算数・数学 サ
戴星学園 小迫　敬文 算数・数学 サ
戴星学園 西田　久子 算数・数学 サ
高田小学校 舛友　拓哉 理科 サ
高田小学校 森若　明徳 理科 サ
戴星学園 藤本　正徳 理科 サ
戴星学園 仲摩　典明 英語 サ
戴星学園 小田　豊昭 その他 サ
戴星学園 河野　邦子 その他 サ
戴星学園 渡邊　俊恵 その他 サ
戴星学園 河野由巳香 その他 サ
戴星学園 浅井　宏章 その他 サ
宮崎県県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校
所属 氏　　名 教科 役職

都城泉ヶ丘高等学校附属中学校 黒木　　亨 理科 研
都城泉ヶ丘高等学校附属中学校 福永　弘幸 その他 サ

＊ 「役職」欄の「研」は、研究推進員、「サ」は、「サ
ポートメンバー」を指す。（平成 31年 1月末日現在）
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（2）平成 30年度「未来を拓く『学び』プロジェクト」研究開発員は以下の 678名である。
研究開発校 研究開発員 教科部会

上尾高校 岡田　恵甫 公民
上尾高校 木村　文憲 数学
上尾高校 橋本　英和 公民
上尾高校 金田　裕子 理科
上尾鷹の台高校 佐藤　大輔 公民
上尾鷹の台高校 末松　　洋 外国語
上尾鷹の台高校 関　　啓介 外国語
上尾鷹の台高校 千代田拓弥 国語
上尾鷹の台高校 吉岡莉奈子 書道
上尾橘高校 石田　　健 国語
上尾橘高校 岡部　太郎 数学
上尾橘高校 片桐あゆみ 国語
上尾橘高校 窪田　通夫 数学
上尾橘高校 中里　龍介 理科
上尾橘高校 松浦　聡太 地理歴史
上尾橘高校 山野井俊介 数学
上尾橘高校 横田　圭洋 数学
上尾南高校 新井　孝和 地理歴史
上尾南高校 石神　将大 数学
上尾南高校 今野　恵介 数学
上尾南高校 戸井田　健 保健体育
上尾南高校 中村　桃子 書道
上尾南高校 鍋島　朱海 国語
上尾南高校 橋本　和明 外国語
朝霞高校 示野　充彦 美術・工芸
朝霞高校 浜田　暢康 外国語
いずみ高校 飯村　有貴 農業
いずみ高校 押田　拓也 数学
いずみ高校 鎌倉　直紀 工業
いずみ高校 酒井　翔太 外国語
いずみ高校 谷　　貴美 農業
いずみ高校 華井　裕隆 公民
いずみ高校 宮﨑　由実 農業
伊奈学園総合高校 新井　真美 国語
伊奈学園総合高校 岩瀬　大祐 地理歴史
伊奈学園総合高校 大原　一成 保健体育
伊奈学園総合高校 河野　克枝 地理歴史
伊奈学園総合高校 島本　真衣 地理歴史
伊奈学園総合高校 松本　靖子 国語
入間向陽高校 伊藤　　彩 家庭
入間向陽高校 関根　和毅 国語
入間向陽高校 松永　千希 国語
入間向陽高校 本　　美穂 国語
岩槻高校 相場　崇利 地理歴史
岩槻高校 池田　智彰 外国語
岩槻高校 水石佐和子 外国語
岩槻高校 村松真由美 数学
岩槻商業高校 小林　直人 地理歴史
岩槻商業高校 德江　基季 商業
岩槻商業高校 廣岡　佳江 商業
岩槻商業高校 山﨑　昂平 国語
岩槻北陵高校 尾形　亮輔 外国語
岩槻北陵高校 鈴木　大樹 音楽
岩槻北陵高校 田村　　亮 外国語
岩槻北陵高校 中村三四郎 保健体育
浦和高校 新井　大翼 外国語
浦和高校 大浦　貴裕 国語
浦和高校 大澤　　海 外国語
浦和高校 岡田　　稔 外国語
浦和高校 小河　園子 外国語
浦和高校 小野瀨照夫 音楽
浦和高校 鹿島　雄介 理科
浦和高校 金毛利加代子 家庭
浦和高校 菅野　治虫 理科
浦和高校 菊池　　崇 数学
浦和高校 北向　　大 数学
浦和高校 木戸　俊吾 数学
浦和高校 小島　貴裕 数学
浦和高校 齋藤　教雄 数学
浦和高校 佐藤　甲倫 理科
浦和高校 高木　悠貴 数学
浦和高校 髙橋　律夫 公民
浦和高校 長澤　昇一 情報
浦和高校 奈良　繁範 理科

研究開発校 研究開発員 教科部会
浦和高校 西村　紗菜 国語
浦和高校 野澤　優太 理科
浦和高校 三宅　邦隆 地理歴史
浦和高校 武藤　和孝 数学
浦和高校 森川　大地 国語
浦和高校 山中　　明 公民
浦和高校 渡邊　大地 地理歴史
浦和高校 岡田　直也 数学
浦和高校 小島　大貴 国語
浦和高校 萩原　紘平 理科
浦和北高校 岡村起代之 情報
浦和北高校 関根　景子 国語
浦和北高校 三沼　紀子 国語
浦和北高校 森廣絵里子 外国語
浦和工業高校 石川　和博 公民
浦和工業高校 石塚　和成 数学
浦和工業高校 井野　靖弘 工業
浦和工業高校 冨樫　民樹 理科
浦和工業高校 中村　政和 工業
浦和工業高校 吉岡　克起 数学
浦和第一女子高校 赤嶺　亜子 地理歴史
浦和第一女子高校 板谷　大介 国語
浦和第一女子高校 下川　　隆 地理歴史
浦和第一女子高校 鈴木　絵理 国語
浦和第一女子高校 富田　　平 情報
浦和西高校 上野　通宗 理科
浦和西高校 松岡由美子 公民
浦和西高校 山本　佳樹 国語
大宮高校 鈴木　亮祐 数学
大宮高校 畑　　文子 国語
大宮工業高校 渡邊彩矢香 理科
大宮工業高校 大木　雄太 数学
大宮光陵高校 古澤　千晴 数学
大宮光陵高校 武藤　正樹 国語
大宮商業高校 木戸　　晃 公民
大宮商業高校 馬場　義敬 商業
大宮商業高校 宮下　裕聡 国語
大宮商業高校 梅澤　和也 理科
大宮商業高校 小林　憲治 理科
大宮中央高校 岡　　理恵 音楽
大宮中央高校 奥田　裕高 数学
大宮中央高校 熊谷　　愛 外国語
大宮中央高校 小須田一樹 国語
大宮中央高校 後藤　敬祐 理科
大宮中央高校 齋藤　義教 数学
大宮中央高校 須田　俊弥 国語
大宮中央高校 津秋　智史 国語
大宮中央高校 作道　将平 理科
大宮中央高校 中村　一稀 地理歴史
大宮中央高校 根岸　直興 理科
大宮中央高校 松本　　浩 理科
大宮中央高校 吉原　純忠 公民
大宮南高校 瓜兼　雄太 数学
大宮南高校 酒匂　幸樹 地理歴史
大宮南高校 濱﨑　陽介 国語
大宮南高校 芙頭　　駿 数学
大宮南高校 山﨑　康太 国語
大宮東高校 遠藤　沙織 理科
大宮東高校 齋藤　優気 保健体育
大宮東高校 齋藤　龍馬 公民
大宮東高校 貞永　真澄 保健体育
大宮東高校 圓谷　修平 数学
大宮東高校 吉田　羽弓 国語
大宮東高校 米澤　　望 国語
大宮武蔵野高校 飯田　大稀 国語
大宮武蔵野高校 桑原　　優 数学
大宮武蔵野高校 塚田　朋子 外国語
小鹿野高校 井上　裕雄 地理歴史
小鹿野高校 金子　愛美 外国語
小鹿野高校 小泉　久美 国語
桶川高校 草野さやか 国語
桶川高校 久保潤一郎 地理歴史
桶川高校 白石　紳一 数学
桶川西高校 内田　健太 国語

研究開発校 研究開発員 教科部会
桶川西高校 大崎菜津子 国語
桶川西高校 倉繁有香里 数学
桶川西高校 白倉　拓未 外国語
越生高校 外谷　霞奈 美術・工芸
越生高校 矢島　幸子 情報
春日部高校 老川　由香 数学
春日部高校 高石　　聡 外国語
春日部高校 高野　将弘 情報
春日部高校 原田　優樹 国語
春日部高校 平岩　浩子 家庭
春日部工業高校 石井　健太 工業
春日部工業高校 小倉　一輝 理科
春日部工業高校 熊谷　　祐 工業
春日部女子高校 石山　博恵 地理歴史
春日部女子高校 伊原　美咲 理科
春日部女子高校 筧　美和子 国語
春日部東高校 一由　隼人 外国語
春日部東高校 金井　雅明 国語
春日部東高校 柴　　弘樹 外国語
春日部東高校 平井　　俊 国語
川口高校 安倍　孝司 情報
川口高校 黒澤　　望 理科
川口高校 多田　裕亮 国語
川口高校 巻島　俊雄 外国語
川口北高校 小松　靖和 保健体育
川口北高校 谷口　勇太 数学
川口北高校 本郷　　敦 理科
川口工業高校 金田　政夫 工業
川口工業高校 後藤　泰介 工業
川口工業高校 柳谷　智子 理科
川口青陵高校 新井　徳幸 外国語
川口青陵高校 上原　拓馬 公民
川口青陵高校 古﨑　達也 数学
川口東高校 阿部　優太 音楽
川口東高校 井堀　雅大 地理歴史
川口東高校 梅原　拓也 数学
川口東高校 定清由紀子 理科
川口東高校 眞保　有偉 外国語
川口東高校 関根　里恵 理科
川口東高校 田島　慎介 地理歴史
川口東高校 徳武　知征 外国語
川口東高校 三浦　将一 数学
川口東高校 八鍬　治壽 地理歴史
川越高校 明戸　直紀 公民
川越高校 水村　晃輔 地理歴史
川越高校 吉澤　　悟 数学
川越工業高校 雨貝　健一 工業
川越工業高校 池田なな子 工業
川越工業高校 井山　朗典 理科
川越工業高校 桑原　博俊 理科
川越工業高校 小板橋駿介 工業
川越工業高校 小暮　秀成 数学
川越工業高校 篠塚　宗明 保健体育
川越工業高校 高橋　弘樹 数学
川越工業高校 豊島　義範 外国語
川越工業高校 中島　邦雄 工業
川越工業高校 持田　真人 地理歴史
川越工業高校 新井晋太郎 地理歴史
川越女子高校 田口　聡旬 数学
川越女子高校 戸松　遥美 理科
川越女子高校 山崎　　桂 国語
川越総合高校 生田　　純 理科
川越総合高校 橋口あゆみ 農業
川越西高校 秋葉　光洋 数学
川越西高校 後呂健太郎 地理歴史
川越西高校 倉繁　直子 数学
川越西高校 小池　　祐 国語
川越西高校 小林　　蓮 外国語
川越西高校 薗部　映里 国語
川越西高校 町田　知基 国語
川越西高校 本橋　明子 外国語
川越西高校 安田　雅美 外国語
川越西高校 山崎　康至 国語
川越初雁高校 河津謙太郎 地理歴史
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研究開発校 研究開発員 教科部会
川越初雁高校 小針　雅弘 数学
川越初雁高校 佐藤美友貴 公民
川越初雁高校 矢野　明子 地理歴史
川越初雁高校 山口　あき 外国語
川越南高校 井上　　尚 理科
川越南高校 春日井　優 情報
川越南高校 菊池　弘子 外国語
川越南高校 角田　春太 数学
川越南高校 中島　大気 外国語
川越南高校 中村　由樹 理科
川越南高校 根岸　怜子 保健体育
川越南高校 藤元　琢也 理科
川越南高校 黛　　穂高 国語
川越南高校 持田　叔宏 地理歴史
北本高校 大城　　周 保健体育
北本高校 高橋　沙絵 書道
北本高校 直井　桃子 国語
北本高校 原口真理子 家庭
北本高校 由木　智子 地理歴史
北本高校 吉村　彩香 理科
久喜高校 青木　亮太 情報
久喜高校 平沼　慧幸 国語
久喜高校 法月　七海 地理歴史
久喜高校 竹内　　直 書道
久喜高校 若嶋　　瑛 保健体育
久喜工業高校 鈴木　宏昭 数学
久喜工業高校 竹野和花子 工業
久喜北陽高校 大嶋浩太郎 音楽
久喜北陽高校 岡部　　杏 国語
久喜北陽高校 加藤　裕佑 数学
久喜北陽高校 上村　健斗 数学
久喜北陽高校 熊谷　　澪 理科
久喜北陽高校 佐藤　太基 理科
久喜北陽高校 佐藤　良輔 数学
久喜北陽高校 田中　将臣 情報
久喜北陽高校 富塚　雄貴 地理歴史
久喜北陽高校 長神さやか 理科
久喜北陽高校 前田　　和 外国語
久喜北陽高校 森田　純子 国語
熊谷高校 岩田　朋之 国語
熊谷高校 加藤　大樹 外国語
熊谷高校 川田　瑠偉 地理歴史
熊谷高校 髙橋　大樹 国語
熊谷高校 長島　正剛 数学
熊谷高校 野澤　澄子 外国語
熊谷高校 原　　拓生 数学
熊谷高校 原田　倫史 数学
熊谷高校 深田　一弘 理科
熊谷高校 柳　　優輝 地理歴史
熊谷高校 山田翔一郎 外国語
熊谷工業高校 尾関由希子 理科
熊谷工業高校 斎藤　愛美 工業
熊谷工業高校 田中　将介 工業
熊谷工業高校 田中　康博 理科
熊谷工業高校 宮﨑　康平 数学
熊谷工業高校 宮本　　順 工業
熊谷商業高校 高橋　和恵 商業
熊谷商業高校 角田　薫子 理科
熊谷女子高校 木宮麻由美 数学
熊谷女子高校 鈴木　綾子 外国語
熊谷女子高校 針岡　　萌 国語
熊谷女子高校 湯澤　　隆 理科
熊谷西高校 鈴木　英稔 理科
熊谷西高校 藤井　伸泰 地理歴史
熊谷農業高校 指田　慎人 農業
熊谷農業高校 嶋田　翔太 農業
栗橋北彩高校 飯嶋　正徳 数学
栗橋北彩高校 氏家　香織 外国語
栗橋北彩高校 佐藤　生吹 地理歴史
栗橋北彩高校 飛岡　浩太 地理歴史
栗橋北彩高校 星　　恵美 外国語
栗橋北彩高校 蓑島　裕介 理科
芸術総合高校 垣内　太郎 国語
芸術総合高校 武藤　隼人 美術・工芸
鴻巣高校 荒木　　海 国語
鴻巣高校 金澤みなみ 公民
鴻巣高校 髙村　健太 数学

研究開発校 研究開発員 教科部会
鴻巣高校 水島　澄香 国語
鴻巣女子高校 安座間志保子 保健体育
鴻巣女子高校 大平　慧美 家庭
鴻巣女子高校 須田　敦子 家庭
鴻巣女子高校 関和　茉莉 数学
鴻巣女子高校 東條　　滋 数学
越ヶ谷高校 飯田　勇人 外国語
越ヶ谷高校 大槻　幸脩 外国語
越ヶ谷高校 大野　圭一 地理歴史
越ヶ谷高校 尾澤里佳子 数学
越ヶ谷高校 武士田　透 地理歴史
越ヶ谷高校 山田　一貴 公民
越谷北高校 塩野谷　淳 外国語
越谷北高校 高澤　由紀 公民
越谷総合技術高校 飯島　　佳 数学
越谷総合技術高校 小野寺　賢 音楽
越谷総合技術高校 齋藤　純一 外国語
越谷総合技術高校 篠原　壽瑛 家庭
越谷総合技術高校 関川　留都 理科
越谷総合技術高校 横田　一弘 工業
越谷西高校 中谷勇志朗 理科
越谷西高校 日沖奈保子 国語
越谷西高校 細谷　　俊 地理歴史
越谷東高校 赤井　陽平 外国語
越谷東高校 浅見　憲吾 地理歴史
越谷東高校 伊藤　弘史 保健体育
越谷東高校 今田　彩華 国語
越谷東高校 川端ひ芳子 国語
越谷東高校 髙山　瞭平 理科
越谷東高校 田中　一樹 地理歴史
越谷南高校 関根　健太 数学
越谷南高校 平原　雄太 数学
児玉高校 髙橋　克幸 地理歴史
児玉高校 永井　良介 理科
児玉高校 真下　広嗣 数学
児玉白楊高校 荒木　　明 外国語
児玉白楊高校 岩﨑　保典 農業
児玉白楊高校 橋本　翔平 国語
児玉白楊高校 本田　知大 農業
坂戸高校 磯　　敬子 外国語
坂戸高校 髙樋ゆりか 外国語
坂戸高校 西山　涼太 外国語
坂戸高校 細田　未来 地理歴史
坂戸西高校 宇津木崇子 地理歴史
坂戸西高校 高野　恵理 保健体育
坂戸西高校 中井　裕子 理科
幸手桜高校 鵜飼友理子 商業
幸手桜高校 大澤　寛之 数学
幸手桜高校 岡田　将昇 商業
幸手桜高校 酒井みのり 美術・工芸
幸手桜高校 田島　佑弥 地理歴史
幸手桜高校 廿樂　勝勲 数学
幸手桜高校 蓮　大二郎 音楽
幸手桜高校 藤井　教貴 保健体育
狭山経済高校 穴原千沙都 家庭
狭山経済高校 川勝　基広 外国語
狭山経済高校 宮下　剛幸 商業
狭山工業高校 井口　夏子 国語
狭山工業高校 陰山　慶太 数学
狭山工業高校 三浦　公平 公民
狭山清陵高校 新井　裕之 国語
狭山清陵高校 野見山　優 国語
狭山清陵高校 松村　陽介 国語
狭山清陵高校 横山　　翼 公民
狭山緑陽高校 青木　幹太 国語
狭山緑陽高校 原　健太郎 数学
狭山緑陽高校 松見　　京 外国語
狭山緑陽高校 蓑島しおり 国語
狭山緑陽高校 渡部　康詞 地理歴史
志木高校 武正健太郎 数学
志木高校 中村　百花 国語
志木高校 菱川　　智 公民
志木高校 藤井　博行 外国語
志木高校 松浦　孝則 理科
庄和高校 志賀　卓也 外国語
庄和高校 鈴木貫太郎 保健体育
庄和高校 高須　健一 地理歴史

研究開発校 研究開発員 教科部会
庄和高校 中村　裕和 数学
庄和高校 本庄　　悟 国語
白岡高校 五十嵐由子 商業
白岡高校 遠藤　里紗 国語
白岡高校 大熊　翔吾 公民
白岡高校 金子　章臣 国語
白岡高校 小暮　耕平 理科
白岡高校 渋谷　亜弓 書道
白岡高校 根岸　佑樹 理科
白岡高校 山下慎一郎 外国語
進修館高校 岡本　貴行 数学
進修館高校 佐々木　凱 外国語
杉戸高校 小澤　良基 理科
杉戸高校 城島　　遥 数学
杉戸農業高校 榎本　友介 農業
杉戸農業高校 君島　　光 農業
杉戸農業高校 笹原　　誠 農業
誠和福祉高校 熱田　峻介 福祉
誠和福祉高校 北出　拓也 福祉
誠和福祉高校 山沢真理子 福祉
草加高校 小谷　　遥 外国語
草加高校 松尾　　歩 国語
草加西高校 景山　裕喜 地理歴史
草加西高校 鈴木　陽子 情報
草加東高校 早川　　光 国語
草加東高校 宮島　健輔 理科
草加東高校 若松　謙介 数学
草加南高校 佐々木　努 地理歴史
草加南高校 鈴木　悠太 数学
草加南高校 浜野　啓史 公民
秩父高校 新井　泰葉 理科
秩父高校 小泉　庄司 外国語
秩父高校 近藤　遼平 地理歴史
秩父高校 田嶋　康志 数学
秩父農工科学高校 小島　　茜 国語
秩父農工科学高校 斎藤　晴樹 工業
秩父農工科学高校 櫻井　拓也 農業
秩父農工科学高校 七社早紀子 家庭
秩父農工科学高校 山中　洋平 工業
鶴ヶ島清風高校 天野　茂昭 公民
鶴ヶ島清風高校 新井　彰真 数学
鶴ヶ島清風高校 亀田　雅美 国語
鶴ヶ島清風高校 友廣　将二 保健体育
鶴ヶ島清風高校 中野　雅浩 数学
鶴ヶ島清風高校 星野　真吾 外国語
常盤高校 荒井すみれ 看護
常盤高校 井口多恵子 看護
常盤高校 牛坂　留都 看護
常盤高校 髙木　邦子 看護
常盤高校 髙見　裕尚 保健体育
常盤高校 中澤　瑞果 看護
常盤高校 吉田　佳苗 看護
所沢高校 清水ゆり奈 国語
所沢高校 添野　和彦 地理歴史
所沢高校 髙橋　康太 保健体育
所沢北高校 木戸　有希 国語
所沢北高校 小池　祐真 国語
所沢北高校 小林　浩太 理科
所沢北高校 櫻　　泰樹 数学
所沢北高校 佐藤　　智 数学
所沢北高校 澤田　怜奈 国語
所沢北高校 半山　修平 美術・工芸
所沢北高校 渡邊　千恵 国語
所沢商業高校 大澤　　諒 公民
所沢商業高校 片桐　優輝 商業
所沢商業高校 小島　直記 商業
所沢商業高校 和田　光春 商業
所沢西高校 大場　拓八 情報
所沢西高校 佐藤ひな子 理科
所沢西高校 守屋　　歩 数学
所沢西高校 山﨑　将史 数学
戸田翔陽高校 平野　佑樹 外国語
戸田翔陽高校 本　みゆき 商業
戸田翔陽高校 山上　真吾 理科
戸田翔陽高校 山川　智史 外国語
滑川総合高校 坂本　益教 国語
滑川総合高校 竹内　公彦 理科

268

平成30年度活動報告書　第 9集



研究開発校 研究開発員 教科部会
滑川総合高校 田端　雄樹 理科
南稜高校 青木　龍也 国語
南稜高校 稲葉　和信 地理歴史
南稜高校 小川　　駿 保健体育
南稜高校 貴志　弘基 地理歴史
南稜高校 長谷川薫子 外国語
新座高校 指宿　敏輝 保健体育
新座高校 植田　舞人 数学
新座高校 後藤　斐武 理科
新座高校 松本江里加 国語
新座高校 彌永　恵子 外国語
新座総合技術高校 秋庭　英雄 工業
新座総合技術高校 池川　慎吾 数学
新座総合技術高校 坂田　希究 工業
新座総合技術高校 松村　　健 保健体育
新座総合技術高校 渡邉　　司 理科
新座柳瀬高校 入月　　涼 地理歴史
新座柳瀬高校 岩田　啓道 公民
新座柳瀬高校 大島　一勲 数学
新座柳瀬高校 山﨑晃太朗 理科
蓮田松韻高校 神長　真志 地理歴史
蓮田松韻高校 谷川　宏平 公民
鳩ヶ谷高校 小泉　拓也 数学
鳩ヶ谷高校 関　三重子 商業
鳩ヶ谷高校 吉田　大祐 地理歴史
鳩山高校 石田　雅典 理科
鳩山高校 小木曽　匠 数学
鳩山高校 坂本　美和 国語
鳩山高校 服部　　剛 外国語
羽生高校 青木　辰樹 書道
羽生高校 秋庭　瀬里 家庭
羽生高校 新井　　純 音楽
羽生高校 尾城　有美 国語
羽生高校 小島　拓郎 地理歴史
羽生高校 齊藤亜希子 国語
羽生高校 鳥海　貴史 国語
羽生高校 二瓶　　樹 数学
羽生高校 東原　大地 数学
羽生高校 福島　直史 保健体育
羽生高校 渡辺　健太 地理歴史
羽生実業高校 内木　雄飛 農業
羽生実業高校 川口　優平 地理歴史
羽生実業高校 塚田紫鶴華 商業
羽生実業高校 吉澤　冬弥 農業
羽生第一高校 天野　拓也 国語
羽生第一高校 齋藤　明佳 国語
羽生第一高校 高橋凜太朗 数学
羽生第一高校 棚澤　美穂 外国語
羽生第一高校 中里　路子 国語
羽生第一高校 七草木　俊 数学
羽生第一高校 新堀　有花 外国語
羽生第一高校 長谷部福一 数学
羽生第一高校 森　　　靖 理科
飯能高校 上里　竜司 数学
飯能高校 押野　宏典 保健体育
飯能南高校 菊田　大地 数学
飯能南高校 小暮　裕子 国語
飯能南高校 中川未知基 外国語
日高高校 金子　健二 理科
日高高校 佐々木勇樹 外国語
日高高校 田島真里奈 地理歴史
深谷高校 大澤　　舞 外国語
深谷高校 醍醐　伸幸 地理歴史
深谷高校 貫　　淳子 国語
深谷高校 福田　貴子 外国語
深谷商業高校 大塚　千彬 理科
深谷商業高校 鈴木　裕也 商業
深谷商業高校 田村　　元 外国語
深谷商業高校 三浦　大明 理科
深谷第一高校 小林　一平 理科
深谷第一高校 鈴木　幸夫 数学
深谷第一高校 土屋　実加 外国語
深谷第一高校 吉永　恒輝 国語
吹上秋桜高校 井田　史亜 地理歴史
吹上秋桜高校 漆原　直樹 外国語
吹上秋桜高校 篠田　昌宏 数学
吹上秋桜高校 高荷　　舞 理科

研究開発校 研究開発員 教科部会
富士見高校 臼井　朋子 地理歴史
富士見高校 寺本　好孝 保健体育
富士見高校 外山　結衣 国語
富士見高校 長谷川　翠 理科
富士見高校 長谷部尚子 外国語
富士見高校 森口　真靖 数学
ふじみ野高校 浅野　裕太 理科
ふじみ野高校 岡部　裕樹 公民
ふじみ野高校 土屋　知徳 外国語
ふじみ野高校 渡部　良太 地理歴史
不動岡高校 青木隆一郎 公民
不動岡高校 荒川　　翔 数学
不動岡高校 酒巻　裕亮 数学
不動岡高校 東海林　篤 理科
本庄高校 黒沢　恵介 国語
本庄高校 室岡　慶彦 理科
松伏高校 荒井　美里 音楽
松伏高校 飯塚　一貴 商業
松伏高校 尾崎　寿徳 保健体育
松伏高校 藤井　裕也 国語
松伏高校 森田めぐみ 理科
松山高校 浅見　和寿 国語
松山高校 伊藤　博宣 国語
松山高校 大野　直知 地理歴史
松山高校 加藤　義文 地理歴史
松山高校 倉田　　淳 国語
松山高校 佐尾賢太郎 理科
松山高校 嶌田　矩晃 外国語
松山高校 田島　雄太 数学
松山高校 德永　翔平 数学
松山女子高校 江口千佳子 数学
松山女子高校 大谷　　勝 国語
松山女子高校 是永　　浩 理科
松山女子高校 坂井久美子 外国語
松山女子高校 笹川　悠希 地理歴史
松山女子高校 関口　尚代 外国語
松山女子高校 関根　　瞳 外国語
松山女子高校 髙田　真弓 国語
松山女子高校 塚越　智章 公民
松山女子高校 寺長根真希子 国語
松山女子高校 森田　　篤 外国語
松山女子高校 吉田　真弓 数学
松山女子高校 渡辺　道子 外国語
三郷高校 池野　智史 外国語
三郷高校 岩片　恭平 数学
三郷高校 橋本　　憲 地理歴史
三郷北高校 田中　祐一 数学
三郷北高校 寺山　彩華 理科
三郷北高校 野口　真央 地理歴史
三郷北高校 福田　健一 地理歴史
三郷北高校 古川　翔太 地理歴史
三郷工業技術高校 井上　　肇 地理歴史
三郷工業技術高校 甲斐　正樹 地理歴史
三郷工業技術高校 黒川　雅人 数学
三郷工業技術高校 佐々木範子 国語
三郷工業技術高校 篠田　　隆 公民
三郷工業技術高校 森山　貴仁 工業
三郷工業技術高校 渡邉　隼也 工業
皆野高校 岡部　優也 理科
皆野高校 岸　　朋哉 数学
皆野高校 関根智恵美 商業
皆野高校 髙山　智裕 保健体育
皆野高校 千島　拓実 商業
皆野高校 藤原　裕人 外国語
皆野高校 矢萩　彩恵 理科
宮代高校 相島　　湧 数学
宮代高校 岩下　和尋 数学
宮代高校 小澤真理子 国語
宮代高校 越田　洋輔 国語
宮代高校 藤原　隆大 外国語
宮代高校 益田亜由実 数学
妻沼高校 黒澤　佑輔 国語
妻沼高校 小山　雅人 数学
妻沼高校 坪井　啓明 情報
妻沼高校 床爪　麗子 国語
八潮高校 小川　卓行 公民
八潮高校 奥脇　栄治 国語

研究開発校 研究開発員 教科部会
八潮高校 小山　聖人 外国語
八潮南高校 親里麻衣子 商業
八潮南高校 豊岡　寛行 公民
八潮南高校 村田　千尋 商業
吉川美南高校 阿部　　岳 外国語
吉川美南高校 伊藤美帆子 外国語
吉川美南高校 伊能　勝人 保健体育
吉川美南高校 今村優太郎 国語
吉川美南高校 岩渕　信生 地理歴史
吉川美南高校 大森　倫平 理科
吉川美南高校 木村　美鈴 国語
吉川美南高校 黒岩　寛貴 理科
吉川美南高校 小庄司和紗 家庭
吉川美南高校 権藤　正則 商業
吉川美南高校 佐藤　侑大 商業
吉川美南高校 嶋村元太郎 数学
吉川美南高校 菅原　　俊 国語
吉川美南高校 杉山　奈美 国語
吉川美南高校 相馬　賢一 地理歴史
吉川美南高校 武田　知之 外国語
吉川美南高校 多田羅　亮 保健体育
吉川美南高校 中澤　洋子 家庭
吉川美南高校 中島　　萌 国語
吉川美南高校 廣瀬　和輝 国語
吉川美南高校 牧　　香織 保健体育
吉川美南高校 松本　泰雅 商業
吉川美南高校 見浪　翔太 地理歴史
与野高校 駒形　知彦 外国語
与野高校 柴生田　茜 理科
与野高校 武井　寛太 地理歴史
寄居城北高校 石川　智也 数学
寄居城北高校 井上　辰夫 情報
寄居城北高校 小船井　翔 地理歴史
寄居城北高校 長沢　博貴 理科
和光高校 阿部　周平 理科
和光高校 田村　亮太 情報
和光高校 矢島　朋実 外国語
和光国際高校 三沢　　渉 外国語
和光国際高校 山崎　　勝 外国語
鷲宮高校 石﨑　祐貴 外国語
鷲宮高校 小池　竜平 数学
蕨高校 磯部　友喜 地理歴史
蕨高校 大塚　一紀 理科
蕨高校 奥間　美穂 理科
蕨高校 逸見　峻介 地理歴史
伊奈学園中学校 石田　英之 外国語
川口市立高校 浅井　紀子 地理歴史
川口市立高校 新井　陽子 保健体育
川口市立高校 内御堂詩歩 保健体育
川口市立高校 大野絵美子 書道
川口市立高校 小原　聖美 外国語
川口市立高校 小池千栄子 音楽
川口市立高校 佐々木智美 商業
川口市立高校 芝崎　真理 外国語
川口市立高校 関　美奈子 家庭
川口市立高校 百々　敦幸 数学
川口市立高校 野田　庸平 国語
川口市立高校 花崎　香理 理科
川口市立高校 羽二生　篤 情報
川口市立高校 眞中　淳志 国語
川口市立高校 三枝　尚充 数学
川口市立高校 森山　真平 地理歴史
川口市立高校 米谷　祐太 理科
川口市立高校 佐藤　洋平 国語
川口市立高校 田村　亮輔 数学
川口市立高校 千島　美穂 保健体育
川口市立高校 星野　裕紀 理科
さいたま市立浦和高校 今成　千尋 国語
さいたま市立浦和高校 大江　裕子 外国語
さいたま市立浦和高校 柿本佳世子 外国語
さいたま市立浦和高校 癸生川　大 数学
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たくさんの人が

「同じことを考え」ていても

各自自分の考えを出し合うと

当然ひとりひとりの表し方は違うから

その場にたくさんの、少しずつ「違う考え」が集まってくる

そうすると

ひとりひとりが、出てきたたくさんの考えを自分なりにまとめて

各自それなりに納得できる「私の今の考え」にたどり着く

ひとりひとりの「今の考え」は

いずれまた

たくさんの人たちの考えや新しい見方に触れて考え直されて

変わってゆくし、多分、もっと良くなる

学ぶとは、こういうことの繰り返し

だから、誰でもいつでも学んでいるし

誰の学びにも終わりがない

三宅　なほみ

この報告書に関するご意見・ご感想をお待ちしています。
本報告書及び付属 DVDの内容を無断で複製、転載することはご遠慮ください。

〔連絡先〕　東京大学 CoREF
　　　　　〒 113-0033　　東京都文京区本郷 7－ 3－ 1
　　　　　　 東京大学　　高大接続研究開発センター　高大連携推進部門
　　　　　　　　　　　　 CoREFユニット
　　　　　　 TEL　03-5841-3682　　　Email　info@coref.u-tokyo.ac.jp

自治体との連携による協調学習の授業づくりプロジェクト
平成 30年度活動報告書

「協調が生む学びの多様性 第 9集―主体的・対話的で深い学びの質を支える授業研究―」

執筆・編集　白水始 飯窪真也 齊藤萌木 三宅なほみ
執筆協力　堀公彦 櫻田忍 松本優介 相良好美

平成 31年 3月 15日
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